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道徳の礎（いしずえ）の使い方
 「道徳の礎（いしずえ）」は、「ふくしまの道徳教育」の実現に向けて必要な理論や実践を集録し、

ふくしまの先生方の悩みに寄り添う一冊です。

　ふくしまの道徳教育の実現に向けて、

　以上の３編構成で作成しています。さらに、先生方の悩みに合わせて、すぐに頁を開くことができ

るよう、色別の５つのインデックスを付けています。御自身の問題意識に合わせて御活用ください。

○【理論編】道徳科の授業の充実に向けて
○【実践編】令和６年度道徳教育推進校実践報告
○【Ｑ＆Ａ】教育課程Ｑ＆Ａ
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道徳科の授業の充実に向けて
道徳教育や道徳科の理論が
分からない…

ふくしま道徳教育資料集を
より効果的に活用したい…

多様な指導方法は大切だけれど、ど
のように授業を構想すればよいの…

道徳教育の学校の基本方針
が大切とは言うけれど…

道徳科の教育課程で分から
ないことがあります…

　「道徳のとびら」や「道徳のかけ橋」及び「特別の教科
道徳」の実施に向けた地区別推進協議会で発信してきた内
容をまとめてあります。「道徳科の指導と評価の一体化」
等について詳しく解説しています。

道徳教育推進校の実施計画書等
　令和６年度道徳教育推進校の道徳教育推進の視点、道
徳教育全体計画及び別葉等を掲載しています。学校の道
徳教育の方針を明確にしたい時に御活用ください。

多様な指導方法に基づいた授業実践
　令和６年度道徳教育推進校の実践と考察を掲載してい
ます。授業実践の際の参考にしてください。

ふくしま道徳教育資料集等
　　　　　　　を活用した授業実践
　令和６年度道徳教育推進校が活用したふくしま道徳教
育資料集の実践と考察を掲載しています。「ふくしまな
らでは」の道徳教育の実現に向けて参考になります。

新教育課程Ｑ＆Ａ（道徳科編）
　既に学校に周知している新教育課程Ｑ＆Ａから道徳科の
部分を抜粋しました。教育課程の編成に向けて悩んだとき
に開いて確認してください。



道徳教育の疑問や迷いから

推進する立場になって「どうしよう…」と思ったら
～道徳教育推進教師～

推進する校内体制を整えたい！と思ったら
～管理職、教務主任、道徳教育推進教師等～

道徳教育を
先生方お一人お一人のよさを生かし、

みんなで推進していきましょう。

　このページを開いたあなたは、子ども達のために、道徳教育や道徳科授業の指導を工夫されていることでしょう。
もしかすると「目の前の子ども達に合わせて工夫したのに上手くいかない…」と感じているではないでしょうか。
それは、日々努力されているからこそです。御自身の取組に自信を持って、この道徳の礎から、「さらにパワー
アップ」の手がかりを探してみましょう。

ひとりでパワーアップしたい！と思ったら ～自己研修～

授業

指導方法

づくり
（指導と評価）

板書･発問
ICT活用等

子どもの
実態

任命
されたら

年度始め
等

学期末
・

学年末

子どもの実態を把握する方法は？どう生かせばよい？

みんなで共に学びたい！と思ったら ～校内研修～

始め
年度

年間

どう指導をすればいいの？ 授業案はどう書けばいいの？ 板書の工夫は？

どんな指導方法があるの？ 発問や学習活動の工夫は？ ICT活用のポイントは？

「１おさえる」には、理論と実
践事例が掲載されています。
研修動画を視聴してイメージ
をもつことも大切です。

小・中学校の教科書や「ふくし
ま道徳教育資料集」を活用した
授業の指導案が掲載されてい
ます。

全ての指導案には、実際の板書
が掲載されています。内容項目
やねらい、学年等を考えた工夫
を参考にしてください。

何をしたらよいのかな？ どんな取組があるの？ 掲示物等はどうすれば？

「はじめの一歩」「アイデア
ノート」を参考に、取組を考
えてみましょう。

「研究推進にあたって」「資
料」には、実態を踏まえた取
組が掲載されています。

「アイデアノート」や、各推進
校の取組が写真で掲載されて
います。できそうな取組を探し
てみましょう。

年度初めに、全職員で確認すべきことは何ですか？ 別葉ってどう使うの？
目標や内容項目、質的転換の
ポイント、評価の視点及び想
定される児童生徒の姿等を確
認しましょう。

「学習上の困難さを伴う子ども」
等への配慮について、授業でど
のように見取るかを話し合いま
しょう。

チームで授業を行う際の配慮すべきことは？ 全体計画や別葉の作成は
どのように進めるのかな？担任が授業をすることを原則

としながら、チームで取り組む
目的を確認しましょう。取り組
むことは手段です。

チームでの取組は「情報交換」
「共通認識」を行うことで、教
師の指導力向上にもつながり
ます。

家庭や地域とどのように連携すればよいのかな？
「学校、家庭、地域が連携した
道徳科の授業」の頁を参考に、
学校の実態に照らして取組を
考えましょう。

全体計画や別葉を作成する
際の配慮する点を参考に、
特に「自校の別葉の活用状
況」を把握した上で作成し
　ましょう。

別葉の目的を踏まえ、「自分
たちが活用しやすい別葉と
は？」を話し合い、形式を考
えることもできます。

「家庭・地域との連携」「全体
計画」「資料」を参考に、学校
のよさを生かした取組を考え
てみましょう。

「研究推進にあたって」に別葉
活用上の工夫点等を参考に、
「どうすれば活用しやすくなる
か」を話し合いましょう。

通知表に書く文章とは？ 評価の質の高め方は？
自分が書いた通知表の文章と掲載
されている評価文を読み比べなが
ら、子ども一人一人を「認め励ま
す」文章を考えてみましょう。

評価を記入する上での留意点や
のぞましい評価文等を確認し、
先行事例の例文をみんなで考え
てみましょう。

「子ども一人一人を受け止めて、
認め励ます評価の視点から」
を読んで、チャレンジしたい取
組を見つけてみましょう。

評価を記入する上での留意点
やのぞましい評価文等を確認
し、先行事例の例文をみんな
で考えてみましょう。

「道徳科ならではの学習活動」
を位置づけ、一人一人の道徳性
を育むために、発問を工夫して
います。

実践事例から、ICTを手段とし
てどのように活用すればよい
かを確認しましょう。

「研究推進にあたって」「資料」
には、各推進校の実態把握の方
法等が掲載されています

どんな研修内容があるの？
推進校は学校の実態に合わせた
研修に取り組んでいます。自分
の学校でもできる内容を探して
みましょう。

「把握した実態をどのように
生かして授業を行うのか」に
ついて、学習過程や考察を参
考に考えてみましょう。

　それぞれの付箋の色は、その内容がどのインデックスに
掲載されているかを色で表しています。複数の色がある場
合は、それぞれのインデックスの頁に掲載されています。

って、どんな意味?

学習指導要領解説
特別の教科道徳編
（文部科学省）

小学校 中学校

「疑問や迷い」の実態把握で研修効果UP！

高校(総則編)

　教科書の指導書等は、想定された
子どもを基に書かせています。「目
の前の子どもだったら」という視点
が欠かせません。

５分コース「ワンポイント研修」
「これが知りたい！」

を学ぶ
学ぶ内容を

選ぶ

３０分コース「ミニ研修」
指導方法の工夫

を学ぶ

６０分コース「たっぷり研修」

Letʼs 実践！教職員が集まる会議等で、５分だけチャレンジしてみませんか？

授業案から学ぶ

あなたの指導を支える資料等

道徳教育アーカイブ
(文部科学省)

学校教育指導の重点
（福島県教育庁義務教育課）

県版「道徳教育アーカイブ」
（福島県教育庁義務教育課）

授業を見て学ぶチャンスは、「アーカイブ」にもあります! 

実態を踏まえた工夫が大切

　授業者が、子どもの実態と教材、
ねらいを踏まえ、どのように授業を
つくっているか、教師の明確な意図
を学ぶことができますね。

逆引き
「さらにパワーアップ」の手がかりを探そう！

（どのように）だけでなく、 Know-Why（なぜするのか？）がキーワードKｎow-How
　年度始めや学期末などに、先生方から「どんな疑問や
迷いがあるか」アンケートを行って、その状況から校内
研修の内容を決めることもできますね。みんなで学ぶ
からこそ、自分の指導のよさや課題が明らかになります。

おすすめ

礎を読み
意見交流

試したいこと
を決める

実施から
の気づきを共有

自分の指導
を振り返る

理論
を学ぶ

授業づくり
を学ぶ

主題名、教材、ねらい
から、授業を考える

（各自）
どんな指導の工夫が
できるかを話し合う

授業イメージ
を高める

研修動画や対談動画
を視聴する

自分の指導を振り返り、
気づきを共有する

おすすめ

　校内研修等で道徳科授業を参観すると「こんな授業をすればいいんだな」「そう発問すると、こんな考えが引き出せる
んだ」と学ぶことができます。文部科学省や福島県教育委員会義務教育課の「道徳教育アーカイブ」にも、研修動画が
掲載されています。ぜひ御活用ください。

計画

家庭地域
との連携

(年度始め・
 教育課程
 編成時)

　実践にチャレンジ
したあなたに拍手！
実践に、失敗はあり
ませんよ。
 「実践にチャレンジ
した意欲」「小さくて
もできたこと」を自
分で認め、「次は○
○を試してみよう」
という気づきを大切
にしましょう。
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　実践にチャレンジ
したあなたに拍手！
実践に、失敗はあり
ませんよ。
 「実践にチャレンジ
した意欲」「小さくて
もできたこと」を自
分で認め、「次は○
○を試してみよう」
という気づきを大切
にしましょう。

お
さ
え
る
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す
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め
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は
ぐ
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い
か
す
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掲載頁内　　容学　校　名地　区

県 北

県 中

県 南

会 津

南会津

相 双

いわき

本宮市立本宮第二中学校

福島県立湖南高等学校

白河市立東北中学校

下郷町立楢原小学校

いわき市立中央台東小学校

実施計画・全体計画・別葉等

質の高い多様な授業実践

ふくしま道徳教育資料集等を活用した実践

実施計画・全体計画

質の高い多様な授業実践

ふくしま道徳教育資料集等を活用した実践

実施計画・全体計画・別葉等

質の高い多様な授業実践

ふくしま道徳教育資料集等を活用した実践

実施計画・全体計画・別葉等

質の高い多様な授業実践

ふくしま道徳教育資料集等を活用した実践

実施計画・全体計画・別葉等

質の高い多様な授業実践

ふくしま道徳教育資料集等を活用した実践

２５～３０

５３～５５

６８～７０

３１～３４

５６～５８

７１～７３

３５～４０

５９～６１

７４～７６

４１～４６

６２～６４

７７～７９

４７～５２

６５～６７

８０～８２

蕎麦の刈り取り収穫

【理論編】

令和６年度道徳教育推進校及び掲載頁一覧

道徳科の授業の充実に向けて

　湖南高校は、コミュニティ・スクールとし

て、湖南町ならではの特色を生かした学

校づくりを目指し、地域の皆様と協働し、

「蕎麦プロジェクト」と「米粉大作戦」に

取り組んでいます。総合的な探究の時間

の中で、生徒たちが地域の皆様とともに、

蕎麦を刈り取り収穫している様子がこの

一枚です。『地域創生に関わる日本一の

学校』を目指し、今後も生徒と地域が輝け

る活動として、このプロジェクトを発展さ

せていきたいと思います。
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県 北

県 中

県 南

会 津

南会津
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いわき

本宮市立本宮第二中学校

福島県立湖南高等学校

白河市立東北中学校

下郷町立楢原小学校

いわき市立中央台東小学校

実施計画・全体計画・別葉等
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ふくしま道徳教育資料集等を活用した実践

実施計画・全体計画

質の高い多様な授業実践

ふくしま道徳教育資料集等を活用した実践

実施計画・全体計画・別葉等

質の高い多様な授業実践

ふくしま道徳教育資料集等を活用した実践

実施計画・全体計画・別葉等

質の高い多様な授業実践

ふくしま道徳教育資料集等を活用した実践

実施計画・全体計画・別葉等

質の高い多様な授業実践

ふくしま道徳教育資料集等を活用した実践

２５～３０

５３～５５

６８～７０

３１～３４

５６～５８

７１～７３

３５～４０

５９～６１

７４～７６

４１～４６

６２～６４

７７～７９

４７～５２

６５～６７

８０～８２

蕎麦の刈り取り収穫

【理論編】

令和６年度道徳教育推進校及び掲載頁一覧

道徳科の授業の充実に向けて

　湖南高校は、コミュニティ・スクールとし

て、湖南町ならではの特色を生かした学

校づくりを目指し、地域の皆様と協働し、

「蕎麦プロジェクト」と「米粉大作戦」に

取り組んでいます。総合的な探究の時間

の中で、生徒たちが地域の皆様とともに、

蕎麦を刈り取り収穫している様子がこの

一枚です。『地域創生に関わる日本一の

学校』を目指し、今後も生徒と地域が輝け

る活動として、このプロジェクトを発展さ

せていきたいと思います。



【第１部　理論編】道徳科の授業の充実に向けて

　学習指導要領において、学校の教育活動全体を
通じて行う「道徳教育」については「総則」の章
に、授業については「特別の教科　道徳」の章に、
別の章立てとなって記載されています。両方の目
標や内容、関係をとらえることが大切です。
　特に「学校の教育活動全体を通じて行う道徳教
育」「特別の教科　道徳」いずれの目標において
も、育むものは「道徳性」に統一され、以前の学
習指導要領にあった「道徳的実践力」という記述
がなくなり、育むものが異なるというねじれが解
消されました。授業のねらいも、どんな道徳性の
諸様相（道徳的判断力、心情、実践意欲と態度）
を育みたいのか、しっかりと精査することが大切
です。

「道徳教育の目標」「道徳科の目標」について詳しく教えてください。

各学年で取り上げる内容項目について、詳しく教えてください。

　朱字で記述された「○○学習を通して」の部
分が特に大切です。
　具体的には、道徳科の特質として、道徳的諸
価値の理解を基にしながら、
○　自己を見つめること
○　物事を多面的・多角的に考えること
を押さえることがとりわけ大切です。
　この特質に根ざして授業を構想・展開し、一
人一人の子どもの学習状況や道徳性の成長の様
子を見取って、評価することになるのです。

　小学校低学年は19項目（３項目追加）、中学年
は20項目（２項目追加）、高学年・中学校は22
項目（高学年は１項目追加）です。学習指導要領
では「各学年の内容項目について、相当する学年
において全て取り上げること」とされていますの
で、年間指導計画作成の際には、全ての内容項
目について漏れのないよう留意してください。
　なお、それぞれの内容項目に「公正、公平、
社会正義」などの手掛かりとなる言葉（キーワー
ド）を付記することで、指導のしやすさに配慮
しています。

道徳教育の目標

（小（中）学校学習指導要領第１章総則 第１ 教育課程編成の基本方針 ２ 抜粋）
　学校における道徳教育は，特別の教科である道徳（以下「道徳科」という。）
を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり，道徳科はもとより，
各教科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に
応じて，児童の発達の段階を考慮して，適切な指導を行わなければならない。
　道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基
づき，自己の生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間として
他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標とする。

載記に編」則総「‥述記の」育教徳道「う行てじ通を体全動活育教の校学　 ○
載記に編」徳道　科教の別特「‥述記の」徳道　科教の別特「　 ○

いならわ変と来従はけ付置位の」科徳道「てしと」要「の」育教徳道「　 ○
○　育むものは，内面的資質としての道徳性に統一

内容項目の追加

「特別の教科　道徳」の内容の学年段階・学校段階の一覧表参
照。
【小・低学年】19項目

親際国，解理際国「」義正会社，平公，正公「」長伸の性個「 　
善」追加

【小・中学年】20項目
　「相互理解，寛容」「公正，公平，社会正義」追加
【小・高学年】22項目
　「よりよく生きる喜び」追加
【中学校】22項目

体系的なもの
への改善

手掛かりとなる
言葉の付記

　記述の仕方について，各学年毎の記述を改め，内容項目毎
の記載に変更して，系統性と発展性を意識して指導できるよ
うに配慮した。また，「公正，公平，社会正義」などの手掛か
りとなる言葉を付記し，指導のしやすさに配慮した。

道徳科の目標と特質

（小（中）学校学習指導要領第３章「特別の教科　道徳」の「第１　目標」）
　第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるた
めの基盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自
己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の（人間としての）生き方
についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と
態度を育てる。

【本時のねらいは…】
　○○○を通して，（道徳的な判断力or心情or実践意欲or態度）を育てる。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した
人間として
他者と共に
よりよく生きる

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方に

ついての考え

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

― 1 ―
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日常生活に必要な基礎的な知識
や技能を身に付け、生活をより
よくしようとする態度を育て
る。家庭生活を大切にする心情
を育む。

体
育

粘り強くやり遂げる、きまりを
守る、集団に参加し協力する態
度を養う。健康・安全について
理解させる。

生徒指導における
道徳教育の指導計画

道徳教育で養われた道徳性を、生
きる力として日常の生活場面に具
現できるように援助する。

道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面
的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深めることがで
きるよう、指導に当たっては以下のことを大切にしたい。
・内容項目に係る実態を把握すること。
・問題意識をもたせること。
・自分との関わりで考えさせること。（自我関与）
・友達や大人との対話を通して、様々な見方や考え方に触れさせる
こと。
・自己内対話の時間を十分に確保すること。
また、児童の発達段階や特性等を考慮し、指導のねらいに即して、
問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な学習を適切に取り
入れていく。

学
校
行
事

よりよい人間関係の形成、自律
的態度、心身の健康、協力、責
任、公徳心、勤労、社会奉仕な
どに関わる道徳性を養う。

特色ある教育活動・豊かな体験活動

言語やその背景にある文化への理
解を深め、相手に配慮しながら、
主体的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を
養う。

主体的に判断して学習活動を進め
たり、粘り強く考え解決しようと
したりする資質や能力、自己の目
標を実現しようとしたり、他者と
協調して生活しようとしたりする
態度を育てる。

外国語活動

・道徳教育の方針を家庭や地域社会に伝え、理解と協力を得る。
・学校運営協議会制度を活用し、道徳教育の成果などを具体的に報
告し、それについて意見を得るようにする。

教育環境の整備

家庭・地域社会との連携

総合的な学習の時間における
道徳教育の指導計画

・「正しくあたたかい言葉づかい」を重点とした言語環境の充実
・安心・安全な学校生活のための学校、教室環境の充実・整備
・整然とし、かつあたたかな掲示物の工夫
・植物の栽培

生
命
の
尊
さ

生きることのすばら
しさを知り、生命を
大切にする。

生命の尊さを知り、
生命あるものを大切
にする。

生命が多くの生命の
つながりの中にある
かけがえのないもの
であることを理解
し、生命を尊重す
る。

節
度
�
節
制

健康や安全に気を付
け、物や金銭を大切
にし、身の回りを整
え、わがままをしな
いで、規則正しい生
活をする。

自分でできることは
自分でやり、安全に
気を付け、よく考え
て行動し、節度のあ
る生活をする。

安全に気を付けること
や，生活習慣の大切さ
について理解し，自分
の生活を見直し，節度
を守り節制に心掛け
る。

公
平
�

公
正
�

社
会
正
義

自分の好き嫌いにと
らわれないで接す
る。

誰に対しても分け隔
てをせず、公正、公
平な態度で接する。

【よりよい学校生活、集団生活の
充実】
先生や学校の人々を敬愛し、みん
なで協力し合ってよりよい学級や
学校をつくるとともに、様々な集
団の中での自分の役割を自覚して
集団生活の充実に努める。

道徳科指導方針

中学年低学年 高学年

ク
ラ
ブ
活
動

異年齢によるよりよい人間関係
の形成や個性の伸長、よりよい
クラブ活動づくりに参画する態
度を育てる。

評価計画
道徳教育：子供一人一人の人間的
な成長を見守り、よりよい生き方
を求めていく努力を評価する。
道徳科：年間を通して、子供の学
習状況（学んでいる姿）や成長の
様子を見取り、認め、励ます評価
となるようにする。教師は、授業
改善に役立てる。

特別活動における
道徳教育の指導計画

学
級
活
動

自らの生活を振り返り、自己の
目標を定め、粘り強く取り組
み、よりよい生活態度を身に付
けようとする態度を育てる。

児
童
会
活
動

異年齢によるよりよい人間関係
の形成やよりよい学校生活づく
りに参画する態度を育てる。

誰に対しても思いや
りの心をもち，相手
の立場に立って親切
にする。

親
切
�

思
い
や
り

身近にいる人に温か
い心で接し、親切に
する。

相手のことを思いや
り、進んで親切にす
る。

令和６年度　下郷町立�原小学校道徳教育全体計画
児童の実態

・全体的に穏やかである。
・よいことを進んで行うことがで
きる子供もいる。
・固定化された人間関係から序列
が生まれ、それによるトラブルが
ある。
・規範意識の低い子供がいる。
・全体的に自分の考えをもつこ
と、それを交流すること、表現す
ることに課題がある。

日本国憲法
教育基本法
学校教育法
いじめ防止対策推進法
学習指導要領
南会津・下郷町の教育方針・施策

研修計画
・実態把握アンケート実施
・各学年1回の講師を招聘しての
校内授業研究会と地域への公開授
業
・道徳科指導法についての研修
・変容を見取るアンケート実施
・取組の評価と改善

教育目標
心身ともにたくましく

人間性豊かな　子供の育成

道徳教育の重点目標
○誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にす
ることができる子供を育てる。
○生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないものであ
ることを理解し、生命を尊重することができる子供を育てる。
○安全に気を付けることや生活習慣の大切さについて理解し、自分
の生活を見直し、節度を守り節制に心がけることができる子供を育
成する。
○誰に対しても分け隔てをせず、公正、公平な態度で接することが
できる子供を育てる。

保護者の願い
・生命や自然、物を大切にする思
いやりのある子供
・正しく判断して行動できる子供
・進んであいさつができ、人に感
謝できる子供
・くじけず最後までやりぬく子供

各教科における
道徳教育の指導計画

各学年の重点目標

国
語

人間と人間との関係の中で、
互いの立場や考えを尊重しなが
ら言葉で伝え合う力を高める。
思考力や想像力及び言語感覚を
養う。

社
会

地域社会への誇りと愛情、我が国の国土と
歴史への理解と愛情を育てる。平和で民主
的な国家・社会の形成者としての自覚をも
ち、自他の人格を尊重し、社会的義務や責
任を重んじ、公正に判断しようとする態度
や能力などの公民的資質の基礎を養う。

算
数

日常の事象について見通しをもち筋道
を立てて考え、表現する能力を育て
る。数理的にものごとを考えたり処理
したりすることを生活や学習に活用し
ようとする態度を育てる。

・集団生活を通して協力して役割を果たすことの大切さなどを考える集団
宿泊活動の充実
・社会の一員であるという自覚と互いが支え合う社会の仕組みを考え、自
分自身をも高めるためのボランティア活動の充実
・自然や動植物を愛し、大切にする心を育てるための自然体験活動の充実
・地域の歴史や文化を大切にしようとする態度を育てる活動の充実

理
科

体験活動を通して自然を愛する
心情を育てる。見通しをもって
観察、実験を行うことや、問題
解決の能力を育て、科学的な見
方や考え方を養う。

生
活

自然とのかかわりに関心をもた
せる。自分自身について考えさ
せる。生活上必要な習慣を身に
付け、自立への基礎を養う。

音
楽

音楽を愛好する心情や音楽に対
する感性を育てる。美しいもの
や崇高なものを尊重する心や豊
かな情操を養う。

外
国
語

外国語の背景にある文化への理
解を深め、他者に配慮しなが
ら、主体的に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図ろうとす
る態度を養う。

図
工

つくりだす喜びを味わわせる。
美しいものや崇高なものを尊重
する心や造形的な創造による豊
かな情操を養う。

家
庭

１　基本的把握事項について

や請要の会社や代時、定規の規法係関育教□
課題、教育行政の重点施策（本県では、いじ
め防止対策推進法の明記を強調）

保や員職教、題課と態実の会社域地や校学□
護者の願い

題課と態実の徒生童児□

２　具体的計画事項について

各、標目点重の育教徳道、標目育教の校学□
学年の重点目標

針方の導指の科徳道□
目点重や点観の際るす成作を画計導指間年□

標に関わる内容の工夫、校長や教頭の参加、
他の教師との協力的な指導

間時の習学な的合総、動活語国外、科教各□
及び特別活動における道徳教育の指導の方
針、内容及び時期

けおに動活験体なか豊や動活育教るあ色特□
る指導の方針、内容及び時期

活生や備整の境環、係関間人の校学、級学□
全般における指導の方針

のと関機係関や校学の他、会社域地、庭家□
連携の方法

制体進推の育教徳道□
価評のめたすか生に画計の度年次（他のそ□

の記入欄、研修計画や重点的指導に関する添
付資料等）

３　「別葉」について

の導指るわ関に育教徳道るけおに等科教各□
内容及び時期を整理したもの

時の動活践実や動活験体るわ関に育教徳道□
期等が一覧できるもの

と等会社域地、庭家や制体進推の育教徳道□
の連携のための活動等が分かるもの

道徳教育全体計画を作成する際、配慮する点を教えてください。

　道徳教育全体計画の作成を含め、学校の教育
活動全体で行う道徳教育については、新学習指
導要領「総則」に記述されています。全体計画
は、校長のリーダーシップの基、道徳教育推進
教師が要となり、全教職員で作成することが大
切です。なお、全体計画等の具備すべき内容に
ついては、総則解説編に記述されていますが、
参考までに列記します。
　また、「別葉」についても、作成に係るロード
マップを作成し、全教員の願いのこもった内容
と形式で計画的・組織的に作成した
いものです。

小（中）学校学習指導要領第１章総則
第６　道徳教育に関する配慮事項　1　抜粋

小・中
共　通

□　道徳教育の全体計画の作成
　⇒　重点目標の設定

と会社域地や庭家にび並期時び及容内の導指るけおに等科教各⇒
の連携の方法の明示

活用しやすい工夫（小（中）学習指導要領解説・総則編131頁）
期時び及容内の導指るわ関に育教徳道るけおに等科教各，ばえ例

を整理したもの，道徳教育に関わる体験活動や実践活動の時期等が
一覧できるもの，道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連携
のための活動等が分かるものを別葉にして加えるなどして，年間を
通して具体的に活用しやすいものとすることが考えられる。

□ 校長の方針の下に，道徳教育推進教師を中心に，全教師が協力し
て道徳教育を展開すること。
道徳教育推進教師の役割（小（中）学習指導要領解説・総則編128頁）
　○　道徳教育の指導計画の作成に関すること
　○　全教育活動における道徳教育の推進，充実に関すること
　○　道徳科の充実と指導体制に関すること
　○　道徳用教材の整備・充実・活用に関すること
　○　道徳教育の情報提供や情報交換に関すること
　○　道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること
　○　道徳教育の研修の充実に関すること
　○　道徳教育における評価に関すること　など

【道徳教育全体計画の内容】

 道徳教育全体計画例「下郷町立楢原小学校」（44頁に記載）
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令和６年度 「道徳教育全体計画別葉」 （ ５学年 重点内容項目 ） 

 

                                             関連内容項目 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 
B親切、思いやり 

目指す子どもの姿 

誰に対しても思いやりの心をもち 

相手の立場に立って親切にする姿 

 

６月 「 くずれ落ちただんボール箱 」 

（親切、思いやり） 

ねらい：思いやりの心をもち、相手の立場に立って

親切にしようとする態度を育てる。 

反省： 

 

４月 道徳(友情、信頼) 

「泣いた赤おに」 
４月 行事 

「春の運動会」 
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６月 道徳 

(友情、信頼) 

「心のレシーブ」 

８月 音楽 
「アンサンブルのみりょく」 

５月 児童会活動 
「１年生を迎える会」 

４月 家庭科 
「私の生活、大発見！」 

５月 体育(保健) 

「心と体のつながり」 

１２月 「 最後のおくりもの 」 

（親切、思いやり） 

ねらい：誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立

場に立って親切にしようとする態度を育てる。 

反省： 

 

５月 外国語 

「Happy birthday!」 

１０月 外国語 

「Let‘s go to the zoo.」 

１０月 図工 
「水から発見 ここきれい！」 

９月 学校行事 

「宿泊学習」 

１１月 図工 
「笑顔が生まれるしかけ」 

11 月 道徳 

(相互理解、寛容) 
「ブランコ乗りとピエロ」 

１２月 体育 

「サッカー」 

１２月 総合 
「スチューデントシティ」 

１１月 学校行事 

「東 SHOW」 

２月 国語 

「もう一つの物語」 

３月 体育 

「ティーボール」 

３月 音楽 
「変そう曲を楽しもう」 

２月 特別活動 

「６年生を送る会」 

６月 体育 

「タグラグビー」 

２月 道徳 

（勤労、公共の精神） 

「私のボランティア体験」 

　道徳のかけ橋第４号では、「別葉」の特集を組み、
左のＡ～Ｄの形式に大別しています。別葉は、今現
在求められているカリキュラム・マネジメントを具
現化する有効なツールです。より実効性のある別
葉こそが、道徳教育の充実への近道です。ぜひ、全
教員が共通認識に立ち、作成してください。Ａ～Ｄ
の４つの形式の利点と課題、工夫したい点を列記し
ます。自校の別葉を見直す参考にしてください。

 道徳教育全体計画の別葉を作成する際、配慮する点を教えてください。

全体計画の別葉の充実と工夫

Ａの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

年で形の覧一、めたるいてし理整で列系時○
間の見通しがもてる。

分が目項点重。いくにい使てぎす多が報情▲
からず、共通理解が図りにくい。

つを色に分部の目項容内るすと点重で校自□
け、分かりやすくする。指導後に、記録や改
善策を書き加える。

Ｂの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

学、めたるいてし成作に心中を目項容内点重〇
校全体で重点を意識して教育活動を進めるこ
とができる。

分がし通見の間年、めたいないてっなに列系時▲
かりにくい。また、他の内容項目について、どのよ
うな場面で取り組んでいくのか分からない。

き書つずし少てし通を践実、は外以目項点重□
込みを加えていく。

Ｃの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

。るか分が連関の目項容内のてべす〇
活めたるいてれま込り盛く多が報情な要必▲

用に向けた共通理解が必要である。
成作で員職全に心中を師教進推育教徳道□

し、一人一人の意見を生かし少しずつ改善し
ていくことで活用に向けた意識を高める。

Ｄの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

が方生先の校自、そこらかだ葉別いなが式形○
日常的に使いやすいものが最良です。形式にこ
だわらず、今ある計画を少し工夫・改善しながら、
「学校ならでは」の別葉を作成したいものです。

　｢学校ならでは｣ の別葉（Ｄ）について紹介し
ます。左に掲載したいわき市立中央台東小学校
の事例です。この別葉の特徴は、自校が重点的
に取り組む内容項目を基に、授業や学校行事等
との関連を明示し、｢ねらい｣ ｢反省｣ を記入す
る形式となっているところです。29頁以降には、
道徳教育推進校の別葉を掲載しています。多く
の推進校が、自校の重点内容項目を校内でしっ
かりと共有し、道徳教育の軸として教育活動を
つないでいます。また、家庭や地域とも共有し
ている学校もあります。

　自校の教育課題の解決に向けた取組
として参考にしてください。

（道徳のかけ橋第４号（平成26年12月15日）より抜粋）

Ａ　時系列で，内容項目と教育活動全体との関連を明らかにした別葉

Ｂ　自校の重点を中心に，内容項目の系統性を明確にした別葉

Ｃ　全ての内容項目と学校の教育活動全体の関連を明らかにした別葉

Ｄ　学校オリジナルで使いやすい別葉

【別葉作成上で大切なこと】
るか分，かくいてし践実にうよのどで体全動活育教を点重や色特の校自①

こと
②　道徳科の授業以外の指導内容や時期が明確になること
※　今求められている「カリキュラム・マネジメント」の具現化
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Ｄの別葉例「いわき市立中央台東小学校より」

教科用図書の教材を使用する法的根拠を教えてください。

授業の質的転換のポイントを教えてください。

検定教科書の導入について

 質的転換＝「指導と評価の一体化」
～主体的・対話的で深い学びの実現～

法的根拠

教科書の
法的根拠

学校教育法34条（教科用図書・教材）
小学校においては，文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部
科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならな
い。（中学校等にも準用）

教科書の
定義

教科書の発行に関する臨時措置法２条（定義）
この法律において「教科書｣ とは，小学校，中学校，義務教育学校，
高等学校，中等教育学校及びこれらに準ずる学校において，教育課
程の構成に応じて組織排列された教科の主たる教材として，教授の
用に供せられる児童又は生徒用図書であって，文部科学大臣の検定
を経たもの又は文部科学省が著作の名義を有するものをいう。

何を学ぶか

どのように
学ぶか

何を
学んだか

指導と評価の一体化 ○ 　小低19，小中20，小高22，
中22の内容項目に基づいて，
道徳的判断力，心情，実践意
欲と態度を育む

○ 　「自己を見つめる」「多面
的・多角的に考える」の二つ
の特質に根ざした活動の設定

○ 　「自己を見つめる姿」「多面
的・多角的に考える姿」をどの
場面で，何を使って見取るか。

望ましい道徳性の育成，日々の授業の充実と改善

道徳科の
目標と特質

指　導

評　価

　教科書には「主たる教材」としての使用義務
があります。今後は、採択された教科書の教材
を中心に、年間指導計画を作成することになり
ます。なお、教材の配列は、今まで通り、各学
校の特色や行事、各教科等の関連に応じて配列
を工夫することが大切です。

　指導の充実なくして、評価の充実はあり得ま
せん。もう少し詳しく言うと、児童生徒一人一
人のよさや可能性を受け止めて、認め、励ます
評価を具現するためには、児童生徒のよさや可
能性を引き出し、存分に発揮させる指導の充実
が不可欠なのです。
　「授業のねらい－指導－評価」が、「道徳的価
値の理解を基に自己理解を深めること（自己を
見つめること）」「物事を多面的・多角的に考え
ること」という、道徳科の二つの
特質に一貫して基づいていること
が大切です。

教科用図書以外の教材の年間指導計画の位置付けと活用について教えてください。

ふくしま道徳教育資料集等の活用について

（小学校学習指導要領解説第４章　指導計画の作成と内容の取扱い　第４節　
道徳科の教材に求められる内容の観点　１教材の開発と活用の工夫）
⑵　多様な教材を活用した創意工夫ある指導
　 　道徳科においても，主たる教材として教科用図書を使用しなければなら
ないことは言うまでもないが，道徳教育の特性に鑑みれば，各地域に根ざ
した地域教材など，多様な教材を併せて活用することが重要となる。様々
な題材について郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なも
のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考
えを深めることができるため，地域教材の開発や活用にも努めることが望
ましい。

（同　２　道徳科に生かす教材）
⑶ 　多様な見方や考え方のできる事柄を取り扱う場合には，特定の見方や考
え方に偏った取扱いがなされていないものであること（略）
　 　なお，教科用図書以外の教材を使用するに当たっては，「学校における補
助教材の適正な取扱いについて」（平成27年３月４日　初等中等教育局長
通知）など，関係する法規等の趣旨を十分に理解した上で，適切に使用す
ることが重要である。

○　「主たる教材」としての教科用図書教材
　⇒　今後は主題，教材の配列としての「年間指導計画」が極めて重要
○ 　「副教材」として，ふくしま道徳教育資料集をはじめ，市町村発行の道徳教育
資料集等を積極的に位置付けたい。
　⇒　意図的・計画的・組織的な計画と活用を

　「ふくしま道徳教育資料集」「市町村発行の道
徳資料集」等の教材は、地域に根ざした教材と
して大切にしたいものです。
　また、「私たちの道徳（WEB版）」や「小（中）
学校　道徳読み物資料集（文科省）」等の活用も
考えられます。教科書以外の教材を年間指導計
画に位置付ける場合は、教科書教材との対応が
分かるようにしておくことが望ましいと考えま
す。
　なお、教科用図書以外の教材の年間指導計画
への位置付けと活用にあたっては、学年や学校
としての組織的な対応と校長の判断はもちろ
ん、市町村教育委員会の指導助言の基に行うこ
とになります。
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「特別の教科　道徳」における多様な指導方法について教えてください。

問題解決的な学習など
多様な方法を取り入れた指導について

問題解決的な
学習の工夫

　道徳科における問題解決的な学習とは，ねらいとする道
徳的諸価値について自己を見つめ，これからの生き方に生
かしていくことを見通しながら，実現するための問題を見
付け，どうしてそのような問題が生まれるのかを調べたり，
他者の感じ方や考え方を確かめたりと物事を多面的・多角
的に考えながら課題解決に向けて話し合うことである。

道徳的行為に
関する体験的な
学習を取り入れる

工夫

　道徳的諸価値を理解したり，自分との関わりで多面的，
多角的に考えたりするためには，例えば，実際に挨拶や丁
寧な言葉遣いなど具体的な道徳的行為をして，礼儀のよさ
や作法の難しさなどを考えたり，相手に思いやりのある言
葉を掛けたり，手助けをして親切についての考えを深めた
りするような道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れ
ることが考えられる。さらに，読み物教材等を活用した場
合には，その教材に登場する人物等の言動を即興的に演技
して考える役割演技など疑似体験的な表現活動を取り入れ
た学習も考えられる。

特別活動等の
多様な実践活動等
を生かす工夫

　道徳科において実践活動や体験活動を生かす方法は多様
に考えられ，各学校で児童の発達の段階等を考慮して年間
指導計画に位置付け，実施できるようにすることが大切で
ある。

　小（中）学習指導要領では、「児童の発達の段
階や特性等に考慮し、指導のねらいに即して、
問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的
な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を
工夫すること」とされました。
　「登場人物の心情理解のみの指導」「主題やね
らいが不十分な単なる生活経験の話合い」「読み
物教材のあらすじを追うだけの授業」「道徳的価
値（内容項目）に基づかない体験的な授業」等
が散見されますので、道徳の特質に根ざした授
業づくりを心がけることが大切です。
　10、11頁に「（H28.７.22）特別の教科　道
徳の指導方法・評価等について（報告）道徳教
育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
で示された「質の高い多様な指導方法のイメー
ジ」を掲載します。また、過去に「道徳のかけ
橋」で紹介した優れた授業実践（小・中・特別
支援学級別の事例）を13～14頁に掲載します
ので指導の参考としてください。

「特別の教科　道徳」の評価についての基本的な考え方を教えてください。

具体的な方法を，道徳科の評価の在り方に関する専門家会議で検討
 （H27.6～H28.7）

「小（中）学習学習指導解説「特別の教科道徳編」第４章　指導計画の作成と内容の取
扱い　第３節　指導の配慮事項　５　問題解決的な学習など多様な指導を取り入れた
指導」より部分抜粋

○　数値による評価ではなく，記述式とすること
○　個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること
○ 　他の児童生徒との比較による評価ではなく，児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め，
励ます個人内評価（※）として行うこと
○ 　学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳的価値の理解を自
分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること
○　調査書に記載せず，入学者選抜の合否判定に活用することのないようにする必要

※ 　専門家会議報告に基づき，道徳科の学習評価の在り方，指導要録の参考様式について，平成28年７月29
日付で都道府県教育委員会等に通知

【基本的な方向性】

○　改訂後の学習指導要領（特別の教科　道徳）
　 　児童（生徒）の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要
がある。
　　ただし，数値などによる評価は行わないものとする。
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道
徳
科
の
授
業
の
充
実
に

向
け
て

1

お
さ
え
る

１



日常生活に必要な基礎的な知識
や技能を身に付け、生活をより
よくしようとする態度を育て
る。家庭生活を大切にする心情
を育む。

体
育

粘り強くやり遂げる、きまりを
守る、集団に参加し協力する態
度を養う。健康・安全について
理解させる。

生徒指導における
道徳教育の指導計画

道徳教育で養われた道徳性を、生
きる力として日常の生活場面に具
現できるように援助する。

道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面
的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深めることがで
きるよう、指導に当たっては以下のことを大切にしたい。
・内容項目に係る実態を把握すること。
・問題意識をもたせること。
・自分との関わりで考えさせること。（自我関与）
・友達や大人との対話を通して、様々な見方や考え方に触れさせる
こと。
・自己内対話の時間を十分に確保すること。
また、児童の発達段階や特性等を考慮し、指導のねらいに即して、
問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な学習を適切に取り
入れていく。

学
校
行
事

よりよい人間関係の形成、自律
的態度、心身の健康、協力、責
任、公徳心、勤労、社会奉仕な
どに関わる道徳性を養う。

特色ある教育活動・豊かな体験活動

言語やその背景にある文化への理
解を深め、相手に配慮しながら、
主体的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を
養う。

主体的に判断して学習活動を進め
たり、粘り強く考え解決しようと
したりする資質や能力、自己の目
標を実現しようとしたり、他者と
協調して生活しようとしたりする
態度を育てる。

外国語活動

・道徳教育の方針を家庭や地域社会に伝え、理解と協力を得る。
・学校運営協議会制度を活用し、道徳教育の成果などを具体的に報
告し、それについて意見を得るようにする。

教育環境の整備

家庭・地域社会との連携

総合的な学習の時間における
道徳教育の指導計画

・「正しくあたたかい言葉づかい」を重点とした言語環境の充実
・安心・安全な学校生活のための学校、教室環境の充実・整備
・整然とし、かつあたたかな掲示物の工夫
・植物の栽培

生
命
の
尊
さ

生きることのすばら
しさを知り、生命を
大切にする。

生命の尊さを知り、
生命あるものを大切
にする。

生命が多くの生命の
つながりの中にある
かけがえのないもの
であることを理解
し、生命を尊重す
る。

節
度
�
節
制

健康や安全に気を付
け、物や金銭を大切
にし、身の回りを整
え、わがままをしな
いで、規則正しい生
活をする。

自分でできることは
自分でやり、安全に
気を付け、よく考え
て行動し、節度のあ
る生活をする。

安全に気を付けること
や，生活習慣の大切さ
について理解し，自分
の生活を見直し，節度
を守り節制に心掛け
る。

公
平
�

公
正
�

社
会
正
義

自分の好き嫌いにと
らわれないで接す
る。

誰に対しても分け隔
てをせず、公正、公
平な態度で接する。

【よりよい学校生活、集団生活の
充実】
先生や学校の人々を敬愛し、みん
なで協力し合ってよりよい学級や
学校をつくるとともに、様々な集
団の中での自分の役割を自覚して
集団生活の充実に努める。

道徳科指導方針

中学年低学年 高学年

ク
ラ
ブ
活
動

異年齢によるよりよい人間関係
の形成や個性の伸長、よりよい
クラブ活動づくりに参画する態
度を育てる。

評価計画
道徳教育：子供一人一人の人間的
な成長を見守り、よりよい生き方
を求めていく努力を評価する。
道徳科：年間を通して、子供の学
習状況（学んでいる姿）や成長の
様子を見取り、認め、励ます評価
となるようにする。教師は、授業
改善に役立てる。

特別活動における
道徳教育の指導計画

学
級
活
動

自らの生活を振り返り、自己の
目標を定め、粘り強く取り組
み、よりよい生活態度を身に付
けようとする態度を育てる。

児
童
会
活
動

異年齢によるよりよい人間関係
の形成やよりよい学校生活づく
りに参画する態度を育てる。

誰に対しても思いや
りの心をもち，相手
の立場に立って親切
にする。

親
切
�

思
い
や
り

身近にいる人に温か
い心で接し、親切に
する。

相手のことを思いや
り、進んで親切にす
る。

令和６年度　下郷町立�原小学校道徳教育全体計画
児童の実態

・全体的に穏やかである。
・よいことを進んで行うことがで
きる子供もいる。
・固定化された人間関係から序列
が生まれ、それによるトラブルが
ある。
・規範意識の低い子供がいる。
・全体的に自分の考えをもつこ
と、それを交流すること、表現す
ることに課題がある。

日本国憲法
教育基本法
学校教育法
いじめ防止対策推進法
学習指導要領
南会津・下郷町の教育方針・施策

研修計画
・実態把握アンケート実施
・各学年1回の講師を招聘しての
校内授業研究会と地域への公開授
業
・道徳科指導法についての研修
・変容を見取るアンケート実施
・取組の評価と改善

教育目標
心身ともにたくましく

人間性豊かな　子供の育成

道徳教育の重点目標
○誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にす
ることができる子供を育てる。
○生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないものであ
ることを理解し、生命を尊重することができる子供を育てる。
○安全に気を付けることや生活習慣の大切さについて理解し、自分
の生活を見直し、節度を守り節制に心がけることができる子供を育
成する。
○誰に対しても分け隔てをせず、公正、公平な態度で接することが
できる子供を育てる。

保護者の願い
・生命や自然、物を大切にする思
いやりのある子供
・正しく判断して行動できる子供
・進んであいさつができ、人に感
謝できる子供
・くじけず最後までやりぬく子供

各教科における
道徳教育の指導計画

各学年の重点目標

国
語

人間と人間との関係の中で、
互いの立場や考えを尊重しなが
ら言葉で伝え合う力を高める。
思考力や想像力及び言語感覚を
養う。

社
会

地域社会への誇りと愛情、我が国の国土と
歴史への理解と愛情を育てる。平和で民主
的な国家・社会の形成者としての自覚をも
ち、自他の人格を尊重し、社会的義務や責
任を重んじ、公正に判断しようとする態度
や能力などの公民的資質の基礎を養う。

算
数

日常の事象について見通しをもち筋道
を立てて考え、表現する能力を育て
る。数理的にものごとを考えたり処理
したりすることを生活や学習に活用し
ようとする態度を育てる。

・集団生活を通して協力して役割を果たすことの大切さなどを考える集団
宿泊活動の充実
・社会の一員であるという自覚と互いが支え合う社会の仕組みを考え、自
分自身をも高めるためのボランティア活動の充実
・自然や動植物を愛し、大切にする心を育てるための自然体験活動の充実
・地域の歴史や文化を大切にしようとする態度を育てる活動の充実

理
科

体験活動を通して自然を愛する
心情を育てる。見通しをもって
観察、実験を行うことや、問題
解決の能力を育て、科学的な見
方や考え方を養う。

生
活

自然とのかかわりに関心をもた
せる。自分自身について考えさ
せる。生活上必要な習慣を身に
付け、自立への基礎を養う。

音
楽

音楽を愛好する心情や音楽に対
する感性を育てる。美しいもの
や崇高なものを尊重する心や豊
かな情操を養う。

外
国
語

外国語の背景にある文化への理
解を深め、他者に配慮しなが
ら、主体的に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図ろうとす
る態度を養う。

図
工

つくりだす喜びを味わわせる。
美しいものや崇高なものを尊重
する心や造形的な創造による豊
かな情操を養う。

家
庭

１　基本的把握事項について

や請要の会社や代時、定規の規法係関育教□
課題、教育行政の重点施策（本県では、いじ
め防止対策推進法の明記を強調）

保や員職教、題課と態実の会社域地や校学□
護者の願い

題課と態実の徒生童児□

２　具体的計画事項について

各、標目点重の育教徳道、標目育教の校学□
学年の重点目標

針方の導指の科徳道□
目点重や点観の際るす成作を画計導指間年□

標に関わる内容の工夫、校長や教頭の参加、
他の教師との協力的な指導

間時の習学な的合総、動活語国外、科教各□
及び特別活動における道徳教育の指導の方
針、内容及び時期

けおに動活験体なか豊や動活育教るあ色特□
る指導の方針、内容及び時期

活生や備整の境環、係関間人の校学、級学□
全般における指導の方針

のと関機係関や校学の他、会社域地、庭家□
連携の方法

制体進推の育教徳道□
価評のめたすか生に画計の度年次（他のそ□

の記入欄、研修計画や重点的指導に関する添
付資料等）

３　「別葉」について

の導指るわ関に育教徳道るけおに等科教各□
内容及び時期を整理したもの

時の動活践実や動活験体るわ関に育教徳道□
期等が一覧できるもの

と等会社域地、庭家や制体進推の育教徳道□
の連携のための活動等が分かるもの

道徳教育全体計画を作成する際、配慮する点を教えてください。

　道徳教育全体計画の作成を含め、学校の教育
活動全体で行う道徳教育については、新学習指
導要領「総則」に記述されています。全体計画
は、校長のリーダーシップの基、道徳教育推進
教師が要となり、全教職員で作成することが大
切です。なお、全体計画等の具備すべき内容に
ついては、総則解説編に記述されていますが、
参考までに列記します。
　また、「別葉」についても、作成に係るロード
マップを作成し、全教員の願いのこもった内容
と形式で計画的・組織的に作成した
いものです。

小（中）学校学習指導要領第１章総則
第６　道徳教育に関する配慮事項　1　抜粋

小・中
共　通

□　道徳教育の全体計画の作成
　⇒　重点目標の設定

と会社域地や庭家にび並期時び及容内の導指るけおに等科教各⇒
の連携の方法の明示

活用しやすい工夫（小（中）学習指導要領解説・総則編131頁）
期時び及容内の導指るわ関に育教徳道るけおに等科教各，ばえ例

を整理したもの，道徳教育に関わる体験活動や実践活動の時期等が
一覧できるもの，道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連携
のための活動等が分かるものを別葉にして加えるなどして，年間を
通して具体的に活用しやすいものとすることが考えられる。

□ 校長の方針の下に，道徳教育推進教師を中心に，全教師が協力し
て道徳教育を展開すること。
道徳教育推進教師の役割（小（中）学習指導要領解説・総則編128頁）
　○　道徳教育の指導計画の作成に関すること
　○　全教育活動における道徳教育の推進，充実に関すること
　○　道徳科の充実と指導体制に関すること
　○　道徳用教材の整備・充実・活用に関すること
　○　道徳教育の情報提供や情報交換に関すること
　○　道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること
　○　道徳教育の研修の充実に関すること
　○　道徳教育における評価に関すること　など

【道徳教育全体計画の内容】

 道徳教育全体計画例「下郷町立楢原小学校」（44頁に記載）
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令和６年度 「道徳教育全体計画別葉」 （ ５学年 重点内容項目 ） 

 

                                             関連内容項目 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 
B親切、思いやり 

目指す子どもの姿 

誰に対しても思いやりの心をもち 

相手の立場に立って親切にする姿 

 

６月 「 くずれ落ちただんボール箱 」 

（親切、思いやり） 

ねらい：思いやりの心をもち、相手の立場に立って

親切にしようとする態度を育てる。 

反省： 

 

４月 道徳(友情、信頼) 

「泣いた赤おに」 
４月 行事 

「春の運動会」 
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６月 道徳 

(友情、信頼) 

「心のレシーブ」 

８月 音楽 
「アンサンブルのみりょく」 

５月 児童会活動 
「１年生を迎える会」 

４月 家庭科 
「私の生活、大発見！」 

５月 体育(保健) 

「心と体のつながり」 

１２月 「 最後のおくりもの 」 

（親切、思いやり） 

ねらい：誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立

場に立って親切にしようとする態度を育てる。 

反省： 

 

５月 外国語 

「Happy birthday!」 

１０月 外国語 

「Let‘s go to the zoo.」 

１０月 図工 
「水から発見 ここきれい！」 

９月 学校行事 

「宿泊学習」 

１１月 図工 
「笑顔が生まれるしかけ」 

11 月 道徳 

(相互理解、寛容) 
「ブランコ乗りとピエロ」 

１２月 体育 

「サッカー」 

１２月 総合 
「スチューデントシティ」 

１１月 学校行事 

「東 SHOW」 

２月 国語 

「もう一つの物語」 

３月 体育 

「ティーボール」 

３月 音楽 
「変そう曲を楽しもう」 

２月 特別活動 

「６年生を送る会」 

６月 体育 

「タグラグビー」 

２月 道徳 

（勤労、公共の精神） 

「私のボランティア体験」 

　道徳のかけ橋第４号では、「別葉」の特集を組み、
左のＡ～Ｄの形式に大別しています。別葉は、今現
在求められているカリキュラム・マネジメントを具
現化する有効なツールです。より実効性のある別
葉こそが、道徳教育の充実への近道です。ぜひ、全
教員が共通認識に立ち、作成してください。Ａ～Ｄ
の４つの形式の利点と課題、工夫したい点を列記し
ます。自校の別葉を見直す参考にしてください。

 道徳教育全体計画の別葉を作成する際、配慮する点を教えてください。

全体計画の別葉の充実と工夫

Ａの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

年で形の覧一、めたるいてし理整で列系時○
間の見通しがもてる。

分が目項点重。いくにい使てぎす多が報情▲
からず、共通理解が図りにくい。

つを色に分部の目項容内るすと点重で校自□
け、分かりやすくする。指導後に、記録や改
善策を書き加える。

Ｂの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

学、めたるいてし成作に心中を目項容内点重〇
校全体で重点を意識して教育活動を進めるこ
とができる。

分がし通見の間年、めたいないてっなに列系時▲
かりにくい。また、他の内容項目について、どのよ
うな場面で取り組んでいくのか分からない。

き書つずし少てし通を践実、は外以目項点重□
込みを加えていく。

Ｃの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

。るか分が連関の目項容内のてべす〇
活めたるいてれま込り盛く多が報情な要必▲

用に向けた共通理解が必要である。
成作で員職全に心中を師教進推育教徳道□

し、一人一人の意見を生かし少しずつ改善し
ていくことで活用に向けた意識を高める。

Ｄの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

が方生先の校自、そこらかだ葉別いなが式形○
日常的に使いやすいものが最良です。形式にこ
だわらず、今ある計画を少し工夫・改善しながら、
「学校ならでは」の別葉を作成したいものです。

　｢学校ならでは｣ の別葉（Ｄ）について紹介し
ます。左に掲載したいわき市立中央台東小学校
の事例です。この別葉の特徴は、自校が重点的
に取り組む内容項目を基に、授業や学校行事等
との関連を明示し、｢ねらい｣ ｢反省｣ を記入す
る形式となっているところです。29頁以降には、
道徳教育推進校の別葉を掲載しています。多く
の推進校が、自校の重点内容項目を校内でしっ
かりと共有し、道徳教育の軸として教育活動を
つないでいます。また、家庭や地域とも共有し
ている学校もあります。

　自校の教育課題の解決に向けた取組
として参考にしてください。

（道徳のかけ橋第４号（平成26年12月15日）より抜粋）

Ａ　時系列で，内容項目と教育活動全体との関連を明らかにした別葉

Ｂ　自校の重点を中心に，内容項目の系統性を明確にした別葉

Ｃ　全ての内容項目と学校の教育活動全体の関連を明らかにした別葉

Ｄ　学校オリジナルで使いやすい別葉

【別葉作成上で大切なこと】
るか分，かくいてし践実にうよのどで体全動活育教を点重や色特の校自①

こと
②　道徳科の授業以外の指導内容や時期が明確になること
※　今求められている「カリキュラム・マネジメント」の具現化
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Ｄの別葉例「いわき市立中央台東小学校より」

教科用図書の教材を使用する法的根拠を教えてください。

授業の質的転換のポイントを教えてください。

検定教科書の導入について

 質的転換＝「指導と評価の一体化」
～主体的・対話的で深い学びの実現～

法的根拠

教科書の
法的根拠

学校教育法34条（教科用図書・教材）
小学校においては，文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部
科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならな
い。（中学校等にも準用）

教科書の
定義

教科書の発行に関する臨時措置法２条（定義）
この法律において「教科書｣ とは，小学校，中学校，義務教育学校，
高等学校，中等教育学校及びこれらに準ずる学校において，教育課
程の構成に応じて組織排列された教科の主たる教材として，教授の
用に供せられる児童又は生徒用図書であって，文部科学大臣の検定
を経たもの又は文部科学省が著作の名義を有するものをいう。

何を学ぶか

どのように
学ぶか

何を
学んだか

指導と評価の一体化 ○ 　小低19，小中20，小高22，
中22の内容項目に基づいて，
道徳的判断力，心情，実践意
欲と態度を育む

○ 　「自己を見つめる」「多面
的・多角的に考える」の二つ
の特質に根ざした活動の設定

○ 　「自己を見つめる姿」「多面
的・多角的に考える姿」をどの
場面で，何を使って見取るか。

望ましい道徳性の育成，日々の授業の充実と改善

道徳科の
目標と特質

指　導

評　価

　教科書には「主たる教材」としての使用義務
があります。今後は、採択された教科書の教材
を中心に、年間指導計画を作成することになり
ます。なお、教材の配列は、今まで通り、各学
校の特色や行事、各教科等の関連に応じて配列
を工夫することが大切です。

　指導の充実なくして、評価の充実はあり得ま
せん。もう少し詳しく言うと、児童生徒一人一
人のよさや可能性を受け止めて、認め、励ます
評価を具現するためには、児童生徒のよさや可
能性を引き出し、存分に発揮させる指導の充実
が不可欠なのです。
　「授業のねらい－指導－評価」が、「道徳的価
値の理解を基に自己理解を深めること（自己を
見つめること）」「物事を多面的・多角的に考え
ること」という、道徳科の二つの
特質に一貫して基づいていること
が大切です。

教科用図書以外の教材の年間指導計画の位置付けと活用について教えてください。

ふくしま道徳教育資料集等の活用について

（小学校学習指導要領解説第４章　指導計画の作成と内容の取扱い　第４節　
道徳科の教材に求められる内容の観点　１教材の開発と活用の工夫）
⑵　多様な教材を活用した創意工夫ある指導
　 　道徳科においても，主たる教材として教科用図書を使用しなければなら
ないことは言うまでもないが，道徳教育の特性に鑑みれば，各地域に根ざ
した地域教材など，多様な教材を併せて活用することが重要となる。様々
な題材について郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なも
のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考
えを深めることができるため，地域教材の開発や活用にも努めることが望
ましい。

（同　２　道徳科に生かす教材）
⑶ 　多様な見方や考え方のできる事柄を取り扱う場合には，特定の見方や考
え方に偏った取扱いがなされていないものであること（略）
　 　なお，教科用図書以外の教材を使用するに当たっては，「学校における補
助教材の適正な取扱いについて」（平成27年３月４日　初等中等教育局長
通知）など，関係する法規等の趣旨を十分に理解した上で，適切に使用す
ることが重要である。

○　「主たる教材」としての教科用図書教材
　⇒　今後は主題，教材の配列としての「年間指導計画」が極めて重要
○ 　「副教材」として，ふくしま道徳教育資料集をはじめ，市町村発行の道徳教育
資料集等を積極的に位置付けたい。
　⇒　意図的・計画的・組織的な計画と活用を

　「ふくしま道徳教育資料集」「市町村発行の道
徳資料集」等の教材は、地域に根ざした教材と
して大切にしたいものです。
　また、「私たちの道徳（WEB版）」や「小（中）
学校　道徳読み物資料集（文科省）」等の活用も
考えられます。教科書以外の教材を年間指導計
画に位置付ける場合は、教科書教材との対応が
分かるようにしておくことが望ましいと考えま
す。
　なお、教科用図書以外の教材の年間指導計画
への位置付けと活用にあたっては、学年や学校
としての組織的な対応と校長の判断はもちろ
ん、市町村教育委員会の指導助言の基に行うこ
とになります。
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「特別の教科　道徳」における多様な指導方法について教えてください。

問題解決的な学習など
多様な方法を取り入れた指導について

問題解決的な
学習の工夫

　道徳科における問題解決的な学習とは，ねらいとする道
徳的諸価値について自己を見つめ，これからの生き方に生
かしていくことを見通しながら，実現するための問題を見
付け，どうしてそのような問題が生まれるのかを調べたり，
他者の感じ方や考え方を確かめたりと物事を多面的・多角
的に考えながら課題解決に向けて話し合うことである。

道徳的行為に
関する体験的な
学習を取り入れる

工夫

　道徳的諸価値を理解したり，自分との関わりで多面的，
多角的に考えたりするためには，例えば，実際に挨拶や丁
寧な言葉遣いなど具体的な道徳的行為をして，礼儀のよさ
や作法の難しさなどを考えたり，相手に思いやりのある言
葉を掛けたり，手助けをして親切についての考えを深めた
りするような道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れ
ることが考えられる。さらに，読み物教材等を活用した場
合には，その教材に登場する人物等の言動を即興的に演技
して考える役割演技など疑似体験的な表現活動を取り入れ
た学習も考えられる。

特別活動等の
多様な実践活動等
を生かす工夫

　道徳科において実践活動や体験活動を生かす方法は多様
に考えられ，各学校で児童の発達の段階等を考慮して年間
指導計画に位置付け，実施できるようにすることが大切で
ある。

　小（中）学習指導要領では、「児童の発達の段
階や特性等に考慮し、指導のねらいに即して、
問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的
な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を
工夫すること」とされました。
　「登場人物の心情理解のみの指導」「主題やね
らいが不十分な単なる生活経験の話合い」「読み
物教材のあらすじを追うだけの授業」「道徳的価
値（内容項目）に基づかない体験的な授業」等
が散見されますので、道徳の特質に根ざした授
業づくりを心がけることが大切です。
　10、11頁に「（H28.７.22）特別の教科　道
徳の指導方法・評価等について（報告）道徳教
育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
で示された「質の高い多様な指導方法のイメー
ジ」を掲載します。また、過去に「道徳のかけ
橋」で紹介した優れた授業実践（小・中・特別
支援学級別の事例）を13～14頁に掲載します
ので指導の参考としてください。

「特別の教科　道徳」の評価についての基本的な考え方を教えてください。

具体的な方法を，道徳科の評価の在り方に関する専門家会議で検討
 （H27.6～H28.7）

「小（中）学習学習指導解説「特別の教科道徳編」第４章　指導計画の作成と内容の取
扱い　第３節　指導の配慮事項　５　問題解決的な学習など多様な指導を取り入れた
指導」より部分抜粋

○　数値による評価ではなく，記述式とすること
○　個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること
○ 　他の児童生徒との比較による評価ではなく，児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め，
励ます個人内評価（※）として行うこと
○ 　学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳的価値の理解を自
分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること
○　調査書に記載せず，入学者選抜の合否判定に活用することのないようにする必要

※ 　専門家会議報告に基づき，道徳科の学習評価の在り方，指導要録の参考様式について，平成28年７月29
日付で都道府県教育委員会等に通知

【基本的な方向性】

○　改訂後の学習指導要領（特別の教科　道徳）
　 　児童（生徒）の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要
がある。
　　ただし，数値などによる評価は行わないものとする。
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教科用図書の教材を使用する法的根拠を教えてください。

授業の質的転換のポイントを教えてください。

検定教科書の導入について

 質的転換＝「指導と評価の一体化」
～主体的・対話的で深い学びの実現～

法的根拠

教科書の
法的根拠

学校教育法34条（教科用図書・教材）
小学校においては，文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部
科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならな
い。（中学校等にも準用）

教科書の
定義

教科書の発行に関する臨時措置法２条（定義）
この法律において「教科書｣ とは，小学校，中学校，義務教育学校，
高等学校，中等教育学校及びこれらに準ずる学校において，教育課
程の構成に応じて組織排列された教科の主たる教材として，教授の
用に供せられる児童又は生徒用図書であって，文部科学大臣の検定
を経たもの又は文部科学省が著作の名義を有するものをいう。

何を学ぶか

どのように
学ぶか

何を
学んだか

指導と評価の一体化 ○ 　小低19，小中20，小高22，
中22の内容項目に基づいて，
道徳的判断力，心情，実践意
欲と態度を育む

○ 　「自己を見つめる」「多面
的・多角的に考える」の二つ
の特質に根ざした活動の設定

○ 　「自己を見つめる姿」「多面
的・多角的に考える姿」をどの
場面で，何を使って見取るか。

望ましい道徳性の育成，日々の授業の充実と改善

道徳科の
目標と特質

指　導

評　価

　教科書には「主たる教材」としての使用義務
があります。今後は、採択された教科書の教材
を中心に、年間指導計画を作成することになり
ます。なお、教材の配列は、今まで通り、各学
校の特色や行事、各教科等の関連に応じて配列
を工夫することが大切です。

　指導の充実なくして、評価の充実はあり得ま
せん。もう少し詳しく言うと、児童生徒一人一
人のよさや可能性を受け止めて、認め、励ます
評価を具現するためには、児童生徒のよさや可
能性を引き出し、存分に発揮させる指導の充実
が不可欠なのです。
　「授業のねらい－指導－評価」が、「道徳的価
値の理解を基に自己理解を深めること（自己を
見つめること）」「物事を多面的・多角的に考え
ること」という、道徳科の二つの
特質に一貫して基づいていること
が大切です。

教科用図書以外の教材の年間指導計画の位置付けと活用について教えてください。

ふくしま道徳教育資料集等の活用について

（小学校学習指導要領解説第４章　指導計画の作成と内容の取扱い　第４節　
道徳科の教材に求められる内容の観点　１教材の開発と活用の工夫）
⑵　多様な教材を活用した創意工夫ある指導
　 　道徳科においても，主たる教材として教科用図書を使用しなければなら
ないことは言うまでもないが，道徳教育の特性に鑑みれば，各地域に根ざ
した地域教材など，多様な教材を併せて活用することが重要となる。様々
な題材について郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なも
のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考
えを深めることができるため，地域教材の開発や活用にも努めることが望
ましい。

（同　２　道徳科に生かす教材）
⑶ 　多様な見方や考え方のできる事柄を取り扱う場合には，特定の見方や考
え方に偏った取扱いがなされていないものであること（略）
　 　なお，教科用図書以外の教材を使用するに当たっては，「学校における補
助教材の適正な取扱いについて」（平成27年３月４日　初等中等教育局長
通知）など，関係する法規等の趣旨を十分に理解した上で，適切に使用す
ることが重要である。

○　「主たる教材」としての教科用図書教材
　⇒　今後は主題，教材の配列としての「年間指導計画」が極めて重要
○ 　「副教材」として，ふくしま道徳教育資料集をはじめ，市町村発行の道徳教育
資料集等を積極的に位置付けたい。
　⇒　意図的・計画的・組織的な計画と活用を

　「ふくしま道徳教育資料集」「市町村発行の道
徳資料集」等の教材は、地域に根ざした教材と
して大切にしたいものです。
　また、「私たちの道徳（WEB版）」や「小（中）
学校　道徳読み物資料集（文科省）」等の活用も
考えられます。教科書以外の教材を年間指導計
画に位置付ける場合は、教科書教材との対応が
分かるようにしておくことが望ましいと考えま
す。
　なお、教科用図書以外の教材の年間指導計画
への位置付けと活用にあたっては、学年や学校
としての組織的な対応と校長の判断はもちろ
ん、市町村教育委員会の指導助言の基に行うこ
とになります。
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「特別の教科　道徳」における多様な指導方法について教えてください。

問題解決的な学習など
多様な方法を取り入れた指導について

問題解決的な
学習の工夫

　道徳科における問題解決的な学習とは，ねらいとする道
徳的諸価値について自己を見つめ，これからの生き方に生
かしていくことを見通しながら，実現するための問題を見
付け，どうしてそのような問題が生まれるのかを調べたり，
他者の感じ方や考え方を確かめたりと物事を多面的・多角
的に考えながら課題解決に向けて話し合うことである。

道徳的行為に
関する体験的な
学習を取り入れる

工夫

　道徳的諸価値を理解したり，自分との関わりで多面的，
多角的に考えたりするためには，例えば，実際に挨拶や丁
寧な言葉遣いなど具体的な道徳的行為をして，礼儀のよさ
や作法の難しさなどを考えたり，相手に思いやりのある言
葉を掛けたり，手助けをして親切についての考えを深めた
りするような道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れ
ることが考えられる。さらに，読み物教材等を活用した場
合には，その教材に登場する人物等の言動を即興的に演技
して考える役割演技など疑似体験的な表現活動を取り入れ
た学習も考えられる。

特別活動等の
多様な実践活動等
を生かす工夫

　道徳科において実践活動や体験活動を生かす方法は多様
に考えられ，各学校で児童の発達の段階等を考慮して年間
指導計画に位置付け，実施できるようにすることが大切で
ある。

　小（中）学習指導要領では、「児童の発達の段
階や特性等に考慮し、指導のねらいに即して、
問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的
な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を
工夫すること」とされました。
　「登場人物の心情理解のみの指導」「主題やね
らいが不十分な単なる生活経験の話合い」「読み
物教材のあらすじを追うだけの授業」「道徳的価
値（内容項目）に基づかない体験的な授業」等
が散見されますので、道徳の特質に根ざした授
業づくりを心がけることが大切です。
　10、11頁に「（H28.７.22）特別の教科　道
徳の指導方法・評価等について（報告）道徳教
育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
で示された「質の高い多様な指導方法のイメー
ジ」を掲載します。また、過去に「道徳のかけ
橋」で紹介した優れた授業実践（小・中・特別
支援学級別の事例）を13～14頁に掲載します
ので指導の参考としてください。

「特別の教科　道徳」の評価についての基本的な考え方を教えてください。

具体的な方法を，道徳科の評価の在り方に関する専門家会議で検討
 （H27.6～H28.7）

「小（中）学習学習指導解説「特別の教科道徳編」第４章　指導計画の作成と内容の取
扱い　第３節　指導の配慮事項　５　問題解決的な学習など多様な指導を取り入れた
指導」より部分抜粋

○　数値による評価ではなく，記述式とすること
○　個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること
○ 　他の児童生徒との比較による評価ではなく，児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め，
励ます個人内評価（※）として行うこと
○ 　学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳的価値の理解を自
分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること
○　調査書に記載せず，入学者選抜の合否判定に活用することのないようにする必要

※ 　専門家会議報告に基づき，道徳科の学習評価の在り方，指導要録の参考様式について，平成28年７月29
日付で都道府県教育委員会等に通知

【基本的な方向性】

○　改訂後の学習指導要領（特別の教科　道徳）
　 　児童（生徒）の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要
がある。
　　ただし，数値などによる評価は行わないものとする。
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。

― 6 ―

　「特別の教科　道徳の指導方法・評価等について（報告）H28.7.22道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
には、「道徳科の評価の工夫に関する例」も具体的に掲載されています。ぜひ参考にしてください。

　県内７地区で開催された「平成30年度の『特別の教科　道徳』の実施に向けた地区別研修会」では、評価の演習に取
り組み、評価文の事例検討や作成に取り組みました。ここでは、研修会を通じて分かったこと、学んだことを列記しま
す。是非，評価を行うの際の参考にしてください。

キーセンテンス 研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

「学びの事実を基に」 　なぜそう書いたか、根拠が大切です。「児童生徒の発言」や「学習の様子」「ワークシートやノートへの記述」等を記録・累積しておくことが大切です。

「 飛躍せず、盛り込み
すぎず」

　記録しておいた「発言」や「学習の様子」「ワークシートの記録」といった根拠を曲解して記
述したり、数多くの根拠を記述しすぎたりすると誤解を生じ、伝わりにくくなります。

「比較せず」
　「誰よりも優れています」といった表現は、一見最大のほめ言葉に感じますが、個人内評価の
基本的な考え方からはふさわしくありません。同様に、「以前より理解できるようになった」と
いう表現も誤解を招く恐れがあり、気を付けなければならない表現です。

「分かりやすく」
　「道徳的価値の理解」「道徳的判断力の高まり」といった専門用語は、児童生徒や保護者には
分かりづらい言葉です。児童生徒や保護者の目線に立って、分かりやすい表現を心がけたいも
のです。

「 行動の記録と区別
して」

　あくまでも「道徳科」としての授業の評価です。行動に表れている道徳性の記述は、「行動の
記録」に記述しますので、明確に区別してください。

○ 　「親切・思いやり」や「自然愛護」について考える授業では、友だちの発言にうなずきながら共感して聞いた
り、根拠に基づいて自分の意見を発言したりしていました。友だちと考えを交流する中で、友だちの考えをもと

　以上の考えを基本としながら文章表現で記述します。各学校において、どのように記述するか教職員で共通理解を図
りながら、児童生徒一人一人を受け止めて、認め、励ます評価の具現化に取り組んでください。

○　平成30年度「特別の教科道徳」の実施に向けた地区別研修会の研修から

○　研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

○　研修会参加者が作成した評価文

道徳科の評価の工夫に関する例（本専門家会議における意見より）
○ 　児童生徒の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイル等に集積して学習状況を把握すること。
○ 　記録したファイル等を活用して、児童生徒や保護者等に対し、その成長の過程や到達点、今後の課題等を記し
て伝えること。 
○ 　授業時間に発話される記録や記述などを、児童生徒が道徳性を発達させていく過程での児童生徒自身のエピ
ソード（挿話）として集積し、評価に活用すること。
○ 　作文やレポート、スピーチやプレゼンテーション、協働での問題解決といった実演の過程を通じて学習状況や
成長の様子を把握すること。
○ 　１回１回の授業の中で全ての児童生徒について評価を意識して、よい変容を見取ろうとすることは困難であるため、
年間35単位時間の授業という長い期間の中でそれぞれの児童生徒の変容を見取ることを心掛けるようにすること。
○ 　児童生徒が１年間書きためた感想文等を見ることを通して、考えの深まりや他人の意見を取り込むことなどに
より、内面が変わってきていることを見取ること。
○ 　教員同士で互いに授業を交換して見合うなど、チームとして取り組むことにより、児童生徒の理解が深まり、
変容を確実につかむことができるようになること。
○ 　評価の質を高めるために、評価の視点や方法、評価のために集める資料などについてあらかじめ学年内、学校
内で共通認識をもっておくこと。

〈道徳科の評価記入上の留意点〉
学びの事実を基に、飛躍させず、盛り込みすぎず、比較せず、分かりやすく、行動の記録と区別して、文章で記述する

評価の質を高めるため、どのような工夫をすればよいか教えてください。

道徳科の評価を記入する上での留意点を教えてください。

― 7 ―

道
徳
科
の
授
業
の
充
実
に

向
け
て

1

お
さ
え
る

１



教科用図書の教材を使用する法的根拠を教えてください。

授業の質的転換のポイントを教えてください。

検定教科書の導入について

 質的転換＝「指導と評価の一体化」
～主体的・対話的で深い学びの実現～

法的根拠

教科書の
法的根拠

学校教育法34条（教科用図書・教材）
小学校においては，文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部
科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならな
い。（中学校等にも準用）

教科書の
定義

教科書の発行に関する臨時措置法２条（定義）
この法律において「教科書｣ とは，小学校，中学校，義務教育学校，
高等学校，中等教育学校及びこれらに準ずる学校において，教育課
程の構成に応じて組織排列された教科の主たる教材として，教授の
用に供せられる児童又は生徒用図書であって，文部科学大臣の検定
を経たもの又は文部科学省が著作の名義を有するものをいう。

何を学ぶか

どのように
学ぶか

何を
学んだか

指導と評価の一体化 ○ 　小低19，小中20，小高22，
中22の内容項目に基づいて，
道徳的判断力，心情，実践意
欲と態度を育む

○ 　「自己を見つめる」「多面
的・多角的に考える」の二つ
の特質に根ざした活動の設定

○ 　「自己を見つめる姿」「多面
的・多角的に考える姿」をどの
場面で，何を使って見取るか。

望ましい道徳性の育成，日々の授業の充実と改善

道徳科の
目標と特質

指　導

評　価

　教科書には「主たる教材」としての使用義務
があります。今後は、採択された教科書の教材
を中心に、年間指導計画を作成することになり
ます。なお、教材の配列は、今まで通り、各学
校の特色や行事、各教科等の関連に応じて配列
を工夫することが大切です。

　指導の充実なくして、評価の充実はあり得ま
せん。もう少し詳しく言うと、児童生徒一人一
人のよさや可能性を受け止めて、認め、励ます
評価を具現するためには、児童生徒のよさや可
能性を引き出し、存分に発揮させる指導の充実
が不可欠なのです。
　「授業のねらい－指導－評価」が、「道徳的価
値の理解を基に自己理解を深めること（自己を
見つめること）」「物事を多面的・多角的に考え
ること」という、道徳科の二つの
特質に一貫して基づいていること
が大切です。

教科用図書以外の教材の年間指導計画の位置付けと活用について教えてください。

ふくしま道徳教育資料集等の活用について

（小学校学習指導要領解説第４章　指導計画の作成と内容の取扱い　第４節　
道徳科の教材に求められる内容の観点　１教材の開発と活用の工夫）
⑵　多様な教材を活用した創意工夫ある指導
　 　道徳科においても，主たる教材として教科用図書を使用しなければなら
ないことは言うまでもないが，道徳教育の特性に鑑みれば，各地域に根ざ
した地域教材など，多様な教材を併せて活用することが重要となる。様々
な題材について郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なも
のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考
えを深めることができるため，地域教材の開発や活用にも努めることが望
ましい。

（同　２　道徳科に生かす教材）
⑶ 　多様な見方や考え方のできる事柄を取り扱う場合には，特定の見方や考
え方に偏った取扱いがなされていないものであること（略）
　 　なお，教科用図書以外の教材を使用するに当たっては，「学校における補
助教材の適正な取扱いについて」（平成27年３月４日　初等中等教育局長
通知）など，関係する法規等の趣旨を十分に理解した上で，適切に使用す
ることが重要である。

○　「主たる教材」としての教科用図書教材
　⇒　今後は主題，教材の配列としての「年間指導計画」が極めて重要
○ 　「副教材」として，ふくしま道徳教育資料集をはじめ，市町村発行の道徳教育
資料集等を積極的に位置付けたい。
　⇒　意図的・計画的・組織的な計画と活用を

　「ふくしま道徳教育資料集」「市町村発行の道
徳資料集」等の教材は、地域に根ざした教材と
して大切にしたいものです。
　また、「私たちの道徳（WEB版）」や「小（中）
学校　道徳読み物資料集（文科省）」等の活用も
考えられます。教科書以外の教材を年間指導計
画に位置付ける場合は、教科書教材との対応が
分かるようにしておくことが望ましいと考えま
す。
　なお、教科用図書以外の教材の年間指導計画
への位置付けと活用にあたっては、学年や学校
としての組織的な対応と校長の判断はもちろ
ん、市町村教育委員会の指導助言の基に行うこ
とになります。
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「特別の教科　道徳」における多様な指導方法について教えてください。

問題解決的な学習など
多様な方法を取り入れた指導について

問題解決的な
学習の工夫

　道徳科における問題解決的な学習とは，ねらいとする道
徳的諸価値について自己を見つめ，これからの生き方に生
かしていくことを見通しながら，実現するための問題を見
付け，どうしてそのような問題が生まれるのかを調べたり，
他者の感じ方や考え方を確かめたりと物事を多面的・多角
的に考えながら課題解決に向けて話し合うことである。

道徳的行為に
関する体験的な
学習を取り入れる

工夫

　道徳的諸価値を理解したり，自分との関わりで多面的，
多角的に考えたりするためには，例えば，実際に挨拶や丁
寧な言葉遣いなど具体的な道徳的行為をして，礼儀のよさ
や作法の難しさなどを考えたり，相手に思いやりのある言
葉を掛けたり，手助けをして親切についての考えを深めた
りするような道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れ
ることが考えられる。さらに，読み物教材等を活用した場
合には，その教材に登場する人物等の言動を即興的に演技
して考える役割演技など疑似体験的な表現活動を取り入れ
た学習も考えられる。

特別活動等の
多様な実践活動等
を生かす工夫

　道徳科において実践活動や体験活動を生かす方法は多様
に考えられ，各学校で児童の発達の段階等を考慮して年間
指導計画に位置付け，実施できるようにすることが大切で
ある。

　小（中）学習指導要領では、「児童の発達の段
階や特性等に考慮し、指導のねらいに即して、
問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的
な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を
工夫すること」とされました。
　「登場人物の心情理解のみの指導」「主題やね
らいが不十分な単なる生活経験の話合い」「読み
物教材のあらすじを追うだけの授業」「道徳的価
値（内容項目）に基づかない体験的な授業」等
が散見されますので、道徳の特質に根ざした授
業づくりを心がけることが大切です。
　10、11頁に「（H28.７.22）特別の教科　道
徳の指導方法・評価等について（報告）道徳教
育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
で示された「質の高い多様な指導方法のイメー
ジ」を掲載します。また、過去に「道徳のかけ
橋」で紹介した優れた授業実践（小・中・特別
支援学級別の事例）を13～14頁に掲載します
ので指導の参考としてください。

「特別の教科　道徳」の評価についての基本的な考え方を教えてください。

具体的な方法を，道徳科の評価の在り方に関する専門家会議で検討
 （H27.6～H28.7）

「小（中）学習学習指導解説「特別の教科道徳編」第４章　指導計画の作成と内容の取
扱い　第３節　指導の配慮事項　５　問題解決的な学習など多様な指導を取り入れた
指導」より部分抜粋

○　数値による評価ではなく，記述式とすること
○　個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること
○ 　他の児童生徒との比較による評価ではなく，児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め，
励ます個人内評価（※）として行うこと
○ 　学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳的価値の理解を自
分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること
○　調査書に記載せず，入学者選抜の合否判定に活用することのないようにする必要

※ 　専門家会議報告に基づき，道徳科の学習評価の在り方，指導要録の参考様式について，平成28年７月29
日付で都道府県教育委員会等に通知

【基本的な方向性】

○　改訂後の学習指導要領（特別の教科　道徳）
　 　児童（生徒）の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要
がある。
　　ただし，数値などによる評価は行わないものとする。
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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　「特別の教科　道徳の指導方法・評価等について（報告）H28.7.22道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
には、「道徳科の評価の工夫に関する例」も具体的に掲載されています。ぜひ参考にしてください。

　県内７地区で開催された「平成30年度の『特別の教科　道徳』の実施に向けた地区別研修会」では、評価の演習に取
り組み、評価文の事例検討や作成に取り組みました。ここでは、研修会を通じて分かったこと、学んだことを列記しま
す。是非，評価を行うの際の参考にしてください。

キーセンテンス 研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

「学びの事実を基に」 　なぜそう書いたか、根拠が大切です。「児童生徒の発言」や「学習の様子」「ワークシートやノートへの記述」等を記録・累積しておくことが大切です。

「 飛躍せず、盛り込み
すぎず」

　記録しておいた「発言」や「学習の様子」「ワークシートの記録」といった根拠を曲解して記
述したり、数多くの根拠を記述しすぎたりすると誤解を生じ、伝わりにくくなります。

「比較せず」
　「誰よりも優れています」といった表現は、一見最大のほめ言葉に感じますが、個人内評価の
基本的な考え方からはふさわしくありません。同様に、「以前より理解できるようになった」と
いう表現も誤解を招く恐れがあり、気を付けなければならない表現です。

「分かりやすく」
　「道徳的価値の理解」「道徳的判断力の高まり」といった専門用語は、児童生徒や保護者には
分かりづらい言葉です。児童生徒や保護者の目線に立って、分かりやすい表現を心がけたいも
のです。

「 行動の記録と区別
して」

　あくまでも「道徳科」としての授業の評価です。行動に表れている道徳性の記述は、「行動の
記録」に記述しますので、明確に区別してください。

○ 　「親切・思いやり」や「自然愛護」について考える授業では、友だちの発言にうなずきながら共感して聞いた
り、根拠に基づいて自分の意見を発言したりしていました。友だちと考えを交流する中で、友だちの考えをもと

　以上の考えを基本としながら文章表現で記述します。各学校において、どのように記述するか教職員で共通理解を図
りながら、児童生徒一人一人を受け止めて、認め、励ます評価の具現化に取り組んでください。

○　平成30年度「特別の教科道徳」の実施に向けた地区別研修会の研修から

○　研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

○　研修会参加者が作成した評価文

道徳科の評価の工夫に関する例（本専門家会議における意見より）
○ 　児童生徒の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイル等に集積して学習状況を把握すること。
○ 　記録したファイル等を活用して、児童生徒や保護者等に対し、その成長の過程や到達点、今後の課題等を記し
て伝えること。 
○ 　授業時間に発話される記録や記述などを、児童生徒が道徳性を発達させていく過程での児童生徒自身のエピ
ソード（挿話）として集積し、評価に活用すること。
○ 　作文やレポート、スピーチやプレゼンテーション、協働での問題解決といった実演の過程を通じて学習状況や
成長の様子を把握すること。
○ 　１回１回の授業の中で全ての児童生徒について評価を意識して、よい変容を見取ろうとすることは困難であるため、
年間35単位時間の授業という長い期間の中でそれぞれの児童生徒の変容を見取ることを心掛けるようにすること。
○ 　児童生徒が１年間書きためた感想文等を見ることを通して、考えの深まりや他人の意見を取り込むことなどに
より、内面が変わってきていることを見取ること。
○ 　教員同士で互いに授業を交換して見合うなど、チームとして取り組むことにより、児童生徒の理解が深まり、
変容を確実につかむことができるようになること。
○ 　評価の質を高めるために、評価の視点や方法、評価のために集める資料などについてあらかじめ学年内、学校
内で共通認識をもっておくこと。

〈道徳科の評価記入上の留意点〉
学びの事実を基に、飛躍させず、盛り込みすぎず、比較せず、分かりやすく、行動の記録と区別して、文章で記述する

評価の質を高めるため、どのような工夫をすればよいか教えてください。

道徳科の評価を記入する上での留意点を教えてください。
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教科用図書の教材を使用する法的根拠を教えてください。

授業の質的転換のポイントを教えてください。

検定教科書の導入について

 質的転換＝「指導と評価の一体化」
～主体的・対話的で深い学びの実現～

法的根拠

教科書の
法的根拠

学校教育法34条（教科用図書・教材）
小学校においては，文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部
科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならな
い。（中学校等にも準用）

教科書の
定義

教科書の発行に関する臨時措置法２条（定義）
この法律において「教科書｣ とは，小学校，中学校，義務教育学校，
高等学校，中等教育学校及びこれらに準ずる学校において，教育課
程の構成に応じて組織排列された教科の主たる教材として，教授の
用に供せられる児童又は生徒用図書であって，文部科学大臣の検定
を経たもの又は文部科学省が著作の名義を有するものをいう。

何を学ぶか

どのように
学ぶか

何を
学んだか

指導と評価の一体化 ○ 　小低19，小中20，小高22，
中22の内容項目に基づいて，
道徳的判断力，心情，実践意
欲と態度を育む

○ 　「自己を見つめる」「多面
的・多角的に考える」の二つ
の特質に根ざした活動の設定

○ 　「自己を見つめる姿」「多面
的・多角的に考える姿」をどの
場面で，何を使って見取るか。

望ましい道徳性の育成，日々の授業の充実と改善

道徳科の
目標と特質

指　導

評　価

　教科書には「主たる教材」としての使用義務
があります。今後は、採択された教科書の教材
を中心に、年間指導計画を作成することになり
ます。なお、教材の配列は、今まで通り、各学
校の特色や行事、各教科等の関連に応じて配列
を工夫することが大切です。

　指導の充実なくして、評価の充実はあり得ま
せん。もう少し詳しく言うと、児童生徒一人一
人のよさや可能性を受け止めて、認め、励ます
評価を具現するためには、児童生徒のよさや可
能性を引き出し、存分に発揮させる指導の充実
が不可欠なのです。
　「授業のねらい－指導－評価」が、「道徳的価
値の理解を基に自己理解を深めること（自己を
見つめること）」「物事を多面的・多角的に考え
ること」という、道徳科の二つの
特質に一貫して基づいていること
が大切です。

教科用図書以外の教材の年間指導計画の位置付けと活用について教えてください。

ふくしま道徳教育資料集等の活用について

（小学校学習指導要領解説第４章　指導計画の作成と内容の取扱い　第４節　
道徳科の教材に求められる内容の観点　１教材の開発と活用の工夫）
⑵　多様な教材を活用した創意工夫ある指導
　 　道徳科においても，主たる教材として教科用図書を使用しなければなら
ないことは言うまでもないが，道徳教育の特性に鑑みれば，各地域に根ざ
した地域教材など，多様な教材を併せて活用することが重要となる。様々
な題材について郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なも
のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考
えを深めることができるため，地域教材の開発や活用にも努めることが望
ましい。

（同　２　道徳科に生かす教材）
⑶ 　多様な見方や考え方のできる事柄を取り扱う場合には，特定の見方や考
え方に偏った取扱いがなされていないものであること（略）
　 　なお，教科用図書以外の教材を使用するに当たっては，「学校における補
助教材の適正な取扱いについて」（平成27年３月４日　初等中等教育局長
通知）など，関係する法規等の趣旨を十分に理解した上で，適切に使用す
ることが重要である。

○　「主たる教材」としての教科用図書教材
　⇒　今後は主題，教材の配列としての「年間指導計画」が極めて重要
○ 　「副教材」として，ふくしま道徳教育資料集をはじめ，市町村発行の道徳教育
資料集等を積極的に位置付けたい。
　⇒　意図的・計画的・組織的な計画と活用を

　「ふくしま道徳教育資料集」「市町村発行の道
徳資料集」等の教材は、地域に根ざした教材と
して大切にしたいものです。
　また、「私たちの道徳（WEB版）」や「小（中）
学校　道徳読み物資料集（文科省）」等の活用も
考えられます。教科書以外の教材を年間指導計
画に位置付ける場合は、教科書教材との対応が
分かるようにしておくことが望ましいと考えま
す。
　なお、教科用図書以外の教材の年間指導計画
への位置付けと活用にあたっては、学年や学校
としての組織的な対応と校長の判断はもちろ
ん、市町村教育委員会の指導助言の基に行うこ
とになります。
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「特別の教科　道徳」における多様な指導方法について教えてください。

問題解決的な学習など
多様な方法を取り入れた指導について

問題解決的な
学習の工夫

　道徳科における問題解決的な学習とは，ねらいとする道
徳的諸価値について自己を見つめ，これからの生き方に生
かしていくことを見通しながら，実現するための問題を見
付け，どうしてそのような問題が生まれるのかを調べたり，
他者の感じ方や考え方を確かめたりと物事を多面的・多角
的に考えながら課題解決に向けて話し合うことである。

道徳的行為に
関する体験的な
学習を取り入れる

工夫

　道徳的諸価値を理解したり，自分との関わりで多面的，
多角的に考えたりするためには，例えば，実際に挨拶や丁
寧な言葉遣いなど具体的な道徳的行為をして，礼儀のよさ
や作法の難しさなどを考えたり，相手に思いやりのある言
葉を掛けたり，手助けをして親切についての考えを深めた
りするような道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れ
ることが考えられる。さらに，読み物教材等を活用した場
合には，その教材に登場する人物等の言動を即興的に演技
して考える役割演技など疑似体験的な表現活動を取り入れ
た学習も考えられる。

特別活動等の
多様な実践活動等
を生かす工夫

　道徳科において実践活動や体験活動を生かす方法は多様
に考えられ，各学校で児童の発達の段階等を考慮して年間
指導計画に位置付け，実施できるようにすることが大切で
ある。

　小（中）学習指導要領では、「児童の発達の段
階や特性等に考慮し、指導のねらいに即して、
問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的
な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を
工夫すること」とされました。
　「登場人物の心情理解のみの指導」「主題やね
らいが不十分な単なる生活経験の話合い」「読み
物教材のあらすじを追うだけの授業」「道徳的価
値（内容項目）に基づかない体験的な授業」等
が散見されますので、道徳の特質に根ざした授
業づくりを心がけることが大切です。
　10、11頁に「（H28.７.22）特別の教科　道
徳の指導方法・評価等について（報告）道徳教
育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
で示された「質の高い多様な指導方法のイメー
ジ」を掲載します。また、過去に「道徳のかけ
橋」で紹介した優れた授業実践（小・中・特別
支援学級別の事例）を13～14頁に掲載します
ので指導の参考としてください。

「特別の教科　道徳」の評価についての基本的な考え方を教えてください。

具体的な方法を，道徳科の評価の在り方に関する専門家会議で検討
 （H27.6～H28.7）

「小（中）学習学習指導解説「特別の教科道徳編」第４章　指導計画の作成と内容の取
扱い　第３節　指導の配慮事項　５　問題解決的な学習など多様な指導を取り入れた
指導」より部分抜粋

○　数値による評価ではなく，記述式とすること
○　個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること
○ 　他の児童生徒との比較による評価ではなく，児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め，
励ます個人内評価（※）として行うこと
○ 　学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳的価値の理解を自
分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること
○　調査書に記載せず，入学者選抜の合否判定に活用することのないようにする必要

※ 　専門家会議報告に基づき，道徳科の学習評価の在り方，指導要録の参考様式について，平成28年７月29
日付で都道府県教育委員会等に通知

【基本的な方向性】

○　改訂後の学習指導要領（特別の教科　道徳）
　 　児童（生徒）の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要
がある。
　　ただし，数値などによる評価は行わないものとする。
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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　「特別の教科　道徳の指導方法・評価等について（報告）H28.7.22道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
には、「道徳科の評価の工夫に関する例」も具体的に掲載されています。ぜひ参考にしてください。

　県内７地区で開催された「平成30年度の『特別の教科　道徳』の実施に向けた地区別研修会」では、評価の演習に取
り組み、評価文の事例検討や作成に取り組みました。ここでは、研修会を通じて分かったこと、学んだことを列記しま
す。是非，評価を行うの際の参考にしてください。

キーセンテンス 研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

「学びの事実を基に」 　なぜそう書いたか、根拠が大切です。「児童生徒の発言」や「学習の様子」「ワークシートやノートへの記述」等を記録・累積しておくことが大切です。

「 飛躍せず、盛り込み
すぎず」

　記録しておいた「発言」や「学習の様子」「ワークシートの記録」といった根拠を曲解して記
述したり、数多くの根拠を記述しすぎたりすると誤解を生じ、伝わりにくくなります。

「比較せず」
　「誰よりも優れています」といった表現は、一見最大のほめ言葉に感じますが、個人内評価の
基本的な考え方からはふさわしくありません。同様に、「以前より理解できるようになった」と
いう表現も誤解を招く恐れがあり、気を付けなければならない表現です。

「分かりやすく」
　「道徳的価値の理解」「道徳的判断力の高まり」といった専門用語は、児童生徒や保護者には
分かりづらい言葉です。児童生徒や保護者の目線に立って、分かりやすい表現を心がけたいも
のです。

「 行動の記録と区別
して」

　あくまでも「道徳科」としての授業の評価です。行動に表れている道徳性の記述は、「行動の
記録」に記述しますので、明確に区別してください。

○ 　「親切・思いやり」や「自然愛護」について考える授業では、友だちの発言にうなずきながら共感して聞いた
り、根拠に基づいて自分の意見を発言したりしていました。友だちと考えを交流する中で、友だちの考えをもと

　以上の考えを基本としながら文章表現で記述します。各学校において、どのように記述するか教職員で共通理解を図
りながら、児童生徒一人一人を受け止めて、認め、励ます評価の具現化に取り組んでください。

○　平成30年度「特別の教科道徳」の実施に向けた地区別研修会の研修から

○　研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

○　研修会参加者が作成した評価文

道徳科の評価の工夫に関する例（本専門家会議における意見より）
○ 　児童生徒の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイル等に集積して学習状況を把握すること。
○ 　記録したファイル等を活用して、児童生徒や保護者等に対し、その成長の過程や到達点、今後の課題等を記し
て伝えること。 
○ 　授業時間に発話される記録や記述などを、児童生徒が道徳性を発達させていく過程での児童生徒自身のエピ
ソード（挿話）として集積し、評価に活用すること。
○ 　作文やレポート、スピーチやプレゼンテーション、協働での問題解決といった実演の過程を通じて学習状況や
成長の様子を把握すること。
○ 　１回１回の授業の中で全ての児童生徒について評価を意識して、よい変容を見取ろうとすることは困難であるため、
年間35単位時間の授業という長い期間の中でそれぞれの児童生徒の変容を見取ることを心掛けるようにすること。
○ 　児童生徒が１年間書きためた感想文等を見ることを通して、考えの深まりや他人の意見を取り込むことなどに
より、内面が変わってきていることを見取ること。
○ 　教員同士で互いに授業を交換して見合うなど、チームとして取り組むことにより、児童生徒の理解が深まり、
変容を確実につかむことができるようになること。
○ 　評価の質を高めるために、評価の視点や方法、評価のために集める資料などについてあらかじめ学年内、学校
内で共通認識をもっておくこと。

〈道徳科の評価記入上の留意点〉
学びの事実を基に、飛躍させず、盛り込みすぎず、比較せず、分かりやすく、行動の記録と区別して、文章で記述する

評価の質を高めるため、どのような工夫をすればよいか教えてください。

道徳科の評価を記入する上での留意点を教えてください。
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にさらに深く考え、自分の考えを書いてまとめることができました。その考えについては、道徳ノートをご覧い
ただいて、ご家庭での話題にしていただければと思います。
○ 　「○○○」では、登場人物の役になりきって、くじけず最後まで努力することの大切さを表現しました。最後ま
でがんばるためには、周りの応援も必要であることに気付くことができました。
○ 　「○○○」の授業では、友だちの発言にうなずきながら、熱心に耳を傾ける姿が見られました。話し合いを通し
て、きまりを守ることの大切さを理解し、これからの学級生活に生かしていこう、という意欲が高まりました。
○ 　「○○○」の授業では、親切・思いやりの大切さについて考えました。友だちとの話し合いを通して、本当の思
いやりとは、相手の気持ちを大切にしながら、自分にできることを行うことだと気付くことができました。
○ 　「○○○」の授業では、人間も自然界の一員であることを忘れてはならないという意見をもち、自然愛護につい
て自分事として考えることができました。友だちの意見を聞いて、自分の考えをさらに深めようとする積極的な
姿勢が見られました。
○ 　道徳の授業では、規則や友情、国際理解など、様々なテーマについて学び、自分の考えを発表できるようにな
りました。友だちの考えをよく聞き、意見を交換する中で、自分のことだけでなく、相手のこともよく考えて問
題の解決に臨む姿が見られます。
○ 　「○○○○○」の授業では、自分の考えと友だちの考えを比べたり、自分だったらどうするかを考えたりする活
動を通して、最後まであきらめずに取り組むことの難しさを感じていました。

授業における評価の視点及び想定される児童生徒の姿について教えてください。

道徳科の授業における児童生徒の評価について

道徳科の授業における児童生徒の評価について

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

・ 　道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やその時の心情を様々な
視点から捉え，考えようとしている。
・　自分と違う立場や感じ方，考え方を理解しようとしている。
・ 　複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る行為を多面
的・多角的に考えようとしている。 など

・　ねらいとする道徳的価値の様々な面を考えている。
・　道徳的価値を支える様々な根拠を考えている。
・　様々な登場人物の立場で考えている。
・　自分の考えと友だちの考えを比べて考えている。
・　時間の経過とともに変化する気持ちを考えている。
・　人間の強さや弱さ等を捉えて考えている。　　　　など

・ 　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え，自分なりに具体的に
イメージして理解しようとしている。
・ 　現在の自分自身を振り返り，自らの行動や考えを見直していることが
うかがえる部分に着目している。
・ 　道徳的な問題に対して自己の取り得る行動と他者と議論する中で，道
徳的価値の理解を更に深めている。
・ 　道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして捉え，考えよ
うとしている。 など

・　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考えている。
・　教材の問題点等を自分事として受け止めて考えている。
・　日常生活や学校生活等を想起しながら考えている。
・　自分の生活を見つめ，振り返りながら考えている。
・　自分だったらどうするかなど考えている。　　　　など

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

どのような評価の視点が考えられるか。

どのような児童生徒の姿が想定されるか。

　今後の道徳科の授業では、「道徳的価値を
自己との関わりでとらえることができた
か」「物事を多面的・多角的に考えることが
できたか」の二つであることは、繰り返し
述べてきました。今後の道徳科の授業案に
は、これら二つを具現化した評価の視点を
明確に位置付けることが大切です。左のよ
うな視点を一例に参考にしながら記述し、
しっかりと子どもの姿を見取りたいもので
す。

　この姿は、あくまでも想定であり、一例
に過ぎません。このような姿を目安にしな
がら子ども一人一人の素敵な学びの姿をた
くさん見取り、通知表や指導要録に記載し
たいものです。
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のぞましい評価文について検討していますが、もう少し詳しく教えてください。

特徴的な評価文の先行事例があれば教えてください。

表現や反応の少ない子ども、学習上の困難さを伴う子どもを十分見取ることができず、不安です。

　検討するに当たって、二つの評価文をお示しします。
二つの文を比べてみましょう。それぞれ、どのような長
所と短所があるでしょうか。
　評価文【Ａ】は保護者にとって学習状況がイメージし
やすい長所があります。反面、一つの授業の評価であ
り、成長の様子が感じ取れないという短所があります。
　一方、評価文【Ｂ】は、継続的な授業の見取りにより、
子どもの成長の様子が感じ取れますが、反面、どの子ど
もにも当てはまり、特徴が見えにくい短所があります。
　次の項目で、評価文A、Bそれぞれの長所と短所を踏

まえた特徴的な評価文をお示しします。

　先行事例として、特徴的な評価文を２事例（Ｃ，Ｄ）
お示しします。参考にしてください。
　Ｃの評価文は、継続し累積して見取ってきた評価と一
つの授業で見取った具体的な評価の二つを合わせた記
述となっています。
　また、Ｄの評価文は、教師の的確な見取りを生かした
事例です。児童生徒にとって、温かく、勇気づけられる
内容となっています。各学校では、先生方の共通理解の

基、子ども一人を認め、励ます評価を具現
してください。

　発言、文章記述、うなずきやつぶやき、動作や仕草
等、その子なりの表現を見取り、授業における学習状況
や道徳性の成長の様子を累積していくことが大切で
す。担任ばかりでなく、他の教員との協力的な指導や
ローテーション実践等を通じて、共通の見取りの視点を
複数の目で行っていきたいものです。また、12頁に
「（H28.7.22）特別の教科道徳の指導方法・評価等につ
いて（道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会
議」で示された「発達障害等のある児童生徒に対する道

徳科の指導について（例）」を掲載します。
指導の参考としてください。

評価文の長所と短所を比べてみよう

これからの評価を考える

これから配慮すべきことについて

　「雨のバス停留所で」では、社会の中におけるきまりについて考
え、これまでの自分の体験を想起しながら、自分のことだけでな
く、周りの人のことも考えて行動することが大切であることに気付
いていました。

　常に授業では、これまでの自分を振り返り、今後に生かそうとし
ています。例えば「二人の弟子」の授業では、相反する二人の立場
のどちらも自分の心にはあるものとして受け止め、自分自身の弱さ
に気付き、克服していこうと考えていました。

・ 　授業でどのように見取っていくのかを校内で検討しておくこ
とが必要である。
・ 　授業者は、意図的に観察したり、指名したりして、評価できる
根拠を集めることが必要である。

○授業中の発言がほとんどない児童生徒
○文章表現が得意ではない児童生徒
○表情にも表れにくい児童生徒

　道徳の教材で学びながら、登場人物に自分を置き換えて生活を振
り返ったり、友達の考えを聞いて、一つのことを様々な見方で捉え
たりして、今後のよりよい生き方について考えを深められるように
なりました。

　常に自分に厳しい目をもっていて、授業では自分を振り返り、反
省するような考えも観られました。しかし、それは、今の自分はこ
うあるべきだという自分をしっかり見つめている表れであり、これ
からの道徳の授業で、どんな自分をつくりあげていくのか、とても
楽しみにしています。

評価文事例【Ａ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｃ】のよさは？

評価文事例【Ｂ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｄ】のよさは？
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教科用図書の教材を使用する法的根拠を教えてください。

授業の質的転換のポイントを教えてください。

検定教科書の導入について

 質的転換＝「指導と評価の一体化」
～主体的・対話的で深い学びの実現～

法的根拠

教科書の
法的根拠

学校教育法34条（教科用図書・教材）
小学校においては，文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部
科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならな
い。（中学校等にも準用）

教科書の
定義

教科書の発行に関する臨時措置法２条（定義）
この法律において「教科書｣ とは，小学校，中学校，義務教育学校，
高等学校，中等教育学校及びこれらに準ずる学校において，教育課
程の構成に応じて組織排列された教科の主たる教材として，教授の
用に供せられる児童又は生徒用図書であって，文部科学大臣の検定
を経たもの又は文部科学省が著作の名義を有するものをいう。

何を学ぶか

どのように
学ぶか

何を
学んだか

指導と評価の一体化 ○ 　小低19，小中20，小高22，
中22の内容項目に基づいて，
道徳的判断力，心情，実践意
欲と態度を育む

○ 　「自己を見つめる」「多面
的・多角的に考える」の二つ
の特質に根ざした活動の設定

○ 　「自己を見つめる姿」「多面
的・多角的に考える姿」をどの
場面で，何を使って見取るか。

望ましい道徳性の育成，日々の授業の充実と改善

道徳科の
目標と特質

指　導

評　価

　教科書には「主たる教材」としての使用義務
があります。今後は、採択された教科書の教材
を中心に、年間指導計画を作成することになり
ます。なお、教材の配列は、今まで通り、各学
校の特色や行事、各教科等の関連に応じて配列
を工夫することが大切です。

　指導の充実なくして、評価の充実はあり得ま
せん。もう少し詳しく言うと、児童生徒一人一
人のよさや可能性を受け止めて、認め、励ます
評価を具現するためには、児童生徒のよさや可
能性を引き出し、存分に発揮させる指導の充実
が不可欠なのです。
　「授業のねらい－指導－評価」が、「道徳的価
値の理解を基に自己理解を深めること（自己を
見つめること）」「物事を多面的・多角的に考え
ること」という、道徳科の二つの
特質に一貫して基づいていること
が大切です。

教科用図書以外の教材の年間指導計画の位置付けと活用について教えてください。

ふくしま道徳教育資料集等の活用について

（小学校学習指導要領解説第４章　指導計画の作成と内容の取扱い　第４節　
道徳科の教材に求められる内容の観点　１教材の開発と活用の工夫）
⑵　多様な教材を活用した創意工夫ある指導
　 　道徳科においても，主たる教材として教科用図書を使用しなければなら
ないことは言うまでもないが，道徳教育の特性に鑑みれば，各地域に根ざ
した地域教材など，多様な教材を併せて活用することが重要となる。様々
な題材について郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なも
のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考
えを深めることができるため，地域教材の開発や活用にも努めることが望
ましい。

（同　２　道徳科に生かす教材）
⑶ 　多様な見方や考え方のできる事柄を取り扱う場合には，特定の見方や考
え方に偏った取扱いがなされていないものであること（略）
　 　なお，教科用図書以外の教材を使用するに当たっては，「学校における補
助教材の適正な取扱いについて」（平成27年３月４日　初等中等教育局長
通知）など，関係する法規等の趣旨を十分に理解した上で，適切に使用す
ることが重要である。

○　「主たる教材」としての教科用図書教材
　⇒　今後は主題，教材の配列としての「年間指導計画」が極めて重要
○ 　「副教材」として，ふくしま道徳教育資料集をはじめ，市町村発行の道徳教育
資料集等を積極的に位置付けたい。
　⇒　意図的・計画的・組織的な計画と活用を

　「ふくしま道徳教育資料集」「市町村発行の道
徳資料集」等の教材は、地域に根ざした教材と
して大切にしたいものです。
　また、「私たちの道徳（WEB版）」や「小（中）
学校　道徳読み物資料集（文科省）」等の活用も
考えられます。教科書以外の教材を年間指導計
画に位置付ける場合は、教科書教材との対応が
分かるようにしておくことが望ましいと考えま
す。
　なお、教科用図書以外の教材の年間指導計画
への位置付けと活用にあたっては、学年や学校
としての組織的な対応と校長の判断はもちろ
ん、市町村教育委員会の指導助言の基に行うこ
とになります。
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「特別の教科　道徳」における多様な指導方法について教えてください。

問題解決的な学習など
多様な方法を取り入れた指導について

問題解決的な
学習の工夫

　道徳科における問題解決的な学習とは，ねらいとする道
徳的諸価値について自己を見つめ，これからの生き方に生
かしていくことを見通しながら，実現するための問題を見
付け，どうしてそのような問題が生まれるのかを調べたり，
他者の感じ方や考え方を確かめたりと物事を多面的・多角
的に考えながら課題解決に向けて話し合うことである。

道徳的行為に
関する体験的な
学習を取り入れる

工夫

　道徳的諸価値を理解したり，自分との関わりで多面的，
多角的に考えたりするためには，例えば，実際に挨拶や丁
寧な言葉遣いなど具体的な道徳的行為をして，礼儀のよさ
や作法の難しさなどを考えたり，相手に思いやりのある言
葉を掛けたり，手助けをして親切についての考えを深めた
りするような道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れ
ることが考えられる。さらに，読み物教材等を活用した場
合には，その教材に登場する人物等の言動を即興的に演技
して考える役割演技など疑似体験的な表現活動を取り入れ
た学習も考えられる。

特別活動等の
多様な実践活動等
を生かす工夫

　道徳科において実践活動や体験活動を生かす方法は多様
に考えられ，各学校で児童の発達の段階等を考慮して年間
指導計画に位置付け，実施できるようにすることが大切で
ある。

　小（中）学習指導要領では、「児童の発達の段
階や特性等に考慮し、指導のねらいに即して、
問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的
な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を
工夫すること」とされました。
　「登場人物の心情理解のみの指導」「主題やね
らいが不十分な単なる生活経験の話合い」「読み
物教材のあらすじを追うだけの授業」「道徳的価
値（内容項目）に基づかない体験的な授業」等
が散見されますので、道徳の特質に根ざした授
業づくりを心がけることが大切です。
　10、11頁に「（H28.７.22）特別の教科　道
徳の指導方法・評価等について（報告）道徳教
育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
で示された「質の高い多様な指導方法のイメー
ジ」を掲載します。また、過去に「道徳のかけ
橋」で紹介した優れた授業実践（小・中・特別
支援学級別の事例）を13～14頁に掲載します
ので指導の参考としてください。

「特別の教科　道徳」の評価についての基本的な考え方を教えてください。

具体的な方法を，道徳科の評価の在り方に関する専門家会議で検討
 （H27.6～H28.7）

「小（中）学習学習指導解説「特別の教科道徳編」第４章　指導計画の作成と内容の取
扱い　第３節　指導の配慮事項　５　問題解決的な学習など多様な指導を取り入れた
指導」より部分抜粋

○　数値による評価ではなく，記述式とすること
○　個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること
○ 　他の児童生徒との比較による評価ではなく，児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め，
励ます個人内評価（※）として行うこと
○ 　学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか，道徳的価値の理解を自
分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること
○　調査書に記載せず，入学者選抜の合否判定に活用することのないようにする必要

※ 　専門家会議報告に基づき，道徳科の学習評価の在り方，指導要録の参考様式について，平成28年７月29
日付で都道府県教育委員会等に通知

【基本的な方向性】

○　改訂後の学習指導要領（特別の教科　道徳）
　 　児童（生徒）の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要
がある。
　　ただし，数値などによる評価は行わないものとする。
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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　「特別の教科　道徳の指導方法・評価等について（報告）H28.7.22道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
には、「道徳科の評価の工夫に関する例」も具体的に掲載されています。ぜひ参考にしてください。

　県内７地区で開催された「平成30年度の『特別の教科　道徳』の実施に向けた地区別研修会」では、評価の演習に取
り組み、評価文の事例検討や作成に取り組みました。ここでは、研修会を通じて分かったこと、学んだことを列記しま
す。是非，評価を行うの際の参考にしてください。

キーセンテンス 研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

「学びの事実を基に」 　なぜそう書いたか、根拠が大切です。「児童生徒の発言」や「学習の様子」「ワークシートやノートへの記述」等を記録・累積しておくことが大切です。

「 飛躍せず、盛り込み
すぎず」

　記録しておいた「発言」や「学習の様子」「ワークシートの記録」といった根拠を曲解して記
述したり、数多くの根拠を記述しすぎたりすると誤解を生じ、伝わりにくくなります。

「比較せず」
　「誰よりも優れています」といった表現は、一見最大のほめ言葉に感じますが、個人内評価の
基本的な考え方からはふさわしくありません。同様に、「以前より理解できるようになった」と
いう表現も誤解を招く恐れがあり、気を付けなければならない表現です。

「分かりやすく」
　「道徳的価値の理解」「道徳的判断力の高まり」といった専門用語は、児童生徒や保護者には
分かりづらい言葉です。児童生徒や保護者の目線に立って、分かりやすい表現を心がけたいも
のです。

「 行動の記録と区別
して」

　あくまでも「道徳科」としての授業の評価です。行動に表れている道徳性の記述は、「行動の
記録」に記述しますので、明確に区別してください。

○ 　「親切・思いやり」や「自然愛護」について考える授業では、友だちの発言にうなずきながら共感して聞いた
り、根拠に基づいて自分の意見を発言したりしていました。友だちと考えを交流する中で、友だちの考えをもと

　以上の考えを基本としながら文章表現で記述します。各学校において、どのように記述するか教職員で共通理解を図
りながら、児童生徒一人一人を受け止めて、認め、励ます評価の具現化に取り組んでください。

○　平成30年度「特別の教科道徳」の実施に向けた地区別研修会の研修から

○　研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

○　研修会参加者が作成した評価文

道徳科の評価の工夫に関する例（本専門家会議における意見より）
○ 　児童生徒の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイル等に集積して学習状況を把握すること。
○ 　記録したファイル等を活用して、児童生徒や保護者等に対し、その成長の過程や到達点、今後の課題等を記し
て伝えること。 
○ 　授業時間に発話される記録や記述などを、児童生徒が道徳性を発達させていく過程での児童生徒自身のエピ
ソード（挿話）として集積し、評価に活用すること。
○ 　作文やレポート、スピーチやプレゼンテーション、協働での問題解決といった実演の過程を通じて学習状況や
成長の様子を把握すること。
○ 　１回１回の授業の中で全ての児童生徒について評価を意識して、よい変容を見取ろうとすることは困難であるため、
年間35単位時間の授業という長い期間の中でそれぞれの児童生徒の変容を見取ることを心掛けるようにすること。
○ 　児童生徒が１年間書きためた感想文等を見ることを通して、考えの深まりや他人の意見を取り込むことなどに
より、内面が変わってきていることを見取ること。
○ 　教員同士で互いに授業を交換して見合うなど、チームとして取り組むことにより、児童生徒の理解が深まり、
変容を確実につかむことができるようになること。
○ 　評価の質を高めるために、評価の視点や方法、評価のために集める資料などについてあらかじめ学年内、学校
内で共通認識をもっておくこと。

〈道徳科の評価記入上の留意点〉
学びの事実を基に、飛躍させず、盛り込みすぎず、比較せず、分かりやすく、行動の記録と区別して、文章で記述する

評価の質を高めるため、どのような工夫をすればよいか教えてください。

道徳科の評価を記入する上での留意点を教えてください。
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にさらに深く考え、自分の考えを書いてまとめることができました。その考えについては、道徳ノートをご覧い
ただいて、ご家庭での話題にしていただければと思います。
○ 　「○○○」では、登場人物の役になりきって、くじけず最後まで努力することの大切さを表現しました。最後ま
でがんばるためには、周りの応援も必要であることに気付くことができました。
○ 　「○○○」の授業では、友だちの発言にうなずきながら、熱心に耳を傾ける姿が見られました。話し合いを通し
て、きまりを守ることの大切さを理解し、これからの学級生活に生かしていこう、という意欲が高まりました。
○ 　「○○○」の授業では、親切・思いやりの大切さについて考えました。友だちとの話し合いを通して、本当の思
いやりとは、相手の気持ちを大切にしながら、自分にできることを行うことだと気付くことができました。
○ 　「○○○」の授業では、人間も自然界の一員であることを忘れてはならないという意見をもち、自然愛護につい
て自分事として考えることができました。友だちの意見を聞いて、自分の考えをさらに深めようとする積極的な
姿勢が見られました。
○ 　道徳の授業では、規則や友情、国際理解など、様々なテーマについて学び、自分の考えを発表できるようにな
りました。友だちの考えをよく聞き、意見を交換する中で、自分のことだけでなく、相手のこともよく考えて問
題の解決に臨む姿が見られます。
○ 　「○○○○○」の授業では、自分の考えと友だちの考えを比べたり、自分だったらどうするかを考えたりする活
動を通して、最後まであきらめずに取り組むことの難しさを感じていました。

授業における評価の視点及び想定される児童生徒の姿について教えてください。

道徳科の授業における児童生徒の評価について

道徳科の授業における児童生徒の評価について

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

・ 　道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やその時の心情を様々な
視点から捉え，考えようとしている。
・　自分と違う立場や感じ方，考え方を理解しようとしている。
・ 　複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る行為を多面
的・多角的に考えようとしている。 など

・　ねらいとする道徳的価値の様々な面を考えている。
・　道徳的価値を支える様々な根拠を考えている。
・　様々な登場人物の立場で考えている。
・　自分の考えと友だちの考えを比べて考えている。
・　時間の経過とともに変化する気持ちを考えている。
・　人間の強さや弱さ等を捉えて考えている。　　　　など

・ 　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え，自分なりに具体的に
イメージして理解しようとしている。
・ 　現在の自分自身を振り返り，自らの行動や考えを見直していることが
うかがえる部分に着目している。
・ 　道徳的な問題に対して自己の取り得る行動と他者と議論する中で，道
徳的価値の理解を更に深めている。
・ 　道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして捉え，考えよ
うとしている。 など

・　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考えている。
・　教材の問題点等を自分事として受け止めて考えている。
・　日常生活や学校生活等を想起しながら考えている。
・　自分の生活を見つめ，振り返りながら考えている。
・　自分だったらどうするかなど考えている。　　　　など

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

どのような評価の視点が考えられるか。

どのような児童生徒の姿が想定されるか。

　今後の道徳科の授業では、「道徳的価値を
自己との関わりでとらえることができた
か」「物事を多面的・多角的に考えることが
できたか」の二つであることは、繰り返し
述べてきました。今後の道徳科の授業案に
は、これら二つを具現化した評価の視点を
明確に位置付けることが大切です。左のよ
うな視点を一例に参考にしながら記述し、
しっかりと子どもの姿を見取りたいもので
す。

　この姿は、あくまでも想定であり、一例
に過ぎません。このような姿を目安にしな
がら子ども一人一人の素敵な学びの姿をた
くさん見取り、通知表や指導要録に記載し
たいものです。
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のぞましい評価文について検討していますが、もう少し詳しく教えてください。

特徴的な評価文の先行事例があれば教えてください。

表現や反応の少ない子ども、学習上の困難さを伴う子どもを十分見取ることができず、不安です。

　検討するに当たって、二つの評価文をお示しします。
二つの文を比べてみましょう。それぞれ、どのような長
所と短所があるでしょうか。
　評価文【Ａ】は保護者にとって学習状況がイメージし
やすい長所があります。反面、一つの授業の評価であ
り、成長の様子が感じ取れないという短所があります。
　一方、評価文【Ｂ】は、継続的な授業の見取りにより、
子どもの成長の様子が感じ取れますが、反面、どの子ど
もにも当てはまり、特徴が見えにくい短所があります。
　次の項目で、評価文A、Bそれぞれの長所と短所を踏

まえた特徴的な評価文をお示しします。

　先行事例として、特徴的な評価文を２事例（Ｃ，Ｄ）
お示しします。参考にしてください。
　Ｃの評価文は、継続し累積して見取ってきた評価と一
つの授業で見取った具体的な評価の二つを合わせた記
述となっています。
　また、Ｄの評価文は、教師の的確な見取りを生かした
事例です。児童生徒にとって、温かく、勇気づけられる
内容となっています。各学校では、先生方の共通理解の

基、子ども一人を認め、励ます評価を具現
してください。

　発言、文章記述、うなずきやつぶやき、動作や仕草
等、その子なりの表現を見取り、授業における学習状況
や道徳性の成長の様子を累積していくことが大切で
す。担任ばかりでなく、他の教員との協力的な指導や
ローテーション実践等を通じて、共通の見取りの視点を
複数の目で行っていきたいものです。また、12頁に
「（H28.7.22）特別の教科道徳の指導方法・評価等につ
いて（道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会
議」で示された「発達障害等のある児童生徒に対する道

徳科の指導について（例）」を掲載します。
指導の参考としてください。

評価文の長所と短所を比べてみよう

これからの評価を考える

これから配慮すべきことについて

　「雨のバス停留所で」では、社会の中におけるきまりについて考
え、これまでの自分の体験を想起しながら、自分のことだけでな
く、周りの人のことも考えて行動することが大切であることに気付
いていました。

　常に授業では、これまでの自分を振り返り、今後に生かそうとし
ています。例えば「二人の弟子」の授業では、相反する二人の立場
のどちらも自分の心にはあるものとして受け止め、自分自身の弱さ
に気付き、克服していこうと考えていました。

・ 　授業でどのように見取っていくのかを校内で検討しておくこ
とが必要である。
・ 　授業者は、意図的に観察したり、指名したりして、評価できる
根拠を集めることが必要である。

○授業中の発言がほとんどない児童生徒
○文章表現が得意ではない児童生徒
○表情にも表れにくい児童生徒

　道徳の教材で学びながら、登場人物に自分を置き換えて生活を振
り返ったり、友達の考えを聞いて、一つのことを様々な見方で捉え
たりして、今後のよりよい生き方について考えを深められるように
なりました。

　常に自分に厳しい目をもっていて、授業では自分を振り返り、反
省するような考えも観られました。しかし、それは、今の自分はこ
うあるべきだという自分をしっかり見つめている表れであり、これ
からの道徳の授業で、どんな自分をつくりあげていくのか、とても
楽しみにしています。

評価文事例【Ａ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｃ】のよさは？

評価文事例【Ｂ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｄ】のよさは？
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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　「特別の教科　道徳の指導方法・評価等について（報告）H28.7.22道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
には、「道徳科の評価の工夫に関する例」も具体的に掲載されています。ぜひ参考にしてください。

　県内７地区で開催された「平成30年度の『特別の教科　道徳』の実施に向けた地区別研修会」では、評価の演習に取
り組み、評価文の事例検討や作成に取り組みました。ここでは、研修会を通じて分かったこと、学んだことを列記しま
す。是非，評価を行うの際の参考にしてください。

キーセンテンス 研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

「学びの事実を基に」 　なぜそう書いたか、根拠が大切です。「児童生徒の発言」や「学習の様子」「ワークシートやノートへの記述」等を記録・累積しておくことが大切です。

「 飛躍せず、盛り込み
すぎず」

　記録しておいた「発言」や「学習の様子」「ワークシートの記録」といった根拠を曲解して記
述したり、数多くの根拠を記述しすぎたりすると誤解を生じ、伝わりにくくなります。

「比較せず」
　「誰よりも優れています」といった表現は、一見最大のほめ言葉に感じますが、個人内評価の
基本的な考え方からはふさわしくありません。同様に、「以前より理解できるようになった」と
いう表現も誤解を招く恐れがあり、気を付けなければならない表現です。

「分かりやすく」
　「道徳的価値の理解」「道徳的判断力の高まり」といった専門用語は、児童生徒や保護者には
分かりづらい言葉です。児童生徒や保護者の目線に立って、分かりやすい表現を心がけたいも
のです。

「 行動の記録と区別
して」

　あくまでも「道徳科」としての授業の評価です。行動に表れている道徳性の記述は、「行動の
記録」に記述しますので、明確に区別してください。

○ 　「親切・思いやり」や「自然愛護」について考える授業では、友だちの発言にうなずきながら共感して聞いた
り、根拠に基づいて自分の意見を発言したりしていました。友だちと考えを交流する中で、友だちの考えをもと

　以上の考えを基本としながら文章表現で記述します。各学校において、どのように記述するか教職員で共通理解を図
りながら、児童生徒一人一人を受け止めて、認め、励ます評価の具現化に取り組んでください。

○　平成30年度「特別の教科道徳」の実施に向けた地区別研修会の研修から

○　研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

○　研修会参加者が作成した評価文

道徳科の評価の工夫に関する例（本専門家会議における意見より）
○ 　児童生徒の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイル等に集積して学習状況を把握すること。
○ 　記録したファイル等を活用して、児童生徒や保護者等に対し、その成長の過程や到達点、今後の課題等を記し
て伝えること。 
○ 　授業時間に発話される記録や記述などを、児童生徒が道徳性を発達させていく過程での児童生徒自身のエピ
ソード（挿話）として集積し、評価に活用すること。
○ 　作文やレポート、スピーチやプレゼンテーション、協働での問題解決といった実演の過程を通じて学習状況や
成長の様子を把握すること。
○ 　１回１回の授業の中で全ての児童生徒について評価を意識して、よい変容を見取ろうとすることは困難であるため、
年間35単位時間の授業という長い期間の中でそれぞれの児童生徒の変容を見取ることを心掛けるようにすること。
○ 　児童生徒が１年間書きためた感想文等を見ることを通して、考えの深まりや他人の意見を取り込むことなどに
より、内面が変わってきていることを見取ること。
○ 　教員同士で互いに授業を交換して見合うなど、チームとして取り組むことにより、児童生徒の理解が深まり、
変容を確実につかむことができるようになること。
○ 　評価の質を高めるために、評価の視点や方法、評価のために集める資料などについてあらかじめ学年内、学校
内で共通認識をもっておくこと。

〈道徳科の評価記入上の留意点〉
学びの事実を基に、飛躍させず、盛り込みすぎず、比較せず、分かりやすく、行動の記録と区別して、文章で記述する

評価の質を高めるため、どのような工夫をすればよいか教えてください。

道徳科の評価を記入する上での留意点を教えてください。
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にさらに深く考え、自分の考えを書いてまとめることができました。その考えについては、道徳ノートをご覧い
ただいて、ご家庭での話題にしていただければと思います。
○ 　「○○○」では、登場人物の役になりきって、くじけず最後まで努力することの大切さを表現しました。最後ま
でがんばるためには、周りの応援も必要であることに気付くことができました。
○ 　「○○○」の授業では、友だちの発言にうなずきながら、熱心に耳を傾ける姿が見られました。話し合いを通し
て、きまりを守ることの大切さを理解し、これからの学級生活に生かしていこう、という意欲が高まりました。
○ 　「○○○」の授業では、親切・思いやりの大切さについて考えました。友だちとの話し合いを通して、本当の思
いやりとは、相手の気持ちを大切にしながら、自分にできることを行うことだと気付くことができました。
○ 　「○○○」の授業では、人間も自然界の一員であることを忘れてはならないという意見をもち、自然愛護につい
て自分事として考えることができました。友だちの意見を聞いて、自分の考えをさらに深めようとする積極的な
姿勢が見られました。
○ 　道徳の授業では、規則や友情、国際理解など、様々なテーマについて学び、自分の考えを発表できるようにな
りました。友だちの考えをよく聞き、意見を交換する中で、自分のことだけでなく、相手のこともよく考えて問
題の解決に臨む姿が見られます。
○ 　「○○○○○」の授業では、自分の考えと友だちの考えを比べたり、自分だったらどうするかを考えたりする活
動を通して、最後まであきらめずに取り組むことの難しさを感じていました。

授業における評価の視点及び想定される児童生徒の姿について教えてください。

道徳科の授業における児童生徒の評価について

道徳科の授業における児童生徒の評価について

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

・ 　道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やその時の心情を様々な
視点から捉え，考えようとしている。
・　自分と違う立場や感じ方，考え方を理解しようとしている。
・ 　複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る行為を多面
的・多角的に考えようとしている。 など

・　ねらいとする道徳的価値の様々な面を考えている。
・　道徳的価値を支える様々な根拠を考えている。
・　様々な登場人物の立場で考えている。
・　自分の考えと友だちの考えを比べて考えている。
・　時間の経過とともに変化する気持ちを考えている。
・　人間の強さや弱さ等を捉えて考えている。　　　　など

・ 　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え，自分なりに具体的に
イメージして理解しようとしている。
・ 　現在の自分自身を振り返り，自らの行動や考えを見直していることが
うかがえる部分に着目している。
・ 　道徳的な問題に対して自己の取り得る行動と他者と議論する中で，道
徳的価値の理解を更に深めている。
・ 　道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして捉え，考えよ
うとしている。 など

・　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考えている。
・　教材の問題点等を自分事として受け止めて考えている。
・　日常生活や学校生活等を想起しながら考えている。
・　自分の生活を見つめ，振り返りながら考えている。
・　自分だったらどうするかなど考えている。　　　　など

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

どのような評価の視点が考えられるか。

どのような児童生徒の姿が想定されるか。

　今後の道徳科の授業では、「道徳的価値を
自己との関わりでとらえることができた
か」「物事を多面的・多角的に考えることが
できたか」の二つであることは、繰り返し
述べてきました。今後の道徳科の授業案に
は、これら二つを具現化した評価の視点を
明確に位置付けることが大切です。左のよ
うな視点を一例に参考にしながら記述し、
しっかりと子どもの姿を見取りたいもので
す。

　この姿は、あくまでも想定であり、一例
に過ぎません。このような姿を目安にしな
がら子ども一人一人の素敵な学びの姿をた
くさん見取り、通知表や指導要録に記載し
たいものです。
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のぞましい評価文について検討していますが、もう少し詳しく教えてください。

特徴的な評価文の先行事例があれば教えてください。

表現や反応の少ない子ども、学習上の困難さを伴う子どもを十分見取ることができず、不安です。

　検討するに当たって、二つの評価文をお示しします。
二つの文を比べてみましょう。それぞれ、どのような長
所と短所があるでしょうか。
　評価文【Ａ】は保護者にとって学習状況がイメージし
やすい長所があります。反面、一つの授業の評価であ
り、成長の様子が感じ取れないという短所があります。
　一方、評価文【Ｂ】は、継続的な授業の見取りにより、
子どもの成長の様子が感じ取れますが、反面、どの子ど
もにも当てはまり、特徴が見えにくい短所があります。
　次の項目で、評価文A、Bそれぞれの長所と短所を踏

まえた特徴的な評価文をお示しします。

　先行事例として、特徴的な評価文を２事例（Ｃ，Ｄ）
お示しします。参考にしてください。
　Ｃの評価文は、継続し累積して見取ってきた評価と一
つの授業で見取った具体的な評価の二つを合わせた記
述となっています。
　また、Ｄの評価文は、教師の的確な見取りを生かした
事例です。児童生徒にとって、温かく、勇気づけられる
内容となっています。各学校では、先生方の共通理解の

基、子ども一人を認め、励ます評価を具現
してください。

　発言、文章記述、うなずきやつぶやき、動作や仕草
等、その子なりの表現を見取り、授業における学習状況
や道徳性の成長の様子を累積していくことが大切で
す。担任ばかりでなく、他の教員との協力的な指導や
ローテーション実践等を通じて、共通の見取りの視点を
複数の目で行っていきたいものです。また、12頁に
「（H28.7.22）特別の教科道徳の指導方法・評価等につ
いて（道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会
議」で示された「発達障害等のある児童生徒に対する道

徳科の指導について（例）」を掲載します。
指導の参考としてください。

評価文の長所と短所を比べてみよう

これからの評価を考える

これから配慮すべきことについて

　「雨のバス停留所で」では、社会の中におけるきまりについて考
え、これまでの自分の体験を想起しながら、自分のことだけでな
く、周りの人のことも考えて行動することが大切であることに気付
いていました。

　常に授業では、これまでの自分を振り返り、今後に生かそうとし
ています。例えば「二人の弟子」の授業では、相反する二人の立場
のどちらも自分の心にはあるものとして受け止め、自分自身の弱さ
に気付き、克服していこうと考えていました。

・ 　授業でどのように見取っていくのかを校内で検討しておくこ
とが必要である。
・ 　授業者は、意図的に観察したり、指名したりして、評価できる
根拠を集めることが必要である。

○授業中の発言がほとんどない児童生徒
○文章表現が得意ではない児童生徒
○表情にも表れにくい児童生徒

　道徳の教材で学びながら、登場人物に自分を置き換えて生活を振
り返ったり、友達の考えを聞いて、一つのことを様々な見方で捉え
たりして、今後のよりよい生き方について考えを深められるように
なりました。

　常に自分に厳しい目をもっていて、授業では自分を振り返り、反
省するような考えも観られました。しかし、それは、今の自分はこ
うあるべきだという自分をしっかり見つめている表れであり、これ
からの道徳の授業で、どんな自分をつくりあげていくのか、とても
楽しみにしています。

評価文事例【Ａ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｃ】のよさは？

評価文事例【Ｂ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｄ】のよさは？
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○ 　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○ 　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○ 　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○ 　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○ 　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○ 　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○ 　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○ 　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→ 　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことを教えてください。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注 ）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
② 　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
① 　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
② 　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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　「特別の教科　道徳の指導方法・評価等について（報告）H28.7.22道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」
には、「道徳科の評価の工夫に関する例」も具体的に掲載されています。ぜひ参考にしてください。

　県内７地区で開催された「平成30年度の『特別の教科　道徳』の実施に向けた地区別研修会」では、評価の演習に取
り組み、評価文の事例検討や作成に取り組みました。ここでは、研修会を通じて分かったこと、学んだことを列記しま
す。是非，評価を行うの際の参考にしてください。

キーセンテンス 研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

「学びの事実を基に」 　なぜそう書いたか、根拠が大切です。「児童生徒の発言」や「学習の様子」「ワークシートやノートへの記述」等を記録・累積しておくことが大切です。

「 飛躍せず、盛り込み
すぎず」

　記録しておいた「発言」や「学習の様子」「ワークシートの記録」といった根拠を曲解して記
述したり、数多くの根拠を記述しすぎたりすると誤解を生じ、伝わりにくくなります。

「比較せず」
　「誰よりも優れています」といった表現は、一見最大のほめ言葉に感じますが、個人内評価の
基本的な考え方からはふさわしくありません。同様に、「以前より理解できるようになった」と
いう表現も誤解を招く恐れがあり、気を付けなければならない表現です。

「分かりやすく」
　「道徳的価値の理解」「道徳的判断力の高まり」といった専門用語は、児童生徒や保護者には
分かりづらい言葉です。児童生徒や保護者の目線に立って、分かりやすい表現を心がけたいも
のです。

「 行動の記録と区別
して」

　あくまでも「道徳科」としての授業の評価です。行動に表れている道徳性の記述は、「行動の
記録」に記述しますので、明確に区別してください。

○ 　「親切・思いやり」や「自然愛護」について考える授業では、友だちの発言にうなずきながら共感して聞いた
り、根拠に基づいて自分の意見を発言したりしていました。友だちと考えを交流する中で、友だちの考えをもと

　以上の考えを基本としながら文章表現で記述します。各学校において、どのように記述するか教職員で共通理解を図
りながら、児童生徒一人一人を受け止めて、認め、励ます評価の具現化に取り組んでください。

○　平成30年度「特別の教科道徳」の実施に向けた地区別研修会の研修から

○　研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

○　研修会参加者が作成した評価文

道徳科の評価の工夫に関する例（本専門家会議における意見より）
○ 　児童生徒の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイル等に集積して学習状況を把握すること。
○ 　記録したファイル等を活用して、児童生徒や保護者等に対し、その成長の過程や到達点、今後の課題等を記し
て伝えること。 
○ 　授業時間に発話される記録や記述などを、児童生徒が道徳性を発達させていく過程での児童生徒自身のエピ
ソード（挿話）として集積し、評価に活用すること。
○ 　作文やレポート、スピーチやプレゼンテーション、協働での問題解決といった実演の過程を通じて学習状況や
成長の様子を把握すること。
○ 　１回１回の授業の中で全ての児童生徒について評価を意識して、よい変容を見取ろうとすることは困難であるため、
年間35単位時間の授業という長い期間の中でそれぞれの児童生徒の変容を見取ることを心掛けるようにすること。
○ 　児童生徒が１年間書きためた感想文等を見ることを通して、考えの深まりや他人の意見を取り込むことなどに
より、内面が変わってきていることを見取ること。
○ 　教員同士で互いに授業を交換して見合うなど、チームとして取り組むことにより、児童生徒の理解が深まり、
変容を確実につかむことができるようになること。
○ 　評価の質を高めるために、評価の視点や方法、評価のために集める資料などについてあらかじめ学年内、学校
内で共通認識をもっておくこと。

〈道徳科の評価記入上の留意点〉
学びの事実を基に、飛躍させず、盛り込みすぎず、比較せず、分かりやすく、行動の記録と区別して、文章で記述する

評価の質を高めるため、どのような工夫をすればよいか教えてください。

道徳科の評価を記入する上での留意点を教えてください。
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にさらに深く考え、自分の考えを書いてまとめることができました。その考えについては、道徳ノートをご覧い
ただいて、ご家庭での話題にしていただければと思います。
○ 　「○○○」では、登場人物の役になりきって、くじけず最後まで努力することの大切さを表現しました。最後ま
でがんばるためには、周りの応援も必要であることに気付くことができました。
○ 　「○○○」の授業では、友だちの発言にうなずきながら、熱心に耳を傾ける姿が見られました。話し合いを通し
て、きまりを守ることの大切さを理解し、これからの学級生活に生かしていこう、という意欲が高まりました。
○ 　「○○○」の授業では、親切・思いやりの大切さについて考えました。友だちとの話し合いを通して、本当の思
いやりとは、相手の気持ちを大切にしながら、自分にできることを行うことだと気付くことができました。
○ 　「○○○」の授業では、人間も自然界の一員であることを忘れてはならないという意見をもち、自然愛護につい
て自分事として考えることができました。友だちの意見を聞いて、自分の考えをさらに深めようとする積極的な
姿勢が見られました。
○ 　道徳の授業では、規則や友情、国際理解など、様々なテーマについて学び、自分の考えを発表できるようにな
りました。友だちの考えをよく聞き、意見を交換する中で、自分のことだけでなく、相手のこともよく考えて問
題の解決に臨む姿が見られます。
○ 　「○○○○○」の授業では、自分の考えと友だちの考えを比べたり、自分だったらどうするかを考えたりする活
動を通して、最後まであきらめずに取り組むことの難しさを感じていました。

授業における評価の視点及び想定される児童生徒の姿について教えてください。

道徳科の授業における児童生徒の評価について

道徳科の授業における児童生徒の評価について

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

・ 　道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やその時の心情を様々な
視点から捉え，考えようとしている。
・　自分と違う立場や感じ方，考え方を理解しようとしている。
・ 　複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る行為を多面
的・多角的に考えようとしている。 など

・　ねらいとする道徳的価値の様々な面を考えている。
・　道徳的価値を支える様々な根拠を考えている。
・　様々な登場人物の立場で考えている。
・　自分の考えと友だちの考えを比べて考えている。
・　時間の経過とともに変化する気持ちを考えている。
・　人間の強さや弱さ等を捉えて考えている。　　　　など

・ 　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え，自分なりに具体的に
イメージして理解しようとしている。
・ 　現在の自分自身を振り返り，自らの行動や考えを見直していることが
うかがえる部分に着目している。
・ 　道徳的な問題に対して自己の取り得る行動と他者と議論する中で，道
徳的価値の理解を更に深めている。
・ 　道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして捉え，考えよ
うとしている。 など

・　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考えている。
・　教材の問題点等を自分事として受け止めて考えている。
・　日常生活や学校生活等を想起しながら考えている。
・　自分の生活を見つめ，振り返りながら考えている。
・　自分だったらどうするかなど考えている。　　　　など

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

どのような評価の視点が考えられるか。

どのような児童生徒の姿が想定されるか。

　今後の道徳科の授業では、「道徳的価値を
自己との関わりでとらえることができた
か」「物事を多面的・多角的に考えることが
できたか」の二つであることは、繰り返し
述べてきました。今後の道徳科の授業案に
は、これら二つを具現化した評価の視点を
明確に位置付けることが大切です。左のよ
うな視点を一例に参考にしながら記述し、
しっかりと子どもの姿を見取りたいもので
す。

　この姿は、あくまでも想定であり、一例
に過ぎません。このような姿を目安にしな
がら子ども一人一人の素敵な学びの姿をた
くさん見取り、通知表や指導要録に記載し
たいものです。
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のぞましい評価文について検討していますが、もう少し詳しく教えてください。

特徴的な評価文の先行事例があれば教えてください。

表現や反応の少ない子ども、学習上の困難さを伴う子どもを十分見取ることができず、不安です。

　検討するに当たって、二つの評価文をお示しします。
二つの文を比べてみましょう。それぞれ、どのような長
所と短所があるでしょうか。
　評価文【Ａ】は保護者にとって学習状況がイメージし
やすい長所があります。反面、一つの授業の評価であ
り、成長の様子が感じ取れないという短所があります。
　一方、評価文【Ｂ】は、継続的な授業の見取りにより、
子どもの成長の様子が感じ取れますが、反面、どの子ど
もにも当てはまり、特徴が見えにくい短所があります。
　次の項目で、評価文A、Bそれぞれの長所と短所を踏

まえた特徴的な評価文をお示しします。

　先行事例として、特徴的な評価文を２事例（Ｃ，Ｄ）
お示しします。参考にしてください。
　Ｃの評価文は、継続し累積して見取ってきた評価と一
つの授業で見取った具体的な評価の二つを合わせた記
述となっています。
　また、Ｄの評価文は、教師の的確な見取りを生かした
事例です。児童生徒にとって、温かく、勇気づけられる
内容となっています。各学校では、先生方の共通理解の

基、子ども一人を認め、励ます評価を具現
してください。

　発言、文章記述、うなずきやつぶやき、動作や仕草
等、その子なりの表現を見取り、授業における学習状況
や道徳性の成長の様子を累積していくことが大切で
す。担任ばかりでなく、他の教員との協力的な指導や
ローテーション実践等を通じて、共通の見取りの視点を
複数の目で行っていきたいものです。また、12頁に
「（H28.7.22）特別の教科道徳の指導方法・評価等につ
いて（道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会
議」で示された「発達障害等のある児童生徒に対する道

徳科の指導について（例）」を掲載します。
指導の参考としてください。

評価文の長所と短所を比べてみよう

これからの評価を考える

これから配慮すべきことについて

　「雨のバス停留所で」では、社会の中におけるきまりについて考
え、これまでの自分の体験を想起しながら、自分のことだけでな
く、周りの人のことも考えて行動することが大切であることに気付
いていました。

　常に授業では、これまでの自分を振り返り、今後に生かそうとし
ています。例えば「二人の弟子」の授業では、相反する二人の立場
のどちらも自分の心にはあるものとして受け止め、自分自身の弱さ
に気付き、克服していこうと考えていました。

・ 　授業でどのように見取っていくのかを校内で検討しておくこ
とが必要である。
・ 　授業者は、意図的に観察したり、指名したりして、評価できる
根拠を集めることが必要である。

○授業中の発言がほとんどない児童生徒
○文章表現が得意ではない児童生徒
○表情にも表れにくい児童生徒

　道徳の教材で学びながら、登場人物に自分を置き換えて生活を振
り返ったり、友達の考えを聞いて、一つのことを様々な見方で捉え
たりして、今後のよりよい生き方について考えを深められるように
なりました。

　常に自分に厳しい目をもっていて、授業では自分を振り返り、反
省するような考えも観られました。しかし、それは、今の自分はこ
うあるべきだという自分をしっかり見つめている表れであり、これ
からの道徳の授業で、どんな自分をつくりあげていくのか、とても
楽しみにしています。

評価文事例【Ａ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｃ】のよさは？

評価文事例【Ｂ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｄ】のよさは？
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からの道徳の授業で、どんな自分をつくりあげていくのか、とても
楽しみにしています。

評価文事例【Ａ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｃ】のよさは？

評価文事例【Ｂ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｄ】のよさは？
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にさらに深く考え、自分の考えを書いてまとめることができました。その考えについては、道徳ノートをご覧い
ただいて、ご家庭での話題にしていただければと思います。
○ 　「○○○」では、登場人物の役になりきって、くじけず最後まで努力することの大切さを表現しました。最後ま
でがんばるためには、周りの応援も必要であることに気付くことができました。
○ 　「○○○」の授業では、友だちの発言にうなずきながら、熱心に耳を傾ける姿が見られました。話し合いを通し
て、きまりを守ることの大切さを理解し、これからの学級生活に生かしていこう、という意欲が高まりました。
○ 　「○○○」の授業では、親切・思いやりの大切さについて考えました。友だちとの話し合いを通して、本当の思
いやりとは、相手の気持ちを大切にしながら、自分にできることを行うことだと気付くことができました。
○ 　「○○○」の授業では、人間も自然界の一員であることを忘れてはならないという意見をもち、自然愛護につい
て自分事として考えることができました。友だちの意見を聞いて、自分の考えをさらに深めようとする積極的な
姿勢が見られました。
○ 　道徳の授業では、規則や友情、国際理解など、様々なテーマについて学び、自分の考えを発表できるようにな
りました。友だちの考えをよく聞き、意見を交換する中で、自分のことだけでなく、相手のこともよく考えて問
題の解決に臨む姿が見られます。
○ 　「○○○○○」の授業では、自分の考えと友だちの考えを比べたり、自分だったらどうするかを考えたりする活
動を通して、最後まであきらめずに取り組むことの難しさを感じていました。

授業における評価の視点及び想定される児童生徒の姿について教えてください。

道徳科の授業における児童生徒の評価について

道徳科の授業における児童生徒の評価について

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

・ 　道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やその時の心情を様々な
視点から捉え，考えようとしている。
・　自分と違う立場や感じ方，考え方を理解しようとしている。
・ 　複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る行為を多面
的・多角的に考えようとしている。 など

・　ねらいとする道徳的価値の様々な面を考えている。
・　道徳的価値を支える様々な根拠を考えている。
・　様々な登場人物の立場で考えている。
・　自分の考えと友だちの考えを比べて考えている。
・　時間の経過とともに変化する気持ちを考えている。
・　人間の強さや弱さ等を捉えて考えている。　　　　など

・ 　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え，自分なりに具体的に
イメージして理解しようとしている。
・ 　現在の自分自身を振り返り，自らの行動や考えを見直していることが
うかがえる部分に着目している。
・ 　道徳的な問題に対して自己の取り得る行動と他者と議論する中で，道
徳的価値の理解を更に深めている。
・ 　道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして捉え，考えよ
うとしている。 など

・　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考えている。
・　教材の問題点等を自分事として受け止めて考えている。
・　日常生活や学校生活等を想起しながら考えている。
・　自分の生活を見つめ，振り返りながら考えている。
・　自分だったらどうするかなど考えている。　　　　など

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

どのような評価の視点が考えられるか。

どのような児童生徒の姿が想定されるか。

　今後の道徳科の授業では、「道徳的価値を
自己との関わりでとらえることができた
か」「物事を多面的・多角的に考えることが
できたか」の二つであることは、繰り返し
述べてきました。今後の道徳科の授業案に
は、これら二つを具現化した評価の視点を
明確に位置付けることが大切です。左のよ
うな視点を一例に参考にしながら記述し、
しっかりと子どもの姿を見取りたいもので
す。

　この姿は、あくまでも想定であり、一例
に過ぎません。このような姿を目安にしな
がら子ども一人一人の素敵な学びの姿をた
くさん見取り、通知表や指導要録に記載し
たいものです。

― 8 ―

のぞましい評価文について検討していますが、もう少し詳しく教えてください。

特徴的な評価文の先行事例があれば教えてください。

表現や反応の少ない子ども、学習上の困難さを伴う子どもを十分見取ることができず、不安です。

　検討するに当たって、二つの評価文をお示しします。
二つの文を比べてみましょう。それぞれ、どのような長
所と短所があるでしょうか。
　評価文【Ａ】は保護者にとって学習状況がイメージし
やすい長所があります。反面、一つの授業の評価であ
り、成長の様子が感じ取れないという短所があります。
　一方、評価文【Ｂ】は、継続的な授業の見取りにより、
子どもの成長の様子が感じ取れますが、反面、どの子ど
もにも当てはまり、特徴が見えにくい短所があります。
　次の項目で、評価文A、Bそれぞれの長所と短所を踏

まえた特徴的な評価文をお示しします。

　先行事例として、特徴的な評価文を２事例（Ｃ，Ｄ）
お示しします。参考にしてください。
　Ｃの評価文は、継続し累積して見取ってきた評価と一
つの授業で見取った具体的な評価の二つを合わせた記
述となっています。
　また、Ｄの評価文は、教師の的確な見取りを生かした
事例です。児童生徒にとって、温かく、勇気づけられる
内容となっています。各学校では、先生方の共通理解の

基、子ども一人を認め、励ます評価を具現
してください。

　発言、文章記述、うなずきやつぶやき、動作や仕草
等、その子なりの表現を見取り、授業における学習状況
や道徳性の成長の様子を累積していくことが大切で
す。担任ばかりでなく、他の教員との協力的な指導や
ローテーション実践等を通じて、共通の見取りの視点を
複数の目で行っていきたいものです。また、12頁に
「（H28.7.22）特別の教科道徳の指導方法・評価等につ
いて（道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会
議」で示された「発達障害等のある児童生徒に対する道

徳科の指導について（例）」を掲載します。
指導の参考としてください。

評価文の長所と短所を比べてみよう

これからの評価を考える

これから配慮すべきことについて

　「雨のバス停留所で」では、社会の中におけるきまりについて考
え、これまでの自分の体験を想起しながら、自分のことだけでな
く、周りの人のことも考えて行動することが大切であることに気付
いていました。

　常に授業では、これまでの自分を振り返り、今後に生かそうとし
ています。例えば「二人の弟子」の授業では、相反する二人の立場
のどちらも自分の心にはあるものとして受け止め、自分自身の弱さ
に気付き、克服していこうと考えていました。

・ 　授業でどのように見取っていくのかを校内で検討しておくこ
とが必要である。
・ 　授業者は、意図的に観察したり、指名したりして、評価できる
根拠を集めることが必要である。

○授業中の発言がほとんどない児童生徒
○文章表現が得意ではない児童生徒
○表情にも表れにくい児童生徒

　道徳の教材で学びながら、登場人物に自分を置き換えて生活を振
り返ったり、友達の考えを聞いて、一つのことを様々な見方で捉え
たりして、今後のよりよい生き方について考えを深められるように
なりました。

　常に自分に厳しい目をもっていて、授業では自分を振り返り、反
省するような考えも観られました。しかし、それは、今の自分はこ
うあるべきだという自分をしっかり見つめている表れであり、これ
からの道徳の授業で、どんな自分をつくりあげていくのか、とても
楽しみにしています。

評価文事例【Ａ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｃ】のよさは？

評価文事例【Ｂ】の長所と短所は？

評価文事例【Ｄ】のよさは？
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　道徳教育推進教師とは、一言で言うと「学校の道徳教育の中心的な役割を果たす教師」のことです。
　道徳教育推進教師を中心に、自校の実態や課題等に応じて、学校として推進すべき事項を明らかにした上で、
実効性のある指導体制を構築し、全ての教師の協力の下、組織的に道徳教育を推進することが大切です。

　「任された役割をしっかりと行いたい」という道徳教育推進への思いを胸に秘めながらも、道徳教育推進教
師の役割が広範囲で多岐にわたるため、「どうすればよいのか…」という悩みや迷いが生じている先生方は多い
のではないでしょうか。そこで提案です。あなたの得意なことや好きなことといった「自分の強み」を、道徳教育
推進教師としての取組に生かしてみませんか。『あなただからこそ』できる道徳教育の推進へのきっかけを次の
中から見つけてみましょう。

　道徳教育推進教師が役割を全て独りで担うには限界があります。ぜひ、皆さんがそれ
ぞれの立場から道徳教育推進教師をフォローして「チーム」で推進していきましょう。

『あなただからこそできる』道徳教育推進教師～自分の強みを生かす～

道徳教育推進教育とは？

こんな悩みや迷いはありませんか？

：そもそも、私にでき
るのでしょうか…

→

A-1：あなたの「強み」を生かして、『あなただからこそ』の推進をしていきましょう

集める・記録する【コレクター】
必要な教材・場面絵、ワークシート等の収集や累積

Q：どんな取組があり
ますか？

：何から手をつけたらよ
いか分かりません…

伝える・広げる【スポークスマン】
理解と協力を得るための資料や広報誌の発行、説明

同僚と一緒に考える【アドバイザー】
道徳科の効果的な指導法や指導案の検討、アドバイス

道すじを考え提案する【プランナー】
全体計画や年間指導計画の作成、授業研究会の企画

改善の方向を示す【ナビゲーター】
目標に向かっているか見届け、導き、評価して改善する

「自校ならでは」をつくる【デザイナー】
重点目標の設定、特色を生かした推進を構造的に描く

推進の雰囲気をつくる【ムードメーカー】
学校全体に推進への意気込みや雰囲気を醸成する

フォロアーのススメ

学習指導要領（第３章 第６節 １ (1) 道徳教育の指導体制）

・ 道徳教育の指導計画の作成に関すること
・ 全教育活動における道徳教育の推進、充実に関すること
・ 道徳科の充実と指導体制に関すること
・ 道徳用教材の整備・充実・活用に関すること
・ 道徳教育の情報提供や情報交換に関すること
・ 道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること
・ 道徳教育の研修の充実に関すること
・ 道徳教育における評価に関すること など

道徳教育推進教師に関わる実践事例 
～令和５年度道徳教育推進校の取組～ 

【道徳のかけ橋第２９号（令和６年７月発行）より抜粋】 

「A-1」へ →「A-2」へ→「道徳の礎」p21へ

Q Q

～推進は 独り」よりも「教職員みんな」で～「

お
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　道徳教育推進教師とは、一言で言うと「学校の道徳教育の中心的な役割を果たす教師」のことです。
　道徳教育推進教師を中心に、自校の実態や課題等に応じて、学校として推進すべき事項を明らかにした上で、
実効性のある指導体制を構築し、全ての教師の協力の下、組織的に道徳教育を推進することが大切です。

　「任された役割をしっかりと行いたい」という道徳教育推進への思いを胸に秘めながらも、道徳教育推進教
師の役割が広範囲で多岐にわたるため、「どうすればよいのか…」という悩みや迷いが生じている先生方は多い
のではないでしょうか。そこで提案です。あなたの得意なことや好きなことといった「自分の強み」を、道徳教育
推進教師としての取組に生かしてみませんか。『あなただからこそ』できる道徳教育の推進へのきっかけを次の
中から見つけてみましょう。

　道徳教育推進教師が役割を全て独りで担うには限界があります。ぜひ、皆さんがそれ
ぞれの立場から道徳教育推進教師をフォローして「チーム」で推進していきましょう。

『あなただからこそできる』道徳教育推進教師～自分の強みを生かす～

道徳教育推進教育とは？

こんな悩みや迷いはありませんか？

：そもそも、私にでき
るのでしょうか…

→

A-1：あなたの「強み」を生かして、『あなただからこそ』の推進をしていきましょう

集める・記録する【コレクター】
必要な教材・場面絵、ワークシート等の収集や累積

Q：どんな取組があり
ますか？

：何から手をつけたらよ
いか分かりません…

伝える・広げる【スポークスマン】
理解と協力を得るための資料や広報誌の発行、説明

同僚と一緒に考える【アドバイザー】
道徳科の効果的な指導法や指導案の検討、アドバイス

道すじを考え提案する【プランナー】
全体計画や年間指導計画の作成、授業研究会の企画

改善の方向を示す【ナビゲーター】
目標に向かっているか見届け、導き、評価して改善する

「自校ならでは」をつくる【デザイナー】
重点目標の設定、特色を生かした推進を構造的に描く

推進の雰囲気をつくる【ムードメーカー】
学校全体に推進への意気込みや雰囲気を醸成する

フォロアーのススメ

学習指導要領（第３章 第６節 １ (1) 道徳教育の指導体制）

・ 道徳教育の指導計画の作成に関すること
・ 全教育活動における道徳教育の推進、充実に関すること
・ 道徳科の充実と指導体制に関すること
・ 道徳用教材の整備・充実・活用に関すること
・ 道徳教育の情報提供や情報交換に関すること
・ 道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること
・ 道徳教育の研修の充実に関すること
・ 道徳教育における評価に関すること など

道徳教育推進教師に関わる実践事例 
～令和５年度道徳教育推進校の取組～ 

【道徳のかけ橋第２９号（令和６年７月発行）より抜粋】 

「A-1」へ →「A-2」へ→「道徳の礎」p21へ
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参考になる取組が満載！

より一層推進するた
めの、参考になる取
はあるかな？

道徳の礎

「思いをつなぐ」「教師も自分事として」～道徳教育推進教師の思い～
【玉川村立須釜小学校　道徳教育推進教師】

（令和５年度）

【実践編】

令和６年度道徳教育推進校報告

　令和５年度の道徳教育推進校では、様々な組織的取組が行われました。
道徳教育の推進を主に担当している教師や校長先生がどのような取組をどん
な思いで行なっていたのかをご紹介します。

A-2：令和５年度 道徳教育推進校は、こんな取組をしていました 詳細は「道徳の礎」を参照ください

組

　道徳教育推進教師として、年度初めは不安でいっぱいだったが、学校全体で道徳教育に取り組んでみて、その大切さ・奥深さを感
じた。推進教師として二つの思いがあった。一つは、「みんなと授業を共有したい」ということ。授業の資料や道徳的価値について、
みんなで考えて構想シートをつくったり、授業後の事後研究会で自由に話し合ったりすることを大切にしてきた。もう一つは、「子ど
もの実態を一番知る授業者の思いを大切にしたい」ということ。授業者の思いと先生方の考えをつなぐこと、経験年数に関係なく、
授業について自由に語り合う場をつくることを意識して取り組んだ。

【南相馬市立原町第一中学校　道徳教育推進教師】
　心がけたことは、組織的に道徳教育を推進することだ。そのために、先生方にどのように道徳教育に関わってもらうかを意識して
きた。道徳の授業はもちろん、ゲストティーチャーとしての役割を果たしたり、授業改善の視点を明確にして道徳の授業について話
し合ったりすることができるようにした。一人一人が担任、担任外に関わらず自分事として道徳の授業について考えることができるよ
うにしたいと考え、実践に取り組んだ。

【玉川村立須釜小学校　校長】

（令和５年度）

　先生方に、学校全体で取り組む道徳教育であることを伝え、特別なことを始めるのではなく、今まで取り組んできたことを振り返り、道徳
教育の視点から取組を価値付け、よりよい取組にしていく過程を紹介していこうと働きかけた。まず、管理職も一緒に、研究の取りかかりと
なるように「先生方の道徳の授業を撮影し、アーカイブにしての互見授業を進める」推進教師とともに、より使いやすく、これからも使い続
けられる別葉の形式を提案する」「授業の構想シートづくりに管理職も参加する」ことを行った。さらに、学校の道徳教育を地域や保護者に
知ってもらうために「参観日の全大会で保護者に道徳科の授業体験（校長が授業者）」「来校者に学校の道徳教育を知ってもらえるよう、
校長室・職員室付近に道徳コーナー設置」「学校だけよりを通して学校で推進しいる道徳教育の様子の発信」に取り組んだ。

【南相馬市立原町第一中学校　校長】
　心がけてきたことは、道徳教育推進教師をはじめとした先生方の主体性を大切にするということだ。教師が「やってみたい」と考え、提案して
きたものを受け止め、県の施策や学習指導要領を踏まえた指導助言をしつつ、どのようにすれば提案した教師の思いが実現できるかを考えて
きた。先生方が「できるかな」と感じている背中を「やってごらん」とポンと押してやり、その中で多くのことを学んでほしいと考えている。

「管理職も一緒に」「『やってごらん』と背中を押す」～校長の思い～

　目の前の子ども達の姿について、全教職員が集まる会議等の際に、「育てたい子ども
の姿」や重点内容項目に照らして、これまでの指導を振り返ってみましょう。
　その上で、別葉を活用して「いつ（授業や行動等）」「どのような」指導をすれば、子ど
も一人一人の道徳性を養うことにつながるかをみんなで考えてみましょう。

「指導を振り返る」のススメ ～２学期を見据えた組織的取組～

（令和５年度版）
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参考になる取組が満載！

より一層推進するた
めの、参考になる取
はあるかな？

道徳の礎

「思いをつなぐ」「教師も自分事として」～道徳教育推進教師の思い～
【玉川村立須釜小学校　道徳教育推進教師】

（令和５年度）

【実践編】

令和６年度道徳教育推進校報告

　令和５年度の道徳教育推進校では、様々な組織的取組が行われました。
道徳教育の推進を主に担当している教師や校長先生がどのような取組をどん
な思いで行なっていたのかをご紹介します。

A-2：令和５年度 道徳教育推進校は、こんな取組をしていました 詳細は「道徳の礎」を参照ください

組

　道徳教育推進教師として、年度初めは不安でいっぱいだったが、学校全体で道徳教育に取り組んでみて、その大切さ・奥深さを感
じた。推進教師として二つの思いがあった。一つは、「みんなと授業を共有したい」ということ。授業の資料や道徳的価値について、
みんなで考えて構想シートをつくったり、授業後の事後研究会で自由に話し合ったりすることを大切にしてきた。もう一つは、「子ど
もの実態を一番知る授業者の思いを大切にしたい」ということ。授業者の思いと先生方の考えをつなぐこと、経験年数に関係なく、
授業について自由に語り合う場をつくることを意識して取り組んだ。

【南相馬市立原町第一中学校　道徳教育推進教師】
　心がけたことは、組織的に道徳教育を推進することだ。そのために、先生方にどのように道徳教育に関わってもらうかを意識して
きた。道徳の授業はもちろん、ゲストティーチャーとしての役割を果たしたり、授業改善の視点を明確にして道徳の授業について話
し合ったりすることができるようにした。一人一人が担任、担任外に関わらず自分事として道徳の授業について考えることができるよ
うにしたいと考え、実践に取り組んだ。

【玉川村立須釜小学校　校長】

（令和５年度）

　先生方に、学校全体で取り組む道徳教育であることを伝え、特別なことを始めるのではなく、今まで取り組んできたことを振り返り、道徳
教育の視点から取組を価値付け、よりよい取組にしていく過程を紹介していこうと働きかけた。まず、管理職も一緒に、研究の取りかかりと
なるように「先生方の道徳の授業を撮影し、アーカイブにしての互見授業を進める」推進教師とともに、より使いやすく、これからも使い続
けられる別葉の形式を提案する」「授業の構想シートづくりに管理職も参加する」ことを行った。さらに、学校の道徳教育を地域や保護者に
知ってもらうために「参観日の全大会で保護者に道徳科の授業体験（校長が授業者）」「来校者に学校の道徳教育を知ってもらえるよう、
校長室・職員室付近に道徳コーナー設置」「学校だけよりを通して学校で推進しいる道徳教育の様子の発信」に取り組んだ。

【南相馬市立原町第一中学校　校長】
　心がけてきたことは、道徳教育推進教師をはじめとした先生方の主体性を大切にするということだ。教師が「やってみたい」と考え、提案して
きたものを受け止め、県の施策や学習指導要領を踏まえた指導助言をしつつ、どのようにすれば提案した教師の思いが実現できるかを考えて
きた。先生方が「できるかな」と感じている背中を「やってごらん」とポンと押してやり、その中で多くのことを学んでほしいと考えている。

「管理職も一緒に」「『やってごらん』と背中を押す」～校長の思い～

　目の前の子ども達の姿について、全教職員が集まる会議等の際に、「育てたい子ども
の姿」や重点内容項目に照らして、これまでの指導を振り返ってみましょう。
　その上で、別葉を活用して「いつ（授業や行動等）」「どのような」指導をすれば、子ど
も一人一人の道徳性を養うことにつながるかをみんなで考えてみましょう。

「指導を振り返る」のススメ ～２学期を見据えた組織的取組～

（令和５年度版）
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県北地区道徳教育推進校｢本宮市立本宮第二中学校｣実施報告書 

１ 学校紹介 

２ 研究テーマ 

    自分の生き方を深く見つめ直し、主体的に生きようとする生徒の育成

～多様な他者との関わりを通して～ 

３ 研究テーマ設定の理由 

  本校は県北地区の南部に位置し、生徒は学区内２校の小学校から進学してくる。本校の生徒

は、「共生 立志 健康」の学校目標と「花には水を、人には思いやりを、自分には高い志を」

のスローガンの下、自分のもてる力を発揮するために努力を続けることができる。 

  本校では、生徒同士がお互いの意見に耳を傾けながら話し合い、協力し合って様々な活動に

積極的に取り組んでいる。本校の強みである「他者との関わり」という部分を生かしていくた

めに「多様な他者と関わる」ことを学びの方法として設定した。「多様な他者」とは、学級の仲

間や先輩、後輩、教職員、保護者、地域の方等である。他者との関わりを通して自らの人間と

しての生き方について深く見つめ直し、主体的に生きようとする生徒の育成を目指したいと考

え、本研究テーマを設定した。多様な他者との関わりの中から、本校生徒のよさである、頑張

る仲間に寄り添う姿や、互いに励まし合いながら協力して活動する姿、自分たちに向けられた

地域の方の善意や支えに気付き、感謝の気持ちを深めていく姿を、今年度の重点内容項目であ

る「思いやり、感謝」と結び付け価値付けることで、生徒のよりよく生きたいという意欲を高

めていきたい。 

学校名 本宮第二中学校 

所在地 本宮市荒井字団子森２８ 

校長名 佐藤 聡 

教育目標 共生 立志 健康 

学級及び児童

生徒数 

学 級 数   １１ 

生 徒 数  ３２３名 

容内究研な主）日曜（日月

４月 ２日（火）

６月１２日（水）

７月１８日（木）

８月２１日（水）

８月２２日（木）

９月１１日（水）

９月３０日（月）

１０月２５日（金）

１１月２７日（水）

全体協議会 

校内道徳部会（※内容を回覧にて全教職員へ通知） 

第１回校内授業研究会（第３学年 三本木 駿 教諭） 

 指導助言 本宮市教育委員会 指導主事 坂本 浩一 様  

 指導助言 県 北 教 育 事 務 所 指導主事 甚野 美穂子 

指導案検討会 

指導案検討会 

第２回校内授業研究会（第１学年 渡邉 知弘 教諭） 

 講  師 秋 田 公 立 美 術 大 学 副 学 長 毛内 嘉威 様 

 指導助言 福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花 洋介 

第３回校内授業研究会（第２学年 遠藤 恵 教諭） 

 指導助言 本 宮 市 教 育 委 員 会 指導主事 坂本 浩一 様  

講演会 

 講師 上越教育大学 教授 阿部 隆幸 様 

道徳教育地区別推進協議会（県北地区）３学級授業公開 

 講演 講師 秋 田 公 立 美 術 大 学 副 学 長 毛内 嘉威 様 

 指導助言  福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花 洋介 

４ 研究計画

す
す
め
る

２
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５ 研究推進にあたって 

【視点１】道徳教育の組織的取組について 

① 道徳教育全体計画、別葉の充実と活用 

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉 

○ 家庭や地域との連携を図り、生徒のよさを生かした道徳教育を推進することができるよ

うに、今年度、特に意識したい重点内容項目を「思いやり、感謝」と設定する。 

〇 別葉については、「思いやり、感謝」に焦点化を図り、各教科や家庭・地域とのつながり

を関連付けて捉えられるようにする。 

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉 

〇 別葉の作成にあたっては体験的な活動との関連を重視した。体験的な活動の中で見られ

た「思いやり、感謝」に関わる生徒の姿から内面を見取り、道徳科の授業に生かすことで、

生徒一人一人の道徳的価値についての自覚を促すことができるようにする。 

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組 

○ 道徳教育推進教師が各学年の道徳科担当教員と連携して、ローテーション授業の予定表

を作成及び改善することを通して、生徒の学習状況をより多面的・多角的に把握できるよ

うにする。  

③ 授業で活用する資料等の共有 

○ 学年毎に道徳科フォルダを作成し、授業で活用したワークシートや資料を全職員で共有

できるようにする。 

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫 

① 中心発問について考える場面では、深い学びにつながる生徒の考えを見取り、全体で共有し

てから問い返したり揺さぶったりすることで、ねらいとする道徳的価値について生徒一人

一人の考えを深めることができるようにする。 

② 振り返りの場面では、「心のものさし」を手掛かりに、ねらいとする道徳的価値について

これまでの自分の体験や思いを想起しながら振り返ることで、自己を見つめることができる

ようにする。 

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について 

①  ローテーション授業を行うにあたり、評価の視点と見取り方について確認する。 

②  全学年共通の「学びの記録」を用い、生徒の学びを累積することで、生徒の学習状況や　　　　　　

道徳性に係る成長の様子を見取る。 

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について 

①地域との関連を図る 

○ 地域に直接関連する教材を取り上げることで、地域と東日本大震災に対する生徒の関心

を高め、主体的に学習に取り組むことができるようにする。 

②「ふくしま道徳教育資料集」の共有 

○ 「ふくしま道徳教育資料集」のＰＤＦファイルをタブレットの学習支援ソフトで配信し、 
生徒自身が授業以外の場でも積極的に活用できるようにする。 

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について 

①  コミュニティスクールの協力を得ながら地域のゲストティーチャーをリストアップし、

積極的に招聘することで、地域と連携した道徳教育を推進する。 

②  生徒の「学びの記録」を保護者と共有し、学習内容について家庭でも話題にしてもらう

ことで、家庭と連携して道徳教育を推進できるようにする。 

③ 授業参観で、道徳科の授業を実施する。 

【ねらい】 

  学校で推進している道徳教育の取組について保護者

や地域の方と共通理解を図り、連携することで、道徳教

育の充実に資する。 

【概要】 

  学校から情報を発信したり、保護者や地域の方に授業

に参加していただいたりすることで、多様な他者と関わ

り合いながら生徒に道徳性を育むことができるように

した。 

【成果と課題】 

 〇 保護者や地域の方に道徳科の授業に参加していただく機会

を設定したことで、生徒が道徳的価値をより自分事として捉

え、多様な思いや考えに触れながら学びを深めることができ

た。 

〇 全ての学級において生徒の「学びの記録」を保護者と共有し、

連携しながら授業を進めてきたことで、家庭と連携した道徳教

育の推進体制が構築されてきた。 

● 家庭・地域とのつながりを明記した別葉を生かしながら、ゲ

ストティーチャーの活用や保護者との連携を計画的に位置付

けていく必要がある。また、連携の在り方について検討してい

きたい。 

７ 成果と課題 

 〇 本校生徒のよさを生かしながら「思いやり、感謝」を重点内容項目として学校教育全体で

行う道徳教育を推進してきた。生徒が相手を思いやる姿は、学校生活の中で多く見られるた

め、全教職員でその都度価値付けたり、道徳科の授業で行為を裏付ける思いを考えたりした

ことで、思いやりや感謝の気持ちが広がっていると感じる。 

○ 道徳科の授業で、学習した道徳的価値についてこれまでの自分を振り返る学習活動を位置

付けてきた。その中で、生徒が自分や友達のよさに気付いたり、これからの自分の生き方に

課題を見つけたりする姿が見られた。 

 〇 全学年共通の「学びの記録」を使うことで、生徒の振り返りや学びの様子を学年の教員と

共有することができた。同じ内容項目や関連する内容項目を扱うときに、学びの記録に書か

れた振り返りや生徒の姿を取り上げたり、意図的指名に生かしたりすることで、生徒がより

自分事として考える姿が見られた。 

 ● 全教師の共通理解の下、生徒の変容を複数の目で見取ることができるような体制を構築で

きるように、ローテーション授業の予定表を改善していく必要がある。 

 ● 今後も、教育活動全体で行う道徳教育と要である道徳科を関連させながら、生徒のよさを

見取り、価値付けたり学校や学級全体で思いを共有したりするなどして励ましていきたい。 

〈ワークシート〉

〈保護者の思いに触れる姿〉

６「家庭・地域との連携」について 

す
す
め
る
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５ 研究推進にあたって 

【視点１】道徳教育の組織的取組について 

① 道徳教育全体計画、別葉の充実と活用 

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉 

○ 家庭や地域との連携を図り、生徒のよさを生かした道徳教育を推進することができるよ

うに、今年度、特に意識したい重点内容項目を「思いやり、感謝」と設定する。 

〇 別葉については、「思いやり、感謝」に焦点化を図り、各教科や家庭・地域とのつながり

を関連付けて捉えられるようにする。 

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉 

〇 別葉の作成にあたっては体験的な活動との関連を重視した。体験的な活動の中で見られ

た「思いやり、感謝」に関わる生徒の姿から内面を見取り、道徳科の授業に生かすことで、

生徒一人一人の道徳的価値についての自覚を促すことができるようにする。 

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組 

○ 道徳教育推進教師が各学年の道徳科担当教員と連携して、ローテーション授業の予定表

を作成及び改善することを通して、生徒の学習状況をより多面的・多角的に把握できるよ

うにする。  

③ 授業で活用する資料等の共有 

○ 学年毎に道徳科フォルダを作成し、授業で活用したワークシートや資料を全職員で共有

できるようにする。 

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫 

① 中心発問について考える場面では、深い学びにつながる生徒の考えを見取り、全体で共有し

てから問い返したり揺さぶったりすることで、ねらいとする道徳的価値について生徒一人

一人の考えを深めることができるようにする。 

② 振り返りの場面では、「心のものさし」を手掛かりに、ねらいとする道徳的価値について

これまでの自分の体験や思いを想起しながら振り返ることで、自己を見つめることができる

ようにする。 

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について 

①  ローテーション授業を行うにあたり、評価の視点と見取り方について確認する。 

②  全学年共通の「学びの記録」を用い、生徒の学びを累積することで、生徒の学習状況や　　　　　　

道徳性に係る成長の様子を見取る。 

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について 

①地域との関連を図る 

○ 地域に直接関連する教材を取り上げることで、地域と東日本大震災に対する生徒の関心

を高め、主体的に学習に取り組むことができるようにする。 

②「ふくしま道徳教育資料集」の共有 

○ 「ふくしま道徳教育資料集」のＰＤＦファイルをタブレットの学習支援ソフトで配信し、 
生徒自身が授業以外の場でも積極的に活用できるようにする。 

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について 

①  コミュニティスクールの協力を得ながら地域のゲストティーチャーをリストアップし、

積極的に招聘することで、地域と連携した道徳教育を推進する。 

②  生徒の「学びの記録」を保護者と共有し、学習内容について家庭でも話題にしてもらう

ことで、家庭と連携して道徳教育を推進できるようにする。 

③ 授業参観で、道徳科の授業を実施する。 

【ねらい】 

  学校で推進している道徳教育の取組について保護者

や地域の方と共通理解を図り、連携することで、道徳教

育の充実に資する。 

【概要】 

  学校から情報を発信したり、保護者や地域の方に授業

に参加していただいたりすることで、多様な他者と関わ

り合いながら生徒に道徳性を育むことができるように

した。 

【成果と課題】 

 〇 保護者や地域の方に道徳科の授業に参加していただく機会

を設定したことで、生徒が道徳的価値をより自分事として捉

え、多様な思いや考えに触れながら学びを深めることができ

た。 

〇 全ての学級において生徒の「学びの記録」を保護者と共有し、

連携しながら授業を進めてきたことで、家庭と連携した道徳教

育の推進体制が構築されてきた。 

● 家庭・地域とのつながりを明記した別葉を生かしながら、ゲ

ストティーチャーの活用や保護者との連携を計画的に位置付

けていく必要がある。また、連携の在り方について検討してい

きたい。 

７ 成果と課題 

 〇 本校生徒のよさを生かしながら「思いやり、感謝」を重点内容項目として学校教育全体で

行う道徳教育を推進してきた。生徒が相手を思いやる姿は、学校生活の中で多く見られるた

め、全教職員でその都度価値付けたり、道徳科の授業で行為を裏付ける思いを考えたりした

ことで、思いやりや感謝の気持ちが広がっていると感じる。 

○ 道徳科の授業で、学習した道徳的価値についてこれまでの自分を振り返る学習活動を位置

付けてきた。その中で、生徒が自分や友達のよさに気付いたり、これからの自分の生き方に

課題を見つけたりする姿が見られた。 

 〇 全学年共通の「学びの記録」を使うことで、生徒の振り返りや学びの様子を学年の教員と

共有することができた。同じ内容項目や関連する内容項目を扱うときに、学びの記録に書か

れた振り返りや生徒の姿を取り上げたり、意図的指名に生かしたりすることで、生徒がより

自分事として考える姿が見られた。 

 ● 全教師の共通理解の下、生徒の変容を複数の目で見取ることができるような体制を構築で

きるように、ローテーション授業の予定表を改善していく必要がある。 

 ● 今後も、教育活動全体で行う道徳教育と要である道徳科を関連させながら、生徒のよさを

見取り、価値付けたり学校や学級全体で思いを共有したりするなどして励ましていきたい。 

〈ワークシート〉

〈保護者の思いに触れる姿〉

６「家庭・地域との連携」について 
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令和６年度 道徳教育全体計画 別葉 重点内容項目「思いやり、感謝」 第２学年

道徳科 

目指す子どもの姿 
自分の生き方を深く見つめ直し、主体的に生きようとする子ども 

７月 主題名「支え合いの中で」
   教材名「愛」

［ねらい］ 
健おじさんの姉の命を大切に思う気持ちや深い愛情に

ついて考えることを通して、思いやりの根底には人間尊
重の精神があることを理解し、ともに助け合い、協力し
合って生きていこうとする心情を育てる。 

［振り返り］

１１月 主題名「気持ちをこめて」
教材名「心に寄りそう」

［ねらい］ 
　患者さんの優しさに触れた主人公の思いを考えること
を通して、「心に寄りそう」ことのよさに気付き、思い
やりの心をもって人と接しようとする心情を育てる。 

［振り返り］ 

［学年全体の振り返り］ 

教科等 家庭・地域とのつながり 

４月 行事
［新入生歓迎会］
〇 「新入生」という

立場に配慮し、楽
しんでもらえるよ
うに考える。

５月 行事
［親子奉仕作業］
〇 校庭を使う人の

ことを考えて校
庭の除草をする。 

７月 総合的な学習の時間
単元名「職場体験」

〇 働く体験をさせてもらった感謝を手紙に表し
て渡す。 

９月 行事
［親子奉仕作業］
〇 校舎に対する感謝の気持ちをもって清掃

を行う。

〇 お互いを思いやりながら声を掛け合い、
合唱祭の成功を目指す。

１０月 行事
［風の丘祭］

３月 行事
［ ］３年生を送る会
〇 卒業を迎える３年生

に感謝の気持ちをもっ
て準備や運営を行う。 

６月
［中体連壮行会］ 
〇 選手に対して励ま

しの言葉をかける。

９月 行事
［中体連新人戦大会］
〇 部活動を支える人たちへの感謝の気持ちをもっ

て大会に参加する。 

６月 行事
［中体連支部大会］
〇 部活動を支える人たちへの感謝の気持ちをもっ

て大会に参加する。 

１月 家庭科
「持続可能な住生活

を目指して」
〇 快適に長く住めるよ

うにするために、環
境に配慮した生活に
ついて考える。 

１１月 特別活動
「思いやりの心を届けよう」
〇 困っている人のために、自分たちができること

を考える。 

物的

人的

　

特色ある学校づくりを目指す県北の教育

うつくしま豊かな心成長支援事業

○  法やきまりの意義を理
  解し、それらを進んで守
  るとともに、そのよりよ
  い在り方について考える
  こと。Ｃ－（１０）

○  勤労の尊さや意義を理
  解し、将来の生き方につ
  いて考えを深め、勤労を
  通じて社会に貢献するこ
  と。Ｃ－（１３）

○  社会参画の意識と社会
  連帯の自覚を高め、公共
  の精神をもってよりよい
  社会の実現に努めること。

Ｃ－（１２）

豊かな体験活動

○　基本的な生活習慣を重視する。
　・　挨拶、返事、言葉、整理整頓、服装

○　人とのふれあいを深める。
　・　奉仕体験活動（ボランティア活動、職業
　　体験活動等）、生徒会活動、部活動、学校
　　行事等を通し、思いやり、感謝、友情、愛
　　校心、自立、礼儀などの道徳性を養う。

○　自然とのふれあいを深める。
　・　美化作業、緑化作業などの活動を通して
　　環境保全、自然愛護等の道徳性を育てる。

○　生徒相互の信頼関係を深める。
　・　特別活動や部活動などの教育活動を通し
　　て、自主性、協調性を育てる。

○　学校、家庭、地域三者の相互理解を深め、
　交流を密にし、協力体制を整える。

・　学校公開日、授業参観、保護者会

・　学校便り、ＰＴＡ広報の作成・発行

・　地域行事への積極的なかかわり

・　授業参観で道徳科の授業を公開

・　学び（ワークシート）の共有

国際理解教育

○　世界平和の認識を深め、基本的人権を尊
　重する態度を育てる。

　・　国際交流

　落ち着いた生活環境、正しい言語・掲示環
境を通して潤いのある生活態度を育てる。
（植え込みや鉢植え、プランターの美化、各
教室環境の充実、図書館の整備と充実、タブ
レットの活用）

　学級経営を基盤とし同学年や異学年との交
流を通して、人間関係を深め、互いに信頼し
協力し合う態度を育てる。

家庭・地域等との連携教育環境の整備

・一人一人を大切にする学級集団づくりをめざし、人間尊重の精神を深める。

・心の交流を図り、互いに認め合う関係づくりに努める。

○  望ましい生活習慣を身
  に付け、心身の健康の増
  進を図り、節度を守り、
  安全で調和のある生活を
  すること。Ａ－（２）

○  自己を見つめ、自己の
  向上を図るとともに、個
  性を伸ばして充実した生
  き方を追求すること。
  Ａ－（３）

  Ａ－（４）

C
の
視
点

道徳教育の目標

　よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価
値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面
的・多角的に考え、人間としての生き方についての考えを深める学
習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。

各学年の重点目標

１学年 ２学年 ３学年

各教科

　学級や学校の生活
の充実と向上に努め
日常の生活や学習へ
の適応及び健康や安
全に関する基本的な
態度を育てる。

　学校生活向上のた
めの諸問題を話し合
い、自主的・実践的
に解決し、生徒相互
の連帯意識を育て
る。

　具体的実践の場で
ある学校行事に積極
的に参加し、集団へ
の所属感を深め、豊
かな体験を通して自
主的・実践的態度を
育てるとともに、内
面に根ざした道徳性
を育てる。

生徒指導

校内

　挨拶・言葉遣い等の基
本的生活習慣を身に付け
楽しい学校生活を送る態
度を育てるとともに、教
育相談との関連を図る。

校外

　家庭、地域との連携を
とりながら道徳的実践の
深化、拡大を図る。

生
徒
会
活
動

学
校
行
事

　生徒自らが課題を見
つけ、よりよい生き方
や、より積極的な生き
方を求めつつ、人間と
しての生き方について
の自覚を深めていく態
度を育てる。

○　思いやりの心をもって
　人と接するとともに、家
　族などの支えや多くの人
　々の善意により日々の生
　活や現在の自分があるこ
　とに感謝すること。
Ｂ－（６）

○　思いやりの心をもって
　人と接するとともに、家
　族などの支えや多くの人
　々の善意により日々の生
　活や現在の自分があるこ
　とに感謝すること。
Ｂ－（６）

○　思いやりの心をもって
　人と接するとともに、家
　族などの支えや多くの人
　々の善意により日々の生
　活や現在の自分があるこ
　とに感謝すること。
Ｂ－（６）

学級経営

○  指導内容・方法の改

　善、充実を図り、生徒

　一人一人の感じ方、考

　える力の育成に努め

　る。

○  生徒一人一人の個性

　や能力に応じた指導の

　展開に努めるとともに

　相互に協力し合い、励

　まし合う学習態度の育

　成に努める。

○  各教科の指導内容、

　教材等で、道徳教育に

　深くかかわるものを通

　して、道徳性を養う。

○  見学、実験、観察な

　どの学習方法やペア及

　びグループ学習など、

　学習形態の工夫を通し

　て道徳性を養う。

○  指導する教師の行動

　や態度を通して、望ま

　しい人間関係のあり方

　を感化していく。

○  ふくしま道徳教育資

　料集の活用を通して、

　たくましく生きる力を

　育む。

○  より高い目標を設定し、
　その達成を目指し、希望
  と勇気をもち、困難や失
  敗を乗り越えて着実にや
  り遂げること。

A
の
視
点

学
級
活
動

令和６年度　道徳教育全体計画

D
の
視
点

特別の教科　道徳

○　生徒一人一人の実態を把握し、個に応じた指導法の展開を工夫し、道徳的判
　断力を高める。また、その様子を評価として家庭に知らせることができるよう
　に記録を蓄積する。
○　豊かな体験活動を通して、自分の生き方を深く見つめさせ、道徳的実践意欲
　と態度を育てる。
○　他の教育活動との関連を考え、道徳的なものの見方・考え方、感じ方を育てる。

・　学校行事を通した体験活動を効果的に関連させ、生かしていく工夫

・　教材の分析を生かした発問の工夫と考え議論する場の設定の工夫

・　ゲストティーチャー、チームティーチング等指導方法の工夫

・　ふくしま道徳教育資料集活用の工夫

・　タブレットを使った資料提示や発問、意見交換の工夫

総合的な学習の時間

○　共生　思いやりと感謝の心
○　立志　学び続ける強い意志と実践
○　健康　たくましい心身の鍛練

道徳教育の重点目標

Ａ　自律の精神を重んじ、自主的に考え、判断し、誠実に実行してその結果に責任をもつ生徒の育成

思いやりの心をもって人と接するとともに、家族などの支えや多くの人々の善意により日々の生活やB
現在の自分があることに感謝し、進んでそれに応え、人間愛の精神を深める生徒の育成

Ｃ　勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを深め、勤労を通じて社会に貢献する生徒の
　育成

Ｄ　人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心があることを理解し、人間として
　生きることに喜びを見いだす生徒の育成

○  自然の崇高さを知り、
　自然環境を大切にする
　ことの意義を理解し、
　進んで自然の愛護に努
　めること。Ｄ－（２０）

○  人間には自らの弱さや
　醜さを克服する強さや気
　高く生きようとする心が
　あることを理解し、人間
　として生きることに喜びを
　見いだすこと。Ｄ－（２２）

学校の教育目標日本国憲法・教育基本法
学校教育法・学習指導要
領・いじめ防止対策推進
法・福島県／本宮市教育
委員会指導の重点

特別活動

・時代や社会の要請

・生徒の実態

・保護者や地域のねがい

・教師のねがい

B
の
視
点

○  生命の尊さについて、
　その連続性や有限性など
　も含めて理解し、かけが
　えのない生命を尊重する
　こと。Ｄ－（１９）

す
す
め
る
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令和６年度 道徳教育全体計画 別葉 重点内容項目「思いやり、感謝」 第２学年

道徳科 

目指す子どもの姿 
自分の生き方を深く見つめ直し、主体的に生きようとする子ども 

７月 主題名「支え合いの中で」
   教材名「愛」

［ねらい］ 
健おじさんの姉の命を大切に思う気持ちや深い愛情に

ついて考えることを通して、思いやりの根底には人間尊
重の精神があることを理解し、ともに助け合い、協力し
合って生きていこうとする心情を育てる。 

［振り返り］

１１月 主題名「気持ちをこめて」
教材名「心に寄りそう」

［ねらい］ 
　患者さんの優しさに触れた主人公の思いを考えること
を通して、「心に寄りそう」ことのよさに気付き、思い
やりの心をもって人と接しようとする心情を育てる。 

［振り返り］ 

［学年全体の振り返り］ 

教科等 家庭・地域とのつながり 

４月 行事
［新入生歓迎会］
〇 「新入生」という

立場に配慮し、楽
しんでもらえるよ
うに考える。

５月 行事
［親子奉仕作業］
〇 校庭を使う人の

ことを考えて校
庭の除草をする。 

７月 総合的な学習の時間
単元名「職場体験」

〇 働く体験をさせてもらった感謝を手紙に表し
て渡す。 

９月 行事
［親子奉仕作業］
〇 校舎に対する感謝の気持ちをもって清掃

を行う。

〇 お互いを思いやりながら声を掛け合い、
合唱祭の成功を目指す。

１０月 行事
［風の丘祭］

３月 行事
［ ］３年生を送る会
〇 卒業を迎える３年生

に感謝の気持ちをもっ
て準備や運営を行う。 

６月
［中体連壮行会］ 
〇 選手に対して励ま

しの言葉をかける。

９月 行事
［中体連新人戦大会］
〇 部活動を支える人たちへの感謝の気持ちをもっ

て大会に参加する。 

６月 行事
［中体連支部大会］
〇 部活動を支える人たちへの感謝の気持ちをもっ

て大会に参加する。 

１月 家庭科
「持続可能な住生活

を目指して」
〇 快適に長く住めるよ

うにするために、環
境に配慮した生活に
ついて考える。 

１１月 特別活動
「思いやりの心を届けよう」
〇 困っている人のために、自分たちができること

を考える。 

物的

人的

　

特色ある学校づくりを目指す県北の教育

うつくしま豊かな心成長支援事業

○  法やきまりの意義を理
  解し、それらを進んで守
  るとともに、そのよりよ
  い在り方について考える
  こと。Ｃ－（１０）

○  勤労の尊さや意義を理
  解し、将来の生き方につ
  いて考えを深め、勤労を
  通じて社会に貢献するこ
  と。Ｃ－（１３）

○  社会参画の意識と社会
  連帯の自覚を高め、公共
  の精神をもってよりよい
  社会の実現に努めること。

Ｃ－（１２）

豊かな体験活動

○　基本的な生活習慣を重視する。
　・　挨拶、返事、言葉、整理整頓、服装

○　人とのふれあいを深める。
　・　奉仕体験活動（ボランティア活動、職業
　　体験活動等）、生徒会活動、部活動、学校
　　行事等を通し、思いやり、感謝、友情、愛
　　校心、自立、礼儀などの道徳性を養う。

○　自然とのふれあいを深める。
　・　美化作業、緑化作業などの活動を通して
　　環境保全、自然愛護等の道徳性を育てる。

○　生徒相互の信頼関係を深める。
　・　特別活動や部活動などの教育活動を通し
　　て、自主性、協調性を育てる。

○　学校、家庭、地域三者の相互理解を深め、
　交流を密にし、協力体制を整える。

・　学校公開日、授業参観、保護者会

・　学校便り、ＰＴＡ広報の作成・発行

・　地域行事への積極的なかかわり

・　授業参観で道徳科の授業を公開

・　学び（ワークシート）の共有

国際理解教育

○　世界平和の認識を深め、基本的人権を尊
　重する態度を育てる。

　・　国際交流

　落ち着いた生活環境、正しい言語・掲示環
境を通して潤いのある生活態度を育てる。
（植え込みや鉢植え、プランターの美化、各
教室環境の充実、図書館の整備と充実、タブ
レットの活用）

　学級経営を基盤とし同学年や異学年との交
流を通して、人間関係を深め、互いに信頼し
協力し合う態度を育てる。

家庭・地域等との連携教育環境の整備

・一人一人を大切にする学級集団づくりをめざし、人間尊重の精神を深める。

・心の交流を図り、互いに認め合う関係づくりに努める。

○  望ましい生活習慣を身
  に付け、心身の健康の増
  進を図り、節度を守り、
  安全で調和のある生活を
  すること。Ａ－（２）

○  自己を見つめ、自己の
  向上を図るとともに、個
  性を伸ばして充実した生
  き方を追求すること。
  Ａ－（３）

  Ａ－（４）

C
の
視
点

道徳教育の目標

　よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価
値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面
的・多角的に考え、人間としての生き方についての考えを深める学
習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。

各学年の重点目標

１学年 ２学年 ３学年

各教科

　学級や学校の生活
の充実と向上に努め
日常の生活や学習へ
の適応及び健康や安
全に関する基本的な
態度を育てる。

　学校生活向上のた
めの諸問題を話し合
い、自主的・実践的
に解決し、生徒相互
の連帯意識を育て
る。

　具体的実践の場で
ある学校行事に積極
的に参加し、集団へ
の所属感を深め、豊
かな体験を通して自
主的・実践的態度を
育てるとともに、内
面に根ざした道徳性
を育てる。

生徒指導

校内

　挨拶・言葉遣い等の基
本的生活習慣を身に付け
楽しい学校生活を送る態
度を育てるとともに、教
育相談との関連を図る。

校外

　家庭、地域との連携を
とりながら道徳的実践の
深化、拡大を図る。

生
徒
会
活
動

学
校
行
事

　生徒自らが課題を見
つけ、よりよい生き方
や、より積極的な生き
方を求めつつ、人間と
しての生き方について
の自覚を深めていく態
度を育てる。

○　思いやりの心をもって
　人と接するとともに、家
　族などの支えや多くの人
　々の善意により日々の生
　活や現在の自分があるこ
　とに感謝すること。
Ｂ－（６）

○　思いやりの心をもって
　人と接するとともに、家
　族などの支えや多くの人
　々の善意により日々の生
　活や現在の自分があるこ
　とに感謝すること。
Ｂ－（６）

○　思いやりの心をもって
　人と接するとともに、家
　族などの支えや多くの人
　々の善意により日々の生
　活や現在の自分があるこ
　とに感謝すること。
Ｂ－（６）

学級経営

○  指導内容・方法の改

　善、充実を図り、生徒

　一人一人の感じ方、考

　える力の育成に努め

　る。

○  生徒一人一人の個性

　や能力に応じた指導の

　展開に努めるとともに

　相互に協力し合い、励

　まし合う学習態度の育

　成に努める。

○  各教科の指導内容、

　教材等で、道徳教育に

　深くかかわるものを通

　して、道徳性を養う。

○  見学、実験、観察な

　どの学習方法やペア及

　びグループ学習など、

　学習形態の工夫を通し

　て道徳性を養う。

○  指導する教師の行動

　や態度を通して、望ま

　しい人間関係のあり方

　を感化していく。

○  ふくしま道徳教育資

　料集の活用を通して、

　たくましく生きる力を

　育む。

○  より高い目標を設定し、
　その達成を目指し、希望
  と勇気をもち、困難や失
  敗を乗り越えて着実にや
  り遂げること。

A
の
視
点

学
級
活
動

令和６年度　道徳教育全体計画

D
の
視
点

特別の教科　道徳

○　生徒一人一人の実態を把握し、個に応じた指導法の展開を工夫し、道徳的判
　断力を高める。また、その様子を評価として家庭に知らせることができるよう
　に記録を蓄積する。
○　豊かな体験活動を通して、自分の生き方を深く見つめさせ、道徳的実践意欲
　と態度を育てる。
○　他の教育活動との関連を考え、道徳的なものの見方・考え方、感じ方を育てる。

・　学校行事を通した体験活動を効果的に関連させ、生かしていく工夫

・　教材の分析を生かした発問の工夫と考え議論する場の設定の工夫

・　ゲストティーチャー、チームティーチング等指導方法の工夫

・　ふくしま道徳教育資料集活用の工夫

・　タブレットを使った資料提示や発問、意見交換の工夫

総合的な学習の時間

○　共生　思いやりと感謝の心
○　立志　学び続ける強い意志と実践
○　健康　たくましい心身の鍛練

道徳教育の重点目標

Ａ　自律の精神を重んじ、自主的に考え、判断し、誠実に実行してその結果に責任をもつ生徒の育成

思いやりの心をもって人と接するとともに、家族などの支えや多くの人々の善意により日々の生活やB
現在の自分があることに感謝し、進んでそれに応え、人間愛の精神を深める生徒の育成

Ｃ　勤労の尊さや意義を理解し、将来の生き方について考えを深め、勤労を通じて社会に貢献する生徒の
　育成

Ｄ　人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心があることを理解し、人間として
　生きることに喜びを見いだす生徒の育成

○  自然の崇高さを知り、
　自然環境を大切にする
　ことの意義を理解し、
　進んで自然の愛護に努
　めること。Ｄ－（２０）

○  人間には自らの弱さや
　醜さを克服する強さや気
　高く生きようとする心が
　あることを理解し、人間
　として生きることに喜びを
　見いだすこと。Ｄ－（２２）

学校の教育目標日本国憲法・教育基本法
学校教育法・学習指導要
領・いじめ防止対策推進
法・福島県／本宮市教育
委員会指導の重点

特別活動

・時代や社会の要請

・生徒の実態

・保護者や地域のねがい

・教師のねがい

B
の
視
点

○  生命の尊さについて、
　その連続性や有限性など
　も含めて理解し、かけが
　えのない生命を尊重する
　こと。Ｄ－（１９）

す
す
め
る
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【資料】 

〇 学年によるローテーション授業 

ローテーション授業を行うにあたり、学年の道徳科担当教員が予定表を作成し、学年間

で共通理解を図りながら道徳科の授業を進めている。 

ローテーション授業を実施することで、担任が自分の学級の道徳科の授業を参観するこ

とが可能となり、生徒の新たな一面を発見することができた。また、指導のポイントを共

有したり評価について共通認識をもったりして、生徒の変容を複数の教員で見取ることが

できるというよさも実感している。 

〇 全学年共通の「学びの記録」 

生徒が、授業で学習した道徳的価値について、これまでの自分の生活を想起しながら考

える振り返りと区別して、本時の授業全体を振り返る「学びの記録」を累積している。 

メリットとして、以下の３点が挙げられる 

① 生徒の振り返りや学びの様子を学年の教員と共有することができる。また、「学びの記

録」から見取った生徒の考えを、同じ内容項目や関連する内容項目を扱う自分の道徳科

の授業に生かすことができる。 

② 生徒自身が自分の学びを振り返ることができる。 

③ 保護者にも見てもらうことで、家庭と連携して道徳教育を推進することにつながる。 

学期ごとに保護者に見てもらっ

て押印する部分がある。

県中地区道徳教育推進校「福島県立湖南高等学校」実施報告書 

１ 学校紹介    

  学 校 名 福島県立湖南高等学校 

所 在 地 郡山市湖南町福良字車ノ上８４５３－１ 

学 校 長 野口 智行 

教 育 目 標 

生徒一人ひとりを真に大切にし、人間性の育

成や能力の伸長と、地域から信頼され愛され

る学校づくりを目指します。 

学級及び生徒数 
学級数  ３ 

生徒数 ５９名 

２ 研究テーマ 

地域と共に育む生徒の心 ～「自己肯定感」「主体性」「社会性」「郷土愛」～ 

３ 研究テーマ設定の理由 

本校は平成３０年度から１学級本校化となり、現在、全学年１クラスの小規模校である。令和２年度にコミュ

ニティ・スクール（以下、CSと略）の指定を受け、新体制への移行を進め、地域有志や保護者と共に、地域課題

解決学習に取り組んでいる。 

CSへの移行を受け、「過去の自分にとらわれず、新たな自分を発見し成長させる力を持つ生徒」「夢の実現に

向け、何をすべきか自ら考え、判断し、決してあきらめることなく行動できる生徒」「人間としての優しさや思

いやりを持ち、常に他人に気配りができる生徒」「湖南に関心を持ち、積極的に関わり行動することができる生

徒」をグラデュエーション・ポリシーに掲げ、教育活動に取り組んでいる。 

本校に入学する生徒には、人と関わったり、大人数で学習に取り組んだりすることに苦手意識をもっている生

徒が多い。そのため、本校入学後、いかに生徒の自己肯定感を培い、学びに向かう主体性を養うかが本校の課題

となっている。その課題解決のために、生徒が主体性を発揮できる環境を作ること、学校が生徒の居場所となる

こと、その基盤となる生徒一人一人の心の育成が必要である。そこで、本校の特色であり、強みでもある地域課

題解決の取組を通し、対人関係や礼儀、他者への共感や配慮する力など道徳の基盤となる素養を身に付けるため

に、現行での取組の精選と体系化、継承の仕組み等を見直していく必要性があると考える。 

以上のことから、これまでの成果を振り返り総括しつつ、探究活動を軸とした取組の効果や持続性等の精度を

高めながら、本校生徒の心の育成にどのように寄与できるかを考察するため、本テーマを設定した。 

４ 研究計画 
 考備 容内究研な主 ）日曜（日 月 

５月 ９日（木） 

５月２８日（火） 

７月 ９日（火） 

７月１１日（木） 

８月 ２日（金） 

８月２３日（金） 

８月３０日（金） 

９月 ２日（月） 

９月１３日（金） 

９月２４日（火） 

９月３０日（月） 

 

１０月１７日（木） 

 

 

１０月２５日（金） 

１０月３１日（木） 

 

１１月 ３日（日） 

１１月２１日（木） 

１２月１７日（火） 

２月 ４日（火） 

２月 ７日（金） 

道徳教育全体計画の教職員への提示と共有 

米粉プロジェクト：田植え(44名参加)＊城北埼玉高校47名との協働作業 

校内研修１ 講師：郡山人権擁護委員協議会 桑名佐奈恵 様・渡邉良子 様  

校内研修２ 講師：秋田公立美術大学 毛内 嘉威 様 

蕎麦プロジェクト（種蒔き）全校参加 校内研修３ 指導案検討会 

校内研修４ 指導案検討会 

「モラル・エッセイ」コンテストへの参加 

湖岸清掃【湖南小中学校共同活動】※台風第10号の影響により中止 

校内研修５ 指導案検討会 

先進校視察（広島県立瀬戸田高等学校） 

校内研修６ 授業研究会 授業者：森 修 教諭「公共」２学年 

      指導助言者 県中教育事務所 指導主事 安齋栄理子 渡邉卓也 

校内研修７ 授業研究会 授業者：半澤拓真「ロングホームルーム」 

（ふくしま道徳教育資料集の活用）３学年 

指導助言者 福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花洋介  

蕎麦･米粉プロジェクト(収穫)全校参加＊城北埼玉高校47名との協働作業 

道徳教育地区別推進協議会 １･２･３学年授業公開「総合的な探究の時間」 

講演 講師：秋田公立美術大学 毛内 嘉威 様 

湖南町文化祭・商工祭への参加 

道徳教育校内研修（研修成果の全体共有）･･･定例会 

蕎麦プロジェクト（蕎麦打ち）全校参加 

除雪ボランティア（42名参加） 

雪灯籠まつり実施（地域交流）全校参加＊城北埼玉高校50名との協働作業 

⑴互見

授業 

６月及

び１１

月に互

見授業

週間を

設定 
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【資料】 

〇 学年によるローテーション授業 

ローテーション授業を行うにあたり、学年の道徳科担当教員が予定表を作成し、学年間

で共通理解を図りながら道徳科の授業を進めている。 

ローテーション授業を実施することで、担任が自分の学級の道徳科の授業を参観するこ

とが可能となり、生徒の新たな一面を発見することができた。また、指導のポイントを共

有したり評価について共通認識をもったりして、生徒の変容を複数の教員で見取ることが

できるというよさも実感している。 

〇 全学年共通の「学びの記録」 

生徒が、授業で学習した道徳的価値について、これまでの自分の生活を想起しながら考

える振り返りと区別して、本時の授業全体を振り返る「学びの記録」を累積している。 

メリットとして、以下の３点が挙げられる 

① 生徒の振り返りや学びの様子を学年の教員と共有することができる。また、「学びの記

録」から見取った生徒の考えを、同じ内容項目や関連する内容項目を扱う自分の道徳科

の授業に生かすことができる。 

② 生徒自身が自分の学びを振り返ることができる。 

③ 保護者にも見てもらうことで、家庭と連携して道徳教育を推進することにつながる。 

学期ごとに保護者に見てもらっ

て押印する部分がある。

県中地区道徳教育推進校「福島県立湖南高等学校」実施報告書 

１ 学校紹介    

  学 校 名 福島県立湖南高等学校 

所 在 地 郡山市湖南町福良字車ノ上８４５３－１ 

学 校 長 野口 智行 

教 育 目 標 

生徒一人ひとりを真に大切にし、人間性の育

成や能力の伸長と、地域から信頼され愛され

る学校づくりを目指します。 

学級及び生徒数 
学級数  ３ 

生徒数 ５９名 

２ 研究テーマ 

地域と共に育む生徒の心 ～「自己肯定感」「主体性」「社会性」「郷土愛」～ 

３ 研究テーマ設定の理由 

本校は平成３０年度から１学級本校化となり、現在、全学年１クラスの小規模校である。令和２年度にコミュ

ニティ・スクール（以下、CSと略）の指定を受け、新体制への移行を進め、地域有志や保護者と共に、地域課題

解決学習に取り組んでいる。 

CSへの移行を受け、「過去の自分にとらわれず、新たな自分を発見し成長させる力を持つ生徒」「夢の実現に

向け、何をすべきか自ら考え、判断し、決してあきらめることなく行動できる生徒」「人間としての優しさや思

いやりを持ち、常に他人に気配りができる生徒」「湖南に関心を持ち、積極的に関わり行動することができる生

徒」をグラデュエーション・ポリシーに掲げ、教育活動に取り組んでいる。 

本校に入学する生徒には、人と関わったり、大人数で学習に取り組んだりすることに苦手意識をもっている生

徒が多い。そのため、本校入学後、いかに生徒の自己肯定感を培い、学びに向かう主体性を養うかが本校の課題

となっている。その課題解決のために、生徒が主体性を発揮できる環境を作ること、学校が生徒の居場所となる

こと、その基盤となる生徒一人一人の心の育成が必要である。そこで、本校の特色であり、強みでもある地域課

題解決の取組を通し、対人関係や礼儀、他者への共感や配慮する力など道徳の基盤となる素養を身に付けるため

に、現行での取組の精選と体系化、継承の仕組み等を見直していく必要性があると考える。 

以上のことから、これまでの成果を振り返り総括しつつ、探究活動を軸とした取組の効果や持続性等の精度を

高めながら、本校生徒の心の育成にどのように寄与できるかを考察するため、本テーマを設定した。 

４ 研究計画 
 考備 容内究研な主 ）日曜（日 月 

５月 ９日（木） 

５月２８日（火） 

７月 ９日（火） 

７月１１日（木） 

８月 ２日（金） 

８月２３日（金） 

８月３０日（金） 

９月 ２日（月） 

９月１３日（金） 

９月２４日（火） 

９月３０日（月） 

 

１０月１７日（木） 

 

 

１０月２５日（金） 

１０月３１日（木） 

 

１１月 ３日（日） 

１１月２１日（木） 

１２月１７日（火） 

２月 ４日（火） 

２月 ７日（金） 

道徳教育全体計画の教職員への提示と共有 

米粉プロジェクト：田植え(44名参加)＊城北埼玉高校47名との協働作業 

校内研修１ 講師：郡山人権擁護委員協議会 桑名佐奈恵 様・渡邉良子 様  

校内研修２ 講師：秋田公立美術大学 毛内 嘉威 様 

蕎麦プロジェクト（種蒔き）全校参加 校内研修３ 指導案検討会 

校内研修４ 指導案検討会 

「モラル・エッセイ」コンテストへの参加 

湖岸清掃【湖南小中学校共同活動】※台風第10号の影響により中止 

校内研修５ 指導案検討会 

先進校視察（広島県立瀬戸田高等学校） 

校内研修６ 授業研究会 授業者：森 修 教諭「公共」２学年 

      指導助言者 県中教育事務所 指導主事 安齋栄理子 渡邉卓也 

校内研修７ 授業研究会 授業者：半澤拓真「ロングホームルーム」 

（ふくしま道徳教育資料集の活用）３学年 

指導助言者 福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花洋介  

蕎麦･米粉プロジェクト(収穫)全校参加＊城北埼玉高校47名との協働作業 

道徳教育地区別推進協議会 １･２･３学年授業公開「総合的な探究の時間」 

講演 講師：秋田公立美術大学 毛内 嘉威 様 

湖南町文化祭・商工祭への参加 

道徳教育校内研修（研修成果の全体共有）･･･定例会 

蕎麦プロジェクト（蕎麦打ち）全校参加 

除雪ボランティア（42名参加） 

雪灯籠まつり実施（地域交流）全校参加＊城北埼玉高校50名との協働作業 

⑴互見

授業 

６月及

び１１

月に互

見授業

週間を

設定 
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６「家庭・地域との連携」について

【ねらい】

① 地域の大自然や四季折々の風土や風習、食をはじめとした伝統文化、農業を中心とした産業など幅広い地 

域資源を各教科や学校行事等で活用するとともに、地域人材をゲストティーチャーとして招聘することで、

地域社会の一員としての自覚、郷土愛、道徳的判断力を育む。 

 ② 社会の中で他者と共に生きる意味について考えさせることで、自己を見つめ直し、自己の課題を再確認す

るとともに、自己の考えを自分の言葉で表現する主体性を養う。 

【概要】

① 本校では「蕎麦プロジェクト」「米粉プロジェクト」「総合探究（つくる・つなぐ・つたえる）」をコミ

ュニティ・スクールの３本柱とし体験的な学びに取組んでいる。田畑は地域の農家の方と共同で管理し、収

穫されたそば粉や米粉を活用し、６次化商品の開発や蕎麦検定での段位取得につなげている。 

② 中高連携による猪苗代湖の湖岸清掃、地域高齢者宅の除雪ボランティアなどに取り組み、自然や人と交わ

る中で、主体的な実践力を培う学びを展開した。 

③ 城北埼玉高校との協働で蕎麦・米の両プロジェクトを推進し、湖南町の特産品である蕎麦作りを体験した

り、米粉を生かした特産品の開発に挑戦したりしている。加えて、昨年度から生徒が主体となり、雪灯籠祭

りを実施している。 

【成果と課題】

 〇 「地域とともに育む生徒の心」をテーマとし研究を進める中で、探究活動に関わる基本的なスキルを身に

付ける手立てを精緻化したことで、日常生活の中で生徒の心を育む教育活動を展開することができた。 

 〇 今年度の総合的な探究の時間では、学年の枠を外し課題別の学習集団で学習活動を展開し、様々な教育活

動において「協働」を意識させる事ができた。これにより主体性と社会性に関わる生徒の心の成長と変容を

促す事ができた。 

 〇 従来の湖南町に伝わる食文化、民話、福良太鼓等の伝統の継承に加え、地域古老への聞き取り等の調査を

行った。これらを通し、諸文化について由来や歴史的背景を一体的に学ぶことができた。 

 ○ 地域の皆様に感謝を込めて還元できる企画を立案・実行する事ができた。過年度と比較すると、生徒たち

がより主体的に地域での探究活動に取り組む事ができた。 

 ● 探究活動への取組として、自発的な活動としながらも探究過程において進んで取組む姿勢や積極性に欠け

る姿が見られ、探究活動が自らの学びとしての活動であったか課題が残った。 

 ● 今後、生徒のモチベーションを持続させるための仕掛けづくりと工夫が課題となっている。 

〔湖南町商工祭での和太鼓発表〕 〔蕎麦の収穫後の集合写真〕 

〔本校独自のルーブリック（ＫＤＧｓ）〕 

〔湖南町に伝わるかりんとう作り〕

７ 成果と課題

 〇 これまでコミュニティ・スクールとして地域と共に取り組ん 

できた活動が道徳教育に資することを学校全体で共有できた。 

〇 秋田公立美術大学副学長の毛内嘉威先生から貴重なアドバイ 

 スをいただき、生徒の主体性を育む新しい視点を得る事ができ 

た。今後の活動計画策定にあたり、探究活動を軸にした教育活

動を再編する手掛かりを得られた。 

〇 本校独自のルーブリックを作成し、学校行事、総合探究等で 

 生徒自身が自己評価をとりためて、ポートフォリオとして蓄積   

できている。また、観点別評価導入を踏まえて、各教科の年間 

指導計画にもルーブリックの評価を活用し、学校全体の教育活 

動を網羅する評価基準づくりができた。 

 ● 自己肯定感が低く、学習活動で「基礎がわからない」など 

  の思いから積極性の欠如がみられ、「やらされてる感」のあ 

る生徒に対し、今後も多様な人と関わる経験させ失敗を恐れず 

に活動できる教育課程編成と授業を通じた基盤づくりが必要で 

ある。 〔各教科にＫＤＧｓを取入れた年間指導計画〕

５ 研究推進にあたって

【視点１】道徳教育の組織的取組について

① 道徳教育全体計画の充実と活用 

＜全体計画の充実を目指した作成上の工夫点・配慮点＞ 

・ 本校生徒の実態や課題を踏まえ、学校運営ビジョンで示された「めざす生徒像」の実現に向けて全体計画

を作成する。 

・ カリキュラム・マネジメントの観点から、各教科、総合的な探究の時間、特別活動、学校行事等を系統立

てることで、生徒に他者と協働し主体的に物事に取り組む態度を育む。 

＜全体計画の活用上の工夫点・留意点＞ 

・ 職員会議で「道徳教育全体計画」の内容を共有すると共に、それぞれの目標を達成できるよう計画的に授

業を行う。 

・ ルーブリックを活用することで、生徒が自ら振り返り、成長するための学習活動に位置付けたり、生徒の

主体性と意欲を引き出したりすることができるようにする。 

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組 

・ 道徳教育が全ての教科、特別活動、学校行事等において関連することを全職員に周知することで、組織と

して道徳教育に取り組む体制を構築する。 

③ 組織的取組の具体策：地域カダイ探究 

・ １年生の総合的な探究の時間に「地域カダイ探究」を位置付ける（１年生６月まで）。CSの特性をいかし、

生徒が地域において、地域の人と共に歩み、地域の課題について考えることで、他者と関わる力やよりよい

社会を構想する力を身に付ける。 

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳教育の工夫

① 地域での学びの充実化 

・ 学校の教育活動の様々な場面において社会性を向上させる取組を進めるため、地域の方や外部の指導者に

講師として入っていただき、地域と共に地域課題解決に取り組む活動を可能な限り多く計画する。 

② グループ活動の充実と学びを深めるためのPDCAサイクルの確立 

・ グループ活動等の対話する学習活動を位置付けることで、生徒が多様な見方や考え方に触れ、物事を多角

的にとらえる視点を培う。 

・ 実施した学習活動に対し、ルーブリックを活用して自己評価を行い自己の到達点、他者との協働状況、学

習の課題について内省する機会を設ける。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

① 自己肯定感を高めるための評価の工夫 

・ 習熟度別授業や放課後補習を実施し、義務教育段階でつまずき習得できなかった基礎的な学習内容の学び

直しを行う。これらの取組を通し、自己の基礎学力の向上をはじめ、生徒相互の「学び合い」に取り組むこ

とで、生徒が互いに認め合うとともに、自己肯定感を高め主体的に学習に向かう態度を養う。 

② ルーブリック評価の活用 

・ 総合的な探究の時間や学校行事等での学習活動後にルーブリックを活用した自己評価を行う。その結果に

ついて、年２回実施する面接週間を活用し、フィードバックを行い生徒自身が自己実現や他者との関わり方

について思索する機会を設定する。

【視点４】「ふくしま道徳教育資料集」等の活用について

① ふくしま道徳教育資料集を活用することで、生徒の自己肯定感を育み、人とのつながりの大切さや命の尊

さについて考える機会とする。 

② ロングホームルーム活動の時間に教材として活用し、自らが育った地域に対する愛情を育み、福島県民と

して地域のためにどのような貢献ができるかを考える機会とする。 

③ 朝学習の時間にテキストとして活用することで、震災を経験した県内の各地域で復興に尽力する人々の生

の声を理解し、この学習での記憶を将来に継承する機会とする。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

① 地域の大自然や四季折々の風土や風習、食をはじめとした伝統文化、農業を中心とした産業など幅広い地 

域資源を、各教科や学校行事等で活用するとともに、地域人材をゲストティーチャーとして招聘することに

より、生徒自身が地域社会の一員としての自覚を持ち、生徒に郷土愛を育み、将来にわたり道徳的判断力を

養う取組とする。 

② 「モラル・エッセイ」コンテストへの参加を通して、社会の中で他者と共に生きる意味について考え、自

己を見つめ直し、自己の課題を再確認するとともに、自己の考えを自分の言葉で表現する主体性を養う取組

を進める。
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６「家庭・地域との連携」について

【ねらい】

① 地域の大自然や四季折々の風土や風習、食をはじめとした伝統文化、農業を中心とした産業など幅広い地 

域資源を各教科や学校行事等で活用するとともに、地域人材をゲストティーチャーとして招聘することで、

地域社会の一員としての自覚、郷土愛、道徳的判断力を育む。 

 ② 社会の中で他者と共に生きる意味について考えさせることで、自己を見つめ直し、自己の課題を再確認す

るとともに、自己の考えを自分の言葉で表現する主体性を養う。 

【概要】

① 本校では「蕎麦プロジェクト」「米粉プロジェクト」「総合探究（つくる・つなぐ・つたえる）」をコミ

ュニティ・スクールの３本柱とし体験的な学びに取組んでいる。田畑は地域の農家の方と共同で管理し、収

穫されたそば粉や米粉を活用し、６次化商品の開発や蕎麦検定での段位取得につなげている。 

② 中高連携による猪苗代湖の湖岸清掃、地域高齢者宅の除雪ボランティアなどに取り組み、自然や人と交わ

る中で、主体的な実践力を培う学びを展開した。 

③ 城北埼玉高校との協働で蕎麦・米の両プロジェクトを推進し、湖南町の特産品である蕎麦作りを体験した

り、米粉を生かした特産品の開発に挑戦したりしている。加えて、昨年度から生徒が主体となり、雪灯籠祭

りを実施している。 

【成果と課題】

 〇 「地域とともに育む生徒の心」をテーマとし研究を進める中で、探究活動に関わる基本的なスキルを身に

付ける手立てを精緻化したことで、日常生活の中で生徒の心を育む教育活動を展開することができた。 

 〇 今年度の総合的な探究の時間では、学年の枠を外し課題別の学習集団で学習活動を展開し、様々な教育活

動において「協働」を意識させる事ができた。これにより主体性と社会性に関わる生徒の心の成長と変容を

促す事ができた。 

 〇 従来の湖南町に伝わる食文化、民話、福良太鼓等の伝統の継承に加え、地域古老への聞き取り等の調査を

行った。これらを通し、諸文化について由来や歴史的背景を一体的に学ぶことができた。 

 ○ 地域の皆様に感謝を込めて還元できる企画を立案・実行する事ができた。過年度と比較すると、生徒たち

がより主体的に地域での探究活動に取り組む事ができた。 

 ● 探究活動への取組として、自発的な活動としながらも探究過程において進んで取組む姿勢や積極性に欠け

る姿が見られ、探究活動が自らの学びとしての活動であったか課題が残った。 

 ● 今後、生徒のモチベーションを持続させるための仕掛けづくりと工夫が課題となっている。 

〔湖南町商工祭での和太鼓発表〕 〔蕎麦の収穫後の集合写真〕 

〔本校独自のルーブリック（ＫＤＧｓ）〕 

〔湖南町に伝わるかりんとう作り〕

７ 成果と課題

 〇 これまでコミュニティ・スクールとして地域と共に取り組ん 

できた活動が道徳教育に資することを学校全体で共有できた。 

〇 秋田公立美術大学副学長の毛内嘉威先生から貴重なアドバイ 

 スをいただき、生徒の主体性を育む新しい視点を得る事ができ 

た。今後の活動計画策定にあたり、探究活動を軸にした教育活

動を再編する手掛かりを得られた。 

〇 本校独自のルーブリックを作成し、学校行事、総合探究等で 

 生徒自身が自己評価をとりためて、ポートフォリオとして蓄積   

できている。また、観点別評価導入を踏まえて、各教科の年間 

指導計画にもルーブリックの評価を活用し、学校全体の教育活 

動を網羅する評価基準づくりができた。 

 ● 自己肯定感が低く、学習活動で「基礎がわからない」など 

  の思いから積極性の欠如がみられ、「やらされてる感」のあ 

る生徒に対し、今後も多様な人と関わる経験させ失敗を恐れず 

に活動できる教育課程編成と授業を通じた基盤づくりが必要で 

ある。 〔各教科にＫＤＧｓを取入れた年間指導計画〕

５ 研究推進にあたって

【視点１】道徳教育の組織的取組について

① 道徳教育全体計画の充実と活用 

＜全体計画の充実を目指した作成上の工夫点・配慮点＞ 

・ 本校生徒の実態や課題を踏まえ、学校運営ビジョンで示された「めざす生徒像」の実現に向けて全体計画

を作成する。 

・ カリキュラム・マネジメントの観点から、各教科、総合的な探究の時間、特別活動、学校行事等を系統立

てることで、生徒に他者と協働し主体的に物事に取り組む態度を育む。 

＜全体計画の活用上の工夫点・留意点＞ 

・ 職員会議で「道徳教育全体計画」の内容を共有すると共に、それぞれの目標を達成できるよう計画的に授

業を行う。 

・ ルーブリックを活用することで、生徒が自ら振り返り、成長するための学習活動に位置付けたり、生徒の

主体性と意欲を引き出したりすることができるようにする。 

② 道徳教育推進教師を中心とした組織的取組 

・ 道徳教育が全ての教科、特別活動、学校行事等において関連することを全職員に周知することで、組織と

して道徳教育に取り組む体制を構築する。 

③ 組織的取組の具体策：地域カダイ探究 

・ １年生の総合的な探究の時間に「地域カダイ探究」を位置付ける（１年生６月まで）。CSの特性をいかし、

生徒が地域において、地域の人と共に歩み、地域の課題について考えることで、他者と関わる力やよりよい

社会を構想する力を身に付ける。 

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳教育の工夫

① 地域での学びの充実化 

・ 学校の教育活動の様々な場面において社会性を向上させる取組を進めるため、地域の方や外部の指導者に

講師として入っていただき、地域と共に地域課題解決に取り組む活動を可能な限り多く計画する。 

② グループ活動の充実と学びを深めるためのPDCAサイクルの確立 

・ グループ活動等の対話する学習活動を位置付けることで、生徒が多様な見方や考え方に触れ、物事を多角

的にとらえる視点を培う。 

・ 実施した学習活動に対し、ルーブリックを活用して自己評価を行い自己の到達点、他者との協働状況、学

習の課題について内省する機会を設ける。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

① 自己肯定感を高めるための評価の工夫 

・ 習熟度別授業や放課後補習を実施し、義務教育段階でつまずき習得できなかった基礎的な学習内容の学び

直しを行う。これらの取組を通し、自己の基礎学力の向上をはじめ、生徒相互の「学び合い」に取り組むこ

とで、生徒が互いに認め合うとともに、自己肯定感を高め主体的に学習に向かう態度を養う。 

② ルーブリック評価の活用 

・ 総合的な探究の時間や学校行事等での学習活動後にルーブリックを活用した自己評価を行う。その結果に

ついて、年２回実施する面接週間を活用し、フィードバックを行い生徒自身が自己実現や他者との関わり方

について思索する機会を設定する。

【視点４】「ふくしま道徳教育資料集」等の活用について

① ふくしま道徳教育資料集を活用することで、生徒の自己肯定感を育み、人とのつながりの大切さや命の尊

さについて考える機会とする。 

② ロングホームルーム活動の時間に教材として活用し、自らが育った地域に対する愛情を育み、福島県民と

して地域のためにどのような貢献ができるかを考える機会とする。 

③ 朝学習の時間にテキストとして活用することで、震災を経験した県内の各地域で復興に尽力する人々の生

の声を理解し、この学習での記憶を将来に継承する機会とする。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

① 地域の大自然や四季折々の風土や風習、食をはじめとした伝統文化、農業を中心とした産業など幅広い地 

域資源を、各教科や学校行事等で活用するとともに、地域人材をゲストティーチャーとして招聘することに

より、生徒自身が地域社会の一員としての自覚を持ち、生徒に郷土愛を育み、将来にわたり道徳的判断力を

養う取組とする。 

② 「モラル・エッセイ」コンテストへの参加を通して、社会の中で他者と共に生きる意味について考え、自

己を見つめ直し、自己の課題を再確認するとともに、自己の考えを自分の言葉で表現する主体性を養う取組

を進める。
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県南地区道徳教育推進校｢白河市立東北中学校｣実施報告書 

１ 学校紹介 

２ 研究テーマ 

    互いに認め合い、よりよく生きようとする生徒の育成 

  ～自己を見つめ、他者との関わりを通じて、考えを深める道徳教育を通して～ 

３ 研究テーマ設定の理由 

  本校は白河市北部に位置する農村地域であり、都市部に比べ穏やかな雰囲気がある。

本学区の地域では福島県の重要無形民俗文化財に指定されている「安珍歌念仏踊り」が

有名で、踊りを通して地域の方々と深い交流があったり、年２回の地域の清掃活動にも

意欲的に取り組んだりなど、郷土に高い関心をもっている。本校の生徒は学区内２つの

小学校から入学してくる。学校生活では素直で、何事にも真面目に取り組むことができ

る良さがある。一方で、積極性や周囲への配慮、協調性等にかかわる問題が見られ、限

られた人間関係での生活に起因する課題と受け止められる。 

  そこで、今までの自分の考えや価値観を見つめ直し、他者と関わりをもつ機会を意図

的に設け、認め合うことの重要性を理解させるために、本テーマを設定した。生徒一人

ひとりが自分の考えをもって相手に伝える、そして相手の話を聴いて自分の考えを深め

ることで他者との関わりを深められるようにしていきたい。授業だけでなく、教育活動

全体を通して、互いを認め合える関係性を構築し、より充実した学校生活を送れるよう

に取り組んでいく。 

４ 研究計画 

学校名 白河市立東北中学校 

所在地 白河市泉田南之内１ 

校長名 邊見 浩 

教育目標 
自信と誇りをもち自立に

向かう生徒 

学級及び児童

生徒数 

学 級 数     ６ 

生 徒 数  １１５名 

考備容内究研な主）日曜（日月

５月  １日（水）

 ６月  ４日（火）

 ６月２４日（月）

 ６月２６日（水）

 ６月下旬  

 ７月１２日（金）

 ９月  ２日（月）

９月１８日（水）

９月２４日（火）

１０月２２日（火）

１０月２５日（金）

１１月２９日（金）

１２月１０日（火）

１月中旬  

 １月２９日（水）

第１回校内研修全体協議会  

道徳教育推進協議会  

第１回校内授業研究会（３年  深澤  涼耶  教諭）  

講師  秋田公立美術大学副学長  毛内  嘉威  様  

道徳科授業充実パワーアップ第１回研修会  

第１回ローテーション道徳  

PTA 教育講演会  

ゲストティーチャーによる講演会   

  講師  フリーアナウンサー  大和田  新  様  

道徳科授業充実パワーアップ第２回研修会  

第２回校内授業研究会（２年  佐久間  理奈  教諭）  

 指導助言  白 河 市 教 育 委 員 会 指 導 主 事 益子  朗  様  

県教育庁義務教育課指導主事 江花  洋介  

         県 南 教 育 事 務 所 指 導 主 事 松本  聡二   

第３回校内授業研究会（１年  柴崎  仁志  教諭）  

 指導助言  白 河 市 教 育 委 員 会 指 導 主 事 益子  朗  様  

県教育庁義務教育課指導主事 江花  洋介  

         県 南 教 育 事 務 所 指 導 主 事 松本  聡二  

先進校視察  新潟大学附属新潟中学校  

道徳教育地区別推進協議会  

講師  秋田公立美術大学副学長  毛内  嘉威  様  

ゲストティーチャーによる講演会  

 講師  久保木畳店  社長  久保木  史朗  様  

第２回ローテーション道徳  

第２回校内研修全体協議会（研究のまとめ）  

研修委員会を毎週

金曜日に行う。  

学期に１回、互見

授業を実施する。  

令和６年度 道徳教育全体計画

福島県立湖南高等学校 全日制の課程 普通科 

グラデュエーション・ポリシー

⑴ 過去の自分にとらわれず、新たな自分を発見し成長させる力を持つ生徒（自己肯定感を育む） 

⑵ 夢の実現に向け、何をすべきか自ら考え、判断し、決してあきらめることなく行動できる生徒（主体性を育む） 

⑶ 人間としての優しさや思いやりを持ち、常に他人に気配りができる生徒（社会性を育む） 

⑷ 湖南に関心を持ち、積極的に関わり行動することができる生徒（郷土愛を育む） 

【生徒の実態】郡山市街地からの通学生が８割を超え、学力面・生活面

において多様化が進んでいる。読み・書き・計算等の基本的な能力や、

思考力・判断力・表現力等を始め、課題発見・解決能力、論理的思考

力、コミュニケーション能力等の点で、その育成が課題となっている。 

本校は、中核市である郡山市西部の丘陵地域・湖

南町に立地し、豊かな自然に囲まれている。湖南町は郡山市の約２０％

の面積を占めるが、人口は約１.４％弱と、過疎化が進んでいる。古く

からこの地に住んでいる人が多く、地域の教育力が存在する。 

【重点目標(基本方針)】

⑴ 規範意識を身につけた社会人として生活していくために自律心の涵養を図る。

⑵ 地域社会の一員としての自覚をもち、勤労や奉仕の精神をもって郷土の発展に努め、人間としてより良い生き方や好ましい在り

方を恒久的に模索しようとする意欲を喚起する。 

⑶ ｢友情｣をはぐくみ、他者に対する思いやりの心をもった集団のより良き形成者としての資質の伸長を図る。 

【各教科・科目との関連】学習指導要領には、すべての教科・科目において、道徳教育「人間としての在り方生き方に関する教育」の基盤となる

目標が掲げられており、授業を通じ、それぞれの目標及び特質を十分に考慮し、その所期の目的が達成できるようにする。

国語科 

地歴科 

公民科 

数学科 

理科 

英語科

保体科

音楽科 

家庭科 

情報科 

【総合的な探究の時間との関連】次の体験的な活動を通して｢郷土を愛する心｣や｢奉仕の精神｣、更に、２年次にはインターンシップを実施し、

働くことの意義や健全な｢勤労の精神｣の涵養に努める。 

① 湖岸清掃　　② 花壇整備　　③ インターンシップ　　④ 除雪ボランティア　　⑤雪灯籠祭り 

① 交通安全教室　　② 薬物乱用防止教室　　③ 体育祭　　④ 春・秋・冬の遠足　　⑤菱の実祭（実施年度）

【特別活動との関連】次の講話や体験を通して「規範意識｣の定着及び深化を図る。また、生徒会行事を通して｢友情｣を育み｢集団のより良き
形成者としての個の在り方｣に対する意識を涵養する。 

【ＬＨＲとの連携】友情の大切さや他者に対する思いやりの心など今後の社会生活を営む際に求められる好ましい人間としての資質の伸長を図

り、それぞれの発達段階で遭遇することが予測される解決すべき課題を計画的に設定し、３年間を通して全人格的な人間性の陶冶を目指す。

【家庭・地域等との連携】各家庭への文書配付、ＰＴＡ組織との協力や保護者会の開催等を通して、各家庭や各地域との連携を図り、道徳教育

の目的が達せられるようにする。また、学校ホームページを積極的に活用し、家庭・地域への効果的な情報発信を行う。

【生徒指導等における関連】日々の様々な教育活動を通して、生徒理解に努めるとともに、その発達段階に相応しい生徒指導を行い、生徒が人間

としての在り方生き方を主体的に考察する手助けをし、規範意識を育て、その基本となる道徳性を養うことで、社会の一員としての自覚を促す。

【学習の評価】数値的な評価は行わず、活動や学習の過程に見られる学習の状況や成果について記載する。

【学校・地域の実態】

論理的に意見を述べたり、目的や場面などに応じて表現したりすることによって、主体性や想像力を育てる。また、目的に応じて的

確に他者の意を読み取り、お互いの立場や考えを尊重することによって、豊かな心の育成を図る。

歴史上の人物の生き方を手がかりに、自己の課題と結びつけ、生き方について熟考し、自己の理想に向かって努力しようとする意欲

と態度を養う。また、文化や伝統を大切にし、郷土や国を愛する豊かな心、自然を守り豊かな環境を後世に伝えていく使命感を育む。 

公民たる資質の涵養に努めることで、自らが社会を形成する有為な存在であることの自覚と責任を喚起し、共同体の在り方を深く考

え、他者との共生・協働の生き方を育てる。 

身近な事象を数学的に考察し、処理するとともに、論理的思考能力、想像力及び直感力などの創造性の基礎を育成することにより、

より良い人間関係を構築し、自己の在り方を自ら追い求めていく姿勢を養う。 

身近な自然現象と科学文明の成り立ちを理解することを通して、生命を尊重する態度を養う。また、人類と他の生物種との共存を目

指し、地球環境の保全とエネルギー資源の有効活用の重要性を学ぶ。 

人間の健全な発達と生活の営みを総合的にとらえ、家族・家庭の意義について理解させるとともに、男女が協力して家庭生活や地域

との関係を創造する能力と「よりよく生きる」ための実践的な態度を育てる。 

昨今の情報化社会の中で、「情報」に対する考え方を深め、情報収集能力、情報加工・活用能力などを高めるとともに、ネット社会

におけるモラルやマナーを身につけることで、情報化社会の生き方について、考える力を培う。 

外国語を通して、異なる言語や文化に対する理解を深め、寛容の精神、他を尊重する態度を育む。 

健康・安全・運動についての理解と実践を通して、自らの生涯にわたる健康を保持・改善していく資質や能力、実践力を育む。 

芸術の幅広い活動を通して、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、豊かな情操を養う。 
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県南地区道徳教育推進校｢白河市立東北中学校｣実施報告書 

１ 学校紹介 

２ 研究テーマ 

    互いに認め合い、よりよく生きようとする生徒の育成 

  ～自己を見つめ、他者との関わりを通じて、考えを深める道徳教育を通して～ 

３ 研究テーマ設定の理由 

  本校は白河市北部に位置する農村地域であり、都市部に比べ穏やかな雰囲気がある。

本学区の地域では福島県の重要無形民俗文化財に指定されている「安珍歌念仏踊り」が

有名で、踊りを通して地域の方々と深い交流があったり、年２回の地域の清掃活動にも

意欲的に取り組んだりなど、郷土に高い関心をもっている。本校の生徒は学区内２つの

小学校から入学してくる。学校生活では素直で、何事にも真面目に取り組むことができ

る良さがある。一方で、積極性や周囲への配慮、協調性等にかかわる問題が見られ、限

られた人間関係での生活に起因する課題と受け止められる。 

  そこで、今までの自分の考えや価値観を見つめ直し、他者と関わりをもつ機会を意図

的に設け、認め合うことの重要性を理解させるために、本テーマを設定した。生徒一人

ひとりが自分の考えをもって相手に伝える、そして相手の話を聴いて自分の考えを深め

ることで他者との関わりを深められるようにしていきたい。授業だけでなく、教育活動

全体を通して、互いを認め合える関係性を構築し、より充実した学校生活を送れるよう

に取り組んでいく。 

４ 研究計画 

学校名 白河市立東北中学校 

所在地 白河市泉田南之内１ 

校長名 邊見 浩 

教育目標 
自信と誇りをもち自立に

向かう生徒 

学級及び児童

生徒数 

学 級 数     ６ 

生 徒 数  １１５名 

考備容内究研な主）日曜（日月

５月  １日（水）

 ６月  ４日（火）

 ６月２４日（月）

 ６月２６日（水）

 ６月下旬  

 ７月１２日（金）

 ９月  ２日（月）

９月１８日（水）

９月２４日（火）

１０月２２日（火）

１０月２５日（金）

１１月２９日（金）

１２月１０日（火）

１月中旬  

 １月２９日（水）

第１回校内研修全体協議会  

道徳教育推進協議会  

第１回校内授業研究会（３年  深澤  涼耶  教諭）  

講師  秋田公立美術大学副学長  毛内  嘉威  様  

道徳科授業充実パワーアップ第１回研修会  

第１回ローテーション道徳  

PTA 教育講演会  

ゲストティーチャーによる講演会   

  講師  フリーアナウンサー  大和田  新  様  

道徳科授業充実パワーアップ第２回研修会  

第２回校内授業研究会（２年  佐久間  理奈  教諭）  

 指導助言  白 河 市 教 育 委 員 会 指 導 主 事 益子  朗  様  

県教育庁義務教育課指導主事 江花  洋介  

         県 南 教 育 事 務 所 指 導 主 事 松本  聡二   

第３回校内授業研究会（１年  柴崎  仁志  教諭）  

 指導助言  白 河 市 教 育 委 員 会 指 導 主 事 益子  朗  様  

県教育庁義務教育課指導主事 江花  洋介  

         県 南 教 育 事 務 所 指 導 主 事 松本  聡二  

先進校視察  新潟大学附属新潟中学校  

道徳教育地区別推進協議会  

講師  秋田公立美術大学副学長  毛内  嘉威  様  

ゲストティーチャーによる講演会  

 講師  久保木畳店  社長  久保木  史朗  様  

第２回ローテーション道徳  

第２回校内研修全体協議会（研究のまとめ）  

研修委員会を毎週

金曜日に行う。  

学期に１回、互見

授業を実施する。  

令和６年度 道徳教育全体計画

福島県立湖南高等学校 全日制の課程 普通科 

グラデュエーション・ポリシー

⑴ 過去の自分にとらわれず、新たな自分を発見し成長させる力を持つ生徒（自己肯定感を育む） 

⑵ 夢の実現に向け、何をすべきか自ら考え、判断し、決してあきらめることなく行動できる生徒（主体性を育む） 

⑶ 人間としての優しさや思いやりを持ち、常に他人に気配りができる生徒（社会性を育む） 

⑷ 湖南に関心を持ち、積極的に関わり行動することができる生徒（郷土愛を育む） 

【生徒の実態】郡山市街地からの通学生が８割を超え、学力面・生活面

において多様化が進んでいる。読み・書き・計算等の基本的な能力や、

思考力・判断力・表現力等を始め、課題発見・解決能力、論理的思考

力、コミュニケーション能力等の点で、その育成が課題となっている。 

本校は、中核市である郡山市西部の丘陵地域・湖

南町に立地し、豊かな自然に囲まれている。湖南町は郡山市の約２０％

の面積を占めるが、人口は約１.４％弱と、過疎化が進んでいる。古く

からこの地に住んでいる人が多く、地域の教育力が存在する。 

【重点目標(基本方針)】

⑴ 規範意識を身につけた社会人として生活していくために自律心の涵養を図る。

⑵ 地域社会の一員としての自覚をもち、勤労や奉仕の精神をもって郷土の発展に努め、人間としてより良い生き方や好ましい在り

方を恒久的に模索しようとする意欲を喚起する。 

⑶ ｢友情｣をはぐくみ、他者に対する思いやりの心をもった集団のより良き形成者としての資質の伸長を図る。 

【各教科・科目との関連】学習指導要領には、すべての教科・科目において、道徳教育「人間としての在り方生き方に関する教育」の基盤となる

目標が掲げられており、授業を通じ、それぞれの目標及び特質を十分に考慮し、その所期の目的が達成できるようにする。

国語科 

地歴科 

公民科 

数学科 

理科 

英語科

保体科

音楽科 

家庭科 

情報科 

【総合的な探究の時間との関連】次の体験的な活動を通して｢郷土を愛する心｣や｢奉仕の精神｣、更に、２年次にはインターンシップを実施し、

働くことの意義や健全な｢勤労の精神｣の涵養に努める。 

① 湖岸清掃　　② 花壇整備　　③ インターンシップ　　④ 除雪ボランティア　　⑤雪灯籠祭り 

① 交通安全教室　　② 薬物乱用防止教室　　③ 体育祭　　④ 春・秋・冬の遠足　　⑤菱の実祭（実施年度）

【特別活動との関連】次の講話や体験を通して「規範意識｣の定着及び深化を図る。また、生徒会行事を通して｢友情｣を育み｢集団のより良き
形成者としての個の在り方｣に対する意識を涵養する。 

【ＬＨＲとの連携】友情の大切さや他者に対する思いやりの心など今後の社会生活を営む際に求められる好ましい人間としての資質の伸長を図

り、それぞれの発達段階で遭遇することが予測される解決すべき課題を計画的に設定し、３年間を通して全人格的な人間性の陶冶を目指す。

【家庭・地域等との連携】各家庭への文書配付、ＰＴＡ組織との協力や保護者会の開催等を通して、各家庭や各地域との連携を図り、道徳教育

の目的が達せられるようにする。また、学校ホームページを積極的に活用し、家庭・地域への効果的な情報発信を行う。

【生徒指導等における関連】日々の様々な教育活動を通して、生徒理解に努めるとともに、その発達段階に相応しい生徒指導を行い、生徒が人間

としての在り方生き方を主体的に考察する手助けをし、規範意識を育て、その基本となる道徳性を養うことで、社会の一員としての自覚を促す。

【学習の評価】数値的な評価は行わず、活動や学習の過程に見られる学習の状況や成果について記載する。

【学校・地域の実態】

論理的に意見を述べたり、目的や場面などに応じて表現したりすることによって、主体性や想像力を育てる。また、目的に応じて的

確に他者の意を読み取り、お互いの立場や考えを尊重することによって、豊かな心の育成を図る。

歴史上の人物の生き方を手がかりに、自己の課題と結びつけ、生き方について熟考し、自己の理想に向かって努力しようとする意欲

と態度を養う。また、文化や伝統を大切にし、郷土や国を愛する豊かな心、自然を守り豊かな環境を後世に伝えていく使命感を育む。 

公民たる資質の涵養に努めることで、自らが社会を形成する有為な存在であることの自覚と責任を喚起し、共同体の在り方を深く考

え、他者との共生・協働の生き方を育てる。 

身近な事象を数学的に考察し、処理するとともに、論理的思考能力、想像力及び直感力などの創造性の基礎を育成することにより、

より良い人間関係を構築し、自己の在り方を自ら追い求めていく姿勢を養う。 

身近な自然現象と科学文明の成り立ちを理解することを通して、生命を尊重する態度を養う。また、人類と他の生物種との共存を目

指し、地球環境の保全とエネルギー資源の有効活用の重要性を学ぶ。 

人間の健全な発達と生活の営みを総合的にとらえ、家族・家庭の意義について理解させるとともに、男女が協力して家庭生活や地域

との関係を創造する能力と「よりよく生きる」ための実践的な態度を育てる。 

昨今の情報化社会の中で、「情報」に対する考え方を深め、情報収集能力、情報加工・活用能力などを高めるとともに、ネット社会

におけるモラルやマナーを身につけることで、情報化社会の生き方について、考える力を培う。 

外国語を通して、異なる言語や文化に対する理解を深め、寛容の精神、他を尊重する態度を育む。 

健康・安全・運動についての理解と実践を通して、自らの生涯にわたる健康を保持・改善していく資質や能力、実践力を育む。 

芸術の幅広い活動を通して、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、豊かな情操を養う。 
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５ 研究推進にあたって  

【視点１】道徳教育の組織的取組について 

①道徳教育全体計画、別葉の充実と活用

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉

 ○ 生徒や地域の実態、保護者・教師の願いを受け止めた道徳教育全体計画を作成す

る。重点目標を達成するために、指導の重点を明確にし、各教科や特別活動等で生

徒が意欲的に取り組めるように配慮する。 

 ○ 別葉の作成は、道徳教育と各教科等との関連が明確になるように位置づける。 

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉

 ○ 教育計画や別葉の拡大版を職員室に掲示し、全職員でいつでも確認できるように

する。 

②道徳教育推進教師を中心とした組織的取組

 ○ 道徳教育推進教師がローテーション道徳や互見授業を提案し、管理職や学年教師

を含めて教職員全員で授業を実践する。 

 ○ 校外で行われる研修会に参加し、得られた情報を全職員で共有し、授業の改善や

指導力の向上に生かす。 

③組織的取組の具体策

○ 研修委員会や放課後の時間を活用して、道徳の授業検討会を行う。 

 ○ 道徳教育や道徳科に関する書籍を購入し、授業づくりの一助とする。 

○ 全職員と生徒のリーダーを集めて議論する「生き生き協議会」で道徳教育に関す

る議題を提案し、話し合う。 

○ 校長の指導の下、自分の考えを伝え、相手の考えを聴くことを目的とした「書く

活動」の充実を図る。 

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫 

①自己を見つめるための工夫

 ○ 導入で生徒の興味・関心を高めるような発問や調査結果を提示し、自分事として

捉えられるようにする。 

○ 授業開始時の自分や相手の考えを聴いて自分の価値を振り返ることができる。 

②他者の考えに触れさせる活動の工夫

 ○ 目的に合った学習形態を工夫し、自分の考えを相手に伝える、相手の考えを聴く

活動の在り方を意識して、話し合いのコーディネートを工夫する。 

③考えを深めるための発問の工夫

 ○  問題意識や疑問をもたせる発問をすることで自分事として自らの生き方につい

ての考えを深めることができるようにする。 

 ○ 生徒の多様な考えに触れられるよう発問を精選する。 

○ 生徒の考えをつなぎ、多面的・多角的な見方につながることができるようにする。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について 

 ○ 学年単位で生徒一人ひとりの成長を見取り、共有し、適切に評価できるようにす

るために学年会などを通して、共通理解を図る機会を設ける。 

 ○ 授業の振り返りを累積することで、内面的な変容を見取れることができるように

する。変容が見られた生徒に対して、学びや成長を認め、励ますようなコメントを

書く。 

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について 

①年間指導計画の位置づけ

 ○ 各学年で「ふくしま道徳教育資料集」の教材を年間で１回位置づけて実践する。 

②防災教育との関連

 ○ 防災教育を中心とした各種教育活動と関連させながら、活用していく。 

○ ゲストティーチャーを招いた講演会を設定する。 

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について 

 ○ 学校だよりやホームページ等で道徳の授業の様子や取組を発信する。 

○ 授業参観において、全学級で道徳の授業を設定する。 

○ 学校運営協議会委員との意見交流会や道徳の授業参観等を設定する。 

― 37 ―― 36 ―

＜ＩＣＴの活用＞ 

６「家庭・地域との連携」について 

【ねらい】 

  家庭・地域とのつながりを通して、地域のために活躍できる生徒を育成するとともに、

地域に貢献していきたいと思う道徳性の育成を図る。 

【概要】 

 ・ 授業参観で保護者にも参加してもらう道徳科の授業を実施した。学校だよりやホー

ムページ等で道徳科の授業の様子を発信し、学校と家庭・地域のつながりを深めてい

く。 

 ・ 小中連携ボランティア活動において、地域の方にも参加してもらい、一緒にゴミ拾

い活動を実施することで、地域との関わりを意図的に設けた。 

 ・ 学校運営協議会や地域の代表、学校のリーダーが地域貢献の視点で話し合う場を設

定した。まとまった意見の中から１つずつ実践につなげる。 

【成果と課題】 

 ○ 今までのボランティア活動は校内での縦割り活動が主となっていたが、小学生、地

域の方と一緒に活動することで、意欲的に取り組む姿が見られた。 

 ○ 地域の方と意見交換会を実施することで、地域の方が日頃から見守っていることを

改めて実感し、地域のために何かできることはないのか真剣に考えることができた。

その後の生き生き協議会では要望としてあげられた「あいさつの活性化」と「安全な

自転車の乗り方」について協議を進めた。 

 ● 学校だよりやホームページ等で道徳科の授業の様子を発信することができたが、今

後さらに情報を発信していく方法を模索していきたい。 

７ 成果と課題 

 ○ ローテーション道徳を実施したことで、他の教師の指導方法を学ぶことができた。

また、違った視点で教師と生徒の対話、生徒同士の対話をじっくり見ることができ、

生徒の新たな一面にも気づくことができた。同じ教材を複数の学級で実施することで、

授業改善がしやすくなった。 

 ○ ＩＣＴの効果的な活用方法を考えたことで、導入や展開での時間短縮につながり、

自分の考えを書く時間を多く設けることができた。また、発問を電子黒板に提示する

ことで生徒が何について考えればよいのかが明確になった。 

 ○ 書く活動の充実を図ったことで、自分の考えを抵抗なく書くことができるようにな

った。自分の考えをもつ、自分の考えを発表する、相手の考えを聴くことをこれから

の授業でも実践していきたい。 

 ●  教師の問い返しやコーディネートの技量をあげていくこ

とが大切であると感じた。予想される生徒の反応を予想し、

発問を考えることができるのか、普段から学級の実態を把

握しておく必要がある。 

 ●  来年度の道徳教育全体計画にゲストティーチャー講演会

や小中連携ボランティア等を組み込むためにも、会議で実

践の反省をして時期や内容を検討していく必要がある。 

＜授業参観の様子＞ ＜意見交換会の様子＞＜ボランティア活動の様子＞

す
す
め
る
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５ 研究推進にあたって  

【視点１】道徳教育の組織的取組について 

①道徳教育全体計画、別葉の充実と活用

〈全体計画、別葉の充実を目指した作成上の工夫点、配慮点〉

 ○ 生徒や地域の実態、保護者・教師の願いを受け止めた道徳教育全体計画を作成す

る。重点目標を達成するために、指導の重点を明確にし、各教科や特別活動等で生

徒が意欲的に取り組めるように配慮する。 

 ○ 別葉の作成は、道徳教育と各教科等との関連が明確になるように位置づける。 

〈全体計画、別葉の活用上の工夫点、配慮点〉

 ○ 教育計画や別葉の拡大版を職員室に掲示し、全職員でいつでも確認できるように

する。 

②道徳教育推進教師を中心とした組織的取組

 ○ 道徳教育推進教師がローテーション道徳や互見授業を提案し、管理職や学年教師

を含めて教職員全員で授業を実践する。 

 ○ 校外で行われる研修会に参加し、得られた情報を全職員で共有し、授業の改善や

指導力の向上に生かす。 

③組織的取組の具体策

○ 研修委員会や放課後の時間を活用して、道徳の授業検討会を行う。 

 ○ 道徳教育や道徳科に関する書籍を購入し、授業づくりの一助とする。 

○ 全職員と生徒のリーダーを集めて議論する「生き生き協議会」で道徳教育に関す

る議題を提案し、話し合う。 

○ 校長の指導の下、自分の考えを伝え、相手の考えを聴くことを目的とした「書く

活動」の充実を図る。 

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫 

①自己を見つめるための工夫

 ○ 導入で生徒の興味・関心を高めるような発問や調査結果を提示し、自分事として

捉えられるようにする。 

○ 授業開始時の自分や相手の考えを聴いて自分の価値を振り返ることができる。 

②他者の考えに触れさせる活動の工夫

 ○ 目的に合った学習形態を工夫し、自分の考えを相手に伝える、相手の考えを聴く

活動の在り方を意識して、話し合いのコーディネートを工夫する。 

③考えを深めるための発問の工夫

 ○  問題意識や疑問をもたせる発問をすることで自分事として自らの生き方につい

ての考えを深めることができるようにする。 

 ○ 生徒の多様な考えに触れられるよう発問を精選する。 

○ 生徒の考えをつなぎ、多面的・多角的な見方につながることができるようにする。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について 

 ○ 学年単位で生徒一人ひとりの成長を見取り、共有し、適切に評価できるようにす

るために学年会などを通して、共通理解を図る機会を設ける。 

 ○ 授業の振り返りを累積することで、内面的な変容を見取れることができるように

する。変容が見られた生徒に対して、学びや成長を認め、励ますようなコメントを

書く。 

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について 

①年間指導計画の位置づけ

 ○ 各学年で「ふくしま道徳教育資料集」の教材を年間で１回位置づけて実践する。 

②防災教育との関連

 ○ 防災教育を中心とした各種教育活動と関連させながら、活用していく。 

○ ゲストティーチャーを招いた講演会を設定する。 

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について 

 ○ 学校だよりやホームページ等で道徳の授業の様子や取組を発信する。 

○ 授業参観において、全学級で道徳の授業を設定する。 

○ 学校運営協議会委員との意見交流会や道徳の授業参観等を設定する。 
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＜ＩＣＴの活用＞ 

６「家庭・地域との連携」について 

【ねらい】 

  家庭・地域とのつながりを通して、地域のために活躍できる生徒を育成するとともに、

地域に貢献していきたいと思う道徳性の育成を図る。 

【概要】 

 ・ 授業参観で保護者にも参加してもらう道徳科の授業を実施した。学校だよりやホー

ムページ等で道徳科の授業の様子を発信し、学校と家庭・地域のつながりを深めてい

く。 

 ・ 小中連携ボランティア活動において、地域の方にも参加してもらい、一緒にゴミ拾

い活動を実施することで、地域との関わりを意図的に設けた。 

 ・ 学校運営協議会や地域の代表、学校のリーダーが地域貢献の視点で話し合う場を設

定した。まとまった意見の中から１つずつ実践につなげる。 

【成果と課題】 

 ○ 今までのボランティア活動は校内での縦割り活動が主となっていたが、小学生、地

域の方と一緒に活動することで、意欲的に取り組む姿が見られた。 

 ○ 地域の方と意見交換会を実施することで、地域の方が日頃から見守っていることを

改めて実感し、地域のために何かできることはないのか真剣に考えることができた。

その後の生き生き協議会では要望としてあげられた「あいさつの活性化」と「安全な

自転車の乗り方」について協議を進めた。 

 ● 学校だよりやホームページ等で道徳科の授業の様子を発信することができたが、今

後さらに情報を発信していく方法を模索していきたい。 

７ 成果と課題 

 ○ ローテーション道徳を実施したことで、他の教師の指導方法を学ぶことができた。

また、違った視点で教師と生徒の対話、生徒同士の対話をじっくり見ることができ、

生徒の新たな一面にも気づくことができた。同じ教材を複数の学級で実施することで、

授業改善がしやすくなった。 

 ○ ＩＣＴの効果的な活用方法を考えたことで、導入や展開での時間短縮につながり、

自分の考えを書く時間を多く設けることができた。また、発問を電子黒板に提示する

ことで生徒が何について考えればよいのかが明確になった。 

 ○ 書く活動の充実を図ったことで、自分の考えを抵抗なく書くことができるようにな

った。自分の考えをもつ、自分の考えを発表する、相手の考えを聴くことをこれから

の授業でも実践していきたい。 

 ●  教師の問い返しやコーディネートの技量をあげていくこ

とが大切であると感じた。予想される生徒の反応を予想し、

発問を考えることができるのか、普段から学級の実態を把

握しておく必要がある。 

 ●  来年度の道徳教育全体計画にゲストティーチャー講演会

や小中連携ボランティア等を組み込むためにも、会議で実

践の反省をして時期や内容を検討していく必要がある。 

＜授業参観の様子＞ ＜意見交換会の様子＞＜ボランティア活動の様子＞

す
す
め
る
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令和６年度 道徳教育全体計画 白河市立東北中学校 

憲法、教育基本法 

学校教育法、学習指導要領

いじめ防止対策推進法
白河市子どものいじめ防止条例 等

生徒の実態

・素直で、何事にもまじめに取

り組むが、積極性に乏しく、

周囲への配慮や協調性に欠け

ることがある。

県・市の指導の重点等

道徳教育の重点目標

・望ましい生活習慣を身につけ堅実な生活を築く。

・相手の個性や立場を重んじ、広い心を養う。

・自然を愛し、人間として生きる喜びをもつ。

・主体的に集団や社会に役立つように努める。

学校の教育目標

【教育目標】

自信と誇りをもち自立に向かう生徒

【目指す生徒像】

考えを説明できる （知）

最後まで努力する （徳）

逞しく生きる生徒 （体） 保護者・教師の願い

〈保護者の願い〉

・他人に迷惑をかけない子

・粘り強い根性のある子

・思いやりのある優しい子

・自ら学ぼうとする子

〈教師の願い〉

・何事にも積極的な子

・自然や生命を尊ぶ子

・集団のために尽くす子

・目的に向かってやり抜く

意志の強い子

・協調性のある素直な子

地域の実態

・保護者は学校への関心や期

待が高く、協力を惜しまな

い。

・農村地域であり、都市部に

比べ、比較的穏やかな雰囲

気である。

学年経営

・学年内・学年間の連絡重視

・生徒指導に対する協力体制

の確立

学校・学級環境の整備・充実

・温かい清潔な校舎を大切に

使い、環境を常に整備する

態度を養う。

各学年の指導の重点

１年 － 自立心を育て、他を尊重する心を養う。

２年 － 自主・自立心を育て、協調性を養う。

３年 － 育んだ自立心を生かし、責任感を養う。

「特別の教科 道徳」の指導方針

・互いの考えを尊重し、伝え合い、人間としての

生き方について、共に深く考え合う。

・年間指導計画に基づき、生徒の心身の発達や個

に応じた適切な指導を行う。

・生徒の学習状況や道徳性に係る成長を見取り、

積極的に励ます個人内評価を行う。

A 学級活動

・学級生活を基盤とし、集団の一

員としての望ましい資質・態度

を養う。

B 生徒会活動

・生徒会行事等の体験を通して、

協調・責任感・奉仕の精神を養

う。

C 学校行事

・諸行事での体験を通して、自主

性・協調性及び豊かな心情を育

成する。

家庭との

連 携

・学校、学年、

学級通信、

ＰＴＡ通信

などで保護

者との連携

を図る。

また授業参

観等を通し

て、学校の

道徳目標に

ついての理

解と協力を

得る。

生徒指導

・基本的生活習慣を身につける。

・差別のない人権尊重の精神を養う。

・実践を通し社会奉仕の精神を養う。

・集団の一員としての自覚を育てる。

学級・学校環境

・教師間、教師と

生徒間、生徒間

の好ましい人間

関係をつくるよ

う努力する。

・清掃活動、ボラ

ンティア活動を

通して、心なご

む環境を作り、

道徳教育に資す

るよう努力する。

・図書館を整備し、

読書を通じて道

徳教育に資する。

総合的な学習の時間

・自ら課題を見つけ、自ら学

び、自ら考え、主体的に判 

断し、よりよく問題を解決

する資質や能力を育てる。

・体験的な活動を通して、自

己の生き方を考える態度を

養う。

    各 教 科

場に応じた表現のしかたを育成

し、思考力・創造力を養う。

人間の歴史・国際社会の理解な

ど公民的資質の基礎を養う。

問題解決に取り組むことにより

忍耐力・遂行力を育成する。

自然への理解を深め、科学的な

見方や考え方を養う。

表現や鑑賞を通して豊かな情操

や生きることの喜びを育てる。

作品の制作や鑑賞を通して個性の

尊重・美に感動する心を養う。

主体的体験を通して心身の健康

や集団生活に必要な態度を養う。

体験的学習を通して生活の充実

を図り実践的態度を育成する。

言語や文化に関心をもち国際理

解の基礎を養う。

地域社会

との連携

・各種機関等

との連携を

密にし、久

田野駅等地

域での活動

を推進する。

・学校だより

を地域に回

覧し、学校

の情報を地

域に伝える。

国

語

社

会

数

学

理

科

音

楽

美

術

保

体

英

語

技

家
・

特

別

活

動

全
体
計
画
別
葉
（
各
教
科
等
と
の
関
連
表
）
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年
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aik
u 
in
 E
ng
lis
h

C
-(
17
)

６
月

6 
違
う
ん
だ
よ
、
健
司

B-
(8
)友
情
、
信
頼

7 
命
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ビ
ザ

C
-(
18
)国
際
理
解
、
国
際
貢
献

8 
エ
リ
カ
―
奇
跡
の
い
の
ち
―

D
-(
19
)生
命
の
尊
さ

9 
私
も
高
校
生

A-
(1
)自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

社
会
と
の
か
か
わ
り

C
-(
16
)

情
報
化
社
会
へ
の
対
応

A
-(
1)

生
徒
会
活
動
の
充
実

C
-(
15
)

望
ま
し
い
校
風
を
つ
く
ろ
う

C
-(
15
)

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

C
-(
11
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

県
南
中
体
連
総
合
壮
行
会

A
-(
1)

定
期
考
査

A
-(
4)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-(
2)

作
ら
れ
た「
物
語
」を
超

え
て
B-
(9
)

説
得
力
の
あ
る
構
成
を

考
え
よ
う

A
-(
1)

実
用
的
な
文
章
を
読
も
う

報
道
文
を
比
較
し
て
読
も
う

A
-(
1)
　
A
-(
5)

現
代
の
日
本
と
私
た
ち

C
-(
12
)

C
-(
15
)

C
-(
17
)

C
-(
18
)

幼
児
の
生
活
と
家
族

B-
(6
)

C
-(
14
)

D
-(
19
)

U
ni
t 3
 A
ni
m
al
s o
n 
th
e

R
ed
 L
is
t

D
-(
20
)

【
地
域
に
学
ぶ
】

・
安
珍
歌
念
仏
踊
り

・
職
場
体
験
学
習

C
-(
17
)

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

C
-(
16
)

７
月

10
 あ
る
レ
ジ
打
ち
の
女
性

C
-(
13
)勤
労

11
 N
o 
C
ha
rit
y、
 

bu
t a
 C
ha
nc
e!

C-
(1
2)
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

思
春
期
の
心
と
か
ら
だ

B-
(8
)

悩
み
や
不
安
の
解
消

A
-(
2)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

会
朝

A
-(
1)

県
中
体
連
総
合
壮
行
会

A
-(
1)

進
路
説
明
会
(第
１
回
)

A
-(
3)

終
業
式

A
-(
3)

夏
季
休
業
　A
-(
1)

俳
句
の
可
能
性

俳
句
を
味
わ
う
　C
-(
17
)

言
葉
を
選
ぼ
う
　A
-(
1)

読
書
を
楽
し
む

「
私
の
一
冊
」
を
探
し
に

い
こ
う

２
次
方
程
式
の
利
用

A
-(
5)

B-
(9
)

C
-(
16
)

Le
t’s
 R
ea
d 
1 
A 
M
ot
he
r’

s 
Lu
lla
by

D
-(
19
)

D
-(
22
)

【
地
域
に
学
ぶ
】

・
安
珍
歌
念
仏
踊
り

・
福
祉
体
験
活
動

C
-(
17
)

授
業
参
観

B-
(9
)

地
域
の
夏
祭
り
、
盆
踊
り

C
-(
16
)

８
月

９
月

12
 新
し
い
夏
の
は
じ
ま
り

A
-(
3)
向
上
心
、
個
性
の
伸
長

13
 「
稲
む
ら
の
火
」
余
話

C
-(
16
)郷
土
の
伝
統
と
文
化
の

尊
重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度

14
 言
葉
の
向
こ
う
に

B-
(9
)相
互
理
解
、
寛
容

15
 命
の
大
切
さ

C-
(1
1)
公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

16
 ゴ
リ
ラ
の
ま
ね
を
し
た
彼
女
を
好

き
に
な
っ
た 　
B-
(8
)友
情
、
信
頼

よ
り
よ
い
学
級
生
活
を
創
る

C
-(
15
)

い
い
友
人
関
係
を
つ
く
ろ
う

B-
(8
)

学
習
方
法
を
改
善
し
よ
う

A
-(
2)

助
け
合
い
学
習
を
進
め
よ
う

B-
(8
)

生
徒
総
会

A
-(
1)

C
-(
15
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

生
徒
会
役
員
選
挙

A
-(
1)

始
業
式

A
-(
4)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-(
2)

修
学
旅
行
(3
年
)

B-
(7
)

C
-(
12
)

C
-(
17
)

挨
拶

D
-(
19
)

故
郷

A
-(
1)

聞
き
上
手
に
な
ろ
う

B-
(9
)

関
数
y=
ax

2

A
-(
5)

関
数
y=
ax

2
の
性
質
と

調
べ
方

A
-(
5)

生
物
の
多
様
性
と
進
化

A
-(
5)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

物
体
の
運
動

A
-(
5)

花 荒
城
の
月

C
-(
17
)

D
-(
20
)

幼
児
と
の
か
か
わ
り

B-
(6
)

C
-(
12
)

D
-(
22
)

U
ni
t 4
 B
e 
Pr
ep
ar
ed

an
d 
W
or
k 
To
ge
th
er

C
-(
12
)

D
-(
19
)

【
進
路
に
関
す
る
課
題
】

・
進
路
に
関
す
る
疑
問

点
･不
明
点
の
調
査
･

情
報
収
集

A
-(
1)

【
地
域
に
学
ぶ
】

・
安
珍
歌
念
仏
踊
り

・
大
堀
相
馬
焼

C
-(
17
)

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

C
-(
16
)

地
域
の
夏
祭
り
、盆
踊
り

C
-(
16
)

生
き
生
き
協
議
会

C
-(
16
)

10
月

17
 二
通
の
手
紙

C
-(
10
)遵
法
精
神
、
公
徳
心

18
 独
り
を
慎
む

A
-(
2)
節
度
、
節
制

19
 電
車
の
中
で

B-
(6
)思
い
や
り
、
感
謝

20
 自
分
・
相
手
・
周
り
の
人

C-
(1
2)
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

働
く
こ
と
と
学
ぶ
こ
と

A
-(
5)

生
き
が
い
と
仕
事

A
-(
5)

い
じ
め
を
許
さ
な
い

B-
(9
)

思
い
出
に
残
る
行
事
に

し
よ
う

D
-(
21
)

文
化
祭
・
合
唱
披
露
会

D
-(
21
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

合
唱
披
露
会

D
-(
21
)

進
路
説
明
会
(第
２
回
)

A
-(
3)

定
期
考
査

A
-(
4)

人
工
知
能
と
の
未
来

人
間
と
人
工
知
能
と

創
造
性

A
-(
1)

A
-(
5)

多
角
的
に
分
析
し
て
書
こ
う

A
-(
1)

A
-(
5)

現
代
の
民
主
政
治
と
社
会

C
-(
10
)

C
-(
11
)

C
-(
12
)

C
-(
16
)

い
ろ
い
ろ
な
関
数
の
利
用

A
-(
5)

B-
(9
)

相
似
な
図
形

A
-(
5)

B-
(9
)

平
行
線
と
比

A
-(
5)

力
の
は
た
ら
き
方

A
-(
5)

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
仕
事

A
-(
5)

H
ap
py
 B
irt
hd
ay
 to
 Y
ou

ア
ニ
ー
・
ロ
ー
リ
ー

A
-(
3)

U
ni
t 5
 A
 L
eg
ac
y

fo
r P
ea
ce

A
-(
1)

A
-(
4)

【
地
域
に
学
ぶ
】

・
 安
珍
歌
念
仏
踊
り（
発
表
）

C
-(
17
)

文
化
祭
一
般
開
放

C
-(
16
)

11
月

21
 失
っ
た
笑
顔
を
取
り
戻
す

C
-(
13
)勤
労

22
 「
川
端
」
の
あ
る
暮
ら
し

D
-(
20
)自
然
愛
護

23
 風
景
開
眼

D
-(
21
)感
動
、
畏
敬
の
念

24
 臓
器
ド
ナ
ー

D
-(
19
)生
命
の
尊
さ

進
路
情
報
の
収
集
と
活
用

A
-(
1)

進
路
希
望
の
確
認

A
-(
4)

自
分
の
よ
さ
を
知
る

A
-(
3)

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

C
-(
11
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

C
-(
13
)

定
期
考
査

A
-(
4)

三
者
面
談

C
-(
14
)

道
徳
授
業
地
区
公
開

B-
(9
)

合
意
形
成
に
向
け
て
話

し
合
お
う
　C
-(
15
)

初
恋
　B
-(
8)
　
B-
(9
)

和
歌
の
世
界
　C
-(
17
)

君
待
つ
と
　C
-(
17
)

夏
草
　C
-(
17
)

古
典
名
句
・
名
言
集

C
-(
17
)

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
経
済

C
-(
11
)

C
-(
12
)

C
-(
13
)

相
似
な
図
形
の
面
積
と
体

積 A
-(
5)

円
周
角
の
定
理

A
-(
5)

地
球
の
運
動
と
天
体
の

動
き

A
-(
5)

D
-(
20
)

D
-(
21
)

U
ni
t 6
 B
ey
on
d 
Bo
rd
er
s

C
-(
12
)

C
-(
18
)

・
進
路
選
択
に
関
わ
る

自
分
の
考
え
を
深
め
る

A
-(
3)

道
徳
授
業
地
区
公
開

B-
(9
)

12
月

25
 iP
S細
胞
で
難
病
を
治
し
た
い

A-
(5
)真
理
の
探
究
、
創
造

26
 父
は
能
楽
師

C-
(1
7)
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の

尊
重
、
国
を
愛
す
る
態
度

27
 本
と
ペ
ン
で
世
界
を
変
え
よ
う

C-
(1
8)
国
際
理
解
、
国
際
貢
献

個
性
の
伸
長
と
生
活
の

充
実

A
-(
3)

進
路
の
選
択
と
決
定

A
-(
4)

高
校
訪
問
・
体
験
入
学

A
-(
5)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

新
入
生
説
明
会

C
-(
15
)

新
入
生
説
明
会

C
-(
15
)

終
業
式

A
-(
3)

冬
季
休
業

A
-(
1)

誰
か
の
代
わ
り
に

A
-(
1)

情
報
を
読
み
取
っ
て
文

章
を
書
こ
う

B-
(9
)

本
は
世
界
へ
の
扉

C
-(
18
)

月
と
金
星
の
見
え
方

A
-(
5)

D
-(
20
)

D
-(
21
)

社
会
の
発
展
と
情
報
の

技
術

A
-(
5)

C
-(
10
)

C
-(
12
)

◇
新
し
い
学
習
課
題
の

発
見

進
路
に
関
す
る
課
題

の
学
習
か
ら

A
-(
4)

授
業
参
観

B-
(9
)

１
月

28
 塩
む
す
び

B-
(6
)思
い
や
り
、
感
謝

29
 町
内
会
デ
ビ
ュ
ー

A-
(1
)自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

30
 一
冊
の
ノ
ー
ト

C
-(
14
)家
族
愛
、
家
庭
生
活
の

充
実

あ
せ
り
と
不
安
の
解
消

D
-(
22
)

面
接
の
練
習
を
し
よ
う

B-
(7
)

学
び
続
け
る
価
値

A
-(
5)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

始
業
式

A
-(
4)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-(
2)

温
か
い
ス
ー
プ

B-
(6
)

C
-(
18
)

わ
た
し
を
束
ね
な
い
で

A
-(
3)

時
を
越
え
て

A
-(
4)

C
-(
15
)

持
続
可
能
な
社
会

C
-(
12
)

C
-(
18
)

D
-(
20
)

Le
t’s
 R
ea
d 
2 
Po
w
er

Yo
ur
 F
ut
ur
e

A
-(
5)

D
-(
20
)

【
情
報
の
適
切
な
活
用
】

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
適
切
な
活
用

A
-(
1)

２
月

31
 サ
ト
シ
の
一
票

C-
(1
2)
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

32
 ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
・
ア
・

タ
イ
ム
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

C
-(
10
)遵
法
精
神
、
公
徳
心

33
 世
界
を
動
か
し
た
美

D
-(
22
)よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

34
 お
別
れ
会

C
-(
15
)よ
り
よ
い
学
校
生
活
、

集
団
生
活
の
充
実

読
書
と
人
生

D
-(
21
)

喫
煙
･飲
酒
・
薬
物
乱

用
を
考
え
る

A
-(
2)

正
し
い
食
生
活

A
-(
2)

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

C
-(
11
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

生
徒
総
会

A
-(
1)

C
-(
15
)

定
期
考
査

A
-(
4)

三
年
間
の
歩
み
を
振
り

返
ろ
う

A
-(
1)

A
-(
4)

歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」

文
楽
「
義
経
千
本
桜
」

C
-(
17
)

D
-(
21
)

技
術
分
野
の
学
習
を
終

え
て

A
-(
1)

A
-(
5)

C
-(
12
)

D
-(
20
)

学
習
の
ま
と
め

A
-(
4)

C
-(
13
)

Le
t’s
 R
ea
d 
3

A
 G
ra
du
at
io
n 

G
ift
 fr
om

St
ev
e 
Jo
bs

A
-(
4)

・
情
報
化
社
会
の
課
題

情
報
モ
ラ
ル

個
人
情
報
の
保
護

C
-(
12
)

３
月

35
 希
望

D
-(
19
)生
命
の
尊
さ

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

B-
(6
)

３
年
間
の
思
い
出

B-
(6
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

卒
業
式

B-
(6
)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-(
2)

安
珍
供
養
祭

（
３
月
２
７
日
）

C
-(
16
)

◎
道
徳
教
育
の
重
点
目
標

・
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
堅
実
な
生
活
を
築
く
。
・
自
然
を
愛
し
、
人
間
と
し
て
生
き
る
喜
び
を
も
つ
。

・
主
体
的
に
集
団
や
社
会
に
役
立
つ
よ
う
に
努
め
る
。

・
相
手
の
個
性
や
立
場
を
重
ん
じ
、
広
い
心
を
養
う
。

地
域
・
家
庭

と
の
連
携

動
活
級
学

月
生
徒
会

活
動

学
校
行
事

総
合
的
な

学
習
の
時
間

特
別
活
動

道
徳

『
中
学
道
徳

あ
す
を
生
き
る
３
』

教
　
　
科

※
　
職
員
室
後
方
に
掲
示
し
、
改
善
点
等
が
あ
っ
た
場
合
、

付
箋
に
記
入
す
る
。

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て
／
公
民
学
習
の

初
め
に
　B
-(
9)
C
-(
12
)

現
代
社
会
と
私
た
ち

C
-(
15
)

C
-(
17
)

C
-(
18
)

個
人
の
尊
重
と
日
本
国

憲
法

C
-(
10
)

C
-(
11
)

C
-(
12
)

地
球
社
会
と
私
た
ち

C
-(
12
)

C
-(
18
)

D
-(
20
)

よ
り
良
い
社
会
を
目
指
し
て

A
-(
1)

C
-(
12
)

因
数
分
解

A
-(
5)

式
の
計
算
の
利
用

A
-(
5)
　
B-
(9
)

平
方
根

A
-(
5)

根
号
を
ふ
く
む
式
の
計
算

A
-(
5)

B-
(9
)

平
方
根
の
利
用

A
-(
5)

B-
(9
)

２
次
方
程
式
と
そ
の
解

き
方
A
-(
5)

C
-(
16
)

円
周
角
の
定
理
の
利
用

A
-(
5)

三
平
方
の
定
理

A
-(
5)

三
平
方
の
定
理
の
利
用

A
-(
5)

B-
(9
)

標
本
調
査

A
-(
5)

C
-(
15
)

生
物
の
成
長
と
生
殖

A
-(
5)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子

A
-(
5)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

宇
宙
の
広
が
り

A
-(
5)

D
-(
20
)

D
-(
21
)

自
然
の
な
か
の
生
物

A
-(
5)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

自
然
環
境
の
調
査
と
保
全

A
-(
5)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

科
学
技
術
と
人
間

A
-(
5)

C
-(
12
)

自
然
災
害
と
地
域
の
か

か
わ
り
を
学
ぶ

A
-(
2)
 A
-(
5)
 C
-(
16
)

持
続
可
能
な
社
会
を
つ

く
る
た
め
に

A
-(
5)
　
C
-(
12
)

D
-(
19
)　
D
-(
20
)

体
つ
く
り
運
動

A
-(
2)

文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

の
意
義

C-
(1
7)
 C
-(
18
) D
-(
22
)

陸
上
競
技
/器
械
運
動

A
-(
4)

健
康
と
環
境

A
-(
2)

C
-(
12
)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

水
泳
/ダ
ン
ス

A
-(
3)

A
-(
4)

球
技
（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

型
）
/武
道

B-
(7
)

C
-(
15
)

健
康
な
生
活
と
疾
病
の

予
防
③

A
-(
2)

C
-(
12
)

球
技
（
ゴ
ー
ル
型
）

/武
道

B-
(7
)

C
-(
15
)

器
械
運
動
/ダ
ン
ス

A
-(
3)

A
-(
4)

球
技
（
ネ
ッ
ト
型
）

/ダ
ン
ス

A
-(
3)

C
-(
15
)

陸
上
競
技
/ダ
ン
ス

A
-(
3)

A
-(
4)

言
葉
の
リ
ズ
ム
や
抑
揚
を

生
か
し
て
表
現
し
て
み
よ
う

A
-(
3)

A
-(
5)

ブ
ル
タ
バ
（
モ
ル
ダ
ウ
）

交
響
詩
　

フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア

C
-(
18
)

C
M
ソ
ン
グ
を
つ
く
ろ
う

A
-(
5)

C
-(
16
)

オ
ペ
ラ
 ア
イ
ー
ダ
 か
ら

バ
レ
エ
 白
鳥
の
湖

C
-(
18
)

D
-(
21
)

学
び
の
探
求
と
未
来

学
び
の
言
葉
　
井
浦
新

D
-(
21
)

D
-(
22
)

あ
の
日
を
忘
れ
な
い

C
-(
18
)

D
-(
19
)

D
-(
21
)

D
-(
22
)

イ
メ
ー
ジ
を
追
い
求
め
て

A
-(
5)

笑
顔
が
生
ま
れ
る
鉄
道

デ
ザ
イ
ン

C
-(
12
)

C
-(
16
)

仏
像
に
宿
る
心

A
-(
5)

C
-(
17
)

D
-(
21
)

私
の
色
　
み
ん
な
の
色

A
-(
3)

B-
(9
)

C
-(
16
)

日
本
の
世
界
文
化
遺
産

C
-(
16
)

C
-(
17
)

今
を
生
き
る
私
へ

A
-(
1)

A
-(
3)

A
-(
4)

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
に

触
れ
よ
う

C
-(
12
)

D
-(
21
)

魅
力
を
伝
え
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ

B-
(6
)

C
-(
12
)

心
が
ほ
っ
と
な
ご
む
も
の

B-
(6
)

あ
な
た
へ
　
明
日
へ
の

巣
立
ち

A
-(
1)

D
-(
21
)

D
-(
22
)

光
村

光
村

東
書

東
書

東
書

東
書

教
出

日
文

東
書

東
書

開
隆
堂

東
書
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国
語

書
写

社
会
（
歴
史
）

『
新
し
い
社
会
公
民
』

数
学

社
会
（
公
民
）

『
新
し
い
科
学
3』

『
新
し
い
数
学
3』

『
中
学
音
楽
2・
3下
/器
楽
』

『
美
術
2・
3下
』
『
新
し
い
保
健
体
育
』

家
庭

英
語

『
NE
W
 H
OR
IZ
ON
  3
』

す
す
め
る

２
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令和６年度 道徳教育全体計画 白河市立東北中学校 

憲法、教育基本法 

学校教育法、学習指導要領

いじめ防止対策推進法
白河市子どものいじめ防止条例 等

生徒の実態

・素直で、何事にもまじめに取

り組むが、積極性に乏しく、

周囲への配慮や協調性に欠け

ることがある。

県・市の指導の重点等

道徳教育の重点目標

・望ましい生活習慣を身につけ堅実な生活を築く。

・相手の個性や立場を重んじ、広い心を養う。

・自然を愛し、人間として生きる喜びをもつ。

・主体的に集団や社会に役立つように努める。

学校の教育目標

【教育目標】

自信と誇りをもち自立に向かう生徒

【目指す生徒像】

考えを説明できる （知）

最後まで努力する （徳）

逞しく生きる生徒 （体） 保護者・教師の願い

〈保護者の願い〉

・他人に迷惑をかけない子

・粘り強い根性のある子

・思いやりのある優しい子

・自ら学ぼうとする子

〈教師の願い〉

・何事にも積極的な子

・自然や生命を尊ぶ子

・集団のために尽くす子

・目的に向かってやり抜く

意志の強い子

・協調性のある素直な子

地域の実態

・保護者は学校への関心や期

待が高く、協力を惜しまな

い。

・農村地域であり、都市部に

比べ、比較的穏やかな雰囲

気である。

学年経営

・学年内・学年間の連絡重視

・生徒指導に対する協力体制

の確立

学校・学級環境の整備・充実

・温かい清潔な校舎を大切に

使い、環境を常に整備する

態度を養う。

各学年の指導の重点

１年 － 自立心を育て、他を尊重する心を養う。

２年 － 自主・自立心を育て、協調性を養う。

３年 － 育んだ自立心を生かし、責任感を養う。

「特別の教科 道徳」の指導方針

・互いの考えを尊重し、伝え合い、人間としての

生き方について、共に深く考え合う。

・年間指導計画に基づき、生徒の心身の発達や個

に応じた適切な指導を行う。

・生徒の学習状況や道徳性に係る成長を見取り、

積極的に励ます個人内評価を行う。

A 学級活動

・学級生活を基盤とし、集団の一

員としての望ましい資質・態度

を養う。

B 生徒会活動

・生徒会行事等の体験を通して、

協調・責任感・奉仕の精神を養

う。

C 学校行事

・諸行事での体験を通して、自主

性・協調性及び豊かな心情を育

成する。

家庭との

連 携

・学校、学年、

学級通信、

ＰＴＡ通信

などで保護

者との連携

を図る。

また授業参

観等を通し

て、学校の

道徳目標に

ついての理

解と協力を

得る。

生徒指導

・基本的生活習慣を身につける。

・差別のない人権尊重の精神を養う。

・実践を通し社会奉仕の精神を養う。

・集団の一員としての自覚を育てる。

学級・学校環境

・教師間、教師と

生徒間、生徒間

の好ましい人間

関係をつくるよ

う努力する。

・清掃活動、ボラ

ンティア活動を

通して、心なご

む環境を作り、

道徳教育に資す

るよう努力する。

・図書館を整備し、

読書を通じて道

徳教育に資する。

総合的な学習の時間

・自ら課題を見つけ、自ら学

び、自ら考え、主体的に判 

断し、よりよく問題を解決

する資質や能力を育てる。

・体験的な活動を通して、自

己の生き方を考える態度を

養う。

    各 教 科

場に応じた表現のしかたを育成

し、思考力・創造力を養う。

人間の歴史・国際社会の理解な

ど公民的資質の基礎を養う。

問題解決に取り組むことにより

忍耐力・遂行力を育成する。

自然への理解を深め、科学的な

見方や考え方を養う。

表現や鑑賞を通して豊かな情操

や生きることの喜びを育てる。

作品の制作や鑑賞を通して個性の

尊重・美に感動する心を養う。

主体的体験を通して心身の健康

や集団生活に必要な態度を養う。

体験的学習を通して生活の充実

を図り実践的態度を育成する。

言語や文化に関心をもち国際理

解の基礎を養う。

地域社会

との連携

・各種機関等

との連携を

密にし、久

田野駅等地

域での活動

を推進する。

・学校だより

を地域に回

覧し、学校

の情報を地

域に伝える。

国

語

社

会

数

学

理

科

音

楽

美

術

保

体

英

語

技

家
・

特

別

活

動

全
体
計
画
別
葉
（
各
教
科
等
と
の
関
連
表
）
　
第
３
学
年

内
容

理
科

音
楽

美
術

保
健
体
育

技
術

『
国
語
3』

『
中
学
書
写
』

『
新
し
い
社
会
歴
史
』

『
新
し
い
技
術
』

『
家
庭
分
野
』

(光
村
)

(光
村
)

４
月

1 
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン

D
-(
22
)よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

2 
銀
メ
ダ
ル
か
ら
得
た
も
の

A
-(
4)
希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強

い
意
志

最
上
級
生
の
自
覚
と
役
割

C
-(
15
)

学
級
生
活
を
充
実
さ
せ
よ
う

B-
(7
)

実
り
多
い
１
年
に
す
る
た

め
に

A
-(
4)

新
入
生
歓
迎
会

C
-(
15
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

始
業
式
　
 A
-(
4)

入
学
式
　
 C
-(
15
)

健
康
診
断
　A
-(
2)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-(
2)

世
界
は
う
つ
く
し
い
と

D
-(
19
)

D
-(
20
)

握
手

B-
(6
)

文
字
を
使
い
分
け
る

B-
(7
)

C
-(
12
)

開
国
と
近
代
日
本
の
歩
み

C
-(
17
)

C
-(
18
)

多
項
式
の
計
算

A
-(
5)

水
溶
液
と
イ
オ
ン

A
-(
5)

旅
立
ち
の
日
に

A
-(
4)

C
-(
15
)

帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ

C
-(
18
)

計
測
・
制
御
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
よ
る
問
題
解
決

A
-(
5)

C
-(
12
)

生
活
の
課
題
と
実
践

A
-(
1)

C
-(
12
)

C
-(
14
)

U
ni
t 0
　
Th
re
e

In
te
re
sti
ng
 F
ac
ts 
ab
ou
t

La
ng
ua
ge
s

C
-(
18
)

U
ni
t1
　
Sp
or
ts
 fo
r

Ev
er
yo
ne

A
-(
4)

D
-(
22
)

◇
学
習
課
題
に
沿
っ
た

学
習
計
画
の
立
案

A
-(
1)

授
業
参
観

B-
(9
)

５
月

3 
出
迎
え
三
歩
、
見
送
り
七
歩

B-
(7
)礼
儀

4 
昔
と
今
を
結
ぶ
糸

C
-(
17
)我
が
国
の
伝
統
と
文
化

の
尊
重
、
国
を
愛
す
る
態
度

5 
卒
業
文
集
最
後
の
二
行

C-
(1
1)
公
正
、
公
平
、

社
会
正
義

一
人
ひ
と
り
が
が
ん
ば
り
、

最
高
の
学
年
に
し
よ
う

C
-(
15
)

進
路
プ
ラ
ン
の
作
成

A
-(
5)

進
路
の
希
望
と
学
習

A
-(
4)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

県
南
陸
上
壮
行
会

A
-(
1)

生
徒
会
総
会

A
-(
1)

C
-(
15
)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-(
2)

学
び
て
時
に
之
を
習
ふ

C
-(
18
)

文
章
の
種
類
を
選
ん
で

書
こ
う

A
-(
1)

二
度
の
世
界
大
戦
と
日
本

C
-(
17
)

C
-(
18
)

酸
、
ア
ル
カ
リ
と
イ
オ
ン

A
-(
5)

化
学
変
化
と
電
池

A
-(
5)

威
風
堂
々

き
ら
き
ら
星

浜
辺
の
歌

カ
ノ
ン
3 

う
ぐ
い
す
の
カ
ノ
ン

A
-(
3)

Un
it 
2  
H
aik
u 
in
 E
ng
lis
h

C
-(
17
)

６
月

6 
違
う
ん
だ
よ
、
健
司

B-
(8
)友
情
、
信
頼

7 
命
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ビ
ザ

C
-(
18
)国
際
理
解
、
国
際
貢
献

8 
エ
リ
カ
―
奇
跡
の
い
の
ち
―

D
-(
19
)生
命
の
尊
さ

9 
私
も
高
校
生

A-
(1
)自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

社
会
と
の
か
か
わ
り

C
-(
16
)

情
報
化
社
会
へ
の
対
応

A
-(
1)

生
徒
会
活
動
の
充
実

C
-(
15
)

望
ま
し
い
校
風
を
つ
く
ろ
う

C
-(
15
)

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

C
-(
11
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

県
南
中
体
連
総
合
壮
行
会

A
-(
1)

定
期
考
査

A
-(
4)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-(
2)

作
ら
れ
た「
物
語
」を
超

え
て
B-
(9
)

説
得
力
の
あ
る
構
成
を

考
え
よ
う

A
-(
1)

実
用
的
な
文
章
を
読
も
う

報
道
文
を
比
較
し
て
読
も
う

A
-(
1)
　
A
-(
5)

現
代
の
日
本
と
私
た
ち

C
-(
12
)

C
-(
15
)

C
-(
17
)

C
-(
18
)

幼
児
の
生
活
と
家
族

B-
(6
)

C
-(
14
)

D
-(
19
)

U
ni
t 3
 A
ni
m
al
s o
n 
th
e

R
ed
 L
is
t

D
-(
20
)

【
地
域
に
学
ぶ
】

・
安
珍
歌
念
仏
踊
り

・
職
場
体
験
学
習

C
-(
17
)

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

C
-(
16
)

７
月

10
 あ
る
レ
ジ
打
ち
の
女
性

C
-(
13
)勤
労

11
 N
o 
C
ha
rit
y、
 

bu
t a
 C
ha
nc
e!

C-
(1
2)
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

思
春
期
の
心
と
か
ら
だ

B-
(8
)

悩
み
や
不
安
の
解
消

A
-(
2)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

会
朝

A
-(
1)

県
中
体
連
総
合
壮
行
会

A
-(
1)

進
路
説
明
会
(第
１
回
)

A
-(
3)

終
業
式

A
-(
3)

夏
季
休
業
　A
-(
1)

俳
句
の
可
能
性

俳
句
を
味
わ
う
　C
-(
17
)

言
葉
を
選
ぼ
う
　A
-(
1)

読
書
を
楽
し
む

「
私
の
一
冊
」
を
探
し
に

い
こ
う

２
次
方
程
式
の
利
用

A
-(
5)

B-
(9
)

C
-(
16
)

Le
t’s
 R
ea
d 
1 
A 
M
ot
he
r’

s 
Lu
lla
by

D
-(
19
)

D
-(
22
)

【
地
域
に
学
ぶ
】

・
安
珍
歌
念
仏
踊
り

・
福
祉
体
験
活
動

C
-(
17
)

授
業
参
観

B-
(9
)

地
域
の
夏
祭
り
、
盆
踊
り

C
-(
16
)

８
月

９
月

12
 新
し
い
夏
の
は
じ
ま
り

A
-(
3)
向
上
心
、
個
性
の
伸
長

13
 「
稲
む
ら
の
火
」
余
話

C
-(
16
)郷
土
の
伝
統
と
文
化
の

尊
重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度

14
 言
葉
の
向
こ
う
に

B-
(9
)相
互
理
解
、
寛
容

15
 命
の
大
切
さ

C-
(1
1)
公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

16
 ゴ
リ
ラ
の
ま
ね
を
し
た
彼
女
を
好

き
に
な
っ
た 　
B-
(8
)友
情
、
信
頼

よ
り
よ
い
学
級
生
活
を
創
る

C
-(
15
)

い
い
友
人
関
係
を
つ
く
ろ
う

B-
(8
)

学
習
方
法
を
改
善
し
よ
う

A
-(
2)

助
け
合
い
学
習
を
進
め
よ
う

B-
(8
)

生
徒
総
会

A
-(
1)

C
-(
15
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

生
徒
会
役
員
選
挙

A
-(
1)

始
業
式

A
-(
4)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-(
2)

修
学
旅
行
(3
年
)

B-
(7
)

C
-(
12
)

C
-(
17
)

挨
拶

D
-(
19
)

故
郷

A
-(
1)

聞
き
上
手
に
な
ろ
う

B-
(9
)

関
数
y=
ax

2

A
-(
5)

関
数
y=
ax

2
の
性
質
と

調
べ
方

A
-(
5)

生
物
の
多
様
性
と
進
化

A
-(
5)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

物
体
の
運
動

A
-(
5)

花 荒
城
の
月

C
-(
17
)

D
-(
20
)

幼
児
と
の
か
か
わ
り

B-
(6
)

C
-(
12
)

D
-(
22
)

U
ni
t 4
 B
e 
Pr
ep
ar
ed

an
d 
W
or
k 
To
ge
th
er

C
-(
12
)

D
-(
19
)

【
進
路
に
関
す
る
課
題
】

・
進
路
に
関
す
る
疑
問

点
･不
明
点
の
調
査
･

情
報
収
集

A
-(
1)

【
地
域
に
学
ぶ
】

・
安
珍
歌
念
仏
踊
り

・
大
堀
相
馬
焼

C
-(
17
)

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

C
-(
16
)

地
域
の
夏
祭
り
、盆
踊
り

C
-(
16
)

生
き
生
き
協
議
会

C
-(
16
)

10
月

17
 二
通
の
手
紙

C
-(
10
)遵
法
精
神
、
公
徳
心

18
 独
り
を
慎
む

A
-(
2)
節
度
、
節
制

19
 電
車
の
中
で

B-
(6
)思
い
や
り
、
感
謝

20
 自
分
・
相
手
・
周
り
の
人

C-
(1
2)
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

働
く
こ
と
と
学
ぶ
こ
と

A
-(
5)

生
き
が
い
と
仕
事

A
-(
5)

い
じ
め
を
許
さ
な
い

B-
(9
)

思
い
出
に
残
る
行
事
に

し
よ
う

D
-(
21
)

文
化
祭
・
合
唱
披
露
会

D
-(
21
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

合
唱
披
露
会

D
-(
21
)

進
路
説
明
会
(第
２
回
)

A
-(
3)

定
期
考
査

A
-(
4)

人
工
知
能
と
の
未
来

人
間
と
人
工
知
能
と

創
造
性

A
-(
1)

A
-(
5)

多
角
的
に
分
析
し
て
書
こ
う

A
-(
1)

A
-(
5)

現
代
の
民
主
政
治
と
社
会

C
-(
10
)

C
-(
11
)

C
-(
12
)

C
-(
16
)

い
ろ
い
ろ
な
関
数
の
利
用

A
-(
5)

B-
(9
)

相
似
な
図
形

A
-(
5)

B-
(9
)

平
行
線
と
比

A
-(
5)

力
の
は
た
ら
き
方

A
-(
5)

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
仕
事

A
-(
5)

H
ap
py
 B
irt
hd
ay
 to
 Y
ou

ア
ニ
ー
・
ロ
ー
リ
ー

A
-(
3)

U
ni
t 5
 A
 L
eg
ac
y

fo
r P
ea
ce

A
-(
1)

A
-(
4)

【
地
域
に
学
ぶ
】

・
 安
珍
歌
念
仏
踊
り（
発
表
）

C
-(
17
)

文
化
祭
一
般
開
放

C
-(
16
)

11
月

21
 失
っ
た
笑
顔
を
取
り
戻
す

C
-(
13
)勤
労

22
 「
川
端
」
の
あ
る
暮
ら
し

D
-(
20
)自
然
愛
護

23
 風
景
開
眼

D
-(
21
)感
動
、
畏
敬
の
念

24
 臓
器
ド
ナ
ー

D
-(
19
)生
命
の
尊
さ

進
路
情
報
の
収
集
と
活
用

A
-(
1)

進
路
希
望
の
確
認

A
-(
4)

自
分
の
よ
さ
を
知
る

A
-(
3)

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

C
-(
11
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

C
-(
13
)

定
期
考
査

A
-(
4)

三
者
面
談

C
-(
14
)

道
徳
授
業
地
区
公
開

B-
(9
)

合
意
形
成
に
向
け
て
話

し
合
お
う
　C
-(
15
)

初
恋
　B
-(
8)
　
B-
(9
)

和
歌
の
世
界
　C
-(
17
)

君
待
つ
と
　C
-(
17
)

夏
草
　C
-(
17
)

古
典
名
句
・
名
言
集

C
-(
17
)

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
経
済

C
-(
11
)

C
-(
12
)

C
-(
13
)

相
似
な
図
形
の
面
積
と
体

積 A
-(
5)

円
周
角
の
定
理

A
-(
5)

地
球
の
運
動
と
天
体
の

動
き

A
-(
5)

D
-(
20
)

D
-(
21
)

U
ni
t 6
 B
ey
on
d 
Bo
rd
er
s

C
-(
12
)

C
-(
18
)

・
進
路
選
択
に
関
わ
る

自
分
の
考
え
を
深
め
る

A
-(
3)

道
徳
授
業
地
区
公
開

B-
(9
)

12
月

25
 iP
S細
胞
で
難
病
を
治
し
た
い

A-
(5
)真
理
の
探
究
、
創
造

26
 父
は
能
楽
師

C-
(1
7)
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の

尊
重
、
国
を
愛
す
る
態
度

27
 本
と
ペ
ン
で
世
界
を
変
え
よ
う

C-
(1
8)
国
際
理
解
、
国
際
貢
献

個
性
の
伸
長
と
生
活
の

充
実

A
-(
3)

進
路
の
選
択
と
決
定

A
-(
4)

高
校
訪
問
・
体
験
入
学

A
-(
5)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

新
入
生
説
明
会

C
-(
15
)

新
入
生
説
明
会

C
-(
15
)

終
業
式

A
-(
3)

冬
季
休
業

A
-(
1)

誰
か
の
代
わ
り
に

A
-(
1)

情
報
を
読
み
取
っ
て
文

章
を
書
こ
う

B-
(9
)

本
は
世
界
へ
の
扉

C
-(
18
)

月
と
金
星
の
見
え
方

A
-(
5)

D
-(
20
)

D
-(
21
)

社
会
の
発
展
と
情
報
の

技
術

A
-(
5)

C
-(
10
)

C
-(
12
)

◇
新
し
い
学
習
課
題
の

発
見

進
路
に
関
す
る
課
題

の
学
習
か
ら

A
-(
4)

授
業
参
観

B-
(9
)

１
月

28
 塩
む
す
び

B-
(6
)思
い
や
り
、
感
謝

29
 町
内
会
デ
ビ
ュ
ー

A-
(1
)自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

30
 一
冊
の
ノ
ー
ト

C
-(
14
)家
族
愛
、
家
庭
生
活
の

充
実

あ
せ
り
と
不
安
の
解
消

D
-(
22
)

面
接
の
練
習
を
し
よ
う

B-
(7
)

学
び
続
け
る
価
値

A
-(
5)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

始
業
式

A
-(
4)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-(
2)

温
か
い
ス
ー
プ

B-
(6
)

C
-(
18
)

わ
た
し
を
束
ね
な
い
で

A
-(
3)

時
を
越
え
て

A
-(
4)

C
-(
15
)

持
続
可
能
な
社
会

C
-(
12
)

C
-(
18
)

D
-(
20
)

Le
t’s
 R
ea
d 
2 
Po
w
er

Yo
ur
 F
ut
ur
e

A
-(
5)

D
-(
20
)

【
情
報
の
適
切
な
活
用
】

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
適
切
な
活
用

A
-(
1)

２
月

31
 サ
ト
シ
の
一
票

C-
(1
2)
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

32
 ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
・
ア
・

タ
イ
ム
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

C
-(
10
)遵
法
精
神
、
公
徳
心

33
 世
界
を
動
か
し
た
美

D
-(
22
)よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

34
 お
別
れ
会

C
-(
15
)よ
り
よ
い
学
校
生
活
、

集
団
生
活
の
充
実

読
書
と
人
生

D
-(
21
)

喫
煙
･飲
酒
・
薬
物
乱

用
を
考
え
る

A
-(
2)

正
し
い
食
生
活

A
-(
2)

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

C
-(
11
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

生
徒
総
会

A
-(
1)

C
-(
15
)

定
期
考
査

A
-(
4)

三
年
間
の
歩
み
を
振
り

返
ろ
う

A
-(
1)

A
-(
4)

歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」

文
楽
「
義
経
千
本
桜
」

C
-(
17
)

D
-(
21
)

技
術
分
野
の
学
習
を
終

え
て

A
-(
1)

A
-(
5)

C
-(
12
)

D
-(
20
)

学
習
の
ま
と
め

A
-(
4)

C
-(
13
)

Le
t’s
 R
ea
d 
3

A
 G
ra
du
at
io
n 

G
ift
 fr
om

St
ev
e 
Jo
bs

A
-(
4)

・
情
報
化
社
会
の
課
題

情
報
モ
ラ
ル

個
人
情
報
の
保
護

C
-(
12
)

３
月

35
 希
望

D
-(
19
)生
命
の
尊
さ

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

B-
(6
)

３
年
間
の
思
い
出

B-
(6
)

専
門
委
員
会
･生
徒
会

朝
会

A
-(
1)

卒
業
式

B-
(6
)

安
全
指
導
･避
難
訓
練

A
-(
2)

安
珍
供
養
祭

（
３
月
２
７
日
）

C
-(
16
)

◎
道
徳
教
育
の
重
点
目
標

・
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
堅
実
な
生
活
を
築
く
。
・
自
然
を
愛
し
、
人
間
と
し
て
生
き
る
喜
び
を
も
つ
。

・
主
体
的
に
集
団
や
社
会
に
役
立
つ
よ
う
に
努
め
る
。

・
相
手
の
個
性
や
立
場
を
重
ん
じ
、
広
い
心
を
養
う
。

地
域
・
家
庭

と
の
連
携

動
活
級
学

月
生
徒
会

活
動

学
校
行
事

総
合
的
な

学
習
の
時
間

特
別
活
動

道
徳

『
中
学
道
徳

あ
す
を
生
き
る
３
』

教
　
　
科

※
　
職
員
室
後
方
に
掲
示
し
、
改
善
点
等
が
あ
っ
た
場
合
、

付
箋
に
記
入
す
る
。

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て
／
公
民
学
習
の

初
め
に
　B
-(
9)
C
-(
12
)

現
代
社
会
と
私
た
ち

C
-(
15
)

C
-(
17
)

C
-(
18
)

個
人
の
尊
重
と
日
本
国

憲
法

C
-(
10
)

C
-(
11
)

C
-(
12
)

地
球
社
会
と
私
た
ち

C
-(
12
)

C
-(
18
)

D
-(
20
)

よ
り
良
い
社
会
を
目
指
し
て

A
-(
1)

C
-(
12
)

因
数
分
解

A
-(
5)

式
の
計
算
の
利
用

A
-(
5)
　
B-
(9
)

平
方
根

A
-(
5)

根
号
を
ふ
く
む
式
の
計
算

A
-(
5)

B-
(9
)

平
方
根
の
利
用

A
-(
5)

B-
(9
)

２
次
方
程
式
と
そ
の
解

き
方
A
-(
5)

C
-(
16
)

円
周
角
の
定
理
の
利
用

A
-(
5)

三
平
方
の
定
理

A
-(
5)

三
平
方
の
定
理
の
利
用

A
-(
5)

B-
(9
)

標
本
調
査

A
-(
5)

C
-(
15
)

生
物
の
成
長
と
生
殖

A
-(
5)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子

A
-(
5)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

宇
宙
の
広
が
り

A
-(
5)

D
-(
20
)

D
-(
21
)

自
然
の
な
か
の
生
物

A
-(
5)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

自
然
環
境
の
調
査
と
保
全

A
-(
5)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

科
学
技
術
と
人
間

A
-(
5)

C
-(
12
)

自
然
災
害
と
地
域
の
か

か
わ
り
を
学
ぶ

A
-(
2)
 A
-(
5)
 C
-(
16
)

持
続
可
能
な
社
会
を
つ

く
る
た
め
に

A
-(
5)
　
C
-(
12
)

D
-(
19
)　
D
-(
20
)

体
つ
く
り
運
動

A
-(
2)

文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

の
意
義

C-
(1
7)
 C
-(
18
) D
-(
22
)

陸
上
競
技
/器
械
運
動

A
-(
4)

健
康
と
環
境

A
-(
2)

C
-(
12
)

D
-(
19
)

D
-(
20
)

水
泳
/ダ
ン
ス

A
-(
3)

A
-(
4)

球
技
（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

型
）
/武
道

B-
(7
)

C
-(
15
)

健
康
な
生
活
と
疾
病
の

予
防
③

A
-(
2)

C
-(
12
)

球
技
（
ゴ
ー
ル
型
）

/武
道

B-
(7
)

C
-(
15
)

器
械
運
動
/ダ
ン
ス

A
-(
3)

A
-(
4)

球
技
（
ネ
ッ
ト
型
）

/ダ
ン
ス

A
-(
3)

C
-(
15
)

陸
上
競
技
/ダ
ン
ス

A
-(
3)

A
-(
4)

言
葉
の
リ
ズ
ム
や
抑
揚
を

生
か
し
て
表
現
し
て
み
よ
う

A
-(
3)

A
-(
5)

ブ
ル
タ
バ
（
モ
ル
ダ
ウ
）

交
響
詩
　

フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア

C
-(
18
)

C
M
ソ
ン
グ
を
つ
く
ろ
う

A
-(
5)

C
-(
16
)

オ
ペ
ラ
 ア
イ
ー
ダ
 か
ら

バ
レ
エ
 白
鳥
の
湖

C
-(
18
)

D
-(
21
)

学
び
の
探
求
と
未
来

学
び
の
言
葉
　
井
浦
新

D
-(
21
)

D
-(
22
)

あ
の
日
を
忘
れ
な
い

C
-(
18
)

D
-(
19
)

D
-(
21
)

D
-(
22
)

イ
メ
ー
ジ
を
追
い
求
め
て

A
-(
5)

笑
顔
が
生
ま
れ
る
鉄
道

デ
ザ
イ
ン

C
-(
12
)

C
-(
16
)

仏
像
に
宿
る
心

A
-(
5)

C
-(
17
)

D
-(
21
)

私
の
色
　
み
ん
な
の
色

A
-(
3)

B-
(9
)

C
-(
16
)

日
本
の
世
界
文
化
遺
産

C
-(
16
)

C
-(
17
)

今
を
生
き
る
私
へ

A
-(
1)

A
-(
3)

A
-(
4)

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
に

触
れ
よ
う

C
-(
12
)

D
-(
21
)

魅
力
を
伝
え
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ

B-
(6
)

C
-(
12
)

心
が
ほ
っ
と
な
ご
む
も
の

B-
(6
)

あ
な
た
へ
　
明
日
へ
の

巣
立
ち

A
-(
1)

D
-(
21
)

D
-(
22
)

光
村

光
村

東
書

東
書

東
書

東
書

教
出

日
文

東
書

東
書

開
隆
堂

東
書
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国
語

書
写

社
会
（
歴
史
）

『
新
し
い
社
会
公
民
』

数
学

社
会
（
公
民
）

『
新
し
い
科
学
3』

『
新
し
い
数
学
3』

『
中
学
音
楽
2・
3下
/器
楽
』

『
美
術
2・
3下
』
『
新
し
い
保
健
体
育
』

家
庭

英
語

『
NE
W
 H
OR
IZ
ON
  3
』

す
す
め
る

２
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会津・南会津地区道徳教育推進校｢下郷町

１ 学校紹介 

２ 研究テーマ 

「親切や思いやりの心をもち、互いを尊重しながらよりよく生きる児童を求めて」

  ～友達と考えを交流し、多面的・多角的に考える道徳科の授業を通して～ 

３ 研究テーマ設定の理由 

  「いで湯と渓谷の里」下郷町。その中心部に位置する本校は、現在児童数４７名の学

校である。教育目標に「心身ともにたくましく 人間性豊かな子供の育成」を掲げ、日々

教育活動に取り組んでいる。 

本校児童は、全体的に穏やかで、大きな生徒指導上の問題はないが、幼少期から同じ

集団の中で生活しているため、人間関係が固定化していることに起因する小さなトラブ

ル（心の問題）は存在する。そこで、「誰にでも優しく」を基本に、「豊かな人間性」の

育成にもつながる「親切、思いやり」を今年度の重点内容項目として、道徳科の授業を

要にし、学校教育全体を通じた道徳教育の中で指導していくことにした。 

  特に道徳科における指導では、さまざまな問題を自分事として捉え、友達の多様な考

えに触れ、物事を多面的・多角的に考えながら、自己を見つめ直し、よりよく生きてい

こうとする児童を目指していく。 

  以上のことから、研究テーマを「親切や思いやりの心をもち、互いを尊重しながらよ

りよく生きる児童を求めて」～友達と考えを交流し、多面的・多角的に考える道徳科の

授業を通して～として研究を進めることにした。 

４ 研究計画 

学校名 

所在地 
下郷町大字豊成字山崎 

６４０７－２ 

校長名 國分 洋克 

教育目標 
心身ともにたくましく 

人間性豊かな子供の育成 

学級及び児童

生徒数 

学 級 数   ６  

児 童 数  ４７名 

考備容内究研な主）日曜（日月

 ４月下旬 
 ５月上旬 
 ６月２７日（木）

 ７月 ４日（木）

 ９月 ６日（金）

 ９月２０日（金）

１０月１７日（木）
１０月１８日（金）
１１月１１日（月）

１１月２５日（月）

１２月上旬 
１２月中旬 

○研究テーマ、研究内容、実態調査等の検討 
○実態調査アンケート（児童・教師） 
○道徳科校内授業研究会Ⅰ 

：３学年（塩生文子：道徳教育推進教師）
 講師：南会津教育事務所 指導主事 三瓶 克  
○要請訪問Ⅰ道徳科：３学年（高橋由紀子） 

講師：南会津教育事務所 指導主事 万﨑公彦  
○校内授業研究会Ⅱ：６学年（大野早苗） 
 講師：南会津教育事務所 指導主事 万﨑公彦  
○校内授業研究会Ⅲ：２学年（渡部優子） 
 講師：秋田公立美術大学副学長      毛内嘉威 様 
    福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花洋介  
○小教研道徳科部会県大会参加（矢吹町文化センター）２名 
○道徳教育推進校視察（会津若松市立鶴城小学校）１名 
○校内授業研究会Ⅳ：４学年（松本奈美） 
 講師：南会津教育事務所 指導主事 万﨑公彦  
○研究公開：５学年（黒澤大河） 
 講師：秋田公立美術大学副学長      毛内嘉威 様 
    福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花洋介  
○変容把握（児童・教師） 
〇反省・研究のまとめ 

【資料】 

＜実践紹介＞

○ 別葉の掲示 ○生き生き協議会

拡大印刷した別葉を職員室の後方に掲示

し、いつでも情報共有したり、見返したり

できるようにした。 

学校のリーダーが集まり、学校生活で

の諸問題について話し合う場を年３回実

施した。 

学習七箇条（現行）
１ １分前着席を心がけよう

２ 授業の始めと終わりのあいさつを大きな声で行おう

３ 背筋を伸ばし正しい姿勢で授業を受けよう

４ 先生の指示や説明に顔を向けて聞こう

５ 先生の発問に対して積極的に発言しよう

６ 授業の集中（雰囲気）を崩さないようにしよう

７ 次の授業の準備をしてから休み時間をとろう

学習七箇条（改訂）
１ 始業前に学習用具を準備して、１分前着席をしよう

２ 授業の始めと終わりのあいさつを大きな声で行おう

３ 教師の問いかけに対して、自分の考えをもとう

４ 声の大きさ、速さ、目線に気を付けて話そう

５ 話をしている人を見て、共感的な態度で聴こう

６ 大切なことや必要なことはメモをとろう

７ 学習したことを家庭学習につなげよう

研修委員会で既存の学習七箇条の達成状況を協議した結果、他者との関わりをさら

に深めていくための手立てを加えるために改訂した。

○ ローテーション道徳 「書く活動」の充実○

学年でローテーション道徳を実施した。

１つの教材を２クラスで取り組み、授業

改善を図った。

学校行事等の反省を５分程度で書いて

発表する。発表を共感的な姿勢で聴くこ

とを意識して取り組んだ。 

○

学習七箇条の改訂

ゲストティーチャーによる講演会　　　　　　　　 指導案検討会○

フリーアナウンサーの大和田新さんに

よる講演会を実施し、東日本大震災を教

訓とした講話をいただいた。

模擬授業をした後に教材の分析や発

問、授業の流れ等の検討会を実施して、

全員で道徳の授業に関わった。 

す
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会津・南会津地区道徳教育推進校｢下郷町

１ 学校紹介 

２ 研究テーマ 

「親切や思いやりの心をもち、互いを尊重しながらよりよく生きる児童を求めて」

  ～友達と考えを交流し、多面的・多角的に考える道徳科の授業を通して～ 

３ 研究テーマ設定の理由 

  「いで湯と渓谷の里」下郷町。その中心部に位置する本校は、現在児童数４７名の学

校である。教育目標に「心身ともにたくましく 人間性豊かな子供の育成」を掲げ、日々

教育活動に取り組んでいる。 

本校児童は、全体的に穏やかで、大きな生徒指導上の問題はないが、幼少期から同じ

集団の中で生活しているため、人間関係が固定化していることに起因する小さなトラブ

ル（心の問題）は存在する。そこで、「誰にでも優しく」を基本に、「豊かな人間性」の

育成にもつながる「親切、思いやり」を今年度の重点内容項目として、道徳科の授業を

要にし、学校教育全体を通じた道徳教育の中で指導していくことにした。 

  特に道徳科における指導では、さまざまな問題を自分事として捉え、友達の多様な考

えに触れ、物事を多面的・多角的に考えながら、自己を見つめ直し、よりよく生きてい

こうとする児童を目指していく。 

  以上のことから、研究テーマを「親切や思いやりの心をもち、互いを尊重しながらよ

りよく生きる児童を求めて」～友達と考えを交流し、多面的・多角的に考える道徳科の

授業を通して～として研究を進めることにした。 

４ 研究計画 

学校名 

所在地 
下郷町大字豊成字山崎 

６４０７－２ 

校長名 國分 洋克 

教育目標 
心身ともにたくましく 

人間性豊かな子供の育成 

学級及び児童

生徒数 

学 級 数   ６  

児 童 数  ４７名 

考備容内究研な主）日曜（日月

 ４月下旬 
 ５月上旬 
 ６月２７日（木）

 ７月 ４日（木）

 ９月 ６日（金）

 ９月２０日（金）

１０月１７日（木）
１０月１８日（金）
１１月１１日（月）

１１月２５日（月）

１２月上旬 
１２月中旬 

○研究テーマ、研究内容、実態調査等の検討 
○実態調査アンケート（児童・教師） 
○道徳科校内授業研究会Ⅰ 

：３学年（塩生文子：道徳教育推進教師）
 講師：南会津教育事務所 指導主事 三瓶 克  
○要請訪問Ⅰ道徳科：３学年（高橋由紀子） 

講師：南会津教育事務所 指導主事 万﨑公彦  
○校内授業研究会Ⅱ：６学年（大野早苗） 
 講師：南会津教育事務所 指導主事 万﨑公彦  
○校内授業研究会Ⅲ：２学年（渡部優子） 
 講師：秋田公立美術大学副学長      毛内嘉威 様 
    福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花洋介  
○小教研道徳科部会県大会参加（矢吹町文化センター）２名 
○道徳教育推進校視察（会津若松市立鶴城小学校）１名 
○校内授業研究会Ⅳ：４学年（松本奈美） 
 講師：南会津教育事務所 指導主事 万﨑公彦  
○研究公開：５学年（黒澤大河） 
 講師：秋田公立美術大学副学長      毛内嘉威 様 
    福島県教育庁義務教育課 指導主事 江花洋介  
○変容把握（児童・教師） 
〇反省・研究のまとめ 

【資料】 

＜実践紹介＞

○ 別葉の掲示 ○生き生き協議会

拡大印刷した別葉を職員室の後方に掲示

し、いつでも情報共有したり、見返したり

できるようにした。 

学校のリーダーが集まり、学校生活で

の諸問題について話し合う場を年３回実

施した。 

学習七箇条（現行）
１ １分前着席を心がけよう

２ 授業の始めと終わりのあいさつを大きな声で行おう

３ 背筋を伸ばし正しい姿勢で授業を受けよう

４ 先生の指示や説明に顔を向けて聞こう

５ 先生の発問に対して積極的に発言しよう

６ 授業の集中（雰囲気）を崩さないようにしよう

７ 次の授業の準備をしてから休み時間をとろう

学習七箇条（改訂）
１ 始業前に学習用具を準備して、１分前着席をしよう

２ 授業の始めと終わりのあいさつを大きな声で行おう

３ 教師の問いかけに対して、自分の考えをもとう

４ 声の大きさ、速さ、目線に気を付けて話そう

５ 話をしている人を見て、共感的な態度で聴こう

６ 大切なことや必要なことはメモをとろう

７ 学習したことを家庭学習につなげよう

研修委員会で既存の学習七箇条の達成状況を協議した結果、他者との関わりをさら

に深めていくための手立てを加えるために改訂した。

○ ローテーション道徳 「書く活動」の充実○

学年でローテーション道徳を実施した。

１つの教材を２クラスで取り組み、授業

改善を図った。

学校行事等の反省を５分程度で書いて

発表する。発表を共感的な姿勢で聴くこ

とを意識して取り組んだ。 

○

学習七箇条の改訂

ゲストティーチャーによる講演会　　　　　　　　 指導案検討会○

フリーアナウンサーの大和田新さんに

よる講演会を実施し、東日本大震災を教

訓とした講話をいただいた。

模擬授業をした後に教材の分析や発

問、授業の流れ等の検討会を実施して、

全員で道徳の授業に関わった。 
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〈親子道徳〉  

６「家庭・地域との連携」について 

  保護者や地域の方に道徳教育に関わっていただくことで、児童が物事をより多面的・

多角的に考えることができる機会を設けたり、家庭・地域に、本校道徳教育に対する理

解を深めていただいたりすることができるようにする。 

【概要】 

・  保護者に道徳科の授業に参加していただいたり、児童と同

【ねらい】 

じ教材文を読んで、感想を書いていただいたりする「親子道

徳」を行い、親子で考えを交流する機会を設ける。 

・  役場総合政策課商工観光係の方をゲストティーチャーとし

て招聘し、郷土を大切にすることについて学ぶ。 

・  震災語り部の方を招聘し、東日本大震災・原子力発電所事

故について学ぶ。 

・ 道徳教育推進の様子を学校ホームページや学校・学級だよりを通して発信する。 

【成果と課題】 

〇  「親子道徳」を実践したことで、児童が多様な考えに触れ

ることができたとともに、道徳的価値についてより深く考え

ることができた。 

〇  役場総合政策課商工観光係の方から話を伺うことは、郷土

のために働く人がいるということや自分たちとは異なる視点

からの郷土への思いがあることを知る機会となり、郷土をさ

らに大切にしたいという心情を育むことにつながった。 

〇 震災語り部の方の話を伺い、新聞やテレビでは伝えきれない被災当時の様子や被災

地の現在、そして被災者の思いを知ることができ、被災者の気持ちに寄り添うことが

できた。 

● 保護者の道徳教育への関心がさらに高まるよう、「親子道徳」の実施、情報発信の充

実を継続して行っていきたい。 

７ 成果と課題 

 ○ 児童の実態から「親切、思いやり」に重点を置いて作成した別葉を手がかりとして

指導にあたったことで、学校教育全体を見通した道徳教育を進めることができた。 

 ○ 導入で事前アンケートを活用し、児童が自分たちの現状に目を向けることで、学習

課題を自分事として捉えることができた。また、アンケートの集約や提示にＩＣＴを

活用したことで、短時間でアンケートをまとめたり、結果をグラフ化して視覚的に分

かりやすい提示をしたりすることができた。アンケートは、児童の実態を把握したり、

授業中の問い返しの材料として活用したりする上でもとても有効であった。 

 ○ 心情メーターや心情円、Ｙチャートなど、目的に合った思考ツールを活用すること

で、児童が友達との共通点や相違点に気付くことができた。さらに、それぞれの立場

の理由を問うことで、多面的・多角的な考えを引き出すことができた。 

 ○ 毛内先生のご指導により、児童の道徳性を育む授業にするための「発問」の研究を

深めることができた。授業が「考え、議論する道徳」に改善されてきている。 

 ● 振り返りの場面では、ワークシートを用いて、自己を見つめ、考えを深めることが

できるように心がけた。しかし、時間を充分に取ることができなかったり、「これから

はこうしたい」というような行動目標を決める意思決定になってしまったりすること

もあった。「これからの自分」ではなく「これまでの自分」を見つめることで、授業内

での自分自身の成長に気付くなど、その時感じたことを素直に表現することができる

働きかけをしていく必要がある。 

〈ゲストティーチャーの話を聞く４年生〉

５ 研究推進にあたって 

【視点１】道徳教育の組織的取組について 
① 道徳教育全体計画、 別葉の充実と 活用
〈 全体計画、 別葉の充実を 目指し た作成上の工夫点、 配慮点〉
 ○ 全体計画では、児童の実態や保護者・教員の願い等から「親切、思いやり」、「生  
  命尊重」を学校全体の重点内容項目として掲げる。特に今年度は、各学年の重点内  
  容項目を「親切、思いやり」に絞り、内容項目の焦点化を図りながら教育活動を展 
  開していく。 
 ○ 別葉は、道徳教育が学校教育全体を通じて行われるよう、重点的に取り組む内容 
  項目を基に、各教科や学校行事等との関連が時系列で分かるようにしていく。 
〈 全体計画、 別葉の活用上の工夫点、 配慮点〉
 ○ 全体計画は、週指導計画の中に綴じ、重点目標や他教科、行事等との関連や目指  
  す児童像を強く意識して指導することができるようにしていく。 
 ○ 別葉は、いつでも確認することができるよう、教室の教師用机の上に置くと共に、

途中で加除修正を行い、次年度に生かすことができるようにする。 
② 道徳教育推進教師を 中心と し た組織的取組
 ○ 現職教育主任が道徳教育推進教師も担うことにより、二つの研究がより効果的に 
  深まることを目指す。 
 ○ 担任全員が、講師を招聘する授業を行い、道徳科授業力を高めることができるよ 
  うにする。また、道徳科の授業における板書を撮影し、職員室に掲示するようにす 
  る。 
③ m i n i 互見授業
 ○ 教師が自身の課題と考えている授業場面に重点を置き、相互に授業を見合う機会 
  を設定する。 

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫 
① 本時の内容項目に関わるアンケートを実施して児童の価値観を把握し、その結果を

発問づくりに生かしたり、導入や展開で活用したりすることを通して、問題を自分事
として捉えることができるようにする。 

② ペアやグループで考えを交流する場面を意図的に設定したり、児童の発言を他の児
童に広げる発問をしたりすることを通して、他者の考えに触れ、物事を多面的・多角
的に考えることができるようにする。 

③ 振り返りの時間を十分に確保したり、振り返りの際に、「今までの自分」という視点
を与えたりすることを通して、自己を見つめ、考えを深めることができるようにする。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について 
① 道徳性の高まりを評価するために、ワークシートや道徳ノートを活用して累積し、

児童の学習状況の様子や成長の様子を捉える。 
② 児童の考えや思いを共感的に受け止めて称賛するとともに、一人一人の心の動きや

学習の深まりを捉え、道徳科あるいは教育活動全体の中での指導に生かす。 
③ 評価に関する校内研修を実施し、評価の視点が児童の学習状況や道徳性に係る成長

の様子であることの共通理解を図り、全校で、認め、励ます個人内評価をすることが
できるようにする。 

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について 
① 各学年の年間指導計画に「ふくしま道徳教育資料集」の活用を位置付ける。 
② 児童に身近な「ふくしま道徳教育資料集」を、ふくしまの昔、今、これからを考え

ることができるよう、学級文庫に配架したり、家庭学習の一環として、親子で読む機
会を設定したりする。 

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について 
① 保護者に道徳科の授業に参加していただいたり、親子読書の題材に道徳科の読み物

教材を指定したりして、親子で考えを交流する機会を設定する。（親子道徳） 
② 道徳教育の様子を、学校・学級だよりやホームページ等で積極的に発信することで、
 目指す姿を共有し、道徳教育に対する関心を高める。 
③ 各教科や行事等で、震災語り部の方等をゲストティーチャーとして招くなど、様々

な人材を活用した道徳教育を実践する。 
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〈親子道徳〉  

６「家庭・地域との連携」について 

  保護者や地域の方に道徳教育に関わっていただくことで、児童が物事をより多面的・

多角的に考えることができる機会を設けたり、家庭・地域に、本校道徳教育に対する理

解を深めていただいたりすることができるようにする。 

【概要】 

・  保護者に道徳科の授業に参加していただいたり、児童と同

【ねらい】 

じ教材文を読んで、感想を書いていただいたりする「親子道

徳」を行い、親子で考えを交流する機会を設ける。 

・  役場総合政策課商工観光係の方をゲストティーチャーとし

て招聘し、郷土を大切にすることについて学ぶ。 

・  震災語り部の方を招聘し、東日本大震災・原子力発電所事

故について学ぶ。 

・ 道徳教育推進の様子を学校ホームページや学校・学級だよりを通して発信する。 

【成果と課題】 

〇  「親子道徳」を実践したことで、児童が多様な考えに触れ

ることができたとともに、道徳的価値についてより深く考え

ることができた。 

〇  役場総合政策課商工観光係の方から話を伺うことは、郷土

のために働く人がいるということや自分たちとは異なる視点

からの郷土への思いがあることを知る機会となり、郷土をさ

らに大切にしたいという心情を育むことにつながった。 

〇 震災語り部の方の話を伺い、新聞やテレビでは伝えきれない被災当時の様子や被災

地の現在、そして被災者の思いを知ることができ、被災者の気持ちに寄り添うことが

できた。 

● 保護者の道徳教育への関心がさらに高まるよう、「親子道徳」の実施、情報発信の充

実を継続して行っていきたい。 

７ 成果と課題 

 ○ 児童の実態から「親切、思いやり」に重点を置いて作成した別葉を手がかりとして

指導にあたったことで、学校教育全体を見通した道徳教育を進めることができた。 

 ○ 導入で事前アンケートを活用し、児童が自分たちの現状に目を向けることで、学習

課題を自分事として捉えることができた。また、アンケートの集約や提示にＩＣＴを

活用したことで、短時間でアンケートをまとめたり、結果をグラフ化して視覚的に分

かりやすい提示をしたりすることができた。アンケートは、児童の実態を把握したり、

授業中の問い返しの材料として活用したりする上でもとても有効であった。 

 ○ 心情メーターや心情円、Ｙチャートなど、目的に合った思考ツールを活用すること

で、児童が友達との共通点や相違点に気付くことができた。さらに、それぞれの立場

の理由を問うことで、多面的・多角的な考えを引き出すことができた。 

 ○ 毛内先生のご指導により、児童の道徳性を育む授業にするための「発問」の研究を

深めることができた。授業が「考え、議論する道徳」に改善されてきている。 

 ● 振り返りの場面では、ワークシートを用いて、自己を見つめ、考えを深めることが

できるように心がけた。しかし、時間を充分に取ることができなかったり、「これから

はこうしたい」というような行動目標を決める意思決定になってしまったりすること

もあった。「これからの自分」ではなく「これまでの自分」を見つめることで、授業内

での自分自身の成長に気付くなど、その時感じたことを素直に表現することができる

働きかけをしていく必要がある。 

〈ゲストティーチャーの話を聞く４年生〉

５ 研究推進にあたって 

【視点１】道徳教育の組織的取組について 
① 道徳教育全体計画、 別葉の充実と 活用
〈 全体計画、 別葉の充実を 目指し た作成上の工夫点、 配慮点〉
 ○ 全体計画では、児童の実態や保護者・教員の願い等から「親切、思いやり」、「生  
  命尊重」を学校全体の重点内容項目として掲げる。特に今年度は、各学年の重点内  
  容項目を「親切、思いやり」に絞り、内容項目の焦点化を図りながら教育活動を展 
  開していく。 
 ○ 別葉は、道徳教育が学校教育全体を通じて行われるよう、重点的に取り組む内容 
  項目を基に、各教科や学校行事等との関連が時系列で分かるようにしていく。 
〈 全体計画、 別葉の活用上の工夫点、 配慮点〉
 ○ 全体計画は、週指導計画の中に綴じ、重点目標や他教科、行事等との関連や目指  
  す児童像を強く意識して指導することができるようにしていく。 
 ○ 別葉は、いつでも確認することができるよう、教室の教師用机の上に置くと共に、

途中で加除修正を行い、次年度に生かすことができるようにする。 
② 道徳教育推進教師を 中心と し た組織的取組
 ○ 現職教育主任が道徳教育推進教師も担うことにより、二つの研究がより効果的に 
  深まることを目指す。 
 ○ 担任全員が、講師を招聘する授業を行い、道徳科授業力を高めることができるよ 
  うにする。また、道徳科の授業における板書を撮影し、職員室に掲示するようにす 
  る。 
③ m i n i 互見授業
 ○ 教師が自身の課題と考えている授業場面に重点を置き、相互に授業を見合う機会 
  を設定する。 

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫 
① 本時の内容項目に関わるアンケートを実施して児童の価値観を把握し、その結果を

発問づくりに生かしたり、導入や展開で活用したりすることを通して、問題を自分事
として捉えることができるようにする。 

② ペアやグループで考えを交流する場面を意図的に設定したり、児童の発言を他の児
童に広げる発問をしたりすることを通して、他者の考えに触れ、物事を多面的・多角
的に考えることができるようにする。 

③ 振り返りの時間を十分に確保したり、振り返りの際に、「今までの自分」という視点
を与えたりすることを通して、自己を見つめ、考えを深めることができるようにする。

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について 
① 道徳性の高まりを評価するために、ワークシートや道徳ノートを活用して累積し、

児童の学習状況の様子や成長の様子を捉える。 
② 児童の考えや思いを共感的に受け止めて称賛するとともに、一人一人の心の動きや

学習の深まりを捉え、道徳科あるいは教育活動全体の中での指導に生かす。 
③ 評価に関する校内研修を実施し、評価の視点が児童の学習状況や道徳性に係る成長

の様子であることの共通理解を図り、全校で、認め、励ます個人内評価をすることが
できるようにする。 

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について 
① 各学年の年間指導計画に「ふくしま道徳教育資料集」の活用を位置付ける。 
② 児童に身近な「ふくしま道徳教育資料集」を、ふくしまの昔、今、これからを考え

ることができるよう、学級文庫に配架したり、家庭学習の一環として、親子で読む機
会を設定したりする。 

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について 
① 保護者に道徳科の授業に参加していただいたり、親子読書の題材に道徳科の読み物

教材を指定したりして、親子で考えを交流する機会を設定する。（親子道徳） 
② 道徳教育の様子を、学校・学級だよりやホームページ等で積極的に発信することで、
 目指す姿を共有し、道徳教育に対する関心を高める。 
③ 各教科や行事等で、震災語り部の方等をゲストティーチャーとして招くなど、様々

な人材を活用した道徳教育を実践する。 
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日常生活に必要な基礎的な知識や
技能を身に付け、生活をよりよく
しようとする態度を育てる。家庭
生活を大切にする心情を育む。

体
育

粘り強くやり遂げる、きまりを守
る、集団に参加し協力する態度を
養う。健康・安全について理解さ
せる。

生徒指導における
道徳教育の指導計画

道徳教育で養われた道徳性を、生
きる力として日常の生活場面に具
現できるように援助する。

道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・

多角的に考え、自己の生き方についての考えを深めることができるよ

う、指導に当たっては以下のことを大切にしたい。

・内容項目に係る実態を把握すること。
・問題意識をもたせること。
・自分との関わりで考えさせること。（自我関与）
・友達や大人との対話を通して、様々な見方や考え方に触れさせること。
・自己内対話の時間を十分に確保すること。

また、児童の発達段階や特性等を考慮し、指導のねらいに即して、問

題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な学習を適切に取り入れ

ていく。

学
校
行
事

よりよい人間関係の形成、自律
的態度、心身の健康、協力、責
任、公徳心、勤労、社会奉仕な
どに関わる道徳性を養う。

特色ある教育活動・豊かな体験活動

言語やその背景にある文化への理

解を深め、相手に配慮しながら、

主体的に外国語を用いてコミュニ

ケーションを図ろうとする態度を

養う。

主体的に判断して学習活動を進め
たり、粘り強く考え解決しようと
したりする資質や能力、自己の目
標を実現しようとしたり、他者と
協調して生活しようとしたりする
態度を育てる。

外国語活動

・道徳教育の方針を家庭や地域社会に伝え、理解と協力を得る。

・学校運営協議会制度を活用し、道徳教育の成果などを具体的に報告
し、それについて意見を得るようにする。

教育環境の整備

家庭・地域社会との連携

総合的な学習の時間における
道徳教育の指導計画

・「正しくあたたかい言葉づかい」を重点とした言語環境の充実

・安心・安全な学校生活のための学校、教室環境の充実・整備

・整然とし、かつあたたかな掲示物の工夫

・植物の栽培

生
命
の
尊
さ

生きることのすばら
しさを知り、生命を
大切にする。

生命の尊さを知り、
生命あるものを大切
にする。

生命が多くの生命の
つながりの中にある
かけがえのないもの
であることを理解し、
生命を尊重する。

節
度

節
制

健康や安全に気を付け、
物や金銭を大切にし、
身の回りを整え、わが
ままをしないで、規則
正しい生活をする。

自分でできることは
自分でやり、安全に
気を付け、よく考え
て行動し、節度のあ
る生活をする。

安全に気を付けること
や、生活習慣の大切さ
について理解し、自分
の生活を見直し、節度
を守り節制に心掛ける。

公
平

公
正

社
会
正
義

自分の好き嫌いにと
らわれないで接す
る。

誰に対しても分け隔
てをせず、公正、公
平な態度で接する。

【よりよい学校生活、集団
生活の充実】
先生や学校の人々を敬愛し、みん
なで協力し合ってよりよい学級や
学校をつくるとともに、様々な集
団の中での自分の役割を自覚して
集団生活の充実に努める。

道徳科指導方針

中学年 年学高年学低

ク
ラ
ブ
活
動

異年齢によるよりよい人間関係
の形成や個性の伸長、よりよい
クラブ活動づくりに参画する態
度を育てる。

評価計画

道徳教育：子供一人一人の人間的
な成長を見守り、よりよい生き方
を求めていく努力を評価する。

道徳科：年間を通して、子供の学
習状況（学んでいる姿）や成長の
様子を見取り、認め、励ます評価
となるようにする。教師は、授業
改善に役立てる。

特別活動における
道徳教育の指導計画

学
級
活
動

自らの生活を振り返り、自己の
目標を定め、粘り強く取り組
み、よりよい生活態度を身に付
けようとする態度を育てる。

児
童
会
活
動

異年齢によるよりよい人間関係
の形成やよりよい学校生活づく
りに参画する態度を育てる。

誰に対しても思いや
りの心をもち、相手
の立場に立って親切
にする。

親
切

思
い
や
り

身近にいる人に温か
い心で接し、親切に
する。

相手のことを思いや
り、進んで親切にす
る。

児童の実態

・全体的に穏やかである。
・よいことを進んで行うことがで
きる子供もいる。
・固定化された人間関係から序列
が生まれ、それによるトラブルが
ある。
・規範意識の低い子供がいる。
・全体的に自分の考えをもつこ
と、それを交流すること、表現す
ることに課題がある。

日本国憲法
教育基本法
学校教育法
いじめ防止対策推進法
学習指導要領
南会津・下郷町の教育方針・施策

研修計画

・実態把握アンケート実施

・各学年1回の講師を招聘しての校
内授業研究会と地域への公開授業

・道徳科指導法についての研修

・変容を見取るアンケート実施

・取組の評価と改善

教育目標
心身ともにたくましく

人間性豊かな　子供の育成

道徳教育の重点目標

○誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にする
ことができる子供を育てる。

○生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないものである
ことを理解し、生命を尊重することができる子供を育てる。

○安全に気を付けることや生活習慣の大切さについて理解し、自分の
生活を見直し、節度を守り節制に心がけることができる子供を育成する。

○誰に対しても分け隔てをせず、公正、公平な態度で接することがで
きる子供を育てる。保護者の願い

・生命や自然、物を大切にする思
いやりのある子供
・正しく判断して行動できる子供
・進んであいさつができ、人に感
謝できる子供
・くじけず最後までやりぬく子供

各教科における
道徳教育の指導計画

各学年の重点目標

国
語

人間と人間との関係の中で、互い
の立場や考えを尊重しながら言葉
で伝え合う力を高める。思考力や
想像力及び言語感覚を養う。

社
会

地域社会への誇りと愛情、我が国の国土と
歴史への理解と愛情を育てる。平和で民主
的な国家・社会の形成者としての自覚をも
ち、自他の人格を尊重し、社会的義務や責
任を重んじ、公正に判断しようとする態度
や能力などの公民的資質の基礎を養う。

算
数

日常の事象について見通しをもち筋
道を立てて考え、表現する能力を育
てる。数理的にものごとを考えたり
処理したりすることを生活や学習に
活用しようとする態度を育てる。

・集団生活を通して協力して役割を果たすことの大切さなどを考える集
団宿泊活動の充実

・社会の一員であるという自覚と互いが支え合う社会の仕組みを考え、
自分自身をも高めるためのボランティア活動の充実

・自然や動植物を愛し、大切にする心を育てるための自然体験活動の充実

・地域の歴史や文化を大切にしようとする態度を育てる活動の充実

理
科

体験活動を通して自然を愛する心
情を育てる。見通しをもって観察、
実験を行うことや、問題解決の能
力を育て、科学的な見方や考え方
を養う。

生
活

自然とのかかわりに関心をもたせ
る。自分自身について考えさせる。
生活上必要な習慣を身に付け、自
立への基礎を養う。

音
楽

音楽を愛好する心情や音楽に対す
る感性を育てる。美しいものや崇
高なものを尊重する心や豊かな情
操を養う。

外
国
語

外国語の背景にある文化への理解
を深め、他者に配慮しながら、主
体的に外国語を用いてコミュニケ
ーションを図ろうとする態度を養う。

図
工

つくりだす喜びを味わわせる。美
しいものや崇高なものを尊重する
心や造形的な創造による豊かな情
操を養う。

家
庭

令和６年度　下郷町立楢原小学校道徳教育全体計画 令和６年度 道徳教育全体計画 別葉 

１年 Ｂ「親切、思いやり」 

5 月「はやとのゴール」
ねらい：相手のことを考えて、優しく接することの大切さ
が分かり、親切な行為をしていこうとする態度を養う。

１月「はしの上のおおかみ」
ねらい：親切にすることのよさに気付き、身近な人たち
に温かい心で接し、親切にしようとする心情を育てる。 

３月「ないちゃった」
ねらい：よりよいと考えた行為を進んで行っていこうと
する実践意欲を育てる。 

３月：６年生を送る会
○様々な場面で親切に接して
くれた６年生に感謝の気持ち
を伝える。 

４月：１年生を迎える会
○自分たちを快く迎え入れて
くれる上級生の優しさに気付
く。 

１１月：友達との関わり
○友達に親切にしたり、思いやりをもっ
て接したりして、よりよい学級生活を送
ろうとする意欲をもつ。 

４月国：なんていおうかな
○挨拶や言葉遣いを意識して他の
人と接しようとする意識をもつ。 

４月学：学校のやくそく
○約束を守って友達と仲良く過ご
そうとする意欲をもつ。 

○
読
み
聞
か
せ

○
良
い
こ
と
発
表

○
清
掃

○
給
食

６月：遠足
○異学年と触れ合い、上級生
の優しさに気付くと共に、自
らも友達に親切にする。 

１０月：学習発表会
○友達と協力しながら練習に
取り組み、達成感を味わう。 

行事等道徳科教科等

す
す
め
る
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日常生活に必要な基礎的な知識や
技能を身に付け、生活をよりよく
しようとする態度を育てる。家庭
生活を大切にする心情を育む。

体
育

粘り強くやり遂げる、きまりを守
る、集団に参加し協力する態度を
養う。健康・安全について理解さ
せる。

生徒指導における
道徳教育の指導計画

道徳教育で養われた道徳性を、生
きる力として日常の生活場面に具
現できるように援助する。

道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・

多角的に考え、自己の生き方についての考えを深めることができるよ

う、指導に当たっては以下のことを大切にしたい。

・内容項目に係る実態を把握すること。
・問題意識をもたせること。
・自分との関わりで考えさせること。（自我関与）
・友達や大人との対話を通して、様々な見方や考え方に触れさせること。
・自己内対話の時間を十分に確保すること。

また、児童の発達段階や特性等を考慮し、指導のねらいに即して、問

題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な学習を適切に取り入れ

ていく。

学
校
行
事

よりよい人間関係の形成、自律
的態度、心身の健康、協力、責
任、公徳心、勤労、社会奉仕な
どに関わる道徳性を養う。

特色ある教育活動・豊かな体験活動

言語やその背景にある文化への理

解を深め、相手に配慮しながら、

主体的に外国語を用いてコミュニ

ケーションを図ろうとする態度を

養う。

主体的に判断して学習活動を進め
たり、粘り強く考え解決しようと
したりする資質や能力、自己の目
標を実現しようとしたり、他者と
協調して生活しようとしたりする
態度を育てる。

外国語活動

・道徳教育の方針を家庭や地域社会に伝え、理解と協力を得る。

・学校運営協議会制度を活用し、道徳教育の成果などを具体的に報告
し、それについて意見を得るようにする。

教育環境の整備

家庭・地域社会との連携

総合的な学習の時間における
道徳教育の指導計画

・「正しくあたたかい言葉づかい」を重点とした言語環境の充実

・安心・安全な学校生活のための学校、教室環境の充実・整備

・整然とし、かつあたたかな掲示物の工夫

・植物の栽培

生
命
の
尊
さ

生きることのすばら
しさを知り、生命を
大切にする。

生命の尊さを知り、
生命あるものを大切
にする。

生命が多くの生命の
つながりの中にある
かけがえのないもの
であることを理解し、
生命を尊重する。

節
度

節
制

健康や安全に気を付け、
物や金銭を大切にし、
身の回りを整え、わが
ままをしないで、規則
正しい生活をする。

自分でできることは
自分でやり、安全に
気を付け、よく考え
て行動し、節度のあ
る生活をする。

安全に気を付けること
や、生活習慣の大切さ
について理解し、自分
の生活を見直し、節度
を守り節制に心掛ける。

公
平

公
正

社
会
正
義

自分の好き嫌いにと
らわれないで接す
る。

誰に対しても分け隔
てをせず、公正、公
平な態度で接する。

【よりよい学校生活、集団
生活の充実】
先生や学校の人々を敬愛し、みん
なで協力し合ってよりよい学級や
学校をつくるとともに、様々な集
団の中での自分の役割を自覚して
集団生活の充実に努める。

道徳科指導方針

中学年 年学高年学低

ク
ラ
ブ
活
動

異年齢によるよりよい人間関係
の形成や個性の伸長、よりよい
クラブ活動づくりに参画する態
度を育てる。

評価計画

道徳教育：子供一人一人の人間的
な成長を見守り、よりよい生き方
を求めていく努力を評価する。

道徳科：年間を通して、子供の学
習状況（学んでいる姿）や成長の
様子を見取り、認め、励ます評価
となるようにする。教師は、授業
改善に役立てる。

特別活動における
道徳教育の指導計画

学
級
活
動

自らの生活を振り返り、自己の
目標を定め、粘り強く取り組
み、よりよい生活態度を身に付
けようとする態度を育てる。

児
童
会
活
動

異年齢によるよりよい人間関係
の形成やよりよい学校生活づく
りに参画する態度を育てる。

誰に対しても思いや
りの心をもち、相手
の立場に立って親切
にする。

親
切

思
い
や
り

身近にいる人に温か
い心で接し、親切に
する。

相手のことを思いや
り、進んで親切にす
る。

児童の実態

・全体的に穏やかである。
・よいことを進んで行うことがで
きる子供もいる。
・固定化された人間関係から序列
が生まれ、それによるトラブルが
ある。
・規範意識の低い子供がいる。
・全体的に自分の考えをもつこ
と、それを交流すること、表現す
ることに課題がある。

日本国憲法
教育基本法
学校教育法
いじめ防止対策推進法
学習指導要領
南会津・下郷町の教育方針・施策

研修計画

・実態把握アンケート実施

・各学年1回の講師を招聘しての校
内授業研究会と地域への公開授業

・道徳科指導法についての研修

・変容を見取るアンケート実施

・取組の評価と改善

教育目標
心身ともにたくましく

人間性豊かな　子供の育成

道徳教育の重点目標

○誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にする
ことができる子供を育てる。

○生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないものである
ことを理解し、生命を尊重することができる子供を育てる。

○安全に気を付けることや生活習慣の大切さについて理解し、自分の
生活を見直し、節度を守り節制に心がけることができる子供を育成する。

○誰に対しても分け隔てをせず、公正、公平な態度で接することがで
きる子供を育てる。保護者の願い

・生命や自然、物を大切にする思
いやりのある子供
・正しく判断して行動できる子供
・進んであいさつができ、人に感
謝できる子供
・くじけず最後までやりぬく子供

各教科における
道徳教育の指導計画

各学年の重点目標

国
語

人間と人間との関係の中で、互い
の立場や考えを尊重しながら言葉
で伝え合う力を高める。思考力や
想像力及び言語感覚を養う。

社
会

地域社会への誇りと愛情、我が国の国土と
歴史への理解と愛情を育てる。平和で民主
的な国家・社会の形成者としての自覚をも
ち、自他の人格を尊重し、社会的義務や責
任を重んじ、公正に判断しようとする態度
や能力などの公民的資質の基礎を養う。

算
数

日常の事象について見通しをもち筋
道を立てて考え、表現する能力を育
てる。数理的にものごとを考えたり
処理したりすることを生活や学習に
活用しようとする態度を育てる。

・集団生活を通して協力して役割を果たすことの大切さなどを考える集
団宿泊活動の充実

・社会の一員であるという自覚と互いが支え合う社会の仕組みを考え、
自分自身をも高めるためのボランティア活動の充実

・自然や動植物を愛し、大切にする心を育てるための自然体験活動の充実

・地域の歴史や文化を大切にしようとする態度を育てる活動の充実

理
科

体験活動を通して自然を愛する心
情を育てる。見通しをもって観察、
実験を行うことや、問題解決の能
力を育て、科学的な見方や考え方
を養う。

生
活

自然とのかかわりに関心をもたせ
る。自分自身について考えさせる。
生活上必要な習慣を身に付け、自
立への基礎を養う。

音
楽

音楽を愛好する心情や音楽に対す
る感性を育てる。美しいものや崇
高なものを尊重する心や豊かな情
操を養う。

外
国
語

外国語の背景にある文化への理解
を深め、他者に配慮しながら、主
体的に外国語を用いてコミュニケ
ーションを図ろうとする態度を養う。

図
工

つくりだす喜びを味わわせる。美
しいものや崇高なものを尊重する
心や造形的な創造による豊かな情
操を養う。

家
庭

令和６年度　下郷町立楢原小学校道徳教育全体計画 令和６年度 道徳教育全体計画 別葉 

１年 Ｂ「親切、思いやり」 

5 月「はやとのゴール」
ねらい：相手のことを考えて、優しく接することの大切さ
が分かり、親切な行為をしていこうとする態度を養う。

１月「はしの上のおおかみ」
ねらい：親切にすることのよさに気付き、身近な人たち
に温かい心で接し、親切にしようとする心情を育てる。 

３月「ないちゃった」
ねらい：よりよいと考えた行為を進んで行っていこうと
する実践意欲を育てる。 

３月：６年生を送る会
○様々な場面で親切に接して
くれた６年生に感謝の気持ち
を伝える。 

４月：１年生を迎える会
○自分たちを快く迎え入れて
くれる上級生の優しさに気付
く。 

１１月：友達との関わり
○友達に親切にしたり、思いやりをもっ
て接したりして、よりよい学級生活を送
ろうとする意欲をもつ。 

４月国：なんていおうかな
○挨拶や言葉遣いを意識して他の
人と接しようとする意識をもつ。 

４月学：学校のやくそく
○約束を守って友達と仲良く過ご
そうとする意欲をもつ。 

○
読
み
聞
か
せ

○
良
い
こ
と
発
表

○
清
掃

○
給
食

６月：遠足
○異学年と触れ合い、上級生
の優しさに気付くと共に、自
らも友達に親切にする。 

１０月：学習発表会
○友達と協力しながら練習に
取り組み、達成感を味わう。 

行事等道徳科教科等
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いわき・相双地区道徳教育推進校｢いわき市立中央台東小学校｣実施報告書 

１ 学校紹介

２ 研究テーマ

「自ら動きだす学び」～考え 議論し、自己を見つめる道徳教育の実践～ 

３ 研究テーマ設定の理由

  本校は「未来を奏でるきらめく感性」を育むことを学校目標とし、「自ら動きだす学び」

を現職教育の研究主題としている。本校児童の大きな課題は「主体性」である。「授業や

学校生活での学びを自分事として捉え、実生活に生かそうとしているか」という点に課

題があることを、本校教職員は感覚として感じてきただけでなく、非認知面のデータに

も数値として表れていた。「自ら動きだす」とは、実感を伴った学びが土台にあり、気

づきや考えを基にして、自らの意思や判断で動きだそうとする児童の「内面的な動き」

である。また、動く中で学びを得ることも考えられる。そこで「考え 議論し、自己を

見つめる学び」のある道徳科の授業実践と、「全職員による全教育活動を通した道徳教

育」のサイクルを研究の根幹に位置付けた。気づき、考え、行動することを目指し、児

童の主体性を高め、児童自身が自分に問いかけ「自分を創る」こと、児童が自ら自分達

の「学校を創る」ことをチームで目指していきたい。 

４ 研究計画

学校名 いわき市立中央台東小学校 

所在地 いわき市中央台高久２－２４ 

校長名 松﨑 健一 

教育目標 
未来を奏でる  きらめく感性

をもつ児童の育成 

学級及び児童 

生徒数 

学級数   １１ 

児童数  ２５９名 

容内究研な主）曜（日月

４月 ５日（金） 

４月９日・１２日 

５月 １日（水） 

５月１７日（金） 

５月２０日（月） 

５月２４日（金） 

５月２８日・６月１４日  

６月２８日（金） 

７月 ５日（金） 

７月１９日（金） 

８月１０日（土） 

８月３０日（金） 

８月３０日・９月６日  

１０月 ９日（水） 

１０月１８日・２５日  

１１月２８日（木） 

１２月１３日（金） 

１２月２３日（月） 

２月上旬～下旬 

ビジョンミーティング①「本校の実態、非認知面のデータから」 

現職教育部会・現職教育全体会 

道徳ミーティング①「各学年の別葉②作成」 

道徳ミーティング②「一単位時間（４５分間）の学習過程」 

児童用道徳アンケート①実施・結果の分析 

道徳ミーティング③「発問と問い返し」 

第１回校内授業研究会事前研究会（ブロック・全体） 

第１回校内授業研究会 ５年２組 長谷川俊教諭 

福島県教育庁義務教育課 指導主事  江花洋介 

福島県教育庁いわき教育事務所 指導主事  黒津牧花 

道徳ミーティング④「教材分析と自我関与、思考ツール」 

ビジョンミーティング②「１学期の児童の様子から」 

東京学芸大学道徳授業パワーアップセミナー参加（１名） 

道徳ミーティング⑤「伝達講習、個別最適な学び」 

第２回校内授業研究会事前研究会（ブロック・全体） 

第２回校内授業研究会 ３年２組 佐藤結花教諭・全学級道徳公開 

十文字学園女子大学    教授  浅見哲也 様

授業公開事前研究会（ブロック・全体）、児童用道徳アンケート②実施と結果の分析 

地区別推進協議会授業公開 ４年２組 関根知佳教諭・６年２組 久保木壮平教諭 

十文字学園女子大学教授 浅見哲也様  義務教育課指導主事 江花洋介

いわき教育事務所指導主事 黒津牧花 相双教育事務所指導主事 高玉宏太郎

ビジョンミーティング③「児童の様子、非認知面のデータから」 

ＩＣＴ講習「タブレット端末の効果的な活用法」 

令和６年度研究集録、令和７年度現職教育全体計画の作成 

【資料】 

〈今年度の主な取組〉 

〈道徳の日〉 

「優しい小学生になろう」「優しい

人が集まる学校にしよう」を合言葉

に、学校教育全体の中で、重点とする

内容項目「親切、思いやり」の道徳性

を養ってきた。全校集会の校長講話で

「優しさ」について取り上げる、各担

任が見取った優しさの場面を称賛す

る、児童同士で互いのよさを認め合う

場を設定する等、学校生活の中に意図

的・計画的に位置付けた。これらの取

組と道徳科授業の実践の相乗効果で、

温かい人間関係が培われている。 

「ふくしま道徳教育資料集」をさら

に積極的に活用するために、学級文庫

に配架した。また、「道徳の日」を設

定し、朝の読書の時間に全校生で「ふ

くしま道徳教育資料集」を読む時間を

設けた。低学年は担任が読み聞かせを

する。中学年は担任が指定した読み物

を読む。高学年は自分で選んだ読み物

を読むなど、学年に応じた取組を行った。

読み物を事前に読んでおくことで、実

際に道徳科の授業で活用する際、問題

場面の把握がしやすくなるといった効

果もあった。 

教師の指導力向上を図るため、互いの

道徳科の授業を参観する取組を行った。

４５分間すべてを参観するのではなく、

参観したい時間、参観できる時間に気軽

に参観するという意味で、「mini互見授

業」と名付けた。各学年で道徳の授業を

行う日を月毎に提示しておくことで見通

しがもて、参観しやすくなった。低学年

担任など、学級から離れることが難しい

教師もいることから、板書内容を写真に

撮って職員室に掲示しておくことで、授

業の流れが分かり他学年の取組を共有す

ることができるよう工夫した。 

〈「優しい人が集まる学校」づくり〉 

〈mini互見授業〉 
11月

月日 曜 時程 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時 備考

年２年３金日1月11

11月2日 土

11月3日 日

11月4日 月

11月5日 火

11月6日 水
１年・５年

ふたば５年

11月7日 木 ４年・６年

11月8日 金 １年・２年 ３年

11月9日 土

11月10日 日

11月11日 月 短縮 ５年 ４年 ４年授業研究

11月12日 火 短縮 ふたば５年

年６水日31月11

11月14日 木

11月15日 金 短縮 １年 ３年
２年

ふたば２年

11月16日 土

11月17日 日

年５月日81月11

11月19日 火 短縮

11月20日 水 短縮 ６年

11月21日 木 短縮

年４金日22月11 ３年

11月23日 土

11月24日 日

11月25日 月 特別 ５年 ５年授業公開

11月26日 火 短縮

11月27日 水 短縮

11月28日 木 短縮

11月29日 金 短縮

11月30日 土

   道徳 mini互見授業カレンダー

※ 道徳の時間が変更になった場合は、職員室黒板のカレンダーに朱書きをお願いします。
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いわき・相双地区道徳教育推進校｢いわき市立中央台東小学校｣実施報告書 

１ 学校紹介

２ 研究テーマ

「自ら動きだす学び」～考え 議論し、自己を見つめる道徳教育の実践～ 

３ 研究テーマ設定の理由

  本校は「未来を奏でるきらめく感性」を育むことを学校目標とし、「自ら動きだす学び」

を現職教育の研究主題としている。本校児童の大きな課題は「主体性」である。「授業や

学校生活での学びを自分事として捉え、実生活に生かそうとしているか」という点に課

題があることを、本校教職員は感覚として感じてきただけでなく、非認知面のデータに

も数値として表れていた。「自ら動きだす」とは、実感を伴った学びが土台にあり、気

づきや考えを基にして、自らの意思や判断で動きだそうとする児童の「内面的な動き」

である。また、動く中で学びを得ることも考えられる。そこで「考え 議論し、自己を

見つめる学び」のある道徳科の授業実践と、「全職員による全教育活動を通した道徳教

育」のサイクルを研究の根幹に位置付けた。気づき、考え、行動することを目指し、児

童の主体性を高め、児童自身が自分に問いかけ「自分を創る」こと、児童が自ら自分達

の「学校を創る」ことをチームで目指していきたい。 

４ 研究計画

学校名 いわき市立中央台東小学校 

所在地 いわき市中央台高久２－２４ 

校長名 松﨑 健一 

教育目標 
未来を奏でる  きらめく感性

をもつ児童の育成 

学級及び児童 

生徒数 

学級数   １１ 

児童数  ２５９名 

容内究研な主）曜（日月

４月 ５日（金） 

４月９日・１２日 

５月 １日（水） 

５月１７日（金） 

５月２０日（月） 

５月２４日（金） 

５月２８日・６月１４日  

６月２８日（金） 

７月 ５日（金） 

７月１９日（金） 

８月１０日（土） 

８月３０日（金） 

８月３０日・９月６日  

１０月 ９日（水） 

１０月１８日・２５日  

１１月２８日（木） 

１２月１３日（金） 

１２月２３日（月） 

２月上旬～下旬 

ビジョンミーティング①「本校の実態、非認知面のデータから」 

現職教育部会・現職教育全体会 

道徳ミーティング①「各学年の別葉②作成」 

道徳ミーティング②「一単位時間（４５分間）の学習過程」 

児童用道徳アンケート①実施・結果の分析 

道徳ミーティング③「発問と問い返し」 

第１回校内授業研究会事前研究会（ブロック・全体） 

第１回校内授業研究会 ５年２組 長谷川俊教諭 

福島県教育庁義務教育課 指導主事  江花洋介 

福島県教育庁いわき教育事務所 指導主事  黒津牧花 

道徳ミーティング④「教材分析と自我関与、思考ツール」 

ビジョンミーティング②「１学期の児童の様子から」 

東京学芸大学道徳授業パワーアップセミナー参加（１名） 

道徳ミーティング⑤「伝達講習、個別最適な学び」 

第２回校内授業研究会事前研究会（ブロック・全体） 

第２回校内授業研究会 ３年２組 佐藤結花教諭・全学級道徳公開 

十文字学園女子大学    教授  浅見哲也 様

授業公開事前研究会（ブロック・全体）、児童用道徳アンケート②実施と結果の分析 

地区別推進協議会授業公開 ４年２組 関根知佳教諭・６年２組 久保木壮平教諭 

十文字学園女子大学教授 浅見哲也様  義務教育課指導主事 江花洋介

いわき教育事務所指導主事 黒津牧花 相双教育事務所指導主事 高玉宏太郎

ビジョンミーティング③「児童の様子、非認知面のデータから」 

ＩＣＴ講習「タブレット端末の効果的な活用法」 

令和６年度研究集録、令和７年度現職教育全体計画の作成 

【資料】 

〈今年度の主な取組〉 

〈道徳の日〉 

「優しい小学生になろう」「優しい

人が集まる学校にしよう」を合言葉

に、学校教育全体の中で、重点とする

内容項目「親切、思いやり」の道徳性

を養ってきた。全校集会の校長講話で

「優しさ」について取り上げる、各担

任が見取った優しさの場面を称賛す

る、児童同士で互いのよさを認め合う

場を設定する等、学校生活の中に意図

的・計画的に位置付けた。これらの取

組と道徳科授業の実践の相乗効果で、

温かい人間関係が培われている。 

「ふくしま道徳教育資料集」をさら

に積極的に活用するために、学級文庫

に配架した。また、「道徳の日」を設

定し、朝の読書の時間に全校生で「ふ

くしま道徳教育資料集」を読む時間を

設けた。低学年は担任が読み聞かせを

する。中学年は担任が指定した読み物

を読む。高学年は自分で選んだ読み物

を読むなど、学年に応じた取組を行った。

読み物を事前に読んでおくことで、実

際に道徳科の授業で活用する際、問題

場面の把握がしやすくなるといった効

果もあった。 

教師の指導力向上を図るため、互いの

道徳科の授業を参観する取組を行った。

４５分間すべてを参観するのではなく、

参観したい時間、参観できる時間に気軽

に参観するという意味で、「mini互見授

業」と名付けた。各学年で道徳の授業を

行う日を月毎に提示しておくことで見通

しがもて、参観しやすくなった。低学年

担任など、学級から離れることが難しい

教師もいることから、板書内容を写真に

撮って職員室に掲示しておくことで、授

業の流れが分かり他学年の取組を共有す

ることができるよう工夫した。 

〈「優しい人が集まる学校」づくり〉 

〈mini互見授業〉 
11月

月日 曜 時程 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時 備考

年２年３金日1月11

11月2日 土

11月3日 日

11月4日 月

11月5日 火

11月6日 水
１年・５年

ふたば５年

11月7日 木 ４年・６年

11月8日 金 １年・２年 ３年

11月9日 土

11月10日 日

11月11日 月 短縮 ５年 ４年 ４年授業研究

11月12日 火 短縮 ふたば５年

年６水日31月11

11月14日 木

11月15日 金 短縮 １年 ３年
２年

ふたば２年

11月16日 土

11月17日 日

年５月日81月11

11月19日 火 短縮

11月20日 水 短縮 ６年

11月21日 木 短縮

年４金日22月11 ３年

11月23日 土

11月24日 日

11月25日 月 特別 ５年 ５年授業公開

11月26日 火 短縮

11月27日 水 短縮

11月28日 木 短縮

11月29日 金 短縮

11月30日 土

   道徳 mini互見授業カレンダー

※ 道徳の時間が変更になった場合は、職員室黒板のカレンダーに朱書きをお願いします。
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６ 「家庭・地域との連携」について

【ねらい】 

道徳教育の様子を発信すると共に、学校・家庭・地域が一つになって児童の道徳性を育む。  

【概要】 

・ 全学級の道徳科の授業を公開し、自由に保護者に参観していただいた。 

・ 授業公開や学習発表会で Q R コードを配付し、子どもたちへの励ましのコメントを

いただいた。 

・ 授業のワークシートに家庭からメッセージを記入していただき、授業で活用した。 

・ 学校だよりや学年だより、ホームページを活用した児童の様子や道徳科授業の具体

的な様子、道徳教育の取組を発信した。 

・ 個別懇談で児童の道徳ファイルを見せて称賛し、授業の様子を具体的に伝えた。 

・ 教材「ふろしき」（４年）から発展して呉服店店主による「風呂敷講座」を実施した。 

・ 人権教育（５年）では、ネットや S N S でのいじめについて講話をいただいた。 

・ 卒業生（高校生）による実体験に基づいたメッセージ動画を授業（生命の尊さ）で活用した。

・ 「きぼうのとりプロジェクト」による読み聞かせや 

 「震災語り部（中央台南中４名）」「そなえるふくしま」

出前講座、震災関連施設（いわき・双葉・三春）への 

見学学習など、震災についての学習と「ふくしま道徳 

教育資料集」での授業を関連づけた。 

・ 市内の医師によるキャリアの学習を通して、生き方 

や職業について講話をいただいた。 

【成果と課題】  

○  保護者からの称賛のコメントを校舎内に掲示したこと 

で、子どもたちの喜びにつながっていた。授業のワークシートへのメッセージも効果 

的だった。 

○  担任だけでは難しい専門的な学習も、ゲストティーチャーによる講話を実施するこ 

とで子どもたちの理解が深まり、道徳教育と関連付けることができた。 

● 家庭や地域へ「発信」するだけでなく、さらに「連携」することを目指していくた

めに、効率的かつ効果的な方法と「家庭・地域との道徳教育」の視点を研究し、さら

に児童の道徳性を育むことを目指していきたい。 

７ 成果と 課題

○ 全教職員がチームになって研究に取り組み、道徳

科の授業づくりについてたくさん協議することがで

きた。互いに助言し合える雰囲気が高まってきた。 

〇 授業研究において、「発問と問い返し」を協議の根

幹に置いて指導案を検討してきたことにより、手段

ありきの研究に捉われず、児童同士・教師と児童の 

対話的な学びを目指すことができた。 ＜思考ツールを活かした話合い＞

〇 児童が自分を見つめられるよう、道徳科と道徳教育（実生活）との往還を意識して

授業づくりを進めてきたことで、児童自身が体感を伴って考えを広げ深める姿が見ら

れるようになってきた。 

● 道徳科と道徳教育のサイクルを充実させていくために、新たなことだけでなく、こ

れまで取り組んできた教育活動の中にも道徳教育につながるものを見つめ直す。 

● 道徳教育は学級経営や生徒指導、学校行事と深く関係することを踏まえ、教える・

指導することよりも、教師が児童に考えさせる・問う・聴くための視点や、認め励ま

す視点を明確にする必要がある。 

● 評価については、授業での発言・記述だけでなく、児童の道徳性に係る成長の様子

にさらに目を向け、職員間でも共有しながら、児童を認め、励ましていきたい。 

＜医師によるキャリアの学習＞

① 道徳教 育全 体計画 、 別 葉の 充 実と 活用

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫 

５ 研究推進にあたって 

 ・   全教職員によるビジョンミーティング①において課題 として挙がった「児童の主体性」を高め

ていくことを目指し、研究主題を「自ら動きだす学び」と設定して共通理解をもって取り組む。 

 ・   全 校 の重 点 項 目 「 親 切 、思 いやり」 と「 希 望 と勇 気 、努 力 と強 い意 志 」 を育 むことを目 指 し、

各 学年の実態を把握した上で学年毎に重点項目を決め、別葉を作成し意識して取り組む。 

 ・   授業づくりについて道徳教育推進教師が率先して学び、授業実践をして発信し、共有を図る。

③ チームで取り 組む道 徳教育の実 践

 ・   教 師 自 身 が自 主 性 をもち、授 業 づくりの工 夫 点 や課 題 点 を全 担 任 が互 いに発 信 し、学 び

合 うため、（４５分間のうちの）１５分間の互見授業を継続して取り組む。

 ・   授 業 研 究 部 、資 料 統 計 部 、 ICT 活 用 部 、掲 示 教 育 部 、ふれあいタイム担 当 、記 録 部 、

道徳Book 担当、研究会担当等、教職員の役割を細分化し、教師自身の自主性を高める。 

① 教材への自我関 与

 ・   導入における対話を通した学習課題の設定、教材文との出合わせ方や範読直前・直後の

教材提示の工夫、教材における重点の精選や発問の吟味、役割演技の方法などを工夫する。 

② 多面的・ 多角的な 話 合い

 ・   登場人物の立場や行為、心情、判断について様々な視点から児童が考えられるよう教材

文を分析し、考えさせたい点を明確にした「発問」と「問い返し」を吟味･精選する。 

 ・   児童との話合いの中で、児童の発言を受容し肯定的な姿勢で認め、考えさせたい視点で

問い返しながら、議論を広げ深めていくコーディネートをする。 

 ・   話合いの形態（ペア・グループ・全体）を、目的に応じて取り入れて学習過程を工夫する。 

 ・   

③ 自己を 見つめる

 ・  事 前 アンケートや、授 業 内 での実 生 活 に関 する発 問 、授 業 後 の様 子 の見 取 りなど、授 業 を

要とした実生活における児童の思考のサイクルを教師が意識する。 

 ・  「自分事」として捉えさせるために、実生活との往還を考えた発問や問い返しを工夫し、自分

事で考えて話し合ったり書いたりする場面（展開後段）を設定する。 

 ・  授業の「書く終末」の機会を大切にし、児童が自分なりに本時の学びを整理できるようにする。 

 ・   一人一人の発言に耳を傾け、受容的・肯定的な姿勢で認め、個々の考えを大切にする。 

 ・   授業のワークシートには、担任が毎回全て目を通し、自分の考えをもてたことを認め励ます。 

 ・   日 常 生 活における児童の「 自ら動きだす」姿、「 キラリの森 」 への自 主的な記 述、「 帰りの会」

で児童同士が称賛し合う機会など、児童の様子を教師が日常的に見取り、認め励ます。 

 ・   道 徳 科 の年 間 指 導 計 画 の中 に「 ふくしま道 徳 教 育 資 料 集 」 を扱 った授 業 を全 学 年 ３ 回 程

度 位置づけ、積極的な活用を図る。 

 ・   家族が震災による被害(津波・原発事故)を受けた児童がいることを配慮し授業内容を工夫する。 

 ・   防災教育や放射線教育、震災関連施設への見学学習等と関連付けながら授業に取り組む。 

 ・   学校だよりや学校 HP、学年だよりを通して、日々の児童の様子を発信し、家庭と共有する。 

 ・   道徳科の授業参観や通知表、個別懇談の機会を生かし、道徳科の様子を保護者へ伝える。 

 ・   ワークシート等に保護者からコメント（「勤労」についての考え方、児童の「個性」について等）

をいただき、道徳科の授業で扱い、学びを深める。 

 ・   Goog l e  f o rmを活用し、学校行事の際に来校した保護者から児童への称賛や励ましのコ

メントをいただき、拡大紙に印刷して掲示する。 

 ・   ゲストティーチャーを招聘し、地域の人材を活用した教育活動を行う。 

【視点１】道徳教育の組織的取組について 

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について 

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について 

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について 

② 道徳教 育推 進教師 を 中 心と し た 組 織的取 組

板書を生かして、教師が問いかけたり、児童が視覚的に捉えたりできるよう構造的な板書にする。
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６ 「家庭・地域との連携」について

【ねらい】 

道徳教育の様子を発信すると共に、学校・家庭・地域が一つになって児童の道徳性を育む。  

【概要】 

・ 全学級の道徳科の授業を公開し、自由に保護者に参観していただいた。 

・ 授業公開や学習発表会で Q R コードを配付し、子どもたちへの励ましのコメントを

いただいた。 

・ 授業のワークシートに家庭からメッセージを記入していただき、授業で活用した。 

・ 学校だよりや学年だより、ホームページを活用した児童の様子や道徳科授業の具体

的な様子、道徳教育の取組を発信した。 

・ 個別懇談で児童の道徳ファイルを見せて称賛し、授業の様子を具体的に伝えた。 

・ 教材「ふろしき」（４年）から発展して呉服店店主による「風呂敷講座」を実施した。 

・ 人権教育（５年）では、ネットや S N S でのいじめについて講話をいただいた。 

・ 卒業生（高校生）による実体験に基づいたメッセージ動画を授業（生命の尊さ）で活用した。

・ 「きぼうのとりプロジェクト」による読み聞かせや 

 「震災語り部（中央台南中４名）」「そなえるふくしま」

出前講座、震災関連施設（いわき・双葉・三春）への 

見学学習など、震災についての学習と「ふくしま道徳 

教育資料集」での授業を関連づけた。 

・ 市内の医師によるキャリアの学習を通して、生き方 

や職業について講話をいただいた。 

【成果と課題】  

○  保護者からの称賛のコメントを校舎内に掲示したこと 

で、子どもたちの喜びにつながっていた。授業のワークシートへのメッセージも効果 

的だった。 

○  担任だけでは難しい専門的な学習も、ゲストティーチャーによる講話を実施するこ 

とで子どもたちの理解が深まり、道徳教育と関連付けることができた。 

● 家庭や地域へ「発信」するだけでなく、さらに「連携」することを目指していくた

めに、効率的かつ効果的な方法と「家庭・地域との道徳教育」の視点を研究し、さら

に児童の道徳性を育むことを目指していきたい。 

７ 成果と 課題

○ 全教職員がチームになって研究に取り組み、道徳

科の授業づくりについてたくさん協議することがで

きた。互いに助言し合える雰囲気が高まってきた。 

〇 授業研究において、「発問と問い返し」を協議の根

幹に置いて指導案を検討してきたことにより、手段

ありきの研究に捉われず、児童同士・教師と児童の 

対話的な学びを目指すことができた。 ＜思考ツールを活かした話合い＞

〇 児童が自分を見つめられるよう、道徳科と道徳教育（実生活）との往還を意識して

授業づくりを進めてきたことで、児童自身が体感を伴って考えを広げ深める姿が見ら

れるようになってきた。 

● 道徳科と道徳教育のサイクルを充実させていくために、新たなことだけでなく、こ

れまで取り組んできた教育活動の中にも道徳教育につながるものを見つめ直す。 

● 道徳教育は学級経営や生徒指導、学校行事と深く関係することを踏まえ、教える・

指導することよりも、教師が児童に考えさせる・問う・聴くための視点や、認め励ま

す視点を明確にする必要がある。 

● 評価については、授業での発言・記述だけでなく、児童の道徳性に係る成長の様子

にさらに目を向け、職員間でも共有しながら、児童を認め、励ましていきたい。 

＜医師によるキャリアの学習＞

① 道徳教 育全 体計画 、 別 葉の 充 実と 活用

【視点２】自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫 

５ 研究推進にあたって 

 ・   全教職員によるビジョンミーティング①において課題 として挙がった「児童の主体性」を高め

ていくことを目指し、研究主題を「自ら動きだす学び」と設定して共通理解をもって取り組む。 

 ・   全 校 の重 点 項 目 「 親 切 、思 いやり」 と「 希 望 と勇 気 、努 力 と強 い意 志 」 を育 むことを目 指 し、

各 学年の実態を把握した上で学年毎に重点項目を決め、別葉を作成し意識して取り組む。 

 ・   授業づくりについて道徳教育推進教師が率先して学び、授業実践をして発信し、共有を図る。

③ チームで取り 組む道 徳教育の実 践

 ・   教 師 自 身 が自 主 性 をもち、授 業 づくりの工 夫 点 や課 題 点 を全 担 任 が互 いに発 信 し、学 び

合 うため、（４５分間のうちの）１５分間の互見授業を継続して取り組む。

 ・   授 業 研 究 部 、資 料 統 計 部 、 ICT 活 用 部 、掲 示 教 育 部 、ふれあいタイム担 当 、記 録 部 、

道徳Book 担当、研究会担当等、教職員の役割を細分化し、教師自身の自主性を高める。 

① 教材への自我関 与

 ・   導入における対話を通した学習課題の設定、教材文との出合わせ方や範読直前・直後の

教材提示の工夫、教材における重点の精選や発問の吟味、役割演技の方法などを工夫する。 

② 多面的・ 多角的な 話 合い

 ・   登場人物の立場や行為、心情、判断について様々な視点から児童が考えられるよう教材

文を分析し、考えさせたい点を明確にした「発問」と「問い返し」を吟味･精選する。 

 ・   児童との話合いの中で、児童の発言を受容し肯定的な姿勢で認め、考えさせたい視点で

問い返しながら、議論を広げ深めていくコーディネートをする。 

 ・   話合いの形態（ペア・グループ・全体）を、目的に応じて取り入れて学習過程を工夫する。 

 ・   

③ 自己を 見つめる

 ・  事 前 アンケートや、授 業 内 での実 生 活 に関 する発 問 、授 業 後 の様 子 の見 取 りなど、授 業 を

要とした実生活における児童の思考のサイクルを教師が意識する。 

 ・  「自分事」として捉えさせるために、実生活との往還を考えた発問や問い返しを工夫し、自分

事で考えて話し合ったり書いたりする場面（展開後段）を設定する。 

 ・  授業の「書く終末」の機会を大切にし、児童が自分なりに本時の学びを整理できるようにする。 

 ・   一人一人の発言に耳を傾け、受容的・肯定的な姿勢で認め、個々の考えを大切にする。 

 ・   授業のワークシートには、担任が毎回全て目を通し、自分の考えをもてたことを認め励ます。 

 ・   日 常 生 活における児童の「 自ら動きだす」姿、「 キラリの森 」 への自 主的な記 述、「 帰りの会」

で児童同士が称賛し合う機会など、児童の様子を教師が日常的に見取り、認め励ます。 

 ・   道 徳 科 の年 間 指 導 計 画 の中 に「 ふくしま道 徳 教 育 資 料 集 」 を扱 った授 業 を全 学 年 ３ 回 程

度 位置づけ、積極的な活用を図る。 

 ・   家族が震災による被害(津波・原発事故)を受けた児童がいることを配慮し授業内容を工夫する。 

 ・   防災教育や放射線教育、震災関連施設への見学学習等と関連付けながら授業に取り組む。 

 ・   学校だよりや学校 HP、学年だよりを通して、日々の児童の様子を発信し、家庭と共有する。 

 ・   道徳科の授業参観や通知表、個別懇談の機会を生かし、道徳科の様子を保護者へ伝える。 

 ・   ワークシート等に保護者からコメント（「勤労」についての考え方、児童の「個性」について等）

をいただき、道徳科の授業で扱い、学びを深める。 

 ・   Goog l e  f o rmを活用し、学校行事の際に来校した保護者から児童への称賛や励ましのコ

メントをいただき、拡大紙に印刷して掲示する。 

 ・   ゲストティーチャーを招聘し、地域の人材を活用した教育活動を行う。 

【視点１】道徳教育の組織的取組について 

【視点３】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について 

【視点４】｢ふくしま道徳教育資料集｣等の活用について 

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について 

② 道徳教 育推 進教師 を 中 心と し た 組 織的取 組

板書を生かして、教師が問いかけたり、児童が視覚的に捉えたりできるよう構造的な板書にする。
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関連内容項目

第５学年 

B親切、思いやり 

誰に対しても思いやりの心をもち 
相手の立場に立って親切にする姿 

４月 道徳(友情、信頼) 
「泣いた赤おに」 

４月 行事 
「春の運動会」 キ

ラ
リ
の
森

清
掃

学
級
活
動

休
み
時
間
の
活
動

異
学
年
交
流（
委
員
会
・
ク
ラ
ブ
・
登
校
班
）

ふ
れ
合
い
タ
イ
ム

６月 道徳 
(友情、信頼) 

「心のレシーブ」 

８月 音楽 
「アンサンブルの
　みりょく」 

５月 児童会活動 
「１年生を迎える会」 

４月 家庭科 
「私の生活、大発見！」 

５月 体育(保健) 
「心と体のつながり」 

５月 外国語 
「Happy birthday!」 

１０月 外国語 
「Let‘s go to the zoo.」 

１０月 図工 
「水から発見 ここきれい！」 

９月 学校行事 
「宿泊学習」 

１１月 図工 
「笑顔が生まれるしかけ」 

１１月 道徳 
(相互理解、寛容) 

「ブランコ乗りと
　ピエロ」 

１２月 体育 
「サッカー」 

１１月 学校行事 
「東SHOW」 

１２月 総合 
「スチューデント
　シティ」 

２月 国語 
「もう一つの物語」 

３月 体育 
「ティーボール」 

３月 音楽 
「変そう曲を楽しもう」 

２月 特別活動 
「６年生を送る会」 

６月 体育 
「タグラグビー」 

２月 道徳 
（勤労、公共の精神） 
「私のボランティア体験」 

令和６年度 道徳教育全体計画 （５学年　重点内容項目）

目指す子どもの姿 

（親切、思いやり） 
ねらい：思いやりの心をもち、相手の
立場に立って親切にしようとする態度 
を育てる。
反省：

ねらい：誰に対しても思いやりの心を
もち、相手の立場に立って親切にしよ
うとする態度を育てる。
反省：

６月 「 くずれ落ちただんボール箱 」 

１２月 「 最後のおくりもの 」 
（親切、思いやり） 

令和６年度 道徳教育全体計画
いわき市立中央台東小学校

総 括 目 標

未来を奏でるきらめく感性をもつ児童の育成

・日本国憲法 ・教育基本法 ・児童の実態

・学校教育法 ・学習指導要領 ・教師の願い

・県教委「学校教育指導の重点」
学 校 の 教 育 目 標

・地域社会の実態と願い

・いじめ防止対策推進法 ・現代社会の要請
・ 進んで学ぶ子ども (知)

・ 思いやりのある子ども （徳）

・ たくましい子ども （体）

各 教 科 特 別 活 動

道 徳 教 育 の 目 標

豊かな心をもち､すすんで行動できるたくましい児童の育成

道徳教育の重点項目 （１～６年）

【親切、思いやり】

【希望と勇気、努力と強い意志】

思いやりの心をもち､互いに尊重し助け合う児童の育成

目標を立て、希望と勇気をもち、困難があってもくじけずに

努力して物事をやり抜く児童の育成

学年別 指導における重点項目

節度、節制

親切、思いやり

善悪の判断、自律、自由と責任

節度、節制

親切、思いやり

友情、信頼

特別の教科・道徳

を高め、道徳的実践意欲と態度の向上を図ることによって、

道徳的実践力を育成する｡

・各教科及び特別活動における道徳教育と密接な関連を保ちな

・年間指導計画に基づき、道徳的心情を豊かにし､道徳的判断力

がら、計画的･発展的に指導し､それらを補充･進化･統合させ

ながら内面的な資質の形成を図る｡

＜ 生 徒 指 導 ＞

・児童一人一人に集団生活の喜

　びを味わわせる｡

・生活のきまりを身に付けると

　ともに、望ましい態度を育てる。　　　　　　　　　　　　　　

・学習に意欲を持ち､課題の解決

　に全力を発揮できるようにする。

・情操豊かでうるおいのある生

　活ができるようにする。

・自主的･創造的に行動する実践

　力が身に付くようにする｡

・道徳教育で培われた道徳性を

　生きる力として日常の生活場面

　に具現化できるよう支援する。

＜学 級 経 営＞

　

　

外

国

語

　文学的作品を中心として道

徳的心情を養うとともによく

聞き､ よく話すと言った学習

活動を通して、粘り強く取組

む態度や相手を尊重する態度

を養う｡

　児童の自主的･実践的活動

を通して、望ましい道徳的

実践意欲と態度を育てると

ともに、学校生活や学級生

活への適応に関する指導を

図る｡

　自主的な参加態度の育成

や自治的な課題解決などに

より、道徳的態度や実践意

欲の向上を図り、よりよい

学校を創ろうとする態度を

育てる。

　生活をより楽しく豊かに

するために、共通の興味関

心を持つ集団の中で、自発

的、自治的な活動を通して､

協力しながら最後までやり

抜く態度を養う｡

　行事への参加を通して、

集団生活における個のあり

方や協力･責任･勤労などの

重要性を体得する。

　社会の構成員としての人物

に視点をあて、人物の働きを

通して社会の仕組みなどを理

解すると共に､人物への共感

を深められるよう配慮する｡

　日常生活における諸々の事

象を合理的に把握することを

通して､見通しや筋道を立て

て考え、処理する態度を育成

するように努める。

　主体的に自然に働きかける

ことにより、自ら課題を解決

しようとする態度を育てる共

に自然を愛することのできる

豊かな心情を育てる｡

　直接的な活動や体験を通し

て、自然愛護や生命尊重、個

性の伸長、生活上必要な習慣

などを育てる。

　音楽の楽しさを感じること

ができるような心を育てるた

め、合唱･合奏や鑑賞に力を

入れた指導をする。

　造形活動を通して、アイディ

アや創造性を大切にし、よく

考える態度や粘り強さを身に

つけさせる｡

　家族の一員としての自覚を
高めることにより、家庭のお
ける自分の役割を果たそうと
する態度を養う｡

　運動経験を通して、互いに

協力して取り組む態度を養う

とともに、健康で明るい生を

営む意欲を育てる｡
　学年通信､ＰＴＡ新聞で

の広報活動や保護者会等を

開催することにより、相互

交流を深め道徳教育に関す

る活動を取り入れる｡

　思いやりの心を持って身
近な自然や社会環境に接
し、生命を大切にしたり、
自然を愛護したりする道徳
的心情や実践意欲、態度を
育てる。

　英語によるコミュニケーション
能力の育成を図ると共に、国際
理解が図られるよう努める。

１

年

２

年

３

年

４

年

５

年

６

年

＜家庭･地域との関連＞ ＜環 境 教 育＞

児童一人一人が認められ、共に磨き合うことのできる、心の

。るめ努にり作級学いる明たっ通

ク

ラ

ブ

活

動

学

校

行

事

学　

級

活

動

国

語

社

会

算

数

理

科

総

生

活

・

合

音

楽

図

工

家

庭

体

育

童

会

活

動

児
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関連内容項目

第５学年 

B親切、思いやり 

誰に対しても思いやりの心をもち 
相手の立場に立って親切にする姿 

４月 道徳(友情、信頼) 
「泣いた赤おに」 

４月 行事 
「春の運動会」 キ

ラ
リ
の
森

清
掃

学
級
活
動

休
み
時
間
の
活
動

異
学
年
交
流（
委
員
会
・
ク
ラ
ブ
・
登
校
班
）

ふ
れ
合
い
タ
イ
ム

６月 道徳 
(友情、信頼) 

「心のレシーブ」 

８月 音楽 
「アンサンブルの
　みりょく」 

５月 児童会活動 
「１年生を迎える会」 

４月 家庭科 
「私の生活、大発見！」 

５月 体育(保健) 
「心と体のつながり」 

５月 外国語 
「Happy birthday!」 

１０月 外国語 
「Let‘s go to the zoo.」 

１０月 図工 
「水から発見 ここきれい！」 

９月 学校行事 
「宿泊学習」 

１１月 図工 
「笑顔が生まれるしかけ」 

１１月 道徳 
(相互理解、寛容) 

「ブランコ乗りと
　ピエロ」 

１２月 体育 
「サッカー」 

１１月 学校行事 
「東SHOW」 

１２月 総合 
「スチューデント
　シティ」 

２月 国語 
「もう一つの物語」 

３月 体育 
「ティーボール」 

３月 音楽 
「変そう曲を楽しもう」 

２月 特別活動 
「６年生を送る会」 

６月 体育 
「タグラグビー」 

２月 道徳 
（勤労、公共の精神） 
「私のボランティア体験」 

令和６年度 道徳教育全体計画 （５学年　重点内容項目）

目指す子どもの姿 

（親切、思いやり） 
ねらい：思いやりの心をもち、相手の
立場に立って親切にしようとする態度 
を育てる。
反省：

ねらい：誰に対しても思いやりの心を
もち、相手の立場に立って親切にしよ
うとする態度を育てる。
反省：

６月 「 くずれ落ちただんボール箱 」 

１２月 「 最後のおくりもの 」 
（親切、思いやり） 

令和６年度 道徳教育全体計画
いわき市立中央台東小学校

総 括 目 標

未来を奏でるきらめく感性をもつ児童の育成

・日本国憲法 ・教育基本法 ・児童の実態

・学校教育法 ・学習指導要領 ・教師の願い

・県教委「学校教育指導の重点」
学 校 の 教 育 目 標

・地域社会の実態と願い

・いじめ防止対策推進法 ・現代社会の要請
・ 進んで学ぶ子ども (知)

・ 思いやりのある子ども （徳）

・ たくましい子ども （体）

各 教 科 特 別 活 動

道 徳 教 育 の 目 標

豊かな心をもち､すすんで行動できるたくましい児童の育成

道徳教育の重点項目 （１～６年）

【親切、思いやり】

【希望と勇気、努力と強い意志】

思いやりの心をもち､互いに尊重し助け合う児童の育成

目標を立て、希望と勇気をもち、困難があってもくじけずに

努力して物事をやり抜く児童の育成

学年別 指導における重点項目

節度、節制

親切、思いやり

善悪の判断、自律、自由と責任

節度、節制

親切、思いやり

友情、信頼

特別の教科・道徳

を高め、道徳的実践意欲と態度の向上を図ることによって、

道徳的実践力を育成する｡

・各教科及び特別活動における道徳教育と密接な関連を保ちな

・年間指導計画に基づき、道徳的心情を豊かにし､道徳的判断力

がら、計画的･発展的に指導し､それらを補充･進化･統合させ

ながら内面的な資質の形成を図る｡

＜ 生 徒 指 導 ＞

・児童一人一人に集団生活の喜

　びを味わわせる｡

・生活のきまりを身に付けると

　ともに、望ましい態度を育てる。　　　　　　　　　　　　　　

・学習に意欲を持ち､課題の解決

　に全力を発揮できるようにする。

・情操豊かでうるおいのある生

　活ができるようにする。

・自主的･創造的に行動する実践

　力が身に付くようにする｡

・道徳教育で培われた道徳性を

　生きる力として日常の生活場面

　に具現化できるよう支援する。

＜学 級 経 営＞

　

　

外

国

語

　文学的作品を中心として道

徳的心情を養うとともによく

聞き､ よく話すと言った学習

活動を通して、粘り強く取組

む態度や相手を尊重する態度

を養う｡

　児童の自主的･実践的活動

を通して、望ましい道徳的

実践意欲と態度を育てると

ともに、学校生活や学級生

活への適応に関する指導を

図る｡

　自主的な参加態度の育成

や自治的な課題解決などに

より、道徳的態度や実践意

欲の向上を図り、よりよい

学校を創ろうとする態度を

育てる。

　生活をより楽しく豊かに

するために、共通の興味関

心を持つ集団の中で、自発

的、自治的な活動を通して､

協力しながら最後までやり

抜く態度を養う｡

　行事への参加を通して、

集団生活における個のあり

方や協力･責任･勤労などの

重要性を体得する。

　社会の構成員としての人物

に視点をあて、人物の働きを

通して社会の仕組みなどを理

解すると共に､人物への共感

を深められるよう配慮する｡

　日常生活における諸々の事

象を合理的に把握することを

通して､見通しや筋道を立て

て考え、処理する態度を育成

するように努める。

　主体的に自然に働きかける

ことにより、自ら課題を解決

しようとする態度を育てる共

に自然を愛することのできる

豊かな心情を育てる｡

　直接的な活動や体験を通し

て、自然愛護や生命尊重、個

性の伸長、生活上必要な習慣

などを育てる。

　音楽の楽しさを感じること

ができるような心を育てるた

め、合唱･合奏や鑑賞に力を

入れた指導をする。

　造形活動を通して、アイディ

アや創造性を大切にし、よく

考える態度や粘り強さを身に

つけさせる｡

　家族の一員としての自覚を
高めることにより、家庭のお
ける自分の役割を果たそうと
する態度を養う｡

　運動経験を通して、互いに

協力して取り組む態度を養う

とともに、健康で明るい生を

営む意欲を育てる｡
　学年通信､ＰＴＡ新聞で

の広報活動や保護者会等を

開催することにより、相互

交流を深め道徳教育に関す

る活動を取り入れる｡

　思いやりの心を持って身
近な自然や社会環境に接
し、生命を大切にしたり、
自然を愛護したりする道徳
的心情や実践意欲、態度を
育てる。

　英語によるコミュニケーション
能力の育成を図ると共に、国際
理解が図られるよう努める。

１

年

２

年

３

年

４

年

５

年

６

年

＜家庭･地域との関連＞ ＜環 境 教 育＞

児童一人一人が認められ、共に磨き合うことのできる、心の
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道徳科科

道徳教育教育

要

「自ら動きだす学び」
道徳科と道徳教育の
サイクルを意識して

発問と問い返し

ビジョンミーティング 
道徳ミーティング 

心を育む環境づくり 
（掲示物・道徳ＢＯＯＫ） 

震災と道徳教育 
（卒業生「語り部」）

地域の人材 
（風呂敷講座） 

全学級道徳「道徳の日」 
（保護者自由参観） 

担任だから
できること

 チームだから
できること

本宮第二中学校第３学年 道徳科学習指導の実際と考察 

日 時：令和６年１１月２７日（水）第４校時   

授業者：本宮市立本宮第二中学校 教諭 三本木駿 

授業テーマ 
社会をよりよくしようとする人たちの思いについて考える活動を通し

て、身近な社会において積極的に役立とうという心情を育てる授業 

１ 主題名 自ら社会参画を Ｃ社会参画、公共の精神 
２ 教材名 社会からの無言の賞賛を感じる感性（出典：新訂 新しい道徳３ 東京書籍） 
３ 主題設定の理由 

(１) ねらいとする道徳的価値について（価値観） 
 「社会参画の意識」とは、共同生活を営む人々の集団である社会の一員として、
その社会における様々な計画に積極的に関わろうとすることである。個人が安心・
安全によりよく生活するためには、社会の形成を人任せにするのではなく、主体的
に参画し、社会的な役割と責任を果たすことが大事になる。自分が生きている身の
回りを含めた社会に関わることの意義を理解し、実際に関わっていこうとする態度
を育てていくことが求められる。 

(２) 生徒の実態（子ども観） 
本学級は、素直な生徒が多く、物事に前向きに取り組むことができる。また、市

のボランティアに参加を申し込んだ生徒が７名おり、地域に貢献しようとする献身
的な生徒も多い。一方、大人数で活動する際に「自分がやらなくても、誰かがやっ
てくれるだろう」と、どこか人任せの感覚をもつ生徒も少なくない。このような生
徒が、社会参画や社会連帯についての考えを深め、社会の一員としての自覚を深め
る機会としたい。 

(３) 教材及び指導について（教材観及び指導観） 
本教材は、雪かきをする人たちについて考えることを通して、ねらいに迫るもの

である。雪かきは誰かを喜ばせるための活動ではなく、人々が普段どおり安全に歩
くことができるようにするための活動である。他者からの賞賛はないが、このよう
な活動を引き受けてくれる人がいることで社会全体がうまく回っている。誰かが行
わなければならないことを引き受ける人の気持ちを理解し、社会のために役立つこ
とについて考えを深めることができる教材である。 

指導にあたっては、まず雪かきをする人たちの思いを考え、やりがいや充実感に
気付くことができるようにする。その上で、雪かきをする人に対して、人々の敬意
が欠け、当たり前の感覚となっていることに触れ、よりよい社会を実現しようとす
るための行為が大切にされていないことに気付かせたい。また、スクールガードの
取組について話し合うことで、生徒の身近にある誰かのためになる行為を意識でき
るようにしたい。終末では、これまでの自分が社会（地域や学校・学級）や誰かの
ために役立つことができていたかを振り返り、「社会をよりよくすること」について
自己を見つめ直して考えることができるようにしたい。 

４ 本時のねらい 
「雪かき仕事に対する敬意が欠けている」という内田氏の思いを考えることを通し

て、当たり前だと思っていたことが誰かの善意で成り立っていることに気付き、社会
参画の意識と社会連帯の自覚を高め、公共の精神をもってよりよい社会の実現に努め
ようとする道徳的心情を育む。 

５ 板書計画（実際の板書） 

【資料】 

対話的に学ぶ

ふれあいタイム 
（異学年交流） 

児童企画のイベント 

互見授業を気軽に 

自己を見つめて 

実生活との往還 

（委員会活動） 

は
ぐ
く
む

３
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道徳科科

道徳教育教育

要

「自ら動きだす学び」
道徳科と道徳教育の
サイクルを意識して

発問と問い返し

ビジョンミーティング 
道徳ミーティング 

心を育む環境づくり 
（掲示物・道徳ＢＯＯＫ） 

震災と道徳教育 
（卒業生「語り部」）

地域の人材 
（風呂敷講座） 

全学級道徳「道徳の日」 
（保護者自由参観） 

担任だから
できること

 チームだから
できること

本宮第二中学校第３学年 道徳科学習指導の実際と考察 

日 時：令和６年１１月２７日（水）第４校時   

授業者：本宮市立本宮第二中学校 教諭 三本木駿 

授業テーマ 
社会をよりよくしようとする人たちの思いについて考える活動を通し

て、身近な社会において積極的に役立とうという心情を育てる授業 

１ 主題名 自ら社会参画を Ｃ社会参画、公共の精神 
２ 教材名 社会からの無言の賞賛を感じる感性（出典：新訂 新しい道徳３ 東京書籍） 
３ 主題設定の理由 

(１) ねらいとする道徳的価値について（価値観） 
 「社会参画の意識」とは、共同生活を営む人々の集団である社会の一員として、
その社会における様々な計画に積極的に関わろうとすることである。個人が安心・
安全によりよく生活するためには、社会の形成を人任せにするのではなく、主体的
に参画し、社会的な役割と責任を果たすことが大事になる。自分が生きている身の
回りを含めた社会に関わることの意義を理解し、実際に関わっていこうとする態度
を育てていくことが求められる。 

(２) 生徒の実態（子ども観） 
本学級は、素直な生徒が多く、物事に前向きに取り組むことができる。また、市

のボランティアに参加を申し込んだ生徒が７名おり、地域に貢献しようとする献身
的な生徒も多い。一方、大人数で活動する際に「自分がやらなくても、誰かがやっ
てくれるだろう」と、どこか人任せの感覚をもつ生徒も少なくない。このような生
徒が、社会参画や社会連帯についての考えを深め、社会の一員としての自覚を深め
る機会としたい。 

(３) 教材及び指導について（教材観及び指導観） 
本教材は、雪かきをする人たちについて考えることを通して、ねらいに迫るもの

である。雪かきは誰かを喜ばせるための活動ではなく、人々が普段どおり安全に歩
くことができるようにするための活動である。他者からの賞賛はないが、このよう
な活動を引き受けてくれる人がいることで社会全体がうまく回っている。誰かが行
わなければならないことを引き受ける人の気持ちを理解し、社会のために役立つこ
とについて考えを深めることができる教材である。 

指導にあたっては、まず雪かきをする人たちの思いを考え、やりがいや充実感に
気付くことができるようにする。その上で、雪かきをする人に対して、人々の敬意
が欠け、当たり前の感覚となっていることに触れ、よりよい社会を実現しようとす
るための行為が大切にされていないことに気付かせたい。また、スクールガードの
取組について話し合うことで、生徒の身近にある誰かのためになる行為を意識でき
るようにしたい。終末では、これまでの自分が社会（地域や学校・学級）や誰かの
ために役立つことができていたかを振り返り、「社会をよりよくすること」について
自己を見つめ直して考えることができるようにしたい。 

４ 本時のねらい 
「雪かき仕事に対する敬意が欠けている」という内田氏の思いを考えることを通し

て、当たり前だと思っていたことが誰かの善意で成り立っていることに気付き、社会
参画の意識と社会連帯の自覚を高め、公共の精神をもってよりよい社会の実現に努め
ようとする道徳的心情を育む。 

５ 板書計画（実際の板書） 

【資料】 

対話的に学ぶ

ふれあいタイム 
（異学年交流） 

児童企画のイベント 

互見授業を気軽に 

自己を見つめて 

実生活との往還 

（委員会活動） 
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６ 学習過程 

学習活動・内容 
（◎中心発問・予想される生徒の反応）  

時間 ○ 指導上の留意点 ※評価の視点 

１ 本時の学習テーマをつかむ。 
（１）アンケートの結果から、地域や学

校生活をよりよくするために行動
した事例を紹介する。 

○  そのときどんな気持ちだったか。

・ みんなや社会の役に立ちたい。

（２）学習テーマをつかむ。 

５ ○  社会や誰かのために行動した経験
に つ い て の ア ン ケ ー ト 結 果 を 提 示
し、その時の気持ちを想起すること
で、ねらいとする道徳的価値に対す
る問題意識を高めることができるよ
うにする。 

○ アンケート結果を Google フォーム
で提示し、全体で共有する。 

２ 教材文を読んで考える。 

○ 雪かきをする人は、どのような気
持ちで行っているのだろう。 

・ みんなや社会の役に立ちたい。 

・ 誰かがやらないといけない。 
・ 仕方ない気持ちでやっている。 

◎ 内田氏の「『雪かき仕事』に対する
敬意が欠けている」にはどのような
思いが含まれているのだろう。 
・ 「雪かき仕事」をしてくれてい

る人への感謝の気持ちをもって
いない。 

・ 「雪かき仕事」を手伝う人が少
ない。 

・ 自分のことしか考えていない。 

３  スクールガードの取組について話し
合う。 

・ 自分たちのために活動してくれ
ている人が身近なところにいる。 

・ 自分にもできることはないだろ
うか。 

20 

８ 

○  話合いの範囲をペア→グループ→
フ リ ー と 段 階 を 追 っ て 広 げ る こ と
で、生徒が多様な考えに触れること
ができるようにする。 

○  誰もが本当に前向きな気持ちで取
り組んでいるのかを問い、揺さぶる
ことで、多様な考え方を引き出すこ
とができるようにする。 

○ 「幸せの青い鳥」のストーリーを取
り上げ、雪かきされた道を歩けるこ
とは当たり前のことではなく、誰か
の善意のおかげであることに気付く
ことができるようにする。 

※  どんな人のどんな思いが社会を支え
ているのかについて、自分の考えと
友達の考えを比べて考えているか。

（記述・発言）

○  地域の方へのインタビューを聞
き、思いを知ることで、誰かのため
になることを主体的に引き受ける人
の気持ちに共感し、その思いが社会
をよりよくすることにつながってい
ることに気付くことができるように
する。  

４  これまでの自分を振り返って考える。 

○ これまでの自分は、地域や学校生
活をよりよくするために主体的に
行動していただろうか。 

  ・ 地域のボランティア活動に参加
したことがある。 

  ・ 自分から地域や学校をよくしよ
うと考えたことがなかった。 

○ 今日の学習を振り返り、学んだこ
と、感じたことを書こう。 

５ 教師の説話を聞く。 

15 

２ 

○  心のものさしを使うことで、これ
までの自分を客観的に見つめること
ができるようにする。 

○  振り返った経験を共有し、多様な
考えに触れることを通して、地域や
学校生活をよりよくすることについ
ての一人一人の考え方を深めること
ができるようにする。 

※  地域や学校生活をよりよくするこ
とについて、自分の生活を見つめ、振
り返りながら考えているか。 

           （記述・発言）
○  ごみ拾いをする日本人の記事を紹

介し、よりよい社会の実現について
考えを深める。 

どんな人のどんな思いが社会
を支えているのだろうか。

７ 考察 

（１）「自分事として考えを深められるような発問」について 

  ○ 自分が多くの人たちの善意によって支えられているこ 

とに気付いていない生徒が多い実態を踏まえ「雪かき仕 

事に対する敬意が欠けている」という内田氏の思いにつ 

いて考えた。生徒は、雪かきされた道を歩けることが当 

たり前のことではないことに気付き、自分の生活を支え 

ている人たちに感謝の気持ちをもつことについて、自分 

事として考えることができた。 

  ● 話合う活動において、生徒が自分の考えを伝え合うだけになってしまった。生徒

の考えに対して「見返りがなくても行動するのはなぜなのか。」といった補助発問を

したり、教師が生徒同士の考えをつなげるようなコーディネートをしたりすること

で、ねらいとする道徳的価値について生徒一人一人の自分の生き方についての考え

を深めることができたと考える。発問に対する生徒の反応を予想し、考えを深める

ための補助発問を準備しておくことが大切である。 

（２）「自己を見つめる振り返り」について 

  〇 友達の考えを見ることができる掲 

示板アプリを活用したことで、多様 

な価値観や考えに触れながら、自分 

の生き方を考える生徒の姿が見られ 

た。 

  ● 地域の方のインタビューを聞いた 

後に生徒が掲示板に書き込んだ内容 

と、その後、心のものさしを使って 

振り返った内容がほぼ同じだった。 

書く活動や内容を精選し、振り返り 

の時間を十分に確保することが大切 

である。 

  〇 掲示板を活用して、生徒同士がお互いの振り返りを読み、相互評価できるように

したことで、生徒が自分のよさや可能性に気付き、主体的に学ぶ意欲を高めること

につながっている。 

  ● 生徒同士の相互評価について、相手が友達関係で固定されがちなので、より多く

の考えに触れることのよさを生徒が実感できるように、まずは教師自身が生徒一人

一人の考えを受け止められるようにしたい。 

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から  

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から 

T：内田氏の「『雪かき仕事』に対する敬意が欠けている」にはどのような思いが込め

られているのかな。

C：僕たちの知らないところで雪かきしてくれている人がいるのに、そのことも考えず

雪かきしてあるのが当たり前であるかのように、その道を通勤通学している人は

どうなのだろうか、ということを言いたいのだと思います。

C：僕も「感謝すべき」だと考えました。

〈生徒の考えを共有した掲示板〉

〈友達と考えを交流する姿〉

は
ぐ
く
む

３
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６ 学習過程 

学習活動・内容 
（◎中心発問・予想される生徒の反応）  

時間 ○ 指導上の留意点 ※評価の視点 

１ 本時の学習テーマをつかむ。 
（１）アンケートの結果から、地域や学

校生活をよりよくするために行動
した事例を紹介する。 

○  そのときどんな気持ちだったか。

・ みんなや社会の役に立ちたい。

（２）学習テーマをつかむ。 

５ ○  社会や誰かのために行動した経験
に つ い て の ア ン ケ ー ト 結 果 を 提 示
し、その時の気持ちを想起すること
で、ねらいとする道徳的価値に対す
る問題意識を高めることができるよ
うにする。 

○ アンケート結果を Google フォーム
で提示し、全体で共有する。 

２ 教材文を読んで考える。 

○ 雪かきをする人は、どのような気
持ちで行っているのだろう。 

・ みんなや社会の役に立ちたい。 

・ 誰かがやらないといけない。 
・ 仕方ない気持ちでやっている。 

◎ 内田氏の「『雪かき仕事』に対する
敬意が欠けている」にはどのような
思いが含まれているのだろう。 
・ 「雪かき仕事」をしてくれてい

る人への感謝の気持ちをもって
いない。 

・ 「雪かき仕事」を手伝う人が少
ない。 

・ 自分のことしか考えていない。 

３  スクールガードの取組について話し
合う。 

・ 自分たちのために活動してくれ
ている人が身近なところにいる。 

・ 自分にもできることはないだろ
うか。 

20 

８ 

○  話合いの範囲をペア→グループ→
フ リ ー と 段 階 を 追 っ て 広 げ る こ と
で、生徒が多様な考えに触れること
ができるようにする。 

○  誰もが本当に前向きな気持ちで取
り組んでいるのかを問い、揺さぶる
ことで、多様な考え方を引き出すこ
とができるようにする。 

○ 「幸せの青い鳥」のストーリーを取
り上げ、雪かきされた道を歩けるこ
とは当たり前のことではなく、誰か
の善意のおかげであることに気付く
ことができるようにする。 

※  どんな人のどんな思いが社会を支え
ているのかについて、自分の考えと
友達の考えを比べて考えているか。

（記述・発言）

○  地域の方へのインタビューを聞
き、思いを知ることで、誰かのため
になることを主体的に引き受ける人
の気持ちに共感し、その思いが社会
をよりよくすることにつながってい
ることに気付くことができるように
する。  

４  これまでの自分を振り返って考える。 

○ これまでの自分は、地域や学校生
活をよりよくするために主体的に
行動していただろうか。 

  ・ 地域のボランティア活動に参加
したことがある。 

  ・ 自分から地域や学校をよくしよ
うと考えたことがなかった。 

○ 今日の学習を振り返り、学んだこ
と、感じたことを書こう。 

５ 教師の説話を聞く。 

15 

２ 

○  心のものさしを使うことで、これ
までの自分を客観的に見つめること
ができるようにする。 

○  振り返った経験を共有し、多様な
考えに触れることを通して、地域や
学校生活をよりよくすることについ
ての一人一人の考え方を深めること
ができるようにする。 

※  地域や学校生活をよりよくするこ
とについて、自分の生活を見つめ、振
り返りながら考えているか。 

           （記述・発言）
○  ごみ拾いをする日本人の記事を紹

介し、よりよい社会の実現について
考えを深める。 

どんな人のどんな思いが社会
を支えているのだろうか。

７ 考察 

（１）「自分事として考えを深められるような発問」について 

  ○ 自分が多くの人たちの善意によって支えられているこ 

とに気付いていない生徒が多い実態を踏まえ「雪かき仕 

事に対する敬意が欠けている」という内田氏の思いにつ 

いて考えた。生徒は、雪かきされた道を歩けることが当 

たり前のことではないことに気付き、自分の生活を支え 

ている人たちに感謝の気持ちをもつことについて、自分 

事として考えることができた。 

  ● 話合う活動において、生徒が自分の考えを伝え合うだけになってしまった。生徒

の考えに対して「見返りがなくても行動するのはなぜなのか。」といった補助発問を

したり、教師が生徒同士の考えをつなげるようなコーディネートをしたりすること

で、ねらいとする道徳的価値について生徒一人一人の自分の生き方についての考え

を深めることができたと考える。発問に対する生徒の反応を予想し、考えを深める

ための補助発問を準備しておくことが大切である。 

（２）「自己を見つめる振り返り」について 

  〇 友達の考えを見ることができる掲 

示板アプリを活用したことで、多様 

な価値観や考えに触れながら、自分 

の生き方を考える生徒の姿が見られ 

た。 

  ● 地域の方のインタビューを聞いた 

後に生徒が掲示板に書き込んだ内容 

と、その後、心のものさしを使って 

振り返った内容がほぼ同じだった。 

書く活動や内容を精選し、振り返り 

の時間を十分に確保することが大切 

である。 

  〇 掲示板を活用して、生徒同士がお互いの振り返りを読み、相互評価できるように

したことで、生徒が自分のよさや可能性に気付き、主体的に学ぶ意欲を高めること

につながっている。 

  ● 生徒同士の相互評価について、相手が友達関係で固定されがちなので、より多く

の考えに触れることのよさを生徒が実感できるように、まずは教師自身が生徒一人

一人の考えを受け止められるようにしたい。 

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から  

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から 

T：内田氏の「『雪かき仕事』に対する敬意が欠けている」にはどのような思いが込め

られているのかな。

C：僕たちの知らないところで雪かきしてくれている人がいるのに、そのことも考えず

雪かきしてあるのが当たり前であるかのように、その道を通勤通学している人は

どうなのだろうか、ということを言いたいのだと思います。

C：僕も「感謝すべき」だと考えました。

〈生徒の考えを共有した掲示板〉

〈友達と考えを交流する姿〉

は
ぐ
く
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湖南高等学校第３学年「総合的な探究の時間」学習指導案 

日 時：令和６年１０月３１日（木）第３・４校時 

授業者：福島県立湖南高等学校  教諭  半澤拓真 

授業テーマ 
臓器提供をテーマに、生命の尊さについて様々な立場で話し合うことを

通して、主体的に考え続ける態度を育む授業

１ 単元名 命と主体的な判断   

２ 単元の目標 

（１） 課題の発見と解決に必要な知識・技能を身に付けている。【知識・技能】 

（２） 実社会との関わりの中から問を発見し、自分で仮説を立て考察することができる。

【思考力・判断力・表現力等】 

（３） 探究に主体的に関わり、他者と協働し課題解決に取り組んでいる。 

【学びに向かう力・人間性】 

３ 単元設定の理由 

（１） 単元について 

 今後多くの生徒が取得する運転免許証の裏面には、臓器提供の意思表示欄があるこ

とから、身近な場所に重要で大きな判断をする機会があることに気付かせる。 

 戦争や災害、病気、事故などを主題に、死や命の尊さについて考える機会は、学校教

育の中や日常生活の中で様々あるが、自らやその家族の命について考えて判断する、

または他人から受け取るとも言える臓器提供は、特異な形であり考える場面は少ない。

考える時間があり判断を下すということは、ある意味では避けられない形の死よりも、

過酷なものであるとも言える。今後それぞれが新しい家族を持つ世代となることもあ

り、生徒に主体的に考える機会を提供したいと考えた。 

（２） 生徒の実態について 

男子１１名、女子５名の１６人の学級である。日々の生徒の姿から、素直な感受性

があり、それを表現することへの抵抗も少ないように感じている。生徒の様々な実態

を踏まえつつ、素直な感受性を引き出しながら、授業に対する意欲を高めたり、読書

の魅力に気付いたり、社会情勢に目を向けたりする機会を意図的に設けている。 

本単元の内容は、生徒にとって、自らの命と判断について考える機会として重要な

ものになると考える。 

（３） 指導について 

 公益財団法人日本臓器移植ネットワークのホームページを主として、統計や制度な

どの正確な情報を伝える。啓発用の意思表示カードの提供もあるので、実際に手に取

ってリアルに感じられるよう活用する。また、「臓器提供＝人助け＝するべき」と短絡

的な思考にならないよう、数は多くないが提供側の葛藤について書かれた新聞記事も

使用し、揺れ動く様々な思考をさせる。「提供する」ことが正しい答えのようになって

しまうことが予想されるので、「目を向ける」ことが大切な一歩目であり、「提供拒否」

を悪としない、多様性を受け入れられるよう展開する。 

４ 中学校道徳科の内容項目との関連 

「Ａ自主、自律、自由と責任」 

自立の精神を重んじ、主体的に考え、判断し、誠実に実行してその結果に責任をも

つこと。 

「Ｄ生命の尊さ」 

 生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえのない生

命を尊重すること。 

― 57 ―― 56 ―

５ 本時のねらい 

臓器提供をテーマに他の生徒と話し合うことを通して、生命の尊さを再確認し、正

解のない問いに対して自身の経験や価値観をもとに主体的に考え続けることができ

る。 

６ 板書計画（実際の板書） 

７ 学習過程 

学習活動・内容 
（○発問・予想される生徒の反応） 

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価 

１ Mentimeter を使用し「命」「人助

け」で思い付くキーワードを挙げる。 

２ 運転免許証を見て、臓器提供意思

表示欄の存在について知る。 

３ 本時の内容と目標を確認する。 

 目標「命の決断に目を向ける」 

５ 

５ 

５ 

○ 個人活動にして、多様な意見や多数意

見を可視化できるようにする。 

○ ここまでの中で「臓器提供」のワード

が挙がらなくても誘導はせず、自由に発

想することができるようにする。 

４  Mentimeter を使用し臓器提供の

イメージを挙げる。 

５ 教師からの説明で、臓器提供の制

度、現状についての知識を深める。 

６ 現時点での提供意思を確認する。 

（アンケート形式で集計➡結果を

公開➡班で意見交換➡全体共有） 

７ 提供に関する手記を読み、６と同

様の流れで考えを深める。 

８ 後悔や葛藤を綴った記事を読み、

６と同様の流れで考えを深める。 

○  あなたの気持ちの変化はなぜ

起きた/起きなかったのだろう。 

５ 

５ 

１０ 

１５ 

１０
休憩 

１５ 

○ イメージの結果は非公開とし、まとめ

活動での結果と併せて公開し、変化を感

じられるようにする。 

○ 簡潔かつ、推進するようなものや、感

情的な情報が入らないように注意する。

○ 提供拒否の生徒がいても、批判されな

いように配慮する。 

○ 自分と家族とで意思が異なる場合、そ

の違いについて議論が深まるようにす

る。 

※  ６～８その時々での意見を理由とと

もに説明し、考えを深めようとしている

か。 

９ ４と同様に今のイメージを挙げ、

４と合わせて公開し変化を考える。 

10 本時の目標の再確認をする。 

11 KDGs で自己評価し、共有して振り

返る。（班で意見交換➡全体共有） 

１０ 

１０ 

５ ○ 「提供」ではなく「目を向ける」こと

が目標であることを再確認することが

できるようにする。 

※ ルーブリック評価 

生 徒

の

変容
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湖南高等学校第３学年「総合的な探究の時間」学習指導案 

日 時：令和６年１０月３１日（木）第３・４校時 

授業者：福島県立湖南高等学校  教諭  半澤拓真 

授業テーマ 
臓器提供をテーマに、生命の尊さについて様々な立場で話し合うことを

通して、主体的に考え続ける態度を育む授業

１ 単元名 命と主体的な判断   

２ 単元の目標 

（１） 課題の発見と解決に必要な知識・技能を身に付けている。【知識・技能】 

（２） 実社会との関わりの中から問を発見し、自分で仮説を立て考察することができる。

【思考力・判断力・表現力等】 

（３） 探究に主体的に関わり、他者と協働し課題解決に取り組んでいる。 

【学びに向かう力・人間性】 

３ 単元設定の理由 

（１） 単元について 

 今後多くの生徒が取得する運転免許証の裏面には、臓器提供の意思表示欄があるこ

とから、身近な場所に重要で大きな判断をする機会があることに気付かせる。 

 戦争や災害、病気、事故などを主題に、死や命の尊さについて考える機会は、学校教

育の中や日常生活の中で様々あるが、自らやその家族の命について考えて判断する、

または他人から受け取るとも言える臓器提供は、特異な形であり考える場面は少ない。

考える時間があり判断を下すということは、ある意味では避けられない形の死よりも、

過酷なものであるとも言える。今後それぞれが新しい家族を持つ世代となることもあ

り、生徒に主体的に考える機会を提供したいと考えた。 

（２） 生徒の実態について 

男子１１名、女子５名の１６人の学級である。日々の生徒の姿から、素直な感受性

があり、それを表現することへの抵抗も少ないように感じている。生徒の様々な実態

を踏まえつつ、素直な感受性を引き出しながら、授業に対する意欲を高めたり、読書

の魅力に気付いたり、社会情勢に目を向けたりする機会を意図的に設けている。 

本単元の内容は、生徒にとって、自らの命と判断について考える機会として重要な

ものになると考える。 

（３） 指導について 

 公益財団法人日本臓器移植ネットワークのホームページを主として、統計や制度な

どの正確な情報を伝える。啓発用の意思表示カードの提供もあるので、実際に手に取

ってリアルに感じられるよう活用する。また、「臓器提供＝人助け＝するべき」と短絡

的な思考にならないよう、数は多くないが提供側の葛藤について書かれた新聞記事も

使用し、揺れ動く様々な思考をさせる。「提供する」ことが正しい答えのようになって

しまうことが予想されるので、「目を向ける」ことが大切な一歩目であり、「提供拒否」

を悪としない、多様性を受け入れられるよう展開する。 

４ 中学校道徳科の内容項目との関連 

「Ａ自主、自律、自由と責任」 

自立の精神を重んじ、主体的に考え、判断し、誠実に実行してその結果に責任をも

つこと。 

「Ｄ生命の尊さ」 

 生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえのない生

命を尊重すること。 
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５ 本時のねらい 

臓器提供をテーマに他の生徒と話し合うことを通して、生命の尊さを再確認し、正

解のない問いに対して自身の経験や価値観をもとに主体的に考え続けることができ

る。 

６ 板書計画（実際の板書） 

７ 学習過程 

学習活動・内容 
（○発問・予想される生徒の反応） 

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価 

１ Mentimeter を使用し「命」「人助

け」で思い付くキーワードを挙げる。 

２ 運転免許証を見て、臓器提供意思

表示欄の存在について知る。 

３ 本時の内容と目標を確認する。 

 目標「命の決断に目を向ける」 

５ 

５ 

５ 

○ 個人活動にして、多様な意見や多数意

見を可視化できるようにする。 

○ ここまでの中で「臓器提供」のワード

が挙がらなくても誘導はせず、自由に発

想することができるようにする。 

４  Mentimeter を使用し臓器提供の

イメージを挙げる。 

５ 教師からの説明で、臓器提供の制

度、現状についての知識を深める。 

６ 現時点での提供意思を確認する。 

（アンケート形式で集計➡結果を

公開➡班で意見交換➡全体共有） 

７ 提供に関する手記を読み、６と同

様の流れで考えを深める。 

８ 後悔や葛藤を綴った記事を読み、

６と同様の流れで考えを深める。 

○  あなたの気持ちの変化はなぜ

起きた/起きなかったのだろう。 

５ 

５ 

１０ 

１５ 

１０
休憩 

１５ 

○ イメージの結果は非公開とし、まとめ

活動での結果と併せて公開し、変化を感

じられるようにする。 

○ 簡潔かつ、推進するようなものや、感

情的な情報が入らないように注意する。

○ 提供拒否の生徒がいても、批判されな

いように配慮する。 

○ 自分と家族とで意思が異なる場合、そ

の違いについて議論が深まるようにす

る。 

※  ６～８その時々での意見を理由とと

もに説明し、考えを深めようとしている

か。 

９ ４と同様に今のイメージを挙げ、

４と合わせて公開し変化を考える。 

10 本時の目標の再確認をする。 

11 KDGs で自己評価し、共有して振り

返る。（班で意見交換➡全体共有） 

１０ 

１０ 

５ ○ 「提供」ではなく「目を向ける」こと

が目標であることを再確認することが

できるようにする。 

※ ルーブリック評価 

生 徒

の

変容
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白河市立東北中学校第２学年 道徳科学習指導の実際と考察 

日 時：令和６年１１月２９日（金） 第５校時 

授業者：白河市立東北中学校 教諭 佐久間理奈 

授業テーマ 
　井上選手の心情の変化について考える活動を通して、困難を乗りこえて

目標の達成に向けて努力し続けようとする道徳的意欲を育む授業

１ 主題名 困難を乗り越える A 希望と勇気、克己と強い意志 

２ 教材名 初心（出典：中学道徳 あすを生きる２ 日本文教出版） 

３ 主題設定の理由 

(１) ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

自分自身で目標を設定し、その達成を目指すことは、日々の生活を充実したものに

する。しかし、目標の実現には、様々な困難を乗り越えなければならない。困難を乗

り越えて、目標の達成に向けて努力し続けるためには、希望と勇気を失わない前向き

な姿勢が大切である。中学生の時期は、希望と勇気をもって困難を乗り越える生き方

に憧れをもつ時期である。しかし、理想通りに行かない現実に悩んだり、困難に直面

し物事を諦めたりしてしまう時期でもある。自己の内面の弱さに打ち勝ち、最後まで

やり遂げようとする強い意志を養い、挑戦し続ける姿勢が重要であることを伝えたい。

(２) 児童（生徒）の実態（子ども観） 

在籍生徒数３３名の学級である。素直な心をもった生徒が多く、自分が興味をもっ

たことに対しては、意欲的に取り組むことができる。その一方で、入学当初に比べ、

安易に自分の限界を定めてしまったり、困難に直面するとすぐに努力することをやめ

てしまったりと、高い目標に対して最後までやり抜こうとする意欲が減退してきてい

る生徒も見られるようになってきている。この時期に、困難を乗り越えて努力するこ

との大切さについて改めて考えさせることで、目標の達成に向けて努力しようとする

道徳的実践意欲を育てたい。 

(３) 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

   本教材は、井上康生選手が目標であった「柔道で世界一になること」を達成する目

前で挫折を味わうが、初心に返り、粘り強く練習に取り組むことで、目標を達成する

という内容である。井上選手の気持ちの変化について考えることで、困難を乗り越え

て努力することの大切さについて考えさせる。また、部活動に所属している子どもた

ちにとって、スポーツでの挫折や失敗は身近な内容であるため、自分と関連させて考

えやすい教材であると考える。困難を乗り越えるために必要な気持ちについて、他者

と話し合うことを通して、多面的・多角的に考えることで理解を深め、実生活に繋げ

られるようにしていきたい。 

４ 本時のねらい 

   登場人物の生き方について考える活動を通して、困難を乗りこえて目標の達成に向

けて努力し続けようとする道徳的実践意欲を育てる。 

５ 板書計画（実際の板書） 

８ 考察 

自己を見つめ、深い学びを実践する視点から  

（１）「自己を見つめる場の設定」について 

○ ２時間連続で実施したことによって、じっくり資 

料を読み込み、自己と対話する場面を複数回設定で 

きた。初めての試みであったが、１時間ずつ２週連 

続で行う授業ともまた異なる生徒の内面の変化が、 

鮮明に見られたと思う。もちろん時間が空くことによ 

って思考の整理がつくこともあるので、今後も題材に

よって使い分ければ、有効な授業形態であると感じた。     
〈生徒同士で考えを述べ合う場面〉

（２）「深い学びを実践する場の設定」について 

○ 「臓器提供＝人助け＝肯定」という短絡的な思考 

に陥らないように、普段あまり目にすることのない 

情報（学習過程の８）を提示し、生徒の考えが揺さ 

ぶられることを期待した。異なる視点で物事を捉え 

る体験をさせることで、ねらい通りの変化が見られ、 

臓器提供についてより多角的に考えることができた。 

● 意思表示の自主性と、生命の尊さが中学校道徳科 

との関連であったが、それらが明確に分けられた発 

問を設定することができなかった。分けることによっ

て、生徒の中にある葛藤や倫理観を明確にすることに
〈ICTを活用した資料の提示〉

繋げられた可能性もあると考える。道徳教育との関連を考える上で、今後の課題としたい。  

〇 途中で再度班分けを行うことで、様々な意見に触れることができた。 

● 途中で意見を集約し意図的に班内で意見が割れるよう班分けを操作すれば、話合い

が活性化し、生徒一人一人が自分の考えをさらに深められたのではないかと思う。 

（１）振り返りの場の確保 

〇 授業中の心境の変化を可視化するためにアンケートを

３回行い、同時にグループ内で意見共有をさせた。最後

の振り返りまでに、要所で思考をまとめ、言語化するこ

とによって、９０分の授業ではありながら、最後に生徒 

自身が授業全体を俯瞰して振り返ることに繋げられた。  
〈メンチメーターで全体共有〉

（２）生徒を認め励ます評価について 

〇 この授業内で臓器提供の意思表示をすることが目標ではなく、考えを深めることが目

標であることを、授業の最初と最後で強調した。大人であっても迷いなく決断すること

が容易ではないテーマだが、だからこそ「決めなくてよい」という安心できる前提の下

で、考える時間が取れたことにこの授業の意義があったと

考える。ルーブリックには素直に葛藤や不安が書かれてお

り、生命の尊さを改めて感じるとともに、正解のない問い

に自分事として向き合うことができたと考える。

● 振り返りの記述を授業内で共有し、クラスメイトにも

同じように葛藤や不安があることを伝えられれば、最後

に安心感を持って授業を終えられたのではないかと考え

る。    
〈ルーブリック（KDGｓ）の活用〉

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から  
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白河市立東北中学校第２学年 道徳科学習指導の実際と考察 

日 時：令和６年１１月２９日（金） 第５校時 

授業者：白河市立東北中学校 教諭 佐久間理奈 

授業テーマ 
　井上選手の心情の変化について考える活動を通して、困難を乗りこえて

目標の達成に向けて努力し続けようとする道徳的意欲を育む授業

１ 主題名 困難を乗り越える A 希望と勇気、克己と強い意志 

２ 教材名 初心（出典：中学道徳 あすを生きる２ 日本文教出版） 

３ 主題設定の理由 

(１) ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

自分自身で目標を設定し、その達成を目指すことは、日々の生活を充実したものに

する。しかし、目標の実現には、様々な困難を乗り越えなければならない。困難を乗

り越えて、目標の達成に向けて努力し続けるためには、希望と勇気を失わない前向き

な姿勢が大切である。中学生の時期は、希望と勇気をもって困難を乗り越える生き方

に憧れをもつ時期である。しかし、理想通りに行かない現実に悩んだり、困難に直面

し物事を諦めたりしてしまう時期でもある。自己の内面の弱さに打ち勝ち、最後まで

やり遂げようとする強い意志を養い、挑戦し続ける姿勢が重要であることを伝えたい。

(２) 児童（生徒）の実態（子ども観） 

在籍生徒数３３名の学級である。素直な心をもった生徒が多く、自分が興味をもっ

たことに対しては、意欲的に取り組むことができる。その一方で、入学当初に比べ、

安易に自分の限界を定めてしまったり、困難に直面するとすぐに努力することをやめ

てしまったりと、高い目標に対して最後までやり抜こうとする意欲が減退してきてい

る生徒も見られるようになってきている。この時期に、困難を乗り越えて努力するこ

との大切さについて改めて考えさせることで、目標の達成に向けて努力しようとする

道徳的実践意欲を育てたい。 

(３) 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

   本教材は、井上康生選手が目標であった「柔道で世界一になること」を達成する目

前で挫折を味わうが、初心に返り、粘り強く練習に取り組むことで、目標を達成する

という内容である。井上選手の気持ちの変化について考えることで、困難を乗り越え

て努力することの大切さについて考えさせる。また、部活動に所属している子どもた

ちにとって、スポーツでの挫折や失敗は身近な内容であるため、自分と関連させて考

えやすい教材であると考える。困難を乗り越えるために必要な気持ちについて、他者

と話し合うことを通して、多面的・多角的に考えることで理解を深め、実生活に繋げ

られるようにしていきたい。 

４ 本時のねらい 

   登場人物の生き方について考える活動を通して、困難を乗りこえて目標の達成に向

けて努力し続けようとする道徳的実践意欲を育てる。 

５ 板書計画（実際の板書） 

８ 考察 

自己を見つめ、深い学びを実践する視点から  

（１）「自己を見つめる場の設定」について 

○ ２時間連続で実施したことによって、じっくり資 

料を読み込み、自己と対話する場面を複数回設定で 

きた。初めての試みであったが、１時間ずつ２週連 

続で行う授業ともまた異なる生徒の内面の変化が、 

鮮明に見られたと思う。もちろん時間が空くことによ 

って思考の整理がつくこともあるので、今後も題材に

よって使い分ければ、有効な授業形態であると感じた。     
〈生徒同士で考えを述べ合う場面〉

（２）「深い学びを実践する場の設定」について 

○ 「臓器提供＝人助け＝肯定」という短絡的な思考 

に陥らないように、普段あまり目にすることのない 

情報（学習過程の８）を提示し、生徒の考えが揺さ 

ぶられることを期待した。異なる視点で物事を捉え 

る体験をさせることで、ねらい通りの変化が見られ、 

臓器提供についてより多角的に考えることができた。 

● 意思表示の自主性と、生命の尊さが中学校道徳科 

との関連であったが、それらが明確に分けられた発 

問を設定することができなかった。分けることによっ

て、生徒の中にある葛藤や倫理観を明確にすることに
〈ICTを活用した資料の提示〉

繋げられた可能性もあると考える。道徳教育との関連を考える上で、今後の課題としたい。  

〇 途中で再度班分けを行うことで、様々な意見に触れることができた。 

● 途中で意見を集約し意図的に班内で意見が割れるよう班分けを操作すれば、話合い

が活性化し、生徒一人一人が自分の考えをさらに深められたのではないかと思う。 

（１）振り返りの場の確保 

〇 授業中の心境の変化を可視化するためにアンケートを

３回行い、同時にグループ内で意見共有をさせた。最後

の振り返りまでに、要所で思考をまとめ、言語化するこ

とによって、９０分の授業ではありながら、最後に生徒 

自身が授業全体を俯瞰して振り返ることに繋げられた。  
〈メンチメーターで全体共有〉

（２）生徒を認め励ます評価について 

〇 この授業内で臓器提供の意思表示をすることが目標ではなく、考えを深めることが目

標であることを、授業の最初と最後で強調した。大人であっても迷いなく決断すること

が容易ではないテーマだが、だからこそ「決めなくてよい」という安心できる前提の下

で、考える時間が取れたことにこの授業の意義があったと

考える。ルーブリックには素直に葛藤や不安が書かれてお

り、生命の尊さを改めて感じるとともに、正解のない問い

に自分事として向き合うことができたと考える。

● 振り返りの記述を授業内で共有し、クラスメイトにも

同じように葛藤や不安があることを伝えられれば、最後

に安心感を持って授業を終えられたのではないかと考え

る。    
〈ルーブリック（KDGｓ）の活用〉

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から  
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＜ＩＣＴを活用したアンケート提示＞ 

＜小集団での話合い活動＞ 

＜振り返りの様子＞ 

７ 考察 

（１）「自己を見つめるための工夫」について 

○ ＩＣＴを活用して事前アンケートを実施したことで、

学級の実態を事前に把握して授業に臨むことができた。 

○ 振り返りで「今までの自分とこれからの自分」を意識

して振り返らせたことで、生徒の考えの変容を捉えやす

いようにした。 

● アンケートの質問②を「困難に直面したことがありま

すか。」や「困難に直面したときどうしますか。」とする

ことで、共感しながら導入から展開までスムーズにつな

げられたのではないかと考える。 

（２）「他者との関わりを通じるための活動の工夫」について 

○ 井上選手の気持ちを考える場面では、ペアや小集団で

意見交流をさせたことで、多様な意見や考えに触れるこ

とができ、自分の考えをさらに深めることができた。 

● 「個人で考えた上での意見交流」と「ペアや小集団で

共有してからの自分の意見を考える」では、どちらが効

果的であるのかは今後も検討していく必要がある。 

（３）「考えを深めるための発問の工夫」について 

○ 井上選手の人生を折れ線グラフに表す活動をしたことで、井上選手のどの場面で

の心情について考えていくのかが明確になった。最後の振り返りでは、井上選手の

心情に寄り添った意見も出てきた。 

○ 中心的な発問に対する補助発問や問い返しの仕方を事前に多く考えておくことで、

生徒の反応に応じて柔軟に対応することができた。 

● 生徒の考えをどのようにつないで中心的な発問につなげていくのか、どのような

問い返しをするとさらに考えが深まるのかといった教師のコーディネート力の向

上が必要だと感じた。「道徳の礎（いしずえ）」や他の研究実践を参考にしていきたい。 

○ ワークシートの記述のみの評価だけでなく、ペ

アや小集団での生徒の関わりを教師が見取り、一

人一人のよさを価値付けられるように意識して

きた。 

○ 事前アンケートで「目標の達成に向けて頑張る

ことがなかなかできない」と答えていた生徒が、

学習活動を通して努力や諦めない心の強さをも

つことの大切さに気づいていた。 

 ● 蓄積された振り返りをどのように評価として

残していくのかを今後も考えていく必要がある。 

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から 

学習活動・内容 

（◎中心的な発問 ・予想される児童生徒の反応）
時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点 

１ 学習課題を把握する。 

（１）アンケートの結果を振り返る。

① 目標の達成に向けて頑張ること

ができる人のことをどう思いま

すか。 

・かっこいい ・尊敬 ・意思が強い

② あなたは目標の達成に向けて、

頑張っていますか。 

（２）本時の課題を確認する。

5  

アンケートの結果を全体で共有し、そ

の結果に対する感想を出し合うことで、

道徳的価値への導入を図る。 

アンケートの結果をもとに、理想と現

実のギャップにふれ、本時の課題につ

なげる。 

２ 教材文の範読を聞く。

３ 本時の課題について考える。 

（１）井上選手の気持ちを考える。

○「世界一も確実だと誰もが思って

いた。」時と、「いくら練習しても

輝きを取り戻すことはできなか

った。」時の井上選手はそれぞれ

どんな気持ちだったのだろう。

 ・楽しい ・もっと強くなりたい

 ・もうやめたい 

（２）「初心」の意味を考える。

◎井上選手のお母さんが贈った言

葉の意味とは何だろう。

 ・柔道を楽しんで ・がむしゃら

 ・最後までやり切ってやる

（３）井上選手の気持ちを考える。

○表彰台で母の遺影を掲げたとき、

井上選手はどんな気持ちだった

のだろう。

 ・ここまでがんばってよかった 

・これからもがんばるよ 

10 

28 

○ 範読を聞く前に登場人物の紹介をし、

あらすじを確認する。 

○

○

○

それぞれの場面での井上選手の気持

ちを捉えさせることで、井上選手がお

かれている立場の辛さを理解すること

ができるようにする。 

○ 「井上選手は初心を思い出しただけ

「他にどのような

○ 困難を乗り越えたときの井上選手の

気持ちを考えさせることで、課題に対

する考えをさらに深めることができる

ようにする。 

※ 登場人物の生き方について多面的・多

角的に考えているか。（発言、記述） 

４ 本時の学習を振り返る。 

（１）自分の経験を振り返り、ワーク

シートに記入する。 

（２）教師の説話を聞く。 

7 ○ 本時の学習をこれまでの自分とこれ

からの自分を意識して振り返ることが

できるようにする。 

※ これまでの自分の経験を振り返りながら、

生き方について考えているか。（記述） 

○ 教師自身の体験を話し、本時の学習の

振り返りの一助とする。 

目標の達成に向けて、頑張るため

に大切な気持ちとは何だろう？ 

６ 学習過程 

で勝てたのだろうか」

気持ちをもっていたのだろうか」とい

った補助発問をすることで、困難を乗

り越えていく井上選手の気持ちに着目

することができるようにする。 
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＜ＩＣＴを活用したアンケート提示＞ 

＜小集団での話合い活動＞ 

＜振り返りの様子＞ 

７ 考察 

（１）「自己を見つめるための工夫」について 

○ ＩＣＴを活用して事前アンケートを実施したことで、

学級の実態を事前に把握して授業に臨むことができた。 

○ 振り返りで「今までの自分とこれからの自分」を意識

して振り返らせたことで、生徒の考えの変容を捉えやす

いようにした。 

● アンケートの質問②を「困難に直面したことがありま

すか。」や「困難に直面したときどうしますか。」とする

ことで、共感しながら導入から展開までスムーズにつな

げられたのではないかと考える。 

（２）「他者との関わりを通じるための活動の工夫」について 

○ 井上選手の気持ちを考える場面では、ペアや小集団で

意見交流をさせたことで、多様な意見や考えに触れるこ

とができ、自分の考えをさらに深めることができた。 

● 「個人で考えた上での意見交流」と「ペアや小集団で

共有してからの自分の意見を考える」では、どちらが効

果的であるのかは今後も検討していく必要がある。 

（３）「考えを深めるための発問の工夫」について 

○ 井上選手の人生を折れ線グラフに表す活動をしたことで、井上選手のどの場面で

の心情について考えていくのかが明確になった。最後の振り返りでは、井上選手の

心情に寄り添った意見も出てきた。 

○ 中心的な発問に対する補助発問や問い返しの仕方を事前に多く考えておくことで、

生徒の反応に応じて柔軟に対応することができた。 

● 生徒の考えをどのようにつないで中心的な発問につなげていくのか、どのような

問い返しをするとさらに考えが深まるのかといった教師のコーディネート力の向

上が必要だと感じた。「道徳の礎（いしずえ）」や他の研究実践を参考にしていきたい。 

○ ワークシートの記述のみの評価だけでなく、ペ

アや小集団での生徒の関わりを教師が見取り、一

人一人のよさを価値付けられるように意識して

きた。 

○ 事前アンケートで「目標の達成に向けて頑張る

ことがなかなかできない」と答えていた生徒が、

学習活動を通して努力や諦めない心の強さをも

つことの大切さに気づいていた。 

 ● 蓄積された振り返りをどのように評価として

残していくのかを今後も考えていく必要がある。 

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から 

学習活動・内容 

（◎中心的な発問 ・予想される児童生徒の反応）
時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点 

１ 学習課題を把握する。 

（１）アンケートの結果を振り返る。

① 目標の達成に向けて頑張ること

ができる人のことをどう思いま

すか。 

・かっこいい ・尊敬 ・意思が強い

② あなたは目標の達成に向けて、

頑張っていますか。 

（２）本時の課題を確認する。

5  

アンケートの結果を全体で共有し、そ

の結果に対する感想を出し合うことで、

道徳的価値への導入を図る。 

アンケートの結果をもとに、理想と現

実のギャップにふれ、本時の課題につ

なげる。 

２ 教材文の範読を聞く。

３ 本時の課題について考える。 

（１）井上選手の気持ちを考える。

○「世界一も確実だと誰もが思って

いた。」時と、「いくら練習しても

輝きを取り戻すことはできなか

った。」時の井上選手はそれぞれ

どんな気持ちだったのだろう。

 ・楽しい ・もっと強くなりたい

 ・もうやめたい 

（２）「初心」の意味を考える。

◎井上選手のお母さんが贈った言

葉の意味とは何だろう。

 ・柔道を楽しんで ・がむしゃら

 ・最後までやり切ってやる

（３）井上選手の気持ちを考える。

○表彰台で母の遺影を掲げたとき、

井上選手はどんな気持ちだった

のだろう。

 ・ここまでがんばってよかった 

・これからもがんばるよ 

10 

28 

○ 範読を聞く前に登場人物の紹介をし、

あらすじを確認する。 

○

○

○

それぞれの場面での井上選手の気持

ちを捉えさせることで、井上選手がお

かれている立場の辛さを理解すること

ができるようにする。 

○ 「井上選手は初心を思い出しただけ

「他にどのような

○ 困難を乗り越えたときの井上選手の

気持ちを考えさせることで、課題に対

する考えをさらに深めることができる

ようにする。 

※ 登場人物の生き方について多面的・多

角的に考えているか。（発言、記述） 

４ 本時の学習を振り返る。 

（１）自分の経験を振り返り、ワーク

シートに記入する。 

（２）教師の説話を聞く。 

7 ○ 本時の学習をこれまでの自分とこれ

からの自分を意識して振り返ることが

できるようにする。 

※ これまでの自分の経験を振り返りながら、

生き方について考えているか。（記述） 

○ 教師自身の体験を話し、本時の学習の

振り返りの一助とする。 

目標の達成に向けて、頑張るため

に大切な気持ちとは何だろう？ 

６ 学習過程 

で勝てたのだろうか」

気持ちをもっていたのだろうか」とい

った補助発問をすることで、困難を乗

り越えていく井上選手の気持ちに着目

することができるようにする。 
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道徳科学習指導の実際と考察
日 時：令和６年１１月２５日（月）第４校時 

授業テーマ 
登場人物の心の揺れを考えることを通して、相手の立場や気持ちを考

えて行動する素晴らしさや見返りのない親切の大切さを理解し、誰に対
しても温かい心で親切にしようとする心情を育てる授業 

１ 主題名 親身な対応 Ｂ親切、思いやり 
２ 教材名 くずれ落ちただんボール箱（出典 新版 みんなの道徳５ Gakken） 
３ 主題設定の理由

（１） ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

　 本指導内容は、高学年の内容項目「親切、思いやり」には、｢誰に対しても思いやりの

心をもち、相手の立場に立って親切にすること｣と示されている。他者とのかかわりの中

で生活する上で大切なのは、人の喜びを共に喜び、人の不幸に共に涙し、人の苦痛に共

に心を痛めるといった共感する心であり、これが人を思いやる心である。親切とは、本

来、行為の相手を選んだり外的な報酬を期待したりするものではなく、相手の気持ちや

立場を自分のことに置き換えて推し量り、相手に対してよかれと思う気持ちを相手に向

けることである。そして、誰に対しても温かく接することが大切である。

（２） 児童の実態（子ども観） 

　本学級は児童数１６名の学級である。集団の中で生活しながら、各教科の授業や行事

等に取り組み、相手に対する思いやりや親切な行為の大切さについて理解してきている。

道徳科の授業では、思いやりや親切な行為のよさを指導するとともに、日常生活におい

ても、児童の具体的な行動を取り上げ、「親切、思いやり」のよさについて励ましたり、

確認したりしており、そのような指導を通して、学校生活においては、相手の立場に立

って考え、行動することができるようになっている。しかし、公共の場における多様な

人々に対しての親切や思いやりに関しては経験が少ないことが考えられる。 

（３） 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

　本教材は、おばあさんの孫が、店の段ボール箱の山を崩してしまい、困っているおば

あさんの代わりに主人公等２人が片付けをする。事情を知らない店の人に叱られた後、

戻ってきたおばあさんにお礼を言われる主人公の気持ちを考えさせていく。 

　指導にあたっては、主人公への自我関与を中心に学習を進めていく。おばあさんの立

場を理解し、親切な行動を取った主人公の心情に目を向けさせたい。また、店の人に注

意を受ける場面で主人公の気持ちを考えさせることにより、親切な行為の難しさやよさ

といった人間理解や価値理解について考えを深めさせたい。最後に、教材を通して、相

手の立場を考え行動することは、お礼の有無に関係なくよい行為であることと、認めら

れることによってより意欲が高まり、周りにもよい影響が広がることにも気付かせ、相

手の立場に立って親切にしようとする道徳的心情を育てたい。 

４ 本時のねらい 

困っているおばあさんの姿を見て段ボール箱の片付けを手伝った主人公「明日香」の

心の揺れを考えることを通して、相手の立場や気持ちを考えて行動する素晴らしさや見

返りのない親切の大切さを理解し、誰に対しても温かい心で親切にしようとする道徳的

心情を育てる。 

５ 板書計画（実際の板書） 

６ 学習過程 

学習活動・内容 
（◎中心発問・予想される児童の反応）

時間 〇指導上の留意点 ※評価の視点

○ 事前に実施したアンケートを活用１ 本時の課題をつかむ。 
（１）事前アンケートの結果から問題意識を持つ。 

・ 親切にしたことはありますか 
・ ほめられなくても親切にしますか 

（２）本時のテーマをつかむ。 

親切にするのに大切なことは何だろう？

やってよかった

５

し、児童の「親切」に対するイメー

ジを共有し本時の学びに繋げる。

２ 教材文を読んで考える。 

（１）「いいえ、いいんです」と言って立ち去っ
た時、明日香は「やってよかった」と思った
か、「やらなければよかった」と思ったか。

・ おばあさんの役に立てたから。 
・ おばあさんが喜んでくれたから。 
・ ほめられたいからやったわけじゃないから。

・ 怒られたから。  
・ 納得できないから。 
・ 本当は倒したのは自分じゃないから。
・ おばあさんに戻ってきて説明してほ 

しかったから。 

（２）明日香の足取りがいつもより軽やかだっ
たのはどうしてなのか。 

・ 店の人に分かってもらえてよかった。
・ ほめられてうれしい。 
・ やっぱりおばあさんを助けて良かった。
・ 親切はよいことだ。

（３）◎もし、手紙が来なかったら、明日香は 

今後親切にすると思うか、しないと思うか。 

・相手のためにするものだから。 
・困っていたら助けたいから。 
・ほめられなくても・・・。

２５ ○ 重要となる場面を確認し、内容を
しっかり捉えられるようにする。 

○ 「やらなければよかった」という
思いに触れることで、人間の心の弱
さについて考えることができるよ
うにする。 

○ 自分の考えがうまく伝えられな
かったり、考えをもてなかったりす
る児童がいた場合には、ペアでの話
合いの時間を効果的に設定して、友
達との関わりから自分の考えを表
出させる手立てとする。 

○ 自分の考えを伝える時には理由
や根拠をもたせ、聞く時も相手の考
えのもとになっているものが何で
あるのかを考えることができるよ
うにする。 

〇 手紙が来なかった場合の明日香
の気持ちを考えることで、親切に対
する考えを深めることができるよう
にする。 

〇 手紙が来なかった場合の明日香
の気持ちについて、心情メーターを
もとに考えることで、友達と比べて
自分の考えとの共通点や相違点を
考えることができるようにする。 

※ 誰に対しても思いやりの心を持
ち、相手の立場に立って親切にする
ことの大切さに気付いているか。
（発言・記述） 

３ 自己を見つめ直す。 

（１）これまでの自分を振り返る。 

（２）友達と振り返りを共有する。 

○ ペアで話をしてみましょう。 

学習活動・内容 
（◎中心発問・予想される児童の反応）

○ 次にグループで話をしてみましょう。 

・ 自分と同じように考えている人がいる。

・ こんな考え方もあるんだな。

ので紹介します。 

・ 自分も親切にしていたんだ。親切って 
たくさんあるんだな。 

・ ほめられたいから手伝ったわけでは 
ないけど、紹介されてうれしい。 

１５ 〇 ワークシートに書くことで、これ
までの自分を振り返り、親切に対す
る意識の高まりを実感できるように
する。 

〇 友達と振り返りを交流すること
で、さらに多様な考えに触れること
ができるようにする。 

※ これまでの自分を振り返りなが
ら、思いやりの心をもち相手の立場
に立って親切にすることの大切さ
について考えを深めているか。   

（記述） 

〇 生活の様子の写真を紹介するこ
とで、自分たちの周りにもたくさん
の親切があることに気付くことが
できるようにする。 

やらなければよかった 

親切にする 

○ ５年生が親切にしている場面があった 
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道徳科学習指導の実際と考察
日 時：令和６年１１月２５日（月）第４校時 

授業テーマ 
登場人物の心の揺れを考えることを通して、相手の立場や気持ちを考

えて行動する素晴らしさや見返りのない親切の大切さを理解し、誰に対
しても温かい心で親切にしようとする心情を育てる授業 

１ 主題名 親身な対応 Ｂ親切、思いやり 
２ 教材名 くずれ落ちただんボール箱（出典 新版 みんなの道徳５ Gakken） 
３ 主題設定の理由

（１） ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

　 本指導内容は、高学年の内容項目「親切、思いやり」には、｢誰に対しても思いやりの

心をもち、相手の立場に立って親切にすること｣と示されている。他者とのかかわりの中

で生活する上で大切なのは、人の喜びを共に喜び、人の不幸に共に涙し、人の苦痛に共

に心を痛めるといった共感する心であり、これが人を思いやる心である。親切とは、本

来、行為の相手を選んだり外的な報酬を期待したりするものではなく、相手の気持ちや

立場を自分のことに置き換えて推し量り、相手に対してよかれと思う気持ちを相手に向

けることである。そして、誰に対しても温かく接することが大切である。

（２） 児童の実態（子ども観） 

　本学級は児童数１６名の学級である。集団の中で生活しながら、各教科の授業や行事

等に取り組み、相手に対する思いやりや親切な行為の大切さについて理解してきている。

道徳科の授業では、思いやりや親切な行為のよさを指導するとともに、日常生活におい

ても、児童の具体的な行動を取り上げ、「親切、思いやり」のよさについて励ましたり、

確認したりしており、そのような指導を通して、学校生活においては、相手の立場に立

って考え、行動することができるようになっている。しかし、公共の場における多様な

人々に対しての親切や思いやりに関しては経験が少ないことが考えられる。 

（３） 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

　本教材は、おばあさんの孫が、店の段ボール箱の山を崩してしまい、困っているおば

あさんの代わりに主人公等２人が片付けをする。事情を知らない店の人に叱られた後、

戻ってきたおばあさんにお礼を言われる主人公の気持ちを考えさせていく。 

　指導にあたっては、主人公への自我関与を中心に学習を進めていく。おばあさんの立

場を理解し、親切な行動を取った主人公の心情に目を向けさせたい。また、店の人に注

意を受ける場面で主人公の気持ちを考えさせることにより、親切な行為の難しさやよさ

といった人間理解や価値理解について考えを深めさせたい。最後に、教材を通して、相

手の立場を考え行動することは、お礼の有無に関係なくよい行為であることと、認めら

れることによってより意欲が高まり、周りにもよい影響が広がることにも気付かせ、相

手の立場に立って親切にしようとする道徳的心情を育てたい。 

４ 本時のねらい 

困っているおばあさんの姿を見て段ボール箱の片付けを手伝った主人公「明日香」の

心の揺れを考えることを通して、相手の立場や気持ちを考えて行動する素晴らしさや見

返りのない親切の大切さを理解し、誰に対しても温かい心で親切にしようとする道徳的

心情を育てる。 

５ 板書計画（実際の板書） 

６ 学習過程 

学習活動・内容 
（◎中心発問・予想される児童の反応）

時間 〇指導上の留意点 ※評価の視点

○ 事前に実施したアンケートを活用１ 本時の課題をつかむ。 
（１）事前アンケートの結果から問題意識を持つ。 

・ 親切にしたことはありますか 
・ ほめられなくても親切にしますか 

（２）本時のテーマをつかむ。 

親切にするのに大切なことは何だろう？

やってよかった

５

し、児童の「親切」に対するイメー

ジを共有し本時の学びに繋げる。

２ 教材文を読んで考える。 

（１）「いいえ、いいんです」と言って立ち去っ
た時、明日香は「やってよかった」と思った
か、「やらなければよかった」と思ったか。

・ おばあさんの役に立てたから。 
・ おばあさんが喜んでくれたから。 
・ ほめられたいからやったわけじゃないから。

・ 怒られたから。  
・ 納得できないから。 
・ 本当は倒したのは自分じゃないから。
・ おばあさんに戻ってきて説明してほ 

しかったから。 

（２）明日香の足取りがいつもより軽やかだっ
たのはどうしてなのか。 

・ 店の人に分かってもらえてよかった。
・ ほめられてうれしい。 
・ やっぱりおばあさんを助けて良かった。
・ 親切はよいことだ。

（３）◎もし、手紙が来なかったら、明日香は 

今後親切にすると思うか、しないと思うか。 

・相手のためにするものだから。 
・困っていたら助けたいから。 
・ほめられなくても・・・。

２５ ○ 重要となる場面を確認し、内容を
しっかり捉えられるようにする。 

○ 「やらなければよかった」という
思いに触れることで、人間の心の弱
さについて考えることができるよ
うにする。 

○ 自分の考えがうまく伝えられな
かったり、考えをもてなかったりす
る児童がいた場合には、ペアでの話
合いの時間を効果的に設定して、友
達との関わりから自分の考えを表
出させる手立てとする。 

○ 自分の考えを伝える時には理由
や根拠をもたせ、聞く時も相手の考
えのもとになっているものが何で
あるのかを考えることができるよ
うにする。 

〇 手紙が来なかった場合の明日香
の気持ちを考えることで、親切に対
する考えを深めることができるよう
にする。 

〇 手紙が来なかった場合の明日香
の気持ちについて、心情メーターを
もとに考えることで、友達と比べて
自分の考えとの共通点や相違点を
考えることができるようにする。 

※ 誰に対しても思いやりの心を持
ち、相手の立場に立って親切にする
ことの大切さに気付いているか。
（発言・記述） 

３ 自己を見つめ直す。 

（１）これまでの自分を振り返る。 

（２）友達と振り返りを共有する。 

○ ペアで話をしてみましょう。 

学習活動・内容 
（◎中心発問・予想される児童の反応）

○ 次にグループで話をしてみましょう。 

・ 自分と同じように考えている人がいる。

・ こんな考え方もあるんだな。

ので紹介します。 

・ 自分も親切にしていたんだ。親切って 
たくさんあるんだな。 

・ ほめられたいから手伝ったわけでは 
ないけど、紹介されてうれしい。 

１５ 〇 ワークシートに書くことで、これ
までの自分を振り返り、親切に対す
る意識の高まりを実感できるように
する。 

〇 友達と振り返りを交流すること
で、さらに多様な考えに触れること
ができるようにする。 

※ これまでの自分を振り返りなが
ら、思いやりの心をもち相手の立場
に立って親切にすることの大切さ
について考えを深めているか。   

（記述） 

〇 生活の様子の写真を紹介するこ
とで、自分たちの周りにもたくさん
の親切があることに気付くことが
できるようにする。 

やらなければよかった 

親切にする 

○ ５年生が親切にしている場面があった 
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７ 考察 

（１）「問題を自分事として捉える工夫」について 

○ 事前アンケートを実施することで「親切」に対するイメー

ジを全体で共有し、本時の学びにつなげることができた。 

 ○ 「いいえ、いいんです」と言った時の主人公の気持ちを考

えた際、「（親切な行いを）やらなければよかった」と答えた

児童等に対し、「誰にでも親切にできる」と多くの児童が

答えていたアンケート結果を再提示した。これまで自分の

中にあった考えと、具体的場面での自分の考えにズレがあ

ることに気付き、問題をより自分事として捉えることができた。 

 ● 問題を自分事とすることができ、かつ学習の中でも生かすことができるようなアン

ケート内容の精選が難しい。 

（２）「他者の考えに触れ、物事を多面的・多角的に考える工夫」（発問・学習形態）について 

○ 「手紙が来なかったら？」という仮想の発問は、「親切」を

さらに深く考える上で効果的であった。心情メーター（心の

数直線）を用いたことで、児童は自身の心情や思考を「位置」

に投影し、表現することで自分のことを客観視することがで

きた。また、ペアやグループでの友達との話合いを通して多

様な考えに触れることできた。 

○ 児童の発言に対して「どう？」「今の○○さんの気持ち分か

る？」など、他の児童に考えを広げる問い返しを行うコーデ

ィネートをすることで、友達の考えと自分の考えを関係付け

た多様な価値観を引き出すことができた。 

● 一度ワークシートに記入してから、黒板の心情メーターにネームを位置付けたが、

児童同士の重なりが目立ってしまった。数値として可視化し、児童同士の微妙な考え

や思いのズレを生かせるようにしていきたい。 

（３）「自己を見つめ、考えを深める振り返りの工夫」について 

○ 振り返りの時間を十分に確保したことで、本時の学びとこ

れまでの自分についてじっくり振り返ることができた。ま

た、ペアやグループで振り返りを交流することで、さらに多

様な考えに触れることもできた。 

○ 日頃の学校生活の中で教師が見取った児童の親切の場面

の写真を紹介したことで、自分たちの周りにもたくさんの

親切があることを実感することができた。また、導入のアン

ケートで「親切にしたことがない」と答えた児童の写真を紹介したことで、「親切だと

は気付かなかったが、自分も親切にしていた。」と気付くことができた。 

○ 児童が考えたこと、振り返ったことが記載されているワークシートから、教師は児

童の気付きや成長を些細な事でも見取り、称賛するコメントを入れたり、声かけをし

たりしてきた。また、毎時間、ワークシートと板書の写真をファイリングして蓄積す

ることで、道徳科における自分の学びを振り返ることができるようにしてきた。 

○ 児童の道徳的成長を、教師だけでなく、児童同士が認め合うことができるよう、友

達が聞いてくれる、受け入れてくれるという安心感のある学級づくりに努めてきた。 

● 考えを文章に表すことが苦手な児童もいることから、そのような児童には、振り返

りの際に声をかけ、文章にできない思いを汲み取り、評価につなげていきたい。 

〈アンケート結果の提示〉

〈心情メーターの活用〉

〈振り返りの交流〉 

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から 

日 時：令和６年１１月２８日(木) 第３校時 

授業者：いわき市立中央台東小学校 教諭 関根知佳 

授業テーマ 
　自分で考えて、度を過ごすことなく規則正しい生活をしようとする心情

を育むことができる授業 

（１）ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

内容項目「節度・節制」は、「自分でできることは自分でやり、安全に気を付け、よく考えて行動し、

節度のある生活をすること」とされている。この内容項目には二つの要点が含まれている。一つ目は、基

本的な生活習慣に関することである。基本的な生活習慣は、人間として最も基礎的かつ日常的な行動の在

り方であり、充実した生活を送る上で欠くことのできないものである。二つ目は、進んで自分の生活を見

直し、自分の置かれた状況について思慮深く考えながら自らを節制し、程よい生活をしていくことである。

自己の確立にとって、自分を客観的に見つめ、現状を内省することは必要不可欠である。また、これは自

分や他の人の快適な生活を守ることにも大いにつながっていることを自覚できるようにする必要がある。
 

（２）児童の実態（子ども観） 

　本学級の児童は25名で、活発で元気な児童が多い。児童は、基本的な生活習慣を身につけることの大

切さについて理解はしてきている。また、休み時間と授業中とのめりはりをつけて節度のある生活を意識

するようになってきた。一方で、自分のやりたいことを優先してしまい、やらなければいけないことは分

かっているがつい後回しにしてしまう児童や、周囲に流されて過ごしてしまう児童が多い。このような実

態から、自分で自分のことを考えて生活しようとする大切さを考えられるようにしたり、自らの生活につ

いて振り返ったりする必要があると考える。 

（３）教材及び指導について（教材観及び指導観） 

　本教材は、主人公の「わたし」が進級祝いにもらった目覚まし時計をきっかけに「わたしのきまり」を

作るが、徐々に守れなくなり、寝不足のために全校朝会で気分が悪くなってしまうという内容である。こ

の「わたし」のような状況は、４年生のこの時期によく見られる。 

　指導にあたっては、自分で決めた「わたしのきまり」を守らなくなっていった時の心情から、「わたし」

の葛藤したり揺れ動いたりする気持ちを捉えさせたい。また、保健室のベッドで目をつむっている「わた

し」の気持ちを多面的・多角的に考えさせ、自らを節制し、規則正しい生活をすることの大切さに気付か

せ、日常生活での行為として現れるように工夫したい。 

４  本時のねらい 

　自分で決めたきまりを守らなくなっていった「わたし」の思いについて話し合うことを通して、

自分で考えて、度を過ごすことなく規則正しい生活をしようとする道徳的心情を育む。 

５  板書計画（実際の板書） 

１ 主題名 自分で考え、決めたこと  Ａ節度、節制
２ 教材名 「目ざまし時計」 (出典：新編　新しい道徳４ 東京書籍) 
３ 主題設定の理由

いわき市立中央台東小学校 第４学年 道徳科学習指導の実際と考察
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７ 考察 

（１）「問題を自分事として捉える工夫」について 

○ 事前アンケートを実施することで「親切」に対するイメー

ジを全体で共有し、本時の学びにつなげることができた。 

 ○ 「いいえ、いいんです」と言った時の主人公の気持ちを考

えた際、「（親切な行いを）やらなければよかった」と答えた

児童等に対し、「誰にでも親切にできる」と多くの児童が

答えていたアンケート結果を再提示した。これまで自分の

中にあった考えと、具体的場面での自分の考えにズレがあ

ることに気付き、問題をより自分事として捉えることができた。 

 ● 問題を自分事とすることができ、かつ学習の中でも生かすことができるようなアン

ケート内容の精選が難しい。 

（２）「他者の考えに触れ、物事を多面的・多角的に考える工夫」（発問・学習形態）について 

○ 「手紙が来なかったら？」という仮想の発問は、「親切」を

さらに深く考える上で効果的であった。心情メーター（心の

数直線）を用いたことで、児童は自身の心情や思考を「位置」

に投影し、表現することで自分のことを客観視することがで

きた。また、ペアやグループでの友達との話合いを通して多

様な考えに触れることできた。 

○ 児童の発言に対して「どう？」「今の○○さんの気持ち分か

る？」など、他の児童に考えを広げる問い返しを行うコーデ

ィネートをすることで、友達の考えと自分の考えを関係付け

た多様な価値観を引き出すことができた。 

● 一度ワークシートに記入してから、黒板の心情メーターにネームを位置付けたが、

児童同士の重なりが目立ってしまった。数値として可視化し、児童同士の微妙な考え

や思いのズレを生かせるようにしていきたい。 

（３）「自己を見つめ、考えを深める振り返りの工夫」について 

○ 振り返りの時間を十分に確保したことで、本時の学びとこ

れまでの自分についてじっくり振り返ることができた。ま

た、ペアやグループで振り返りを交流することで、さらに多

様な考えに触れることもできた。 

○ 日頃の学校生活の中で教師が見取った児童の親切の場面

の写真を紹介したことで、自分たちの周りにもたくさんの

親切があることを実感することができた。また、導入のアン

ケートで「親切にしたことがない」と答えた児童の写真を紹介したことで、「親切だと

は気付かなかったが、自分も親切にしていた。」と気付くことができた。 

○ 児童が考えたこと、振り返ったことが記載されているワークシートから、教師は児

童の気付きや成長を些細な事でも見取り、称賛するコメントを入れたり、声かけをし

たりしてきた。また、毎時間、ワークシートと板書の写真をファイリングして蓄積す

ることで、道徳科における自分の学びを振り返ることができるようにしてきた。 

○ 児童の道徳的成長を、教師だけでなく、児童同士が認め合うことができるよう、友

達が聞いてくれる、受け入れてくれるという安心感のある学級づくりに努めてきた。 

● 考えを文章に表すことが苦手な児童もいることから、そのような児童には、振り返

りの際に声をかけ、文章にできない思いを汲み取り、評価につなげていきたい。 

〈アンケート結果の提示〉

〈心情メーターの活用〉

〈振り返りの交流〉 

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から 

日 時：令和６年１１月２８日(木) 第３校時 

授業者：いわき市立中央台東小学校 教諭 関根知佳 

授業テーマ 
　自分で考えて、度を過ごすことなく規則正しい生活をしようとする心情

を育むことができる授業 

（１）ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

内容項目「節度・節制」は、「自分でできることは自分でやり、安全に気を付け、よく考えて行動し、

節度のある生活をすること」とされている。この内容項目には二つの要点が含まれている。一つ目は、基

本的な生活習慣に関することである。基本的な生活習慣は、人間として最も基礎的かつ日常的な行動の在

り方であり、充実した生活を送る上で欠くことのできないものである。二つ目は、進んで自分の生活を見

直し、自分の置かれた状況について思慮深く考えながら自らを節制し、程よい生活をしていくことである。

自己の確立にとって、自分を客観的に見つめ、現状を内省することは必要不可欠である。また、これは自

分や他の人の快適な生活を守ることにも大いにつながっていることを自覚できるようにする必要がある。
 

（２）児童の実態（子ども観） 

　本学級の児童は25名で、活発で元気な児童が多い。児童は、基本的な生活習慣を身につけることの大

切さについて理解はしてきている。また、休み時間と授業中とのめりはりをつけて節度のある生活を意識

するようになってきた。一方で、自分のやりたいことを優先してしまい、やらなければいけないことは分

かっているがつい後回しにしてしまう児童や、周囲に流されて過ごしてしまう児童が多い。このような実

態から、自分で自分のことを考えて生活しようとする大切さを考えられるようにしたり、自らの生活につ

いて振り返ったりする必要があると考える。 

（３）教材及び指導について（教材観及び指導観） 

　本教材は、主人公の「わたし」が進級祝いにもらった目覚まし時計をきっかけに「わたしのきまり」を

作るが、徐々に守れなくなり、寝不足のために全校朝会で気分が悪くなってしまうという内容である。こ

の「わたし」のような状況は、４年生のこの時期によく見られる。 

　指導にあたっては、自分で決めた「わたしのきまり」を守らなくなっていった時の心情から、「わたし」

の葛藤したり揺れ動いたりする気持ちを捉えさせたい。また、保健室のベッドで目をつむっている「わた

し」の気持ちを多面的・多角的に考えさせ、自らを節制し、規則正しい生活をすることの大切さに気付か

せ、日常生活での行為として現れるように工夫したい。 

４  本時のねらい 

　自分で決めたきまりを守らなくなっていった「わたし」の思いについて話し合うことを通して、

自分で考えて、度を過ごすことなく規則正しい生活をしようとする道徳的心情を育む。 

５  板書計画（実際の板書） 

１ 主題名 自分で考え、決めたこと  Ａ節度、節制
２ 教材名 「目ざまし時計」 (出典：新編　新しい道徳４ 東京書籍) 
３ 主題設定の理由

いわき市立中央台東小学校 第４学年 道徳科学習指導の実際と考察
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６ 学習過程 

学習活動・内容（◯発問・予想される児童の反応） 時間 ◯指導上の留意点 ※評価の視点 

１ 本時の学習課題をつかむ。 

（１）「規則正しい生活」についての経験を想起する。 

◯ 規則正しい生活ができているか？ 
・できている  
・がんばろうとは思っているけれど･･･ 

（２） アンケートの結果を見て、学級の実態を
共有する。 

（３）課題をつかむ。 

規則正しい生活をおくるためには 

５  ◯ ２学期のめあてなど、日常の生活につ

いて問いかけることで、自分の生活に意

識を向けることができるようにする。 

◯ 事前アンケートで聞いた、規則正しい

生活についての結果を学習支援アプリで

提示し、視覚的にとらえやすくする。 

２ 「目ざまし時計」を読んで考え、話し合う。 

（１）スライドショーの範読を聞き、話の内容を 
理解する。 

（２)「わたし」の心情を考える。 

◯「もう少しぐらいいいじゃない」と自分に言い
訳をしたときの「わたし」はどんな気持ちだ
ろう。 
・まだ動画を見たい。 
・起きられるかな。 
・このくらい大丈夫。 

◯ 学校へ急ぐ「わたし」は何を思っているだろう。
・何で起こしてくれないの。 
・お母さんが悪い。 
・遅刻しちゃう。 

◎保健室のベッドで「わたし」は目をつむりな

がらどんなことを考えていただろう。 

・お母さんじゃなくて自分のせいだ。 

・家に帰ったらちゃんと謝ろう。 

・寝坊したのは決まりを守れなかったからだ。 

・自分が悪かったな。 

２５ 

（５） 

（４） 

（４） 

（12） 

◯ 範読に入る前に２枚目までの挿絵を見せ
ることで、内容に関心をもてるようにする。 

◯ 目ざまし時計をもらった時の気持ちや
「わたしのきまり」を作ったことにも触
れて、「わたし」の気持ちを考えられるよ
うにする。 

◯ 「わたし」の気持ちの変化を黒板に線で
表し、視覚的にも変化が読み取れるよう
にする。 

◯ 全員が自分の考えを話すことができる
よう、全体で話す前にグループで考えを
聞き合う時間を設ける。 

◯ 「わたし」の気持ちを想像しやすくする
ために、実際に目をつむって「わたし」の
行動を振り返る活動を取り入れる。 

◯ 友達の多様な考えに触れて多面的・多

角的に「わたし」の思いを考えられるよう、
ワークシートへの記入が終わった児童か
ら、自由にペアを組んで話すよう伝える。

◯ 謝ろうと考えた児童には、「何に対して

謝るのか」を問い返し、「わたし」の心情
をより具体的に考えられるように促す。 

※ きまりを作った時の「わたし」と、実行 
できなかった時の「わたし」の気持ちを比 
較し、規則正しい生活をすることの大切 
さと難しさについて考えているか。 

(発言・記述) 

３ 自分の生活を振り返る。 

（１）規則正しい生活はなぜ大切なのかを考える。 

・健康のため ・自分のため 
・気持ちよく生活するため 

（２）本時を振り返り、自分の生活について見つめ直す。 

・毎日早寝早起きができていたから続けようと
思う。 

・忘れ物をたまにしてしまうことがある。夜の
うちに連絡帳を確認するようにしたい。 

・休み時間には毎日外に出て運動をしたい。 

１０ 

（５） 

（５） 

◯ 規則正しい生活はなぜ大切なのか、全
体で意見を整理することで考えを深めら
れるようにする。 

◯ 事前アンケートを再度取り上げること
で、規則正しい生活についてこれからの
ことも踏まえながら、幅広く考えられる
ようにする。 

※ これまでの自分の生活を振り返りなが
ら、規則正しい生活をすることについて
自分の考えを深めているか。 （発言・記述）

４ 友達の行動を紹介して、規則正しい生活のよ
さについて考える。 

５ 
紹介し、規則正しい生活について考えら

◯ クラスの友達の具体的な行動について

れる時間をもって、授業を終える。 

（１） 「教材への自我関与」について

○ 導入で、規則正しい生活についてのアンケート結果を示し 

たことで、児童が普段の自分の生活について振り返り、本

時の授業に対する関心を高めることができた。 

○ 児童が記入した２学期のめあてや、キラリの森のカード

などを提示することで、自分達の生活と関連づけて考える 

ことにつながった。 

○ 教材と同じく、実際に目をつむって静かに考える時間を 

とることで、主人公の気持ちが想像しやすくなり、その後

のワークシートの記入をスムーズに行うことができた。 

● 「自分は遅くまでゲームをしている」と発言した児童がいたが、なぜやっているのかを聞くと、

もっと自分事として身近に感じられたと考える。 

（２）「多面的・多角的な話合い」について 

○ 主人公の規則正しい生活への気持ちの変化を可視化できる板書にしたことで、気持ちの変容

が理解しやすくなり、多面的・多角的な話合いにつなげることができた。 

○ 主人公の気持ちだけではなく、母の心情についても問うことで、視野を広げて多面的・多角

的に考えることにつながった。 

● 発表について、考えをつなげていくことができるように、「今の発表に対してどう思うか」と問

うなど、コーディネートの仕方を工夫していきたい。 

（３）「自己を見つめる」について 

○ 導入での、規則正しい生活についてのアンケートに再

び触れることで、自分の実生活を思い返して、できてい

ることやできていないことを一人一人が深く考えること 

につながった。 

○ 終末で、規則正しい生活をしている児童の保護者から 

のインタビューを提示することで、一人一人が自分の生

活を振り返り、見つめ直すことにつなげることができた。 

○ ワークシートには、箇条書きや吹き出しなど、それぞれの書き方で自分の考えを表現しようと

する姿が確認できた。また、友達と意見を伝え合うときには、相手の考えにうなずいたり拍手を

したりするなど、様々な考えを理解しようとしていた。 

○ 振り返りでは、「だんだん規則正しい生活ができなくなっていることに気がついたから、自分

の生活を見直していきたい」、「早寝早起きができているから続けたい」など、自分の生活を想起

しながら考えることができていた。学校生活の中でも、普段の児童の様子を見取り、小さな事で

も認めて励まし続けていきたい。

● 授業を通して、児童が自分自身との関わりで考えたことや、多面的・多角的に考えたことについ

て意味付けたり価値付けたりすることができるような教師の言葉かけをさらに工夫していきたい。 

〈アンケート結果の共有〉

〈振り返りの記入〉

７ 考察 

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から 

一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から 

い
か
す

４
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６ 学習過程 

学習活動・内容（◯発問・予想される児童の反応） 時間 ◯指導上の留意点 ※評価の視点 

１ 本時の学習課題をつかむ。 

（１）「規則正しい生活」についての経験を想起する。 

◯ 規則正しい生活ができているか？ 
・できている  
・がんばろうとは思っているけれど･･･ 

（２） アンケートの結果を見て、学級の実態を
共有する。 

（３）課題をつかむ。 

規則正しい生活をおくるためには 

５  ◯ ２学期のめあてなど、日常の生活につ

いて問いかけることで、自分の生活に意

識を向けることができるようにする。 

◯ 事前アンケートで聞いた、規則正しい

生活についての結果を学習支援アプリで

提示し、視覚的にとらえやすくする。 

２ 「目ざまし時計」を読んで考え、話し合う。 

（１）スライドショーの範読を聞き、話の内容を 
理解する。 

（２)「わたし」の心情を考える。 

◯「もう少しぐらいいいじゃない」と自分に言い
訳をしたときの「わたし」はどんな気持ちだ
ろう。 
・まだ動画を見たい。 
・起きられるかな。 
・このくらい大丈夫。 

◯ 学校へ急ぐ「わたし」は何を思っているだろう。
・何で起こしてくれないの。 
・お母さんが悪い。 
・遅刻しちゃう。 

◎保健室のベッドで「わたし」は目をつむりな

がらどんなことを考えていただろう。 

・お母さんじゃなくて自分のせいだ。 

・家に帰ったらちゃんと謝ろう。 

・寝坊したのは決まりを守れなかったからだ。 

・自分が悪かったな。 

２５ 

（５） 

（４） 

（４） 

（12） 

◯ 範読に入る前に２枚目までの挿絵を見せ
ることで、内容に関心をもてるようにする。 

◯ 目ざまし時計をもらった時の気持ちや
「わたしのきまり」を作ったことにも触
れて、「わたし」の気持ちを考えられるよ
うにする。 

◯ 「わたし」の気持ちの変化を黒板に線で
表し、視覚的にも変化が読み取れるよう
にする。 

◯ 全員が自分の考えを話すことができる
よう、全体で話す前にグループで考えを
聞き合う時間を設ける。 

◯ 「わたし」の気持ちを想像しやすくする
ために、実際に目をつむって「わたし」の
行動を振り返る活動を取り入れる。 

◯ 友達の多様な考えに触れて多面的・多

角的に「わたし」の思いを考えられるよう、
ワークシートへの記入が終わった児童か
ら、自由にペアを組んで話すよう伝える。

◯ 謝ろうと考えた児童には、「何に対して

謝るのか」を問い返し、「わたし」の心情
をより具体的に考えられるように促す。 

※ きまりを作った時の「わたし」と、実行 
できなかった時の「わたし」の気持ちを比 
較し、規則正しい生活をすることの大切 
さと難しさについて考えているか。 

(発言・記述) 

３ 自分の生活を振り返る。 

（１）規則正しい生活はなぜ大切なのかを考える。 

・健康のため ・自分のため 
・気持ちよく生活するため 

（２）本時を振り返り、自分の生活について見つめ直す。 

・毎日早寝早起きができていたから続けようと
思う。 

・忘れ物をたまにしてしまうことがある。夜の
うちに連絡帳を確認するようにしたい。 

・休み時間には毎日外に出て運動をしたい。 

１０ 

（５） 

（５） 

◯ 規則正しい生活はなぜ大切なのか、全
体で意見を整理することで考えを深めら
れるようにする。 

◯ 事前アンケートを再度取り上げること
で、規則正しい生活についてこれからの
ことも踏まえながら、幅広く考えられる
ようにする。 

※ これまでの自分の生活を振り返りなが
ら、規則正しい生活をすることについて
自分の考えを深めているか。 （発言・記述）

４ 友達の行動を紹介して、規則正しい生活のよ
さについて考える。 

５ 
紹介し、規則正しい生活について考えら

◯ クラスの友達の具体的な行動について

れる時間をもって、授業を終える。 

（１） 「教材への自我関与」について

○ 導入で、規則正しい生活についてのアンケート結果を示し 

たことで、児童が普段の自分の生活について振り返り、本

時の授業に対する関心を高めることができた。 

○ 児童が記入した２学期のめあてや、キラリの森のカード

などを提示することで、自分達の生活と関連づけて考える 

ことにつながった。 

○ 教材と同じく、実際に目をつむって静かに考える時間を 

とることで、主人公の気持ちが想像しやすくなり、その後

のワークシートの記入をスムーズに行うことができた。 

● 「自分は遅くまでゲームをしている」と発言した児童がいたが、なぜやっているのかを聞くと、

もっと自分事として身近に感じられたと考える。 

（２）「多面的・多角的な話合い」について 

○ 主人公の規則正しい生活への気持ちの変化を可視化できる板書にしたことで、気持ちの変容

が理解しやすくなり、多面的・多角的な話合いにつなげることができた。 

○ 主人公の気持ちだけではなく、母の心情についても問うことで、視野を広げて多面的・多角

的に考えることにつながった。 

● 発表について、考えをつなげていくことができるように、「今の発表に対してどう思うか」と問

うなど、コーディネートの仕方を工夫していきたい。 

（３）「自己を見つめる」について 

○ 導入での、規則正しい生活についてのアンケートに再

び触れることで、自分の実生活を思い返して、できてい

ることやできていないことを一人一人が深く考えること 

につながった。 

○ 終末で、規則正しい生活をしている児童の保護者から 

のインタビューを提示することで、一人一人が自分の生

活を振り返り、見つめ直すことにつなげることができた。 

○ ワークシートには、箇条書きや吹き出しなど、それぞれの書き方で自分の考えを表現しようと

する姿が確認できた。また、友達と意見を伝え合うときには、相手の考えにうなずいたり拍手を

したりするなど、様々な考えを理解しようとしていた。 

○ 振り返りでは、「だんだん規則正しい生活ができなくなっていることに気がついたから、自分

の生活を見直していきたい」、「早寝早起きができているから続けたい」など、自分の生活を想起

しながら考えることができていた。学校生活の中でも、普段の児童の様子を見取り、小さな事で

も認めて励まし続けていきたい。

● 授業を通して、児童が自分自身との関わりで考えたことや、多面的・多角的に考えたことについ

て意味付けたり価値付けたりすることができるような教師の言葉かけをさらに工夫していきたい。 

〈アンケート結果の共有〉

〈振り返りの記入〉

７ 考察 

自己を見つめ、深い学びを実現する道徳科授業の工夫の視点から 

一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から 

い
か
す
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本主題は、「教師や学校の人々を敬愛し、学級や学校の一員としての自覚をもち、
協力し合ってよりよい校風をつくるとともに、様々な集団の意義や集団の中での自
分の役割と責任を自覚して集団生活の充実に努めること。」をねらいとしている。中
学生の時期は、学級や学校などの様々な集団の中で、人と関わりながら人間的な成
長を遂げるのによい時期である。自分のことだけを考えて行動しがちな中学生が、
学校に対する愛着や誇りをもち、属する集団の在り方を理解し、役割と責任を自覚
して自分勝手な考え方や行動を慎み、協力し合いながら学校や仲間を大切にしてい
く思いを高めていけるようにすることが重要である。 

　 「僕」の中で動き始めたことについて考えることを通して、自分たちの活動が学校
を支えている大切なものであることに気付き、学級や学校の一員としての自覚をもち、
協力し合ってよりよい校風をつくろうとする道徳的心情を育む。 

１ よりよい学校生活や集団生活の充実に

ついて考える。 
○ 本宮二中のよさとは何だろう。

・ あいさつ  
・ 無言清掃 

○ 自分が学校や学級のために心がけ
ていることは何だろう。 
・ あいさつ（学校を明るくする） 
・ 委員会活動（仕事だから） 

５

2

10

10

23

○ 自校のよさについて考え、その理由
や経験についてペアで話し合った後、
全体で共有できるようにする。 

○ 学級や学校のために心がけている行
動とそこに込められている思いについ
て想起することで、道徳的価値につい
て自分事として捉えることができるよ
うにする。思いつかない場合は、学級
の当番活動にどんな思いで取り組んで
いるのかを問う。 

２ 校舎引き渡しの動画を視聴する。 

３ 教材「いま新しき力あふれて」を読んで考える。 

○ 二重にも三重にも自由を奪われ、

言葉にできない不安な日々を過ごした

僕はどんな気持ちだったのだろう。

・ 明日学校に行けるのかな。 
・ 部活できるのかな。 

４ 自分を振り返って考える。 

５ 教師の説話を聞く。 

○ 本宮二中のよさとは何だろう。
・ 学校を活性化させるあいさつ
・ 校舎を大切にする心（無言清掃） 

○ 学校や学級のことを思って行動する
ことができた経験と思い、できなかっ

○ 学習を振り返り、学んだこと、考えた

た経験と思いについて振り返ろう。 

ことを書こう。 

・ あいさつはしていたが、学校をよく 
したいとは思っていなかった。

○ 困難を乗り越えた先輩たちは、ど
んな気持ちだったのだろう。 

・ すがすがしい気持ち 
・ 自信に満ちあふれている 

・ もう友達に会えないのかな。 

◎ 僕の中で何が動き始めたのだろう。

・ 時間 
・ 頑張る気持ち 
・ 感謝  
・ やる気（血） 

○ 教材を読む前に、震災時の動画を視聴
することで、様々な苦労があったことを
捉えることができるようにする。 

○ 教材の内容と映像資料を重ね合わせる
ことで、自校の生徒の体験であることに
気付き、震災後の困難な状況下にある僕
に共感して気持ちを考えることができる
ようにする。 

○ 震災当時と現在を比較することで、当たり
前のように生きていることが、当たり前では
ないことに気付くことができるようにする。 

○ 中心発問の前に日野原先生の言葉に触
れることで、動き始めたことについて具
体的に考えることができるようにする。

○ ペアで交流した後、全体で共有する。

※ 僕の中で動き始めたことについて、友
達の考えと比べながら、自分の考えを深

めているか。 （記述・発言）

○ 補助発問として「なぜ動き始めることが

○ 発問する前に本校の校歌を流すことで、

できたのか。」理由を問うことで、自分に
は動き始める環境があることに気付き、自
分が誰かに支えられていることや支えてい
ることに気付くことができるようにする。

さらに、「自分のことで精一杯で、それ
どころではないのではないか。」と揺さぶ
ることで、困難を乗り越えることの大切さ
に気付くことができるようにする。 

学校に対する愛着や誇りを感じることが
できるようにする。 

○ 困難を乗り越えた先輩方の気持ちや学校

に対する思いについて触れた上で、再度自

※ これまでの自分が学級や学校の一員とし
ての自覚をもって行動していたか、自分の
生活を見つめ、振り返りながら考えているか。 

校のよさと、その理由について考えペアで

○ 集団の中で自分の責任を自覚して活動し
た教師自身の経験を話し、集団生活の充実 
について考えを深める。

話し合った後、全体で共有できるようにする。 

（記述・発言） 

道徳科学習指導の実際と考察本宮第二中学校第１学年 
日 時：令和６年１１月２７日（水）第４校時   

授業テーマ 
自分たちの取り組んでいる活動が学校を支えている大切なものである

ことを自覚し、よりよい校風を築いていこうとする心情を育てる授業 

１ 主題名 母校の誇りを胸に  Ｃよりよい学校生活、集団生活の充実
２ 教材名 いま新しき力あふれて（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集）
３ 主題設定の理由

４ 本時のねらい 

５ 板書計画（実際の板書）

（１） ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

（２） 生徒の実態（子ども観） 

（３） 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

授業者：本宮市立本宮第二中学校  教諭  佐藤智貴 

　 本学級では、委員会活動や係活動以外に、学級に必要な当番活動がある。生徒は、
学級の一員としての自覚をもち、協力し合ってよりよい学級をつくっていくための
自分の責任と役割を自覚して活動している。 

本学級の生徒は、東日本大震災発生の年に生まれた。そのため、家族の話や映像
でしか震災を知らない生徒たちである。また、 東日本大震災で学校が直面した困難
な状況を乗り越えた先輩から受け継ぐ「無言清掃・感謝清掃・自主清掃」について、
なぜこの清掃に取り組むのか分からない生徒、責任や役割の意味を見いだせない生
徒も見受けられる。 

本教材は、東日本大震災を経験した中学二年生の作文が基になっているものであ
る。地震による校舎倒壊、原発事故等による困難で制限された生活の中から、「命」
は「時間」であることを知り、前向きに生きることの大切さや学校の存在意義につ
いて考えることのできる教材である。本校はこの教材の舞台となった中学校である。
東日本大震災で学校が直面した困難な状況を乗り越えていこうとする先輩の姿か
ら、「校舎を大切にする心」を風化させずに学校に対する愛着や誇りをもち、よりよ
い校風を築いていこうとする心情を育てたい。 

指導にあたっては、導入場面で、自校のよさを考え、自分が学校や学級のために
心がけている行動と思いを振り返り、ねらいとする価値への方向付けを図る。展開
場面では、二重にも三重にも自由を奪われ、言葉にできない不安な日々であった震
災後の困難な状況を感じさせつつ、「僕の中で何が動き始めたのだろう。」という発
問を用いて、先輩方が困難を乗り越えられた原動力となる思いに気付かせたい。ま
た、先輩方が困難を乗り越えてきた過程やその気持ちにも触れることで、学校に対
する思いについて考えていく。さらに、再度自校のよさと、これまでの自分が学校
や学級のことを考えて行動していたかを振り返ることで、これから大切にしていき
たい思いについて考えることができるようにする。 

６ 学習過程 

時間 ◯指導上の留意点 ※評価の視点 
学習活動・内容 

（◎中心発問・予想される児童の反応）

い
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本主題は、「教師や学校の人々を敬愛し、学級や学校の一員としての自覚をもち、
協力し合ってよりよい校風をつくるとともに、様々な集団の意義や集団の中での自
分の役割と責任を自覚して集団生活の充実に努めること。」をねらいとしている。中
学生の時期は、学級や学校などの様々な集団の中で、人と関わりながら人間的な成
長を遂げるのによい時期である。自分のことだけを考えて行動しがちな中学生が、
学校に対する愛着や誇りをもち、属する集団の在り方を理解し、役割と責任を自覚
して自分勝手な考え方や行動を慎み、協力し合いながら学校や仲間を大切にしてい
く思いを高めていけるようにすることが重要である。 

　 「僕」の中で動き始めたことについて考えることを通して、自分たちの活動が学校
を支えている大切なものであることに気付き、学級や学校の一員としての自覚をもち、
協力し合ってよりよい校風をつくろうとする道徳的心情を育む。 

１ よりよい学校生活や集団生活の充実に

ついて考える。 
○ 本宮二中のよさとは何だろう。

・ あいさつ  
・ 無言清掃 

○ 自分が学校や学級のために心がけ
ていることは何だろう。 
・ あいさつ（学校を明るくする） 
・ 委員会活動（仕事だから） 

５

2

10

10

23

○ 自校のよさについて考え、その理由
や経験についてペアで話し合った後、
全体で共有できるようにする。 

○ 学級や学校のために心がけている行
動とそこに込められている思いについ
て想起することで、道徳的価値につい
て自分事として捉えることができるよ
うにする。思いつかない場合は、学級
の当番活動にどんな思いで取り組んで
いるのかを問う。 

２ 校舎引き渡しの動画を視聴する。 

３ 教材「いま新しき力あふれて」を読んで考える。 

○ 二重にも三重にも自由を奪われ、

言葉にできない不安な日々を過ごした

僕はどんな気持ちだったのだろう。

・ 明日学校に行けるのかな。 
・ 部活できるのかな。 

４ 自分を振り返って考える。 

５ 教師の説話を聞く。 

○ 本宮二中のよさとは何だろう。
・ 学校を活性化させるあいさつ
・ 校舎を大切にする心（無言清掃） 

○ 学校や学級のことを思って行動する
ことができた経験と思い、できなかっ

○ 学習を振り返り、学んだこと、考えた

た経験と思いについて振り返ろう。 

ことを書こう。 

・ あいさつはしていたが、学校をよく 
したいとは思っていなかった。

○ 困難を乗り越えた先輩たちは、ど
んな気持ちだったのだろう。 

・ すがすがしい気持ち 
・ 自信に満ちあふれている 

・ もう友達に会えないのかな。 

◎ 僕の中で何が動き始めたのだろう。

・ 時間 
・ 頑張る気持ち 
・ 感謝  
・ やる気（血） 

○ 教材を読む前に、震災時の動画を視聴
することで、様々な苦労があったことを
捉えることができるようにする。 

○ 教材の内容と映像資料を重ね合わせる
ことで、自校の生徒の体験であることに
気付き、震災後の困難な状況下にある僕
に共感して気持ちを考えることができる
ようにする。 

○ 震災当時と現在を比較することで、当たり
前のように生きていることが、当たり前では
ないことに気付くことができるようにする。 

○ 中心発問の前に日野原先生の言葉に触
れることで、動き始めたことについて具
体的に考えることができるようにする。

○ ペアで交流した後、全体で共有する。

※ 僕の中で動き始めたことについて、友
達の考えと比べながら、自分の考えを深

めているか。 （記述・発言）

○ 補助発問として「なぜ動き始めることが

○ 発問する前に本校の校歌を流すことで、

できたのか。」理由を問うことで、自分に
は動き始める環境があることに気付き、自
分が誰かに支えられていることや支えてい
ることに気付くことができるようにする。

さらに、「自分のことで精一杯で、それ
どころではないのではないか。」と揺さぶ
ることで、困難を乗り越えることの大切さ
に気付くことができるようにする。 

学校に対する愛着や誇りを感じることが
できるようにする。 

○ 困難を乗り越えた先輩方の気持ちや学校

に対する思いについて触れた上で、再度自

※ これまでの自分が学級や学校の一員とし
ての自覚をもって行動していたか、自分の
生活を見つめ、振り返りながら考えているか。 

校のよさと、その理由について考えペアで

○ 集団の中で自分の責任を自覚して活動し
た教師自身の経験を話し、集団生活の充実 
について考えを深める。

話し合った後、全体で共有できるようにする。 

（記述・発言） 

道徳科学習指導の実際と考察本宮第二中学校第１学年 
日 時：令和６年１１月２７日（水）第４校時   

授業テーマ 
自分たちの取り組んでいる活動が学校を支えている大切なものである

ことを自覚し、よりよい校風を築いていこうとする心情を育てる授業 

１ 主題名 母校の誇りを胸に  Ｃよりよい学校生活、集団生活の充実
２ 教材名 いま新しき力あふれて（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集）
３ 主題設定の理由

４ 本時のねらい 

５ 板書計画（実際の板書）

（１） ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

（２） 生徒の実態（子ども観） 

（３） 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

授業者：本宮市立本宮第二中学校  教諭  佐藤智貴 

　 本学級では、委員会活動や係活動以外に、学級に必要な当番活動がある。生徒は、
学級の一員としての自覚をもち、協力し合ってよりよい学級をつくっていくための
自分の責任と役割を自覚して活動している。 

本学級の生徒は、東日本大震災発生の年に生まれた。そのため、家族の話や映像
でしか震災を知らない生徒たちである。また、 東日本大震災で学校が直面した困難
な状況を乗り越えた先輩から受け継ぐ「無言清掃・感謝清掃・自主清掃」について、
なぜこの清掃に取り組むのか分からない生徒、責任や役割の意味を見いだせない生
徒も見受けられる。 

本教材は、東日本大震災を経験した中学二年生の作文が基になっているものであ
る。地震による校舎倒壊、原発事故等による困難で制限された生活の中から、「命」
は「時間」であることを知り、前向きに生きることの大切さや学校の存在意義につ
いて考えることのできる教材である。本校はこの教材の舞台となった中学校である。
東日本大震災で学校が直面した困難な状況を乗り越えていこうとする先輩の姿か
ら、「校舎を大切にする心」を風化させずに学校に対する愛着や誇りをもち、よりよ
い校風を築いていこうとする心情を育てたい。 

指導にあたっては、導入場面で、自校のよさを考え、自分が学校や学級のために
心がけている行動と思いを振り返り、ねらいとする価値への方向付けを図る。展開
場面では、二重にも三重にも自由を奪われ、言葉にできない不安な日々であった震
災後の困難な状況を感じさせつつ、「僕の中で何が動き始めたのだろう。」という発
問を用いて、先輩方が困難を乗り越えられた原動力となる思いに気付かせたい。ま
た、先輩方が困難を乗り越えてきた過程やその気持ちにも触れることで、学校に対
する思いについて考えていく。さらに、再度自校のよさと、これまでの自分が学校
や学級のことを考えて行動していたかを振り返ることで、これから大切にしていき
たい思いについて考えることができるようにする。 

６ 学習過程 

時間 ◯指導上の留意点 ※評価の視点 
学習活動・内容 

（◎中心発問・予想される児童の反応）
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福島県立湖南高等学校第３学年 ホームルーム活動（３）指導の実際と考察 

日 時：令和６年１０月１７日（木）第６校時 

授業者：福島県立湖南高等学校 教 諭 半澤拓真 

授業テーマ 
　困難の中でも自分を見失わず、社会の一員としてどのように振る舞え
ばよいかを考える授業 

１ 題材名 困難の中でも前向きに生きる 

２ 題材について 

（１）生徒の実態 

 男子１１名、女子５名の１６人の学級である。この時期は、自己探求と自己実現に 

努め、社会の一員としての自覚に基づき行為しうる発達の段階にあるといえるが、全

体的に精神面での幼さ、未発達な部分が感じられる学級である。本学級は、少人数で

クラス替えもない３年間の中でじっくり成長を積み重ねられた部分もあるが、多様性

を受け入れる柔軟な人間関係の構築はできていない。一方で、慣れ親しんだ関係のた

め、協働活動や発表に対して活発に取り組むことができる。 

（２）題材設定の理由について 

生徒たちは、卒業後、それぞれの進路で、新しい人間関係を築くとともに新しい集

団で過ごしていくことになる。今、目の前の生徒一人一人にとって、よりよい人間関

係の形成や社会連帯の自覚を高め、主体的に社会の形成に参画する意欲や態度の育成

が必要だと感じ、今回の授業を設定した。 

本時で扱う教材は、ハンセン病の疑いをかけられ、失望の中でも、看護婦として患

者の救済に尽力した井深八重の伝記「もう一人の八重」（ふくしま道徳教育資料集【高

等学校編】絆より）である。中学校道徳科の内容項目「Ｂ思いやり、感謝」「Ｄよりよ

く生きる喜び」との関連を図りながら、生徒一人一人の意思決定につなげることをね

らいとしている 。

八重の姿から、逆境の中でも前を向く大切さ、人のために生きようとする素晴らし

さに気付かせたい。また、身近な人の苦労や困難を想像し、その人との関わりを振り

返ることで、想像力や思いやりの精神を育てる。人はそれぞれが様々な困難の中で生

きていることに思いを巡らせ、どのような状況であっても、自分のことばかりではな

く、他を思いやることで社会が成り立っていることに気付かせたい。そして、今後社

会の一員となるにあたって、これまでの自分に足りなかった配慮や、一社会人として

あるべき姿を考えてほしい。 

３ 題材の評価の観点と評価規準 

観
点 

よりよい生活や人間関係を

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度 

評

価

規

準 

 社会の中で自分の役割を

果たしながら自分らしい生

き方を実現していくことの

意義や現在の学習と将来の

社会とのつながりを考える

ために必要な知識及び技能

を身に付けるようにする。 

 主体的に学習に取り組み、

働くことや社会に貢献する

ことについて、適切な情報を

得ながら考え、自己の将来像

を描くとともに、課題につい

て自ら意思決定をすること

ができるようにする。 

 他者への尊重と思いやり

を深めてよりよい人間関係

を形成しようとしたり、自己

の課題解決に向けて悩みや

葛藤を乗り越えながら主体

的に取り組もうとしたりす

る。 

４ 本時のねらい 

井深八重や身の回りの人の困難を想像し、その人たちの振る舞いについて考える活

動を通じて、困難の中でも社会の一員としてよりよい集団をつくるためには、どのよ

うに振る舞えばよいかを意思決定することができる。 

７ 考察 

（１）「考えを深める補助発問」について 

○  生徒の考えを揺さぶる発問で、「僕」に共感しながら何かが動き出すときの思いに

ついて、一人一人の考えを深めることができた。 

〇  補助資料として、地震で壊れてしまった校舎や、体育館を間仕切りして活用して

いる様子、新しい校舎が完成した時の様子を収めた動画を活用した。また、中心発

問に関わる日野原重明先生の言葉を掲示し、視覚的に捉えられるようにしたことで、

生徒は動画の内容や日野原先生の言葉を関連付けながら中心発問について自分の

考えをもつことができた。 

● 深い学びにつながる生徒の考えについて、「○○さんの考えについて、みんなはど

う思うか。」等と問い返して全体で共有し、この考え方について話し合うことで、ね

らいとする道徳的価値について、一人一人の自分の生き方についての考えを深める

ことができたと考える。深い学びにつながる生徒の考えを見取り、他の生徒とつな

いでいくコーディネートの在り方について考えていく必要がある。 

（２）「自己を見つめる振り返り」について 

〇  授業前にアンケートで聞いた質問を授業終了後にもう一度聞くことで、学びを通

して自己を見つめ直した結果を振り返りに記入する生徒が多かった。 

● 生徒一人一人が自己を見つめるための振り返りの時間が短く

なってしまった。教材文が長く、内容理解に時間がかかってし

まうことが多いので、生徒が一読で教材の内容を把握できるよ

うにするための工夫が必要である。また、ねらいに迫るために

必要な発問を精選することで振り返りの時間を確保できるよう

にしたい。 

〇　生徒の道徳性を育むために、道徳科の授業で完結するのではなく教育活動全体で行

う道徳教育が重要である。日常生活や様々な教育活動における生徒の姿を見取る視点

ができたので、道徳科の学習と結び付けながら機を逃さず励ましていきたい。

●　自分の考えを表現することが苦手な生徒については、授業の中で表出される姿にも

着目して評価していく必要がある。 

T：「僕の中で何かが動き出した」とあるけれど、
何が動いたのかな。 

C：希望 魂 心 心臓 
T：どうして動き出したのかな。

C：使える時間を大切にしようと思ったから。 
T：自分のことで精一杯で、それどころじゃない

のでは。みんなだったらどう。

〈生徒の振り返り〉より 
・ 学校のことを授業で学んで、改めてよいところがたくさんあることが分かった。
先輩たちが大切にしてきた校舎を私ももっと大切にしていきたいし、後世に残して
いきたいと思った。 

・ 最初は二中のよいところはあいさつや清掃だけだと思っていたけれど、今日の学
習で、二中は地域や先輩たちの努力があって守られてきた学校なのだと思った。 

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から 

〈考えを交流する姿〉

〈自己を見つめる姿〉
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福島県立湖南高等学校第３学年 ホームルーム活動（３）指導の実際と考察 

日 時：令和６年１０月１７日（木）第６校時 

授業者：福島県立湖南高等学校 教 諭 半澤拓真 

授業テーマ 
　困難の中でも自分を見失わず、社会の一員としてどのように振る舞え
ばよいかを考える授業 

１ 題材名 困難の中でも前向きに生きる 

２ 題材について 

（１）生徒の実態 

 男子１１名、女子５名の１６人の学級である。この時期は、自己探求と自己実現に 

努め、社会の一員としての自覚に基づき行為しうる発達の段階にあるといえるが、全

体的に精神面での幼さ、未発達な部分が感じられる学級である。本学級は、少人数で

クラス替えもない３年間の中でじっくり成長を積み重ねられた部分もあるが、多様性

を受け入れる柔軟な人間関係の構築はできていない。一方で、慣れ親しんだ関係のた

め、協働活動や発表に対して活発に取り組むことができる。 

（２）題材設定の理由について 

生徒たちは、卒業後、それぞれの進路で、新しい人間関係を築くとともに新しい集

団で過ごしていくことになる。今、目の前の生徒一人一人にとって、よりよい人間関

係の形成や社会連帯の自覚を高め、主体的に社会の形成に参画する意欲や態度の育成

が必要だと感じ、今回の授業を設定した。 

本時で扱う教材は、ハンセン病の疑いをかけられ、失望の中でも、看護婦として患

者の救済に尽力した井深八重の伝記「もう一人の八重」（ふくしま道徳教育資料集【高

等学校編】絆より）である。中学校道徳科の内容項目「Ｂ思いやり、感謝」「Ｄよりよ

く生きる喜び」との関連を図りながら、生徒一人一人の意思決定につなげることをね

らいとしている 。

八重の姿から、逆境の中でも前を向く大切さ、人のために生きようとする素晴らし

さに気付かせたい。また、身近な人の苦労や困難を想像し、その人との関わりを振り

返ることで、想像力や思いやりの精神を育てる。人はそれぞれが様々な困難の中で生

きていることに思いを巡らせ、どのような状況であっても、自分のことばかりではな

く、他を思いやることで社会が成り立っていることに気付かせたい。そして、今後社

会の一員となるにあたって、これまでの自分に足りなかった配慮や、一社会人として

あるべき姿を考えてほしい。 

３ 題材の評価の観点と評価規準 

観
点 

よりよい生活や人間関係を

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度 

評

価

規

準 

 社会の中で自分の役割を

果たしながら自分らしい生

き方を実現していくことの

意義や現在の学習と将来の

社会とのつながりを考える

ために必要な知識及び技能

を身に付けるようにする。 

 主体的に学習に取り組み、

働くことや社会に貢献する

ことについて、適切な情報を

得ながら考え、自己の将来像

を描くとともに、課題につい

て自ら意思決定をすること

ができるようにする。 

 他者への尊重と思いやり

を深めてよりよい人間関係

を形成しようとしたり、自己

の課題解決に向けて悩みや

葛藤を乗り越えながら主体

的に取り組もうとしたりす

る。 

４ 本時のねらい 

井深八重や身の回りの人の困難を想像し、その人たちの振る舞いについて考える活

動を通じて、困難の中でも社会の一員としてよりよい集団をつくるためには、どのよ

うに振る舞えばよいかを意思決定することができる。 

７ 考察 

（１）「考えを深める補助発問」について 

○  生徒の考えを揺さぶる発問で、「僕」に共感しながら何かが動き出すときの思いに

ついて、一人一人の考えを深めることができた。 

〇  補助資料として、地震で壊れてしまった校舎や、体育館を間仕切りして活用して

いる様子、新しい校舎が完成した時の様子を収めた動画を活用した。また、中心発

問に関わる日野原重明先生の言葉を掲示し、視覚的に捉えられるようにしたことで、

生徒は動画の内容や日野原先生の言葉を関連付けながら中心発問について自分の

考えをもつことができた。 

● 深い学びにつながる生徒の考えについて、「○○さんの考えについて、みんなはど

う思うか。」等と問い返して全体で共有し、この考え方について話し合うことで、ね

らいとする道徳的価値について、一人一人の自分の生き方についての考えを深める

ことができたと考える。深い学びにつながる生徒の考えを見取り、他の生徒とつな

いでいくコーディネートの在り方について考えていく必要がある。 

（２）「自己を見つめる振り返り」について 

〇  授業前にアンケートで聞いた質問を授業終了後にもう一度聞くことで、学びを通

して自己を見つめ直した結果を振り返りに記入する生徒が多かった。 

● 生徒一人一人が自己を見つめるための振り返りの時間が短く

なってしまった。教材文が長く、内容理解に時間がかかってし

まうことが多いので、生徒が一読で教材の内容を把握できるよ

うにするための工夫が必要である。また、ねらいに迫るために

必要な発問を精選することで振り返りの時間を確保できるよう

にしたい。 

〇　生徒の道徳性を育むために、道徳科の授業で完結するのではなく教育活動全体で行

う道徳教育が重要である。日常生活や様々な教育活動における生徒の姿を見取る視点

ができたので、道徳科の学習と結び付けながら機を逃さず励ましていきたい。

●　自分の考えを表現することが苦手な生徒については、授業の中で表出される姿にも

着目して評価していく必要がある。 

T：「僕の中で何かが動き出した」とあるけれど、
何が動いたのかな。 

C：希望 魂 心 心臓 
T：どうして動き出したのかな。

C：使える時間を大切にしようと思ったから。 
T：自分のことで精一杯で、それどころじゃない

のでは。みんなだったらどう。

〈生徒の振り返り〉より 
・ 学校のことを授業で学んで、改めてよいところがたくさんあることが分かった。
先輩たちが大切にしてきた校舎を私ももっと大切にしていきたいし、後世に残して
いきたいと思った。 

・ 最初は二中のよいところはあいさつや清掃だけだと思っていたけれど、今日の学
習で、二中は地域や先輩たちの努力があって守られてきた学校なのだと思った。 

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から 

〈考えを交流する姿〉

〈自己を見つめる姿〉
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（１）授業のねらいに即した教材選定について 

〇 震災関連の題材はこれまでの教育活動の中でも触れているので、授業の展開を予測

されないように、敢えて震災関連ではない題材を選択した。導入の部分で大河ドラマ

「八重の桜」で広く知られるようになった新島八重を紹介したこともあり、タイトル

の「もう一人」という部分に興味を持ちながら読み進めることができた。    

（２）生徒の実態に応じた教材の提示について 

○ あらかじめ教材文の読む範囲を指定したり、

ハンセン病や当時の社会背景について補足説

明を行ったりしたことで、思考や意見交換に

時間を確保することができた。  

● 教材文の読む範囲を限定したことで、八重

の心情や境遇の変化を十分に感じ取るこがで 

きなかった生徒もいたと考えられる。時間の

捻出には有効であるが、完成された教材を切

り取る際の範囲やリスクについて、更に十分 

に検討するべきだと感じた。 
〈グループで意見交換している場面〉

（３）よりよい意思決定に向けた学習活動について 

〇 就職活動に区切りがついた生徒が大半 

であったため、卒業後の進路や将来につ 

いて考えている時期であり、導入の「卒 

業後に考えられる困難は？」という発問 

は生徒に内在する不安や疑問と自然な形 

で繋げることができた。また考えられる 

困難について全体で共有することによっ 

て、それらに素直に向き合うことから授 

業を開始することができた。 

● ３つの問い（学習過程６）をグループ 

で話し合えるようにしたが、生徒それぞ 

〈ICT を有効活用し意見共有している場面〉

れの進行状況や理解力に応じて取り組めるように、発問の１つ「『窓ごしに空を見上

げると、厚い雲の間からひとすじの光が射すのが見えました。』の文の持つ意味は何

だろう？」を任意のオプションとして設定した。話合いの活動の中での扱いは各グルー

プの判断に任せたが、取り組んだ生徒にとっては、その問いについて、深める活動が

不十分となってしまったため、クラスで共有する時間の中で、その問いについて考え

た生徒の声を吸い上げ、取り組めなかった生徒も含め、全体に還元する流れが必要で

あった。 

〇  ルーブリックの活用によって、生徒一人一人の意見を受け取ることができたので、

授業後に生徒一人一人に認め励ます声をかけることができた。 

● 授業の終末場面で、生徒が記入したルーブリックの中から、教師が意図的に生徒の

声を拾い上げ、全体に共有することで、生徒の理解も更に一段階深まり、また取り上

げられた生徒の自己肯定感の向上にも繋げられたと思う。 

７ 考察 

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から  

５ 板書計画（実際の板書） 

６ 学習過程 

学習活動・内容 
（◎中心発問 ・予想される児童生徒の反応）

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価

１ これまでの人生で、最も困難であ

った状況をボードに書き出す。 

＊「ふきだしくん」を使用。 

２  どのように対処したかを含めて

グループで共有する。ボード上の付

箋を見て、自分ならどうするか意見

交換をし、その後クラス全体に共有

する。 

３ ボードに、卒業後に考えられる困

難を書き出す。 

４ 本時のテーマを確認する。 

３ 

５ 

３ 

１ 

○ グループごとに付箋を色分けする。自由

な発想で意見を出せるように、出てきた

付箋は教師がカテゴリー(生徒はこの時

点では知らない)ごとに配置を整理する。 

〇 逃げた経験もあれば、それも素直に共

有できるように促す。自分ならどうする

かという視点で意見交換することによ

って、自分事として考えることができる

ようにする。 

○ これまでの進路活動の経験も踏まえ、

素直な思いを共有できるようにする。 

５  教師によるハンセン病について

の説明とストーリーの概要を聞く。 

６ 本文を各自で読み、以下の問いに

ついてグループで話し合い、ボード

に書き込む。

○ 八重はなぜ評価されたのか。 

◎  八重の行動の原動力は何だっ

たのか。 

〇 「一粒の麦」という言葉は、八

重にどんな影響を与えたか。 

７ クラスで意見を共有する。 

５ 

１５ 

５ 

○ 当時の捉え方と、現代医療の下での捉

え方をしっかり区別して伝える。 

○ ３つの問いについて、グループで話合

いボードに書き組む際に、生徒それぞれ

の進行状況や理解力に応じて取り組め

るように、発問の１つ「『窓ごしに空を

見上げると、厚い雲の間からひとすじの

光が射すのが見えました。』の文の持つ

意味は何だろう」を任意のオプションと

して設定する。 

○  グループで共有できたことを踏まえ

て、さらに全体共有することで、考えを

深めることができるようにする。 

８ ルーブリックを活用し、本時の内

容を振り返る。 

９ ３で書き出した困難に対して、ど

う向き合うべきか、ボードに書き込

み、意思決定につなげる。 

10 テーマを確認し、まとめる。 

５ 

５ 

３ 

※ 湖南高校ルーブリック 

※  自身の今後に生かせるかたちにまと

めているか。 

○  自己犠牲や困難を無視することを強

要するものではないことに注意するこ

とができるようにする。 

〈グループでの話合い〉
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（１）授業のねらいに即した教材選定について 

〇 震災関連の題材はこれまでの教育活動の中でも触れているので、授業の展開を予測

されないように、敢えて震災関連ではない題材を選択した。導入の部分で大河ドラマ

「八重の桜」で広く知られるようになった新島八重を紹介したこともあり、タイトル

の「もう一人」という部分に興味を持ちながら読み進めることができた。    

（２）生徒の実態に応じた教材の提示について 

○ あらかじめ教材文の読む範囲を指定したり、

ハンセン病や当時の社会背景について補足説

明を行ったりしたことで、思考や意見交換に

時間を確保することができた。  

● 教材文の読む範囲を限定したことで、八重

の心情や境遇の変化を十分に感じ取るこがで 

きなかった生徒もいたと考えられる。時間の

捻出には有効であるが、完成された教材を切

り取る際の範囲やリスクについて、更に十分 

に検討するべきだと感じた。 
〈グループで意見交換している場面〉

（３）よりよい意思決定に向けた学習活動について 

〇 就職活動に区切りがついた生徒が大半 

であったため、卒業後の進路や将来につ 

いて考えている時期であり、導入の「卒 

業後に考えられる困難は？」という発問 

は生徒に内在する不安や疑問と自然な形 

で繋げることができた。また考えられる 

困難について全体で共有することによっ 

て、それらに素直に向き合うことから授 

業を開始することができた。 

● ３つの問い（学習過程６）をグループ 

で話し合えるようにしたが、生徒それぞ 

〈ICT を有効活用し意見共有している場面〉

れの進行状況や理解力に応じて取り組めるように、発問の１つ「『窓ごしに空を見上

げると、厚い雲の間からひとすじの光が射すのが見えました。』の文の持つ意味は何

だろう？」を任意のオプションとして設定した。話合いの活動の中での扱いは各グルー

プの判断に任せたが、取り組んだ生徒にとっては、その問いについて、深める活動が

不十分となってしまったため、クラスで共有する時間の中で、その問いについて考え

た生徒の声を吸い上げ、取り組めなかった生徒も含め、全体に還元する流れが必要で

あった。 

〇  ルーブリックの活用によって、生徒一人一人の意見を受け取ることができたので、

授業後に生徒一人一人に認め励ます声をかけることができた。 

● 授業の終末場面で、生徒が記入したルーブリックの中から、教師が意図的に生徒の

声を拾い上げ、全体に共有することで、生徒の理解も更に一段階深まり、また取り上

げられた生徒の自己肯定感の向上にも繋げられたと思う。 

７ 考察 

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から  

５ 板書計画（実際の板書） 

６ 学習過程 

学習活動・内容 
（◎中心発問 ・予想される児童生徒の反応）

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価

１ これまでの人生で、最も困難であ

った状況をボードに書き出す。 

＊「ふきだしくん」を使用。 

２  どのように対処したかを含めて

グループで共有する。ボード上の付

箋を見て、自分ならどうするか意見

交換をし、その後クラス全体に共有

する。 

３ ボードに、卒業後に考えられる困

難を書き出す。 

４ 本時のテーマを確認する。 

３ 

５ 

３ 

１ 

○ グループごとに付箋を色分けする。自由

な発想で意見を出せるように、出てきた

付箋は教師がカテゴリー(生徒はこの時

点では知らない)ごとに配置を整理する。 

〇 逃げた経験もあれば、それも素直に共

有できるように促す。自分ならどうする

かという視点で意見交換することによ

って、自分事として考えることができる

ようにする。 

○ これまでの進路活動の経験も踏まえ、

素直な思いを共有できるようにする。 

５  教師によるハンセン病について

の説明とストーリーの概要を聞く。 

６ 本文を各自で読み、以下の問いに

ついてグループで話し合い、ボード

に書き込む。

○ 八重はなぜ評価されたのか。 

◎  八重の行動の原動力は何だっ

たのか。 

〇 「一粒の麦」という言葉は、八

重にどんな影響を与えたか。 

７ クラスで意見を共有する。 

５ 

１５ 

５ 

○ 当時の捉え方と、現代医療の下での捉

え方をしっかり区別して伝える。 

○ ３つの問いについて、グループで話合

いボードに書き組む際に、生徒それぞれ

の進行状況や理解力に応じて取り組め

るように、発問の１つ「『窓ごしに空を

見上げると、厚い雲の間からひとすじの

光が射すのが見えました。』の文の持つ

意味は何だろう」を任意のオプションと

して設定する。 

○  グループで共有できたことを踏まえ

て、さらに全体共有することで、考えを

深めることができるようにする。 

８ ルーブリックを活用し、本時の内

容を振り返る。 

９ ３で書き出した困難に対して、ど

う向き合うべきか、ボードに書き込

み、意思決定につなげる。 

10 テーマを確認し、まとめる。 

５ 

５ 

３ 

※ 湖南高校ルーブリック 

※  自身の今後に生かせるかたちにまと

めているか。 

○  自己犠牲や困難を無視することを強

要するものではないことに注意するこ

とができるようにする。 

〈グループでの話合い〉
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白河市立東北中学校第３学年 道徳科学習指導の実際と考察 

日 時：令和６年１１月２９日（金） 第５校時 

授業者：白河市立東北中学校 教諭 深澤 涼耶 

授業テーマ 
　生徒自らが立てた問いを始点に考えを広げ深めることで、感謝すること
の大切さや難しさなどを主体的に考え、自身にできるかたちで感謝を伝え
ていこうという道徳的実践意欲を育む授業

１ 主題名 周りへの感謝  Ｂ思いやり、感謝 

２ 教材名 塩むすび（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集）  

３ 主題設定の理由 

(１) ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

本主題は、学習指導要領「特別の教科 道徳」内容項目「思いやり・感謝」をもと

に設定したものである。感謝の心は、他者から受けた思いやりに対する人間としての

心の在り方であり、人間は互いに助け合い、協力し合って生きている。その関係を根

底で支えているのは、互いの感謝の心である。感謝の念を抱くのは他者の思いやりに

ふれ、それを有難いと感じ、素直に受け止めたときである。自分が現在あるのは多く

の人々によって支えられてきたからであることを自覚させたい。

(２) 生徒の実態（子ども観） 

在籍生徒数２１名の明るい雰囲気の学級であり、思いやりをもち友人に温かい言動

を行うことができる生徒が多い。一方で、特に家族など身近な人から受けた思いやり

を素直に受け止められず、時に反抗的な態度をとりがちな年齢である。当たり前のよ

うに送っている何気ない日常の中でも、周りの人からあたたかい思いやりや支えを受

けていることを自覚できる機会が少ない。３月に中学校卒業を控える今、周りの人へ

の感謝の気持ちについて改めて考えることは大変意義深いことであると考える。

(３) 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

本教材は東日本大震災から 2 ヶ月、避難生活を続ける主人公「私」が、母に促され

て、避難者のためにおばさんたちと一緒に炊きたてのご飯で塩むすびを握るという内

容である。この経験から、今まで気づかなかった他者との関わりの深さや温かさを知

り、周りの人々に支えられて今日の自分があることに感謝の念を抱く「私」の心の変

容が描かれている。指導にあたっては導入で問題意識をもたせ、展開前半には生徒自

身の問いを用いる問題解決的な学習を行う。生徒自身の問いについて他者と協働しな

がら多面的・多角的に、より主体的に課題を解決しようとすると考える。展開後半で

は問いについて学級全体で考える活動を通して感謝についての考えを広げ、深めさせ

て日頃の感謝を伝えていく道徳的実践意欲を育む機会にしたい。

※不思議のタネ（板書計画左側参照）とは、生徒自らが抱く問いを引き出し、めあて

へとつなげる教師の問いのことである。この手法を用いることで、生徒全員が本時の

めあてに自我関与でき、その後の主体的な授業へとつなげることができる。 

４ 本時のねらい 

多くの人々の道徳的善意や支えにより日々の生活や自分があることに感謝し、それに

応えようとする道徳的実践意欲と態度を育てる。

５ 板書計画（実際の板書） 

学習活動・内容 
（◎中心発問 ・予想される児童生徒の反応） 

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点

１ 本時の学習テーマをつかむ。

（１）感謝についての事前アンケート結

果を知る。

・普段感謝を伝えられているか？と

その理由

（２）学習テーマを把握する。

5 

○ これまでの考え方を改めて認識さ

せて本時の学習内容への課題意識を

もつことができるようにする。

○ 「不思議のタネ」と題する学習テー

マと、学習を進める上でのルールを

提示する。 

２ 教材文を読む。

（１）教材を読み内容を理解する。

（２）学習テーマをもとに問いを立てる。

  ・なぜ母は食事係に誘ったのか。

 ・新しい世界とは何か。

（３）問いを共有し考えを深める。

・私を成長させたいという母の愛情。

・ありがとうと言われる喜びがある

から他人のために頑張れる。

（４）自己を振り返る。

  ◎周りの人がどのような思いで接し

てくれているのか考える。

  ・将来自立できるようになってほし

い。

  ・悩みがありそうで心配。

  ・健康で過ごしてほしい。

35 

○ 避難所の様子の写真を提示し震災

当時の状況を理解できるようにす

る。

○ 問いを立てられている生徒の考え

を紹介し、新たな視点をもてるよう

にする。

○ 異なる考えや新たに浮かんだ問い

などをワークシートにメモするよう

伝える。

○ 生徒自身は周りの行動に対してし

か感謝していなかったが、周りの人

は存在していること自体に思いをも

って接してくれていることに気づく

ことができるようにする。

○ 子どもの成長を見守る大人目線で

描かれた映像を視聴させることで、

支えてくれている周囲の人の思いに

ついて理解を深めさせる。

※ 支えてくれている周囲の人の思い

に気づき、自分事として考えようと

しているか。（発言・記述）

３ 自己を見つめる。 

（１）周りの人の思いや支えに対してあ

なた自身はどのような思いをもって

応えていきたいか考える。 

・素直な気持ちで感謝を伝える。 

・共に支え合いたい気持ち。 

・将来自分が支える立場になる。 

（２）教師の説話を聞く。 

10 ○ 話合いの中で出た様々な意見を踏

まえて、生徒自身が自分の生き方に

ついて考え方を見つめることができ

るようにする。

※ 感謝についての考えを広げ、深め

ているか。 （記述）

○ 教師の説話を聞くことで、感謝す

ることの大切さやよさを感じ、実践

意欲を高めることができるようにする。 

親切な行動をしてくれた人にいつも

感謝を伝える。

６ 学習過程
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白河市立東北中学校第３学年 道徳科学習指導の実際と考察 

日 時：令和６年１１月２９日（金） 第５校時 

授業者：白河市立東北中学校 教諭 深澤 涼耶 

授業テーマ 
　生徒自らが立てた問いを始点に考えを広げ深めることで、感謝すること
の大切さや難しさなどを主体的に考え、自身にできるかたちで感謝を伝え
ていこうという道徳的実践意欲を育む授業

１ 主題名 周りへの感謝  Ｂ思いやり、感謝 

２ 教材名 塩むすび（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集）  

３ 主題設定の理由 

(１) ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

本主題は、学習指導要領「特別の教科 道徳」内容項目「思いやり・感謝」をもと

に設定したものである。感謝の心は、他者から受けた思いやりに対する人間としての

心の在り方であり、人間は互いに助け合い、協力し合って生きている。その関係を根

底で支えているのは、互いの感謝の心である。感謝の念を抱くのは他者の思いやりに

ふれ、それを有難いと感じ、素直に受け止めたときである。自分が現在あるのは多く

の人々によって支えられてきたからであることを自覚させたい。

(２) 生徒の実態（子ども観） 

在籍生徒数２１名の明るい雰囲気の学級であり、思いやりをもち友人に温かい言動

を行うことができる生徒が多い。一方で、特に家族など身近な人から受けた思いやり

を素直に受け止められず、時に反抗的な態度をとりがちな年齢である。当たり前のよ

うに送っている何気ない日常の中でも、周りの人からあたたかい思いやりや支えを受

けていることを自覚できる機会が少ない。３月に中学校卒業を控える今、周りの人へ

の感謝の気持ちについて改めて考えることは大変意義深いことであると考える。

(３) 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

本教材は東日本大震災から 2 ヶ月、避難生活を続ける主人公「私」が、母に促され

て、避難者のためにおばさんたちと一緒に炊きたてのご飯で塩むすびを握るという内

容である。この経験から、今まで気づかなかった他者との関わりの深さや温かさを知

り、周りの人々に支えられて今日の自分があることに感謝の念を抱く「私」の心の変

容が描かれている。指導にあたっては導入で問題意識をもたせ、展開前半には生徒自

身の問いを用いる問題解決的な学習を行う。生徒自身の問いについて他者と協働しな

がら多面的・多角的に、より主体的に課題を解決しようとすると考える。展開後半で

は問いについて学級全体で考える活動を通して感謝についての考えを広げ、深めさせ

て日頃の感謝を伝えていく道徳的実践意欲を育む機会にしたい。

※不思議のタネ（板書計画左側参照）とは、生徒自らが抱く問いを引き出し、めあて

へとつなげる教師の問いのことである。この手法を用いることで、生徒全員が本時の

めあてに自我関与でき、その後の主体的な授業へとつなげることができる。 

４ 本時のねらい 

多くの人々の道徳的善意や支えにより日々の生活や自分があることに感謝し、それに

応えようとする道徳的実践意欲と態度を育てる。

５ 板書計画（実際の板書） 

学習活動・内容 
（◎中心発問 ・予想される児童生徒の反応） 

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点

１ 本時の学習テーマをつかむ。

（１）感謝についての事前アンケート結

果を知る。

・普段感謝を伝えられているか？と

その理由

（２）学習テーマを把握する。

5 

○ これまでの考え方を改めて認識さ

せて本時の学習内容への課題意識を

もつことができるようにする。

○ 「不思議のタネ」と題する学習テー

マと、学習を進める上でのルールを

提示する。 

２ 教材文を読む。

（１）教材を読み内容を理解する。

（２）学習テーマをもとに問いを立てる。

  ・なぜ母は食事係に誘ったのか。

 ・新しい世界とは何か。

（３）問いを共有し考えを深める。

・私を成長させたいという母の愛情。

・ありがとうと言われる喜びがある

から他人のために頑張れる。

（４）自己を振り返る。

  ◎周りの人がどのような思いで接し

てくれているのか考える。

  ・将来自立できるようになってほし

い。

  ・悩みがありそうで心配。

  ・健康で過ごしてほしい。

35 

○ 避難所の様子の写真を提示し震災

当時の状況を理解できるようにす

る。

○ 問いを立てられている生徒の考え

を紹介し、新たな視点をもてるよう

にする。

○ 異なる考えや新たに浮かんだ問い

などをワークシートにメモするよう

伝える。

○ 生徒自身は周りの行動に対してし

か感謝していなかったが、周りの人

は存在していること自体に思いをも

って接してくれていることに気づく

ことができるようにする。

○ 子どもの成長を見守る大人目線で

描かれた映像を視聴させることで、

支えてくれている周囲の人の思いに

ついて理解を深めさせる。

※ 支えてくれている周囲の人の思い

に気づき、自分事として考えようと

しているか。（発言・記述）

３ 自己を見つめる。 

（１）周りの人の思いや支えに対してあ

なた自身はどのような思いをもって

応えていきたいか考える。 

・素直な気持ちで感謝を伝える。 

・共に支え合いたい気持ち。 

・将来自分が支える立場になる。 

（２）教師の説話を聞く。 

10 ○ 話合いの中で出た様々な意見を踏

まえて、生徒自身が自分の生き方に

ついて考え方を見つめることができ

るようにする。

※ 感謝についての考えを広げ、深め

ているか。 （記述）

○ 教師の説話を聞くことで、感謝す

ることの大切さやよさを感じ、実践

意欲を高めることができるようにする。 

親切な行動をしてくれた人にいつも

感謝を伝える。

６ 学習過程
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＜ＩＣＴを活用したｱﾝｹｰﾄ提示＞ 

＜自分の考えをまとめている姿＞ 

＜授業の振り返りを書く姿＞ 

（１）「自己を見つめるための工夫」について 

○ アンケート結果を提示したことで、主題である「周

りへの感謝」について視点が定まった。 

○  震災に関する資料を活用したことで、普段の生活

で当たり前だと思っていることが実は当たり前では

ないことに気づくことができた。 

●  道徳的諸価値を実現することの良さは理解できて

いるが、実現できない自分との葛藤からもっと問題

意識を高めさせたかった。アンケートの質問から課

題につなげるための発問をもっと精選していく必要

がある。 

（２）「他者との関わりを通じるための活動の工夫」について 

○  ペアやグループに固執せず自由に動いて意見を交

換させることで、他者の価値観を知ろうとする姿が

見られた。その後に全体で共有しさらに様々な価値

観に触れられるように意識した。 

● 「愛」という言葉が出たときに、同じ「愛」で終わ

ってしまったが、人によって愛の考え方が違うこと

を気づかせる手立てに課題があった。その結果、本人

でも気づいていない内面的な変容に気づくことがで

きたと考えられる。

（３）「考えを深めるための発問の工夫」について 

○ 疑問形でたくさん問いを作ることで生徒が批判的な思考で物事を考えることがで

きるようになっている。また、疑問を解決していく過程で新たな疑問が生まれ、そ

の疑問を解決していくことで考えがさらに深まるようにコーディネートすることが

できた。  

○  問いを共有し全体で教師と生徒、生徒同士で対話を重ねていくことで、多面的・

多角的な見方から、自らの考えをもつことができていた。  

●  自ずと生徒が自分を重ねて考えることのできるテーマ（不思議のタネ）を設定す

ればよかった。価値観の変わる出来事をテーマとして設定する。  

○  それまでの学校生活の中で担任から気づいた生徒

の良さを「尊敬する」という面から称賛する説話をし

たことで、実生活への意識を高めて終えることがで

きた。 

○ 振り返りでは、「言葉」だけの感謝だけではなく「思

い」をのせた感謝を伝えたいと書いている生徒が多

くいた。 

● 言葉以外の態度や行動で成長した姿を見せ感謝を

伝えたいという思いを書いている生徒もいた。行動

だけではなく、周りの支えがあることに気づかせら

れるような発問を考えていく必要がある。 

７ 考察 

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から  

道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和６年９月６日（金）第５校時  

主人公の、６年生として成長した姿を通して、６年生としての自分自身

を振り返るとともに、自分の役割を自覚し集団生活を充実させていこうと
いう意欲を育てる授業 

１ 主題名 ６年生の役割 Ｃよりよい学校生活、集団生活の充実 

２ 教材名 ぼくたちの学校（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅱ集） 

３ 主題設定の理由 

(１) ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

本指導内容は、最高学年としての自覚をもち、自分たちの学校や校風・伝統を大切に

思い、みんなで協力して自分達の学校をよくしようとする態度を育てることに関するも

のである。先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合ってよりよい学級や学校をつ

くるとともに、様々な集団の中での自分の役割を自覚して集団生活の充実に努め、最高

学年としての自覚をもち、学級や学校、身近な集団を愛する心を具体化できるようにす

ることが必要である。 

(２) 児童の実態（子ども観） 

本学級は、児童数４名の学級であり、４人で力を合わせて、１学期の大きな行事を乗

り越えてきた。昨年度は５、６年の複式学級だったため、学校のためにと活動する６年

生の様子を身近に見たり感じたりしてきたが、受け身的な児童が多く、自主的・主体的

に何かを行うことに不安を感じる児童もいる。今までの自分達を振り返るとともに、６

年生としての意識や集団生活の充実を目指そうとする意欲を高めたい。 

(３) 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

本教材は、震災や津波によって主人公達の学校が壊れたが、様々な人々の助けにより、

他校を間借りして学ぶことができるようになったという実話である。元の学校に戻れる

日まで、たくさんの感謝を忘れることなく先生や仲間達とともに母校を守っていこうと

する主人公の様子が描かれている。 

  指導にあたっては、主人公の行動や気持ちに寄り添い、前半と後半の１年生が泣き出

した事への主人公の対応の違いを軸に、どんな心情の変化があったかを捉えさせる。自

分事として考えられるよう、導入で自分達が６年生になって大変だったことや下級生と

６年生の違いを事前アンケートから振り返らせたい。自分自身を見つめながら、最高学

年としての自覚をもち、さらに自分達の学校のために頑張ろうという実践意欲を高めた

い。また、事前アンケートをもとに児童の実態を把握し、話合いのコーディネートに生

かしたい。終末では、1 学期の学校生活の中で６年生として頑張ってきた行動について、

学校の先輩である本校職員からの励ましのメッセージや担任からの称賛のメッセージを

伝えることで自己肯定感を高め、今後の道徳的実践意欲を育むことができるようにしたい。

４ 本時のねらい 

震災によって不安だった史哉の前半の心情と学校が再開し６年生としてできること

はないかと考えるようになった後半の心情の違いを考えることを通して、最高学年とし

ての自覚をもち、自分達の学校を大切に思い、みんなで協力して自分達の学校をよくし

ようとする道徳的実践意欲を育む。 

５ 板書計画（実際の板書） 

授業テーマ 
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＜ＩＣＴを活用したｱﾝｹｰﾄ提示＞ 

＜自分の考えをまとめている姿＞ 

＜授業の振り返りを書く姿＞ 

（１）「自己を見つめるための工夫」について 

○ アンケート結果を提示したことで、主題である「周

りへの感謝」について視点が定まった。 

○  震災に関する資料を活用したことで、普段の生活

で当たり前だと思っていることが実は当たり前では

ないことに気づくことができた。 

●  道徳的諸価値を実現することの良さは理解できて

いるが、実現できない自分との葛藤からもっと問題

意識を高めさせたかった。アンケートの質問から課

題につなげるための発問をもっと精選していく必要

がある。 

（２）「他者との関わりを通じるための活動の工夫」について 

○  ペアやグループに固執せず自由に動いて意見を交

換させることで、他者の価値観を知ろうとする姿が

見られた。その後に全体で共有しさらに様々な価値

観に触れられるように意識した。 

● 「愛」という言葉が出たときに、同じ「愛」で終わ

ってしまったが、人によって愛の考え方が違うこと

を気づかせる手立てに課題があった。その結果、本人

でも気づいていない内面的な変容に気づくことがで

きたと考えられる。

（３）「考えを深めるための発問の工夫」について 

○ 疑問形でたくさん問いを作ることで生徒が批判的な思考で物事を考えることがで

きるようになっている。また、疑問を解決していく過程で新たな疑問が生まれ、そ

の疑問を解決していくことで考えがさらに深まるようにコーディネートすることが

できた。  

○  問いを共有し全体で教師と生徒、生徒同士で対話を重ねていくことで、多面的・

多角的な見方から、自らの考えをもつことができていた。  

●  自ずと生徒が自分を重ねて考えることのできるテーマ（不思議のタネ）を設定す

ればよかった。価値観の変わる出来事をテーマとして設定する。  

○  それまでの学校生活の中で担任から気づいた生徒

の良さを「尊敬する」という面から称賛する説話をし

たことで、実生活への意識を高めて終えることがで

きた。 

○ 振り返りでは、「言葉」だけの感謝だけではなく「思

い」をのせた感謝を伝えたいと書いている生徒が多

くいた。 

● 言葉以外の態度や行動で成長した姿を見せ感謝を

伝えたいという思いを書いている生徒もいた。行動

だけではなく、周りの支えがあることに気づかせら

れるような発問を考えていく必要がある。 

７ 考察 

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から  

道徳科学習指導の実際と考察

日 時：令和６年９月６日（金）第５校時  

主人公の、６年生として成長した姿を通して、６年生としての自分自身

を振り返るとともに、自分の役割を自覚し集団生活を充実させていこうと
いう意欲を育てる授業 

１ 主題名 ６年生の役割 Ｃよりよい学校生活、集団生活の充実 

２ 教材名 ぼくたちの学校（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅱ集） 

３ 主題設定の理由 

(１) ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

本指導内容は、最高学年としての自覚をもち、自分たちの学校や校風・伝統を大切に

思い、みんなで協力して自分達の学校をよくしようとする態度を育てることに関するも

のである。先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合ってよりよい学級や学校をつ

くるとともに、様々な集団の中での自分の役割を自覚して集団生活の充実に努め、最高

学年としての自覚をもち、学級や学校、身近な集団を愛する心を具体化できるようにす

ることが必要である。 

(２) 児童の実態（子ども観） 

本学級は、児童数４名の学級であり、４人で力を合わせて、１学期の大きな行事を乗

り越えてきた。昨年度は５、６年の複式学級だったため、学校のためにと活動する６年

生の様子を身近に見たり感じたりしてきたが、受け身的な児童が多く、自主的・主体的

に何かを行うことに不安を感じる児童もいる。今までの自分達を振り返るとともに、６

年生としての意識や集団生活の充実を目指そうとする意欲を高めたい。 

(３) 教材及び指導について（教材観及び指導観） 

本教材は、震災や津波によって主人公達の学校が壊れたが、様々な人々の助けにより、

他校を間借りして学ぶことができるようになったという実話である。元の学校に戻れる

日まで、たくさんの感謝を忘れることなく先生や仲間達とともに母校を守っていこうと

する主人公の様子が描かれている。 

  指導にあたっては、主人公の行動や気持ちに寄り添い、前半と後半の１年生が泣き出

した事への主人公の対応の違いを軸に、どんな心情の変化があったかを捉えさせる。自

分事として考えられるよう、導入で自分達が６年生になって大変だったことや下級生と

６年生の違いを事前アンケートから振り返らせたい。自分自身を見つめながら、最高学

年としての自覚をもち、さらに自分達の学校のために頑張ろうという実践意欲を高めた

い。また、事前アンケートをもとに児童の実態を把握し、話合いのコーディネートに生

かしたい。終末では、1 学期の学校生活の中で６年生として頑張ってきた行動について、

学校の先輩である本校職員からの励ましのメッセージや担任からの称賛のメッセージを

伝えることで自己肯定感を高め、今後の道徳的実践意欲を育むことができるようにしたい。

４ 本時のねらい 

震災によって不安だった史哉の前半の心情と学校が再開し６年生としてできること

はないかと考えるようになった後半の心情の違いを考えることを通して、最高学年とし

ての自覚をもち、自分達の学校を大切に思い、みんなで協力して自分達の学校をよくし

ようとする道徳的実践意欲を育む。 

５ 板書計画（実際の板書） 

授業テーマ 
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６ 学習過程 

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点 

１ 事前アンケート結果から「６年生」

について問題意識をもつ。     

（１）６年生として大変なことはあった 

    か。それはどんなことだったか。   

（２）下級生と６年生は何が違うか。 

５ ○ 事前アンケートの結果からよりよい学

校生活についての今の自分の考え方を振

り返らせて確認し、本時の主題を６年生

としての視点や自分事として捉えること

ができるようにする。 

２ 教材文を読んで考える。  

（１）「ぼくたちの学校」を聞き、主人

公の前半と後半の気持ちの変化や

その理由、バスの中で歌った時の

気持ちについて話し合う。 

（前半）小さい学年の子が泣いていて

もぼくはおそろしくてどうする

こともできなかった。  

  ・ 自分のことで精一杯。 
  ・ 他のことが考えられない。 

（後半）帰りのバスの中で声をかけて

も１年生は泣くばかり。ぼくも

泣きたくなる。でも友達が校歌

を歌いぼくも一緒に歌う。

  ・ なんとかしなければならない。
  ・ 自分は６年生なんだ。 

  ・ 友達がいてよかった。 

 ◎ 同じようなこの二つの場面の気持 

   ちでは、何が違うのでしょう。 

（２）自分と関連付けて考える。 

 ○自分は、理想の６年生になるため

にどのくらい到達しているかな。 

・ 今の自分は７５％くらい。委員会

であまり発言ができていないから。 

  ・  当番を忘れてしまうことがあ

ったから、６０％くらいかな。  

１５ 

１５ 

１０

○ 教師が「同じ６年生として、主人公と自

分を重ね合わせて、自分ならどうするか

考えながら聞いてみて」と働きかけるこ

とで、本時のねらいに焦点をあてること

ができるようにする。 

○ 自分ならどうするだろうかと考えるこ

とで、主人公をより身近に感じ、そこには

どのような心情があるか考えることがで

きるようにする。 

○ 後半の１年生が泣いたときに自分なら

どうするかとその理由について考えるこ

とで、前半と後半の違いには、６年生とし

て自分がなんとかしなければという意識

があることに目を向けることができるよ

うにする。 

○ 自分の現在到達地点を示し、理由も話

すことで、自己の振り返りをするととも

に、最高学年として学校やみんなのため

にできることがまだあることに気付くこ

とができるようにする。 

※  友達の話を聞くことで自己を振り返

り、６年生として自分たちができること

について多面的・多角的に考えているか。

（発言）          

３ これまでの自分を振り返る。 

（１）先輩からのメッセージを聞く。 

（２）本時で学習した内容について振 

り返りシートに記入する。 

○ １学期の学校生活の中で６年生として

頑張ってきた行動について、本校の先輩

である先生からのメッセージや担任から

の称賛のメッセージを伝えることで、自

己肯定感を高め、今後の道徳的実践意欲

を育むことができるようにする。 

○ これまでの自分のよさやまだまだな自

分を見つめるワークシートを用いること

で、これまでの自分を振り返り、６年生と

しての意識の高まりや、自分の学びを実

感できるようにする。 

※ ６年生としての自分を振り返り、自分

達の学校をよりよくしていくことの大切

さについて自己を見つめ考えを深めてい

るか。（記述） 

６年生とは？ 

学習活動・内容 
（◎中心発問 ・予想される児童生徒の反応） 

（１）「問題を自分事として捉える工夫」について 

○ 「６年生」に関する事前アンケート結果を、ＩＣＴ機器を

用いて可視化したことや６年生としての現在の自分の姿を確

認したことで、問題を自分事として考えることができた。 

○ 被災地を見学したり、語り部体験で震災の話を聞いたりす

る活動を計画的に取り入れたことで、震災を背景とした教材

文の主人公の気持ちを深く理解することができた。 

○ 被災後間もない中で、下級生のために、学校のために自

分にできることを模索する主人公の気持ちや行動は、同じ

６年生である児童の胸を打ち、問題に真剣に向き合う姿が見られた。 

 ● 「６年生になって意識が変わったところは」という発問では、あまり考えが出なか 

  った。テーマに迫る問いだったので、児童の考えを引き出す工夫が必要だった。教師 

の発問を精選する力や話合いのコーディネート力を高めたい。 

（２）「他者の考えに触れ、物事を多面的・多角的に考える工夫（発問・学習形態）」について 

○ 自分の立場（考え）を思考ツールを活用して視覚化した。自

分と友達の考えに違いがあることに気付き、考えの理由につい

て交流することで、多様な考えに触れることができた。 

 ● 「どうして６年生だと頑張らないといけないのか」という発

問についてもっと深く話し合うことができれば、さらに多面

的・多角的な考えが出たと思われる。問い返しの準備の必要性 

  を感じた。 

 ● 少人数学級においても児童が多面的・多角的に考えることができるようにするために、

授業参加型の「親子道徳」をさらに充実させたり、他の教職員が参加することができる

体制を整えたりすることも必要である。 

（３）「自己を見つめ、考えを深める振り返りの工夫」について 

○ 振り返りの時間を十分に確保したことで、自分自身としっか

り向き合うことができていた。 

○ 終末で、本校の先輩でもある教員からのメッセージを聞く場 

を設定した。担任とは違う視点でのメッセージを聞くことで、 

子ども達は自分自身のよさに改めて気付くことができ、心に深

く響く終末となった。 

 ● 振り返りのワークシートには、「いいこと」を書かなければ 

  ならないというような雰囲気がまだある。人間の弱さ（人間理

解）につながる問い返しにより理想的な考えに揺さぶりをかけることで、さらに自己

を見つめることができるのではないかと考える。

○ 思考ツールの活用が、児童の考えの可視化や共有に役立ったと共に、変容を見取る

こともでき、評価に生かすことができた。 

 ○ 振り返りのワークシートには、児童の素直な気持ちを受け止め、実践意欲を育むこ

とができるようなコメントをすることに心がけた。 

 ● 教師の評価が子ども達の心に響き、心の成長につなげることができるよう、児童と

築いてきた信頼関係を今後も大切にする学級経営を続けていきたい。 

〈思考ツールで自分の現状を確認〉

〈先輩からのメッセージ〉

〈アンケート結果を用いた導入〉

７ 考察 

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から  
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６ 学習過程 

時間 ○ 指導上の留意点 ※ 評価の視点 

１ 事前アンケート結果から「６年生」

について問題意識をもつ。     

（１）６年生として大変なことはあった 

    か。それはどんなことだったか。   

（２）下級生と６年生は何が違うか。 

５ ○ 事前アンケートの結果からよりよい学

校生活についての今の自分の考え方を振

り返らせて確認し、本時の主題を６年生

としての視点や自分事として捉えること

ができるようにする。 

２ 教材文を読んで考える。  

（１）「ぼくたちの学校」を聞き、主人

公の前半と後半の気持ちの変化や

その理由、バスの中で歌った時の

気持ちについて話し合う。 

（前半）小さい学年の子が泣いていて

もぼくはおそろしくてどうする

こともできなかった。  

  ・ 自分のことで精一杯。 
  ・ 他のことが考えられない。 

（後半）帰りのバスの中で声をかけて

も１年生は泣くばかり。ぼくも

泣きたくなる。でも友達が校歌

を歌いぼくも一緒に歌う。

  ・ なんとかしなければならない。
  ・ 自分は６年生なんだ。 

  ・ 友達がいてよかった。 

 ◎ 同じようなこの二つの場面の気持 

   ちでは、何が違うのでしょう。 

（２）自分と関連付けて考える。 

 ○自分は、理想の６年生になるため

にどのくらい到達しているかな。 

・ 今の自分は７５％くらい。委員会

であまり発言ができていないから。 

  ・  当番を忘れてしまうことがあ

ったから、６０％くらいかな。  

１５ 

１５ 

１０

○ 教師が「同じ６年生として、主人公と自

分を重ね合わせて、自分ならどうするか

考えながら聞いてみて」と働きかけるこ

とで、本時のねらいに焦点をあてること

ができるようにする。 

○ 自分ならどうするだろうかと考えるこ

とで、主人公をより身近に感じ、そこには

どのような心情があるか考えることがで

きるようにする。 

○ 後半の１年生が泣いたときに自分なら

どうするかとその理由について考えるこ

とで、前半と後半の違いには、６年生とし

て自分がなんとかしなければという意識

があることに目を向けることができるよ

うにする。 

○ 自分の現在到達地点を示し、理由も話

すことで、自己の振り返りをするととも

に、最高学年として学校やみんなのため

にできることがまだあることに気付くこ

とができるようにする。 

※  友達の話を聞くことで自己を振り返

り、６年生として自分たちができること

について多面的・多角的に考えているか。

（発言）          

３ これまでの自分を振り返る。 

（１）先輩からのメッセージを聞く。 

（２）本時で学習した内容について振 

り返りシートに記入する。 

○ １学期の学校生活の中で６年生として

頑張ってきた行動について、本校の先輩

である先生からのメッセージや担任から

の称賛のメッセージを伝えることで、自

己肯定感を高め、今後の道徳的実践意欲

を育むことができるようにする。 

○ これまでの自分のよさやまだまだな自

分を見つめるワークシートを用いること

で、これまでの自分を振り返り、６年生と

しての意識の高まりや、自分の学びを実

感できるようにする。 

※ ６年生としての自分を振り返り、自分

達の学校をよりよくしていくことの大切

さについて自己を見つめ考えを深めてい

るか。（記述） 

６年生とは？ 

学習活動・内容 
（◎中心発問 ・予想される児童生徒の反応） 

（１）「問題を自分事として捉える工夫」について 

○ 「６年生」に関する事前アンケート結果を、ＩＣＴ機器を

用いて可視化したことや６年生としての現在の自分の姿を確

認したことで、問題を自分事として考えることができた。 

○ 被災地を見学したり、語り部体験で震災の話を聞いたりす

る活動を計画的に取り入れたことで、震災を背景とした教材

文の主人公の気持ちを深く理解することができた。 

○ 被災後間もない中で、下級生のために、学校のために自

分にできることを模索する主人公の気持ちや行動は、同じ

６年生である児童の胸を打ち、問題に真剣に向き合う姿が見られた。 

 ● 「６年生になって意識が変わったところは」という発問では、あまり考えが出なか 

  った。テーマに迫る問いだったので、児童の考えを引き出す工夫が必要だった。教師 

の発問を精選する力や話合いのコーディネート力を高めたい。 

（２）「他者の考えに触れ、物事を多面的・多角的に考える工夫（発問・学習形態）」について 

○ 自分の立場（考え）を思考ツールを活用して視覚化した。自

分と友達の考えに違いがあることに気付き、考えの理由につい

て交流することで、多様な考えに触れることができた。 

 ● 「どうして６年生だと頑張らないといけないのか」という発

問についてもっと深く話し合うことができれば、さらに多面

的・多角的な考えが出たと思われる。問い返しの準備の必要性 

  を感じた。 

 ● 少人数学級においても児童が多面的・多角的に考えることができるようにするために、

授業参加型の「親子道徳」をさらに充実させたり、他の教職員が参加することができる

体制を整えたりすることも必要である。 

（３）「自己を見つめ、考えを深める振り返りの工夫」について 

○ 振り返りの時間を十分に確保したことで、自分自身としっか

り向き合うことができていた。 

○ 終末で、本校の先輩でもある教員からのメッセージを聞く場 

を設定した。担任とは違う視点でのメッセージを聞くことで、 

子ども達は自分自身のよさに改めて気付くことができ、心に深

く響く終末となった。 

 ● 振り返りのワークシートには、「いいこと」を書かなければ 

  ならないというような雰囲気がまだある。人間の弱さ（人間理

解）につながる問い返しにより理想的な考えに揺さぶりをかけることで、さらに自己

を見つめることができるのではないかと考える。

○ 思考ツールの活用が、児童の考えの可視化や共有に役立ったと共に、変容を見取る

こともでき、評価に生かすことができた。 

 ○ 振り返りのワークシートには、児童の素直な気持ちを受け止め、実践意欲を育むこ

とができるようなコメントをすることに心がけた。 

 ● 教師の評価が子ども達の心に響き、心の成長につなげることができるよう、児童と

築いてきた信頼関係を今後も大切にする学級経営を続けていきたい。 

〈思考ツールで自分の現状を確認〉

〈先輩からのメッセージ〉

〈アンケート結果を用いた導入〉

７ 考察 

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から  
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学習活動・内容（◯発問・予想される児童の反応） 時間 ◯指導上の留意点 ※評価の視点

１ 本時の学習課題をつかむ。

（１）「働く」ことのイメージをつかむ。

○働くとは、どういうことだろうか。

（２）課題をつかむ。

大切にしたい思いは。

５

(4) 

(1)

○ 事前アンケートで聞いた、児童が思う
勤労のイメージを、学習支援アプリを活
用して共有する。

○ 現在の児童自身の役割も勤労である
ことや、働く場面での思いについて、児
童とやり取りをしながら課題へ向かう。

○ 商品としての牛肉の写真を提示し、命
あるものを育てて売る仕事があること
を確認する。

２「までいの牛」を読んで考え、話し合う。

（１）教材に関する写真やスライドを見て、

震災当時の小林さんの状況を理解する。

（２）教師の範読を聴き、当時の小林さんの

状況や気持ちを理解する。

（３）小林さんの思いを考え、話し合う。

◎牛と共に避難し、壊れた柵を直したり草

を刈ったりして、必死に働いている小林

さんは、どんなことを思っているだろう。

・ 生活できるのか。お金は大丈夫か不安。

・ 育ててきた牛の命を守りたい。

・ 牛に、少しでも良い環境を。

・ 風評被害に負けたくない。続けたい。

・ 飯舘ブランドへのプライド。

・ 仲間の思いを無駄にしたくない。

・ 誰かの役に立ちたい。喜んでほしい。

・ おいしい牛肉を消費者へ届けたい。

・ 食べる人の笑顔のために。

○小林さんは、どんな思いを大切にして

働いているのだろうか。

・ までいに仕事をする。 

・ 牛の命をつなぐ。

・ 人の役に立つ。 ・お客さんの笑顔を。

・ 苦しくても諦めず挑戦し続ける。

・ 今できることを精一杯に。

２５  

(2) 

(６ ) 

(14)  

(3) 

○ 小林さんの状況が理解できるよう、原発

事故に伴う出荷制限や風評被害、畜産を続

ける困難を説明してから範読に入る。

○ 予想される意見に対し、「牛が可哀想

だから働いているのだろうか」「育てた

牛を自分で食べて味を確かめる思いは」

等を問い返し、小林さんの思いに迫らせ

た上で再度考えられるようにする。

○ ペアや全体での共有の後に書く時間を

確保するが、書けずにいる児童は黒板前

に集め、発問内容を再度確認し支援する。

○ 様々な考え方にふれられるよう、書き

終えた児童から自由にペアを組んで話し

てよいことを伝えることで、席に戻った

後、友達の考えを記述できるようにする。

○ 様々な視点からの意見も全て受容し

た上で、「畜産を辞めることは弱さか」

「なぜ畜産にこだわったのか」等を必要

に応じて問い返しながら、全体で話し合

い小林さんの思いに迫れるようにする。

○ 児童から挙がった言葉を用いて「皆に

も、～と思ったことはあるか」や「自分

が大切にしたい思いは（課題）」等を問

いかけ、教材を自分との関わりで考えら

れるようにする。

※ 働くことに対する小林さんの思いか

ら、勤労について多面的・多角的に考え

ているか。     （記述、発言）

３ 働くことの意義を考え、自己を見つめる。

○自分は…？（過去・現在・未来）

・〇〇委員会で～した時に、全校生が楽

しんでいるのを見て、～を皆で協力し

て実施できてよかったと思えた。

・清掃が面倒だと思った時もあった。校

舎をきれいにして、皆が気持ちよく過

ごせることを思うと、自分も～

・将来〇〇になったら、自分の仕事によ

ってお客さんが～と思えるような…

１０  ○ 過去～未来の自分のことを考えられ

るよう、児童が働く場面やキャリアの学

習の写真を提示し、書く活動へ入る。

○ 「〇〇さんの意見は、皆にも同様のこ

とがあるか」「どんなことが喜びにつな

がるか」等を問い、働くことのよさや、

なかなかできない弱さにもふれながら、

意見を共有できるようにする。

※ 働くことの意義を自分との関わりで

深めることができたか。 （記述、発言）

４ 振り返り
（１）本時を振り返り、今思うことを書く。

（２）小林さんから児童へのメッセージを
読む。

５  
(４ ) 
(１ ) 

〇 一つの考え方であると前置きして、小
林さんからのメッセージを伝え、これか

らの生活につながるようにする。

６ 学習過程いわき市立中央台東小学校 第６学年 道徳科学習指導の実際と考察
日 時：令 和 ６ 年 １ １ 月 ２ ８ 日 （ 木 ） 第 ３ 校 時

授業者：いわき市立中央台東小学校 教諭 久保木壮平

（１）ねらいとする道徳的価値について （価値観）

働くことは、人が生きていく上での誇りや喜びであり、大きな生きがいである。内容項目

「勤労、公共の精神」は、「働くことや社会に奉仕することの充実感を味わうとともに、そ

の意義を理解し、公共のために役立つこと」とされている。人が社会で働くことは、日々の

糧を得て自立し、自分や家族の生活を維持向上させることにつながる。しかしそれだけでは

なく、働くこと自体に楽しさや嬉しさを感じたり、社会的責任を果たして人や社会の役に立

つことの喜びを味わったりするものである。そのよさや大切さを実感することにより、働く

ことの意義を理解し、公共のために進んで行動しようとする心情を養うことができる。また、

勤労観は職業観と深く関連するため、過去・現在だけでなく未来も含めて、児童が自分事と

して考えられるようにしたい。

（２）児童の実態 （子ども観）

１０月のキャリアの学習では「人の役に立ちたい」「将来の夢を叶えられるよう頑張りた

い」などの感想が挙がった。委員会活動や学級の当番・係・日直、清掃等の場面では、決め

られた活動をある程度は取り組む姿が見られる。その一方で、自分の役割を自らの意思で意

欲的に取り組んだり、その活動にやりがいや喜びを感じたりする児童は少ない傾向があり、

面倒だと言いながら取り組む場面も見られ、主体性に課題がある。児童が、学級や学校のこ

とを思って働く充実感や、誰かの役に立つことに喜びを感じ、道徳科や道徳教育での学びが

行為として表れていくよう工夫したい。

  また、本時は東日本大震災を扱った教材を活用するが、本学級の児童は震災の１年～２年

後に生まれた年代である。生まれた当時、震災後の福島県は大変な状況だったことを家族か

ら聞いている児童はいるが、実体験としての震災の経験は無い。また、避難後に本校学区内

に住居を移した家庭や、原発関連に従事する家庭があり、扱い方に配慮する必要がある。

（３）教材及び指導について （教材観及び指導観）

本教材は、畜産農家の小林将男さんが、原発事故によって飯舘村から千葉県山武市に牛と

共に避難した後も、情熱と愛情をもって育てていく様子が描かれている。使命感をもち、自

分の仕事にやりがいを感じながら社会に貢献していく小林さんの姿が心に残る教材である。

当時の飯舘村の畜産農家 228 軒のうち、避難後も畜産を続けた農家はわずか７軒で、かなり

困難な状況だったことが窺える。142 頭の牛（１回目は 80 頭）を千葉県へ移動させること、

１年以上出荷をできないまま育て続けたこと、出荷を再開できても風評被害により半値以下

が続いたこと、移動先の牛舎や環境が整わないこと等、様々な不安や葛藤、困難があった。

その状況の中でも「食べてくれる人を喜ばせたい」という一心で、飯舘牛の血統をつなぎ、

「千葉県産までい牛」を山武市で育てることに誇りをもち、「までい」に仕事をし続ける小

林さんの思いに迫りたい。そして、働くことを児童一人一人に自分事として考えさせ、自分

なりの働くことの意義を捉えられるようにしたい。

４ 本時のねらい

困難な状況でも信念をもって働く小林さんの生き方にふれ、働くことへの思いを話し合う

ことを通して、公共のためにやりがいや喜びをもって働こうとする道徳的心情を育む。

５ 板書計画

を見つめ、公共のために役立とうとする道徳的心情を育むことができる授業 

１ 主題名 働くとは     Ｃ 勤労、公共の精神

２ 教材名 「までいの牛」 （出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集） 

３ 主題設定の理由 

授業テーマ 「働く」ことについて考え議論し、自分にとっての「働く」ことの意義

い
か
す

４
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学習活動・内容（◯発問・予想される児童の反応） 時間 ◯指導上の留意点 ※評価の視点

１ 本時の学習課題をつかむ。

（１）「働く」ことのイメージをつかむ。

○働くとは、どういうことだろうか。

（２）課題をつかむ。

大切にしたい思いは。

５

(4) 

(1)

○ 事前アンケートで聞いた、児童が思う
勤労のイメージを、学習支援アプリを活
用して共有する。

○ 現在の児童自身の役割も勤労である
ことや、働く場面での思いについて、児
童とやり取りをしながら課題へ向かう。

○ 商品としての牛肉の写真を提示し、命
あるものを育てて売る仕事があること
を確認する。

２「までいの牛」を読んで考え、話し合う。

（１）教材に関する写真やスライドを見て、

震災当時の小林さんの状況を理解する。

（２）教師の範読を聴き、当時の小林さんの

状況や気持ちを理解する。

（３）小林さんの思いを考え、話し合う。

◎牛と共に避難し、壊れた柵を直したり草

を刈ったりして、必死に働いている小林

さんは、どんなことを思っているだろう。

・ 生活できるのか。お金は大丈夫か不安。

・ 育ててきた牛の命を守りたい。

・ 牛に、少しでも良い環境を。

・ 風評被害に負けたくない。続けたい。

・ 飯舘ブランドへのプライド。

・ 仲間の思いを無駄にしたくない。

・ 誰かの役に立ちたい。喜んでほしい。

・ おいしい牛肉を消費者へ届けたい。

・ 食べる人の笑顔のために。

○小林さんは、どんな思いを大切にして

働いているのだろうか。

・ までいに仕事をする。 

・ 牛の命をつなぐ。

・ 人の役に立つ。 ・お客さんの笑顔を。

・ 苦しくても諦めず挑戦し続ける。

・ 今できることを精一杯に。

２５  

(2) 

(６ ) 

(14)  

(3) 

○ 小林さんの状況が理解できるよう、原発

事故に伴う出荷制限や風評被害、畜産を続

ける困難を説明してから範読に入る。

○ 予想される意見に対し、「牛が可哀想

だから働いているのだろうか」「育てた

牛を自分で食べて味を確かめる思いは」

等を問い返し、小林さんの思いに迫らせ

た上で再度考えられるようにする。

○ ペアや全体での共有の後に書く時間を

確保するが、書けずにいる児童は黒板前

に集め、発問内容を再度確認し支援する。

○ 様々な考え方にふれられるよう、書き

終えた児童から自由にペアを組んで話し

てよいことを伝えることで、席に戻った

後、友達の考えを記述できるようにする。

○ 様々な視点からの意見も全て受容し

た上で、「畜産を辞めることは弱さか」

「なぜ畜産にこだわったのか」等を必要

に応じて問い返しながら、全体で話し合

い小林さんの思いに迫れるようにする。

○ 児童から挙がった言葉を用いて「皆に

も、～と思ったことはあるか」や「自分

が大切にしたい思いは（課題）」等を問

いかけ、教材を自分との関わりで考えら

れるようにする。

※ 働くことに対する小林さんの思いか

ら、勤労について多面的・多角的に考え

ているか。     （記述、発言）

３ 働くことの意義を考え、自己を見つめる。

○自分は…？（過去・現在・未来）

・〇〇委員会で～した時に、全校生が楽

しんでいるのを見て、～を皆で協力し

て実施できてよかったと思えた。

・清掃が面倒だと思った時もあった。校

舎をきれいにして、皆が気持ちよく過

ごせることを思うと、自分も～

・将来〇〇になったら、自分の仕事によ

ってお客さんが～と思えるような…

１０  ○ 過去～未来の自分のことを考えられ

るよう、児童が働く場面やキャリアの学

習の写真を提示し、書く活動へ入る。

○ 「〇〇さんの意見は、皆にも同様のこ

とがあるか」「どんなことが喜びにつな

がるか」等を問い、働くことのよさや、

なかなかできない弱さにもふれながら、

意見を共有できるようにする。

※ 働くことの意義を自分との関わりで

深めることができたか。 （記述、発言）

４ 振り返り
（１）本時を振り返り、今思うことを書く。

（２）小林さんから児童へのメッセージを
読む。

５  
(４ ) 
(１ ) 

〇 一つの考え方であると前置きして、小
林さんからのメッセージを伝え、これか

らの生活につながるようにする。

６ 学習過程いわき市立中央台東小学校 第６学年 道徳科学習指導の実際と考察
日 時：令 和 ６ 年 １ １ 月 ２ ８ 日 （ 木 ） 第 ３ 校 時

授業者：いわき市立中央台東小学校 教諭 久保木壮平

（１）ねらいとする道徳的価値について （価値観）

働くことは、人が生きていく上での誇りや喜びであり、大きな生きがいである。内容項目

「勤労、公共の精神」は、「働くことや社会に奉仕することの充実感を味わうとともに、そ

の意義を理解し、公共のために役立つこと」とされている。人が社会で働くことは、日々の

糧を得て自立し、自分や家族の生活を維持向上させることにつながる。しかしそれだけでは

なく、働くこと自体に楽しさや嬉しさを感じたり、社会的責任を果たして人や社会の役に立

つことの喜びを味わったりするものである。そのよさや大切さを実感することにより、働く

ことの意義を理解し、公共のために進んで行動しようとする心情を養うことができる。また、

勤労観は職業観と深く関連するため、過去・現在だけでなく未来も含めて、児童が自分事と

して考えられるようにしたい。

（２）児童の実態 （子ども観）

１０月のキャリアの学習では「人の役に立ちたい」「将来の夢を叶えられるよう頑張りた

い」などの感想が挙がった。委員会活動や学級の当番・係・日直、清掃等の場面では、決め

られた活動をある程度は取り組む姿が見られる。その一方で、自分の役割を自らの意思で意

欲的に取り組んだり、その活動にやりがいや喜びを感じたりする児童は少ない傾向があり、

面倒だと言いながら取り組む場面も見られ、主体性に課題がある。児童が、学級や学校のこ

とを思って働く充実感や、誰かの役に立つことに喜びを感じ、道徳科や道徳教育での学びが

行為として表れていくよう工夫したい。

  また、本時は東日本大震災を扱った教材を活用するが、本学級の児童は震災の１年～２年

後に生まれた年代である。生まれた当時、震災後の福島県は大変な状況だったことを家族か

ら聞いている児童はいるが、実体験としての震災の経験は無い。また、避難後に本校学区内

に住居を移した家庭や、原発関連に従事する家庭があり、扱い方に配慮する必要がある。

（３）教材及び指導について （教材観及び指導観）

本教材は、畜産農家の小林将男さんが、原発事故によって飯舘村から千葉県山武市に牛と

共に避難した後も、情熱と愛情をもって育てていく様子が描かれている。使命感をもち、自

分の仕事にやりがいを感じながら社会に貢献していく小林さんの姿が心に残る教材である。

当時の飯舘村の畜産農家 228 軒のうち、避難後も畜産を続けた農家はわずか７軒で、かなり

困難な状況だったことが窺える。142 頭の牛（１回目は 80 頭）を千葉県へ移動させること、

１年以上出荷をできないまま育て続けたこと、出荷を再開できても風評被害により半値以下

が続いたこと、移動先の牛舎や環境が整わないこと等、様々な不安や葛藤、困難があった。

その状況の中でも「食べてくれる人を喜ばせたい」という一心で、飯舘牛の血統をつなぎ、

「千葉県産までい牛」を山武市で育てることに誇りをもち、「までい」に仕事をし続ける小

林さんの思いに迫りたい。そして、働くことを児童一人一人に自分事として考えさせ、自分

なりの働くことの意義を捉えられるようにしたい。

４ 本時のねらい

困難な状況でも信念をもって働く小林さんの生き方にふれ、働くことへの思いを話し合う

ことを通して、公共のためにやりがいや喜びをもって働こうとする道徳的心情を育む。

５ 板書計画

を見つめ、公共のために役立とうとする道徳的心情を育むことができる授業 

１ 主題名 働くとは     Ｃ 勤労、公共の精神

２ 教材名 「までいの牛」 （出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集） 

３ 主題設定の理由 

授業テーマ 「働く」ことについて考え議論し、自分にとっての「働く」ことの意義

い
か
す

４
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【Ｑ＆Ａ】

道徳科の教育過程Q&A

体の変容だけでなく、さらに一人一人の変容に目を向けていきたいと改めて感じた。 

（１）「教材への自我関与」について 

 ○ 導入では、「働く＝お金を稼ぐこと（未来）」という発言が多かったため問い返し、

それだけではなく現在も委員会や当番、係等で働いていることを捉えさせた。 

 ○ 肉牛農家が震災で避難したという、児童にはイメージしにくい題材であることを踏

まえ、パワーポイントを活用して先行的に要点を伝え、自我関与しやすいようにした。 

 ○ 避難直後の働く思いに焦点をあて「避難先で必死に働き始めた時、どんな思いだろ

うか」を中心発問として、「自分が育てた牛を自分で食べるのはなぜか」「なぜそこま

でして畜産にこだわり続けたか」等を問い返し、主人公の思いに迫れるよう工夫した。 

 ● 実生活と往還させながら全体での話合いを進めて考えを深めさせたかったが、充分

な問い返しができなかった。 

（２）「多面的・多角的な話合い」について 

 ○ 主人公の心情について「牛の命（生命の尊さ）」  

「飯舘牛ブランドをつなぐ（努力と強い意志）」 

「消費者の笑顔のため（勤労）」等、「勤労」を土台 

にして複数の内容項目の視点から意見が挙がった。

 ● 児童の意見に対し「プライドとはどういうこと 

か」「諦めず何を目指したのか」「何が大きなやり

がいか」等を全体へ問い返して話合いを深めてい ＜一人の意見を皆で聴く＞

くべきだったが、ねらいと異なる方向へ行くことを恐れ、踏み込んで問い返せなかった。

 ● ペアでの交流を計５回（固定３・自由２）取り入れたが、単なる伝え合いで終わる

ペアが多いため、「なぜそう思うか」等をさらに聞き合えるよう指導していきたい。 

（３）「自己を見つめる」について 

○ 主人公の勤労観と、小学生の自分の働く場   

面に共通している点を想起させるため、自分  

事で「働くことへの思い」を記述する前に、児 

童の働く姿の写真を提示した。 

 ● 多くの児童が自分事で具体的に考えていた 

が、難しさを感じていた児童も複数見られ、 

支援した。働くことにおいての自分のよさや 

やりがいだけでなく、分かっていてもなかな
＜小林将男氏からのメッセージ＞ 

かできない自分の弱さ（人間理解）にもさらに触れた上で考えさせるべきだった。 

○ 本時も終末で書く場面をつくり、挙手や指名で発表をした。教師から児童全員の記

述に「認め励ます」視点でコメントを書くこ

とを毎時間継続してきた。本時は事前アンケ

ートから変容が見られた児童が多かった。 

 ● 事後研究会でも挙がった児童 K の意見（右

記）を例に、この児童の変容を考える。  

【児童Ｋの変容の例】 ＜Ｋの記述「正解だと思えるように」＞ 

① 給食委員会「１年生のお盆洗いで頼ってもらえた」と感じた。（雑談の中で） 

② 休み時間の後「先生、１年生に友達ができました。」と嬉しそうに発言。 

③ 道徳科（集団生活の充実）「１年生と、もっと関わりたい。」と発表。 

④ 休み時間に「１年生、今日はどこで遊んでいるかな。」と校庭へ走り出す。 

⑤ 道徳科（勤労：本時）「周りのことや関わっている人達に感謝したい。委員会で 

６年生が企画したことを喜んでくれると嬉しい。」と展開後段で記述。 
　 以上のような変容は担任だから分かることである。しかしそれすら、担任の見取り

による一側面でしかない。本時は「勤労」を一つの窓口として、児童は様々な感性を
もって考えを深めている。「認め励ます」とは、道徳性に係る成長の様子を大くくり
に見取ることと共に、一瞬の内面的な動きを認め励ますことである。授業での学級全

７ 考察 

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から 

子ども一人一人を受け止めて、認め励ます評価の視点から  
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　つまりは、学級担任が授業を行うことを原則としながら、学校、学年としての組織的に
対応することが大切である。

」（中学校に

「小（中）学校学習指導要領解説 特別の教科道徳編 第４章 指導計画の作成と内容

このことにより、「ふくしま道徳教育資料集」

なお、地域教材の開発にあっては、教材の具備すべき条件を備えているか精査するとと

」「小（中）学校道徳読み物資料集（文

」

旨を付記しておく。
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◆ふくしま道徳教育資料集三部作 ◆

生きぬく・いのち

道徳教育リーフレット
「道徳のとびら」

「モラル・エッセイ」コンテスト
優秀作品集

第 Ⅱ 集第 Ⅰ 集
敬愛・つながる思い

第 Ⅲ 集
郷土愛・ふくしまの未来へ

【小学校版】 【中学校版】 【高等学校版】

福島県教育委員会
この冊子の電子版が、福島県版「道徳教育アーカイブ」よりダウンロードできます。
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